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會畫骨 董叢奮  莽臺巷 

今— 泉 雄 作 著 _ 

I 日本 畫の 知識 及 鑑定 法 I 


1 * 本書は 『 # 畫骨董 叢書』 の 第一 卷 として、 今 泉 雄 作 先生の 日本 畫に關 する 一般的の 知識と その 鑑 
定法との 講述 を收錄 する ものである。 

一" 本書は 現代人の 專門的 常識を 涵養す 可く、 極めて 平易 明快に、 併も 細大 漏 3 ず 講述 する ?: 目的と 
して ある 〇故 に苟 くも 本書を 通讀 すれば* 上下 一千 餘載に 一旦る 國晝の 全般 {C 通曉 する を 得る であら 
50 

「 本# は 必ずしも 歷 史的 變遷 、時代 文化の 狀勢 •姉妹 藝術 及び 外阈藝 術との 關係 等に ついて 言及し 
ては ない。 己れ 本 # の H 數に限 6 あると、 玆には 左までの 必要なしと 思つ たからで ある 0 
一、 本書は 繪畫 鑑賞 上に 必要なる* 各 時代の 晝 家と 作品と を 網羅し、 且つ 畫 家の 師傳 •系統 •流派 •本 
名 •字 諱 •別號 •生地 •居所 •死歿 年月 •. 父 友 •私生活 •特色 •傾向 •晝 家と しての 地位 •功 M 及び 代表作 •そ 
の 作品の 特質 •傳來 等に わたぅて* 一々 明確なる 講述を して ある 0 
一、加ふる ^ 、代表作品を出來得る限ぅ多數 ^ 寫眞版として揭載し、且つ最も多く使_5れた落欵0 


印章、 又は 特に その 作の 特色 -t 解し 得べき 作品の 一部 等を 同じく 原物ょ 6 撮 映して 示し たれば* 本 
文と 相俟つて 讀者を 益す るで あらぅ C 

.一、 本書 k は、 畫 家の 肖像 0 逸話 •草本 •雜畫 •筆蹟 等は 一切 こ れを 省いた が、 是 等は 悉く 後卷 『逸話 珍 
談 集" 附 鑑賞 鑑定 談』 k 載せて ある C 又 系！！ •系統 表 •年表 等は 一括して 別册 『年表 •M 解 及 索引』 に 
割いて ある C 

一、 畫 家の 生 歿 行動" その他 學者 間に 定說 のな S 事項が 頗る 多く、 甚 しきは 畫 家を 抹殺し、 作品を 否 
定 する やぅな ことが 頻 々として ある 〇本 # は是 等に 對 して 最も 確實と 信ずる 說 (C 從ふ と共に、 その 
取捨に 迷つ たものは 暫く 疑を 存 して 置いた 0 

一、本書は、從來世に出でたる多くの文献に據つたのは勿論で、時としてはをの句章をも其の儘に、 
若しくは換骨脫胎して用ひた場合もある0今一々茲に附記しない代ぅに、參考し /2 書名中、最も主 
要なる もの 數種を 左に 錄 t て 感謝の 意を 表して 置く。 同時に 讀 者は、 本書を 原本と して、 更に 詳密 
に、 枝葉に 百 14 窺 はんとせば そ 等を 參看 れ たぃ O  ( 2s g ?t l" ^; ss ^ q i^ 也 tl J ts s? は 聽 

りに 廣汎な るを ン 
以て 省いた O J 

朝 岡興禎  古晝 備考  堀  直 格  扶桑 名晝傳 
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E 本篑 とその 偵 値 —— 本# 講述の 方針 I 上代の 繪畫 I 倭畫 と繪卷 物— W 山 時代 iffi 畫 I 狩 野 派の 變遷消 長- 
光琳 派と 浮 1»: 繪 —— W 山 四條 派と 文人 畫 

第一 編 上代の 繪晝及 佛晝の 初期 . . . . . 

1  ' M ^  . . . : 

最古の 畫は 宗敎畫 —— 信仰ょ = '作った 畫 I 佛® の 題 H と 其 戀遷 I 飛鳥 寧樂 朝の 寶と 平安朝の 斑 
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日本 最古の 美術 —— 聖德 太子と 日本 美術 I 推 古 時代と 外 ^ 畫の 輸入 I 「玉虫 厨子 扉繪」 と It ; の 「 臺埯繪 」 —— 「天 壽國 
曼荼羅」 

三、  「法隆 寺 壁畫」 とその 時代 . . . 一一 一 

世界に 誇る 可き 一大 名费 .一 •法隆 寺 金堂 壁賓の 說明 _ 「橘夫人厨子迸」 _ f 粟 德 太子 御影」 


九  ゴし 


四、  「因果 經 繪卷」 と 「鳥 毛 立女屛 風」.：.： . 5 

奈 頁 七 朝の 繪 踅 —— 「過去 現在 H 果經繪 卷」— r .ft 毛 立女屛 風」 — 一吉 祥天 女丧 像」 — 其 他 の常代の逍品 
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平安 初期の 繪畫 —— 弘法 大師 s 略傳 —— r 二祖像 j と 「勤 操 僧都 像」 — 智證大 师と r 赤 不動」 — 當代の 其 他の 傑作 席 


蹵は 油 tt lc 近い  . 

第二 編 倭繪の 名家と 名作 . . :: . . . . g 
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一、 總  說 . . . 四 〇 


「やまと」 繪とは 何ぞ __ p やまと」 繪の 由來， 流の 起源と 異同 —— E 勢 派の 畫風と 其 特色 一 ^卷 口の® 風と 其 特色 
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二 河 成 •金 岡 •爲成 •基 光 . . . . . . . . . . . f 

平安 初期の 「やまと」 繪 I 百濟河 成の 傳說 —— 巨 勢 金 岡の 傳說 一T 山水 屏風」 と 「十一 而觀音 J— 「孔雀 明 王の 像」— 
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淨土繪 のは じ まり — 惠心 僧都の 略傳 — 高野山の 「二十 五 菩薩 へ — 曾理僧 都の 「炎 摩 一大」 其 他  此阵代 の ^: 齋 — ： 
鳥 羽 僧正と 其の 戯畫 
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四、  隆能 •隆親 •光長の 時代 . 六 九 
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— 菊池容 齋の 歷史畫 

第三 編 東 山 時代の 諸家 . 一 Q 八 

一、 總  0  . 一 0 八 
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四 

兆 殿 司の 出で る玄で —— 兆 殿 司の 人と な 〇 —— 兆 殿 司の 作品と 作風 —— 兆 殿 司の 亞流其 他の 勒人 
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二、  流 祖狩野 正 信 . 一四 七 

狩 野の # 祖景信 S SI —— 狩 野： 止 信の® 系 I M 作の 稀な 正 信  ，  I  / 

三、  狩 野 古法 眼 元 信 . . 一 五一- 
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空前 絕 後の 大賓家 — 元 信の 素養と 好運と — 元 信の 硏究と 其 苦心 —— ：兀 信の 代表 傑作 —— 最も 傑れた は 山水 畫 — 元 
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四 •永德 .山樂 •興 以 . . . 一六 二 
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—松花 堂昭乘 の繪 

五、  狩 野 探 幽守信 . . . 一七 一 
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八、  狩野芳 崖と 橋 本雅邦 . 一九. 一一 
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第五 編宗達 •光琳 抱 一派：：：：：：； . 一一 〇1 

一、  總  說 . 一一 00 
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第 七 編南宗 (文人) 晝の 諸家 . ：••： . 一 3 
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—— 南 斑 鏗貫に 心得べき 點 

二、 初期の 南晝家 . 一一 友 

日本 南® の 由來 —— 祗 南海の 南査 —— 彭百 川と 服南廊 I 柳 里恭の 作畫 
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の 友人、 殊に 木孔恭 

四、  與謝蕪 村と 其 門下 . . . 二 九-一 

蕪 村の 人物と 生涯 —— 迸 家と しての 蕪 村 I 蕪 村の 描いた 畫 —— 蕪 村の 門下生 

五、  谷 文 晁と其 門弟 . 一一 九 七 

谷文晁 は 南畫家 か I 文晁の 生 ひ 立と 素養 I 文 晁の 人物と 生涯 ！ 巧緻に して ®} 氣ぁ る ffl: 風 I  X 晁の家 族 及 門下生 

六、  渡 邊峯山 と 其 門下 . . . 三 宅 

氣骨 千鈞の 名晝家 I 志 氣 鬱勃た る 彼 2 畫風 I 秀拔 r して 輕妙な る 特長 I 華 山門 下の 人々 I 栋椿 山と 福 田 半 香— 
I 岡 本 秋 暉と山 本 琴 谷 

七、  田 能 村 竹 田と 其 門下 . . . . m 八 
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八、 文化 文政の 文人 晝 諸家 . . . . 

江戸の 11 望の 1115 米 山人と 子の 半 江— 大阪 S— 家— 浦 上玉？ 子の 8— 中 林 竹 
同と 山 本 11 小 31と1 1 S1 木 米 1 111 井 烏洲— 皆 川篇と 8 泉 

一霞 

九* 明治 初年の . . 

維新. is と 文人 畫 1 口— 山と S 耕 石— 安 S 山と 福鳥柳圃|, 奥 1 湖 U 野 口 小頭 IW 崎— 4 口 
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日本 畫の 知識 及 鑑定 法 

今 泉 雄 作 著 

緖 言  - 

日本 畫と 玆に日 木畫の 一般につ いて 講述 1-° るに 當 ぅ* 日本 晝 とは 何ん な もの か* 又を 
れを 如何なる 風に 講述 すべき かを 考へて 置きた so  一口 R 言へ ば" 日本 畫 とは 日本の 土地て 日本人の 
手で 作られ /2 繪畫 のこと である 〇そ して これは、 今から 一千 數' 白 年の 昔に 旣に 見る 乙と が 出來 て、 そ 
れ ょ. CN 今日に 至る まで、 時世の 推移 ^ つれて、 晝風や _畫 派の 上 ^ は 幾多の 變遷も あ $、 時 {C 興 廢の述 
のなかつ たでは な S が、 大體 R 於て をの 時代 時代の 繪晝の 現 はれな かつた 乙とは なく、 繪畫史 の中斷 
を 見ない のみならず、 各 時代 R 於て 絕ぇず 特色の ある 優れた 傑作を 出して ゐる〇 しかも* 乙れ 等の 傑 


作は >  滅亡 散逸せ る 物 も 勿論 多い ので あれ ど" 今日に 傳 へて 或は 博物館に 寺院に 神社に、 或は 帝室を 
始め 舊 大家に 富豪に、 その 傑出せ る 多くを 目睹 する 乙と が 出來る 〇實に 我 邦 に傳袈 現存して ゐる 古今 
一の 名畫 は、 乙れ を 一國文 華の 成し 出した る 結果と 見る も、 k 富の 一部と 見る も、 誠に 重要なる ものと 
一稱 せねば ならぬ。 況んや 乙れ を 世界的の 立場ょり 見る 時、 日本の 過去に 作 6 成した 繪晝は 世界 {C も 優 
| 秀なる 冬ので" 或は 印度 や 希臘の 古名 畫 (C 匹敵し、 或は 文藝 復興 期の をれ に 劣らない と賞讃 せられて 
I ゐ る 〇近來 、外人が 先を 爭つて 口 本畫を 硏究 鑑賞 せんとす るは 勿論、 巨額の 資を惜 まず、 乙れ を 自國 
一に 持ち 歸らん とする のを 見ても、 我國 :c 發 生した る 繪畫の 如何なる 價値 あるかを 知る であらう 0 
I 本書 講述の 方針 I 此の 國 家の 至 寶 、國 民の 誇ぅ / 2 る 日太晝 について •あ 互 ^ 若干の 鑑賞 眼を 養 
j hi んが爲 めに、 本書の ii, を 公 R する 次第で ある 〇隨 つて 私は、 或る時 代、 或る 個人" 或る 作品に つ 
いて、 說細に 百〕 つて? の 論述を する 乙と を 避けて、 常識と して 必要なる 限 うを 解う 易く 語らう と 
思 ふ ◦例へ ば S 叱 S 似の 繪畫を 語らん には、 その 頃の 社 會の狀 態、 武人の 好尙 、更には 禪宗の 敎義ゃ 
j 宋 元との 交漱 、進んで 源平 時代から 南北朝時代を 經て の變遷 などを 審か にしなくて はならぬ とか、 雪 
-舶に つ S て 語らん には" その 脱 酎 flllT を 究め、 相國寺 時代を 知う、 渡 明の 前後を 辨へ 、更 {C は歸 朝の 年 
月、死默の場所等をも、一々 ^ 穿證しなくてはならぬといふ乙とにならう0又、雪舟の毛利家に在る 
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『山水晝卷』，たけについても*その畫風*墨色，特質*圖樣*體裁*他の作品との比較などを硏究し 
なくて は 十分とは 言へ ない。 併しながら : IJ: ハ處爻 での 穿鑿は、 讀赉に 於ても 到底亂 に 堪へな い 所で あら 
ぅから* をれ ょ- CS も、 先づ 是非 知らぬ ばなら ない NJ と、 殊に 讀者が 名畫 に 接し、 名品を 手 {C した 場合、 
一般的の 鑑賞 •鑑定の 知識と して 必要なる 限 6を、 波ら 5 ず 講述 するとい ふ 方針を 取- CV /2 い〇隨 つて、 
異說の ある ものは、 一々 異說を 並べず、 判明し 難き 乙と も、 强 S て 深く  f 繫 しない M と } C した so 又 
日本 畫の 特色と か、 種類と か、 描法と か、 色々 語- CN た い 乙 ともあれ ど、 それ 等 も 『以松數 1 #%'』 等 
に 讓つて 、次には 各 時代の 特色を 示し、 大凡の 見當 のつ くやぅ {C して 置く  0 

一 上代の 繪晝一 先づ、 H 本晝 は、 今日 見る 遺 1 から 察して 一千 三： 白 年 前 推 古' の 頃の が最 
名 古い 〇乙 れを 飛鳥 朝の 美術と 言 ふので ある。 併し をの 遺品は 極めて 少い〇 それから 約 五十 年の 後、 
天智 天皇の 頃に 有名な 法隆 寺壁畫 とい ふ 大作が 出來た 〇これ は 日本の 上古の 美術を 代表す る もので、 
世界的の 傑作で ある 〇つ いで 奈良朝 七十 餘年 問には" 例の 天平 時代と いふ 彫刻の 全盛時代が あ 〇 て* 
その 前後を 通じて 給畫本 幾つか 出來 た。 尤も 遺品は 甚だ 少い し、 且つ 發 達の 中途 {C 在つ た。 ついで 和 
安 朝になる と" 約 一千： 白 年 前、 所謂 犯 仁 時 似の 前後に 佛畫が 出來 て、 犯！^ -•| 1^ 对,等の,街と稱 
する ものが 多い。 併し、 眞作か 否は 明で ない 場 八：： が 少なくない 〇 你 ほ 此の頃までは 佛畫が 主で あつ 
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四 

みつけ- フ  い •フ し-っ 

て、 それ も 平安朝に 入つ てからは 密敎 の晝が 多 かつた 〇仑れ 等には 極めて 優秀な 作を 兄る ので* 此植の 
宗敎晝 としては 當 時の 作を 隨 一とし なくて はならぬ 。然るに その 頃から* 宗敎 を 離れた 瓣 i" 賞 的の 畫 

I  く だら かは なり  こ せ かなを か 

も 次第に 出來 て、 百濟河 成* 巨 勢 金 岡 等の 名が 見ぇる。 凡そ 一千 年 前の 乙と である 。けれども 彼等の 
眞蹟は 一. つも 遺つ て. Q ない 〇只仑 の 時代の 作を 幾つか 見る のと* 彼等が 所謂 lil 繪の ^ を！！ い たのと を 
j 知らねば ならぬ 0 

| 倭繪 と繪卷 物 | 倭繪は 純粋の 日本風の 畫 である 〇それ まで ^ は、 Ml れ た 畫が多 かつ / 2 と 言つ 
I て も-支那 畫の 模倣 か燒き 直しの 樣 な 物が 多かった ◦然るに 倭繪 、殊に その 封 g 歌を 占める 繪卷 J は 
一筆 致 も 畫風も 題材 も 純日本式に なった。. これは 金 岡 や 春 日 基 光 等 (C 起ぅ、 藤 原隆能 •隆 親等 幾多の 名 
手を 出した 〇凡そ 藤 原 道 長 以後、 源平 時代に かけて 盛 R 描かれ* 大家 も續 出し* それょぅ ^ 倉 時代に 
一まで 及んで. Q る。 藤 原 信實の 如きは 鎌倉時代 初期の 人で ある 〇併 し倭繪 には 作 渚の 名 や 印を 殘 してな 
一 かつた ので、 傳說 として 以外 k 眞の 作者を 知る 乙とは 槪 して 困難で ある 〇當 時の 倭繪 は、 主として 物 
一語の繪解きとして貴族の生活や、宗敎上の獻ぎやを ^: |^ ^ してぁ6、時 ^ ||1^の您斷彭^|か_祀 
とか も 見る ので ある 〇ま た 鳥 羽 僧正の 戲畫 とい ふ 如 さ、 他の 倭繪が 色彩 本位で、 濃艶 優麗 なネ ので あ 

けいく- £いせいナ-ん あ t; (i ひ  ごくしよ くいち じる  欠 ん >• 

るに 比して、 輕快淸 淡の 味を 出して 居る、 特色の 著しい 繪®  A あるし ついで 鎌 倉 頃からは、 緣起 
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ちの >> -/ しさ フ a t き  にせ II せう ぎ う ぐ C 

物が 多くなる と 共 {C 戰爭 の繪卷 も出來 たし、 肖繪な る もの も 現 はれた 〇 乙 れは つま 6 肖像 晝で ある 0 
三十 六 歌仙、 當 時の 名士、 或は 牛 や 馬 も ある。 こ、 まで 來る と、 南北朝の 少し 後から、 がら 6 と變つ 
た畫風 が 起つ た 〇 そ れは 支那の 宋元の 影響を 受けた 畫で ある 0 

I  _  しんけいか .っ  しさ •って 令  ぜんし フ  け l r うし 

n§f 山 時—^ Tini—I 此の 新 傾向の 晝は 、思想 的には 禪宗の 敎義を 後ろに 控へて 居う、 技巧の 上で 
は MI を 某 調と する ので ある 〇足 利義 政の 頃を 中心とする から 東 山 時代の 畫と呼 ぶ ◦その 大立 物は 雪 舟 
で、 1 ^ •齡歡 •把 阿彌 •穿 丹な ども 有名で ある Q 少し 遡って 兆 殿 司 も あれ ど、 これは 倭繪式 か 
ら東 tk への 過渡 時代と 見て よい。 當 時の 繪畫は 一般 (C 禪宗 の坊 3 んか 、禪學 の 造詣の 深 S 人達の 手に 

ぐ £ /; い  たん 又き  は つらつ  すみ  ろ ••か 

なつた ので、 畫題も 多くは 禪に關 する もので、 それを 端的 (C 潑淛 たる 墨を 以て 描いて ある。 それと、 
當時の ，著しい 特色は、 m 水畫が 多い のと、 掛 物の 多い 乙と である。 風景 畫 らしい 風景 畫は "此の頃 
から 盛に 作られた と稱 してよ ろしく、 ^ た 床が 初めて 出來 たのと、 茶會の 流行した のとから、 應 用の 
必要 上掛 物が 盛 ic 作られ / 2 〇 尤も 卷物 も 6 れば 、屛風 も あう、 又 花鳥 晝も 乙の 頃から 見られは する Q 
けれども、 それ 等は 皆、 槪言 すれば 宋 元の 模倣で ある 〇まだ 十分には 日本化して ゐな so それ 等の 間 

ち フ しんせい りよく  かの ; 1 

から 發生 して、 つ ひに 日本 晝の 中心 勢力と なつた のは 狩 野 派で ある 0 

1 .狩 野 派の 變邊 消長 I 狩 野 派と 言つ て も.、 乙 れを 51 に數 段に 見なくて はならぬ 〇卽ち 初期の 狩 野 派 


六 

は、 正 信から 元 信の 頃で ある。 乙れ 等の 人は 東 山 時代の 特色 1: その 儘に 繼 S で ゐ る。 正 信 G： 身が 束 III 
の 人で ある ◦併し 元 信は 後に 土 佐 派を 併せて、 宋元 風の 晝と 共に 倭繪 風の繪 卷物も 描いて ゐる 。兎に 
角 彼は 當時 存在した 日本の 各晝 流の 大同 團 結を やつた 〇の みならず、 彼の 晝は 古今に 絕した 神品で あ 
って、 7C» 信 M そ 最も 偉大なる 晝 家であった 。彼は 和風、 漢風 、花鳥、 人物、 山水、 物語、 何でも 描く 
乙と が 出来て、 皆 非常 {C 優れて ゐた 。人物 も 偉 かつた ので、 〇 S に 狩 野 派と S ふ大 なる 流派を 起した 
ので ある 〇けれ ども、 彼の 後の 松 榮や永 德や山 樂の 頃、 卽ち豐 臣秀吉 が 豪華 生活を やった 頃の 繪畫は 
又一變 して ゐる ◦時代に 伴つ て、 雄大な 豪放な、 絢爛な 畫が多 so それと 共 (C 後の 浮世 繪の 先驅 とも 
見るべき 近代 風の’ t 俗畫 も出來 かけ / 2 〇 斯うして 江戶 時代に 入る と、 先 づ探幽 と S ふ 大人物が 出で 
た 〇乙れ が 又 個性の わる 人で、 作風を 一變 S せた。 大體は 父祖の 法に 依る と共に、 また 和樣を も 取う 
入れて、 渾然たる 探幽 式の 勁 健に して 簡潔な、 且っ 雄壯 な畫風 になっ た 〇けれ ども 彼 以後の 狩 野 派は 
勢力は なか'^^ 大した もので あつたが、 技倆は だん'^^ 下う 坂 R なって、 僅に 常 信 ^ の 他 ?: 數へ るの 
みで、 明治に 至っ た。 所が 明治に なって" 狩野芳 崖* 橋本雅 邦の 二人が 出で、 大に氣 を 吐いた。 尤も 
彼等は 共に 純 粹の狩 野 派でなくて、 新時代の 影響を 多分に 受けて ゐ る。 

I 光琳 派と 浮世 繪 I 斯うして 狩 野 派が 出來 たが、 德川 時代の 初めから、 新し V' 畫風が 二っ 現 はれ 


/a o 恐 琳 & と 浮世繪 と <1 れで ある 〇 光琳 派は 元 來繪畫 のみでなくて、 應用 美術の 一た る 裝飾畫 として 
W I5 し、 次第に 純 & の繪畫 方面 R も 向つ たので ある Q 光悦は 勿論、 宗 達に も 光琳に も 5 う 言つ たもの 

I が 多 かつた。 併し宗 達 や 光琳 |{c は旣 に 立派な 屛風も あう、 更に 抱  一 |(c は 寧ろ 繪晝が 主と なつて ゐ 
る Q カ ボ |^如#も、狩野派と倭繪とから出で\それを甚しく裝飾風にした所に獨得の畫風を開いて 
ゐる〇 抱 一に 至つ ては 更に 明 淸の 風な ども 取 6 入れて 花鳥を 主と したき れいな 晝に なつた。 乙れ 等に 
對 して 浮世 繪 は、 最初 狩 野 派 あた うの 別 風と 覺しい 風俗 圖に起 6、 又 兵衛が 出で、 師宣が 出で、 更に 
li&ik だの 膨 训妮だ のが 出で V から、 盛に なつた ので ある。 主として 江戶 町人、 をれ (C 京都 大阪の 町 
人 等の觀 に ^ て、啦 1 %._|%を宁心とする繁.影等|扱った。そして戲も多けれ 
ども版畫、それも撕繪が最大特色となつてゐる0题材、描法、殊に色調に頗る面目を新たに1、春章* 
粗！ h'  • 衝荀 •& !! • 和 磨® 豐國を 始め 有名な 晝家が 甚だ 多い。 殊に 後期に なって 世に出で /2 北 齋と廣 
動 とは、 乙れ を 風景の 方 而に 推し 擴げて 、別 調 ある 淸新 なる 景色 版晝を 描いた。 廣 重は 最も 優れて ゐ 
る 0 

•  rM^— 四 京都の 貴族 間に 倭 繪の遺 流が あ 6、 幕府と 大名の 社會に 狩 野 派が あり、 又 町 
人に 浮 lli: 繪が あるに 對して 、京都の 生んだ 回 山 四條 と、 土人、 殊に 漢學 儒學者 流 {C 喜ばれ /2 南 宗>  文 


八 

A," 1 S とが、 共に 明 清の 新樣 にょ 〇 て 江戶時 代の 中頃から 盛に なつた 〇前 者には 圆 山 應擧が あ $、 又吳 
% 徵 駒 等 も その tf k 在つ た〇亂 して 明淸の 或る 晝風 から 脫 化した 鮮明な 色彩 畫で 、且つ 寫生 に卽 
| する 乙と が 主なる 特色で 6 つ た。 文人 流の 晝は S うでなくて、 寧 ろ 風韻を び、 和雅 なる 氣 韻の 生 
| ©? する敫||§を好んだのである〇文人詩人が餘技として描く場合が多かつたので、 2- 、の氣が失せない0 
緖大狼 の やうな 變な 物、 K ■の やうな 專門畫 家、 1 一村の やうな 四條 風に 近い もの、 或は 竹 田の 如く 支那 
的な ものな ど、 一口 R は 定め 雛い が、 江戶 時代の 後半から 明治の 初年に かけて は 此の 派が 最も 榮 ぇ、 
名 晝家も 此の 人々 に 最も 多い 〇 

I  以上で、 ほんの 一括し / 2 お 話は 出來 穴 乙と、 思 ふから、 それ 以上 ic 立ち入つ てこれ から お 話を しょ 

一う。 

言 


第一 編 古代の 繪畫 

I  一、 總說 

j  | 1 古の 晝は 宗敎畫 一 何れの 國の 繪畫で も* 最も 古 S 時代には 主として 宗敎 若く は 祭事に 關 した 畫 
一 敷が 多い ので ある ◦我國 にて 4、 今日 見る 乙との 出来る 繪畫 は、 佛敎渡 來 後に 作られた ものである か 

j ぅ、！ ¥纪輒 の 抓 肥に かけての 繪晝 は、 殆ど 悉く S ぅで ある。 平安朝の 後期から ^: 後 も、 東 山 時化 (C 至 
るまでの 間は、 半ば 以上. 敎中心 r  f 右く は佛； i に 關す る晝を 見る ので わる 〇實に 日本の 撕畫史 の 上半 
一、 は、 i 敎繪畫 いゆか 語る ものと 稱して もょ い。 西洋 畫でも 支那 畫で も、 古いと 乙る は 同じく 宗 敎に關 
する ものが 多い ので あるが、 特に 日本には それが 多く、 しかも その 佛敎晝 たる や 甚だ 優秀な もので" 
例へ ば 『齡 ii 争 艦 靈』を 始め、 世界に も t なる 傑邮 した 作が、 尠な からぬ ので ある 〇實に 我が 上代の 
佛 敎繪晝 は、 一 國の誇 6 とする R 充分なる 價 値が ある 0 

I  i 仰より 作つ た晝 j 超 & の齡歡 戴の 作られた 年 化は、 叨に解 って. Q るの が 推 古朝以 來で 、っい 


で 天平 期を 中心とし、 又 平安朝の 初期 {C は一轉 して 密敎に 關す る晝が 出來犮 〇それ から 淨 土の 畫とな 
$、 禪 宗の晝 となつ て、 凡そ 東 山 時代の 頃までを 占めて ゐる〇 その後に 於ても" 佛晝 若しくは 佛敎關 
一 係の 繪卷は 多く 作られ、 現 (C 新しい 晝の展 覽會 等に も、 年々 多 數の佛 敎畫を 見る ので ある。 然れど も 
第一 時代の 移 6、 文明の 進む につれ て、 晝題も 亦 複雜を 加へ、 變化を 生ずる が / 2 めに、 薄ら 佛敎畫 のみを 
II 重 / L ずる 己と！ i ないやう ^ なつた 。殊に 注目すべき は、 時代を 遡れば 遡る ほど、 繪畫は 取に 觀赏 

\  、ぐ  ご らく、 しな  ^ いしや ラ  公  p,pv,1 -9 ,’  ^  V  ^  V 

卜 " の 具" 娛樂の 品て はなく して、 寧ろ 國 民の 信仰の 對像 たるの 有樣を 呈して ゐるこ とで ある。 故 {C こ H を 
|作る者は、、或は德1、一、世、に秀で、た、る高僧であ 6' '、或は敬虔なる信仰を懷く佛敎徒でわつて、それ等が 

f  ^  せいこ、 こ、、  せいめい， 19/3  公  も 备  >9  も  bb、  —  公/：*  、、丨 為、、、、、  、、、  、  、、す ,- 、 

; 精魂を 凝らし、 生命を 打ち込んで 描い / 2 ので ある 〇 彼の 高野山 {C ある 有名な 『赤 不動』 が、 最も 優れ 

の 一  、けつ さく  i4=*  b  e  >  、  、  V  ねつれつ  Au  kuv»vwvo^vuvwvbv»w>v> 

一た 傑作で ある 所以は" 最も 熱烈なる 信仰の 燃ぇて 出來 たもの だからで ある。 固ょう 一方 (c 裝 飾を 主と 
翰 | した 佛敎畫 * 例せ ば 『山水 屛風』 、『玉 蟲 厨子の 扉繪』 の 如き もな い で u ない が、 しかも 乙れ 等と て 近世 
畫 | の 光琳 風 や、 張附晝 等とは 異なつ て、 矢 張う 信仰の 影が ひらめいて ゐ る、 莊嚴 神聖なる tl じの 伴 ふ、 
一種の 信念の 畫と言 ふことは 出來 るので ある ◦而 して 斯る 佛晝の 時代は、 凡を 今ょ 6 一千 三百 年 計う 
の古(麓1縫；5")ょ6、約七八百年間を主とするものと言はなくてはならぬ。 

i 佛晝の 題目と 其變遷 一 それ 等の 佛晝 には 如何なる ものが あつ / 2 か 〇それ k は佛 像が 多い 〇古 くから 


說 


總 


P 装、 又は 釋迦を 中心として 他の ■觀』 したやう f のが 一番 多 S。 佛傳 、即ち 釋迦の 一 

かつ— 安 朝 初期には 『湯 一 .s『ls_sf 孔雀 明 王』 『文 珠菩 s をの 他—、 卽ち密 敎敎義 s 
菹から出でた晝が多かつ穴0ついで淨土念佛の敎の弘まつ /2 頃には阿彌陀如來の畫が最も多く、『彌 
- f 二十 五 12 麗. gJ IIIT ^r l^ r 等が ある。 又 鎌倉時代には 『地 i t s が 多い。 それと 共に、 平 
一安 朝の 頃に 1 1, 间 ft! の 像を 寫し た畫も 多く 出來 たし、 『淸 *漉 衞 现』 などの やうに ^1 M- 垂 跡の說 力ら 出 
i でた、 日本化され た 8$の畫 も 大分 わる。 又 •親に 現 はれ S 敎畫 には、 釋迦如 來に關 する もの、 世 
I ギ TM、 ■繼 等の 紫 鑑の sl f 描ぃ？ の、 馨諸佛 の 繼— 描ぃ？ のな どが 頗る 多 
so 甚 し— 僧侶を 皮肉 H 見た 『■_』 の tfs へ 現 はれ S である。 それから 又 曼荼羅 
j ぎと エ もの— M との 出 Is ものである。，」 れ には 『ち C 羅』 の やうに 中將姬 1 
一 描いた と V* ふ 街 粼な もの も あるが、 元來 、舞 S 界毗獻 界の 『兩部 曼陀羅』 を 始め、 密敎で 信念す る諸佛 
j の 功德と 主 作と 其形狀 とを 現は すが馨 i の 目的で あるから、 一 0" の 中に 多 數の佛 菩薩、 或は 諸 天を 
一は 哪して 祖 いた ものが 多い ので ある 〇更 に聪帥 一 似の 畫にな ると、 禪宗が 中心と なる ので 畫風 も餘程 
違フ て、！^ じ釋迦 でも、 『船 ^¥s£p』 高僧で も、 審 •，など、 禪宗關 係— ばか" であ 
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- 二 

る 〇 殊に 達磨が 多く* 後來ま で 乙れ は 日本 畫の 主な 題目と なつた 。『蘆 葉 達磨』 はま だよ いとして、 
徳川時 代 (C は 達磨と 遊女と を 併晝 にした もの も 現 はれた 〇布 袋の 如き も 色々 {C 取扱 はれて ゐ る。 觀音 

I 菩薩に しても* 朿山以 後は、 昔の やうな 信仰的な ものでなくて、 洒落な 風雅な 『魚 籃觀 音』、 『水 月觀 

一 

| 音』 と S ふやうな もの {C なつて ゐる〇 故に 等しく 佛敎晝 と 言つ て も、 時代と 宗派と 畫家 とに 依つ て 一 
I 通 6 には 述べられな so 玆 に は、 先づ舌 いところ の 佛晝に ついて 語る 乙と、 する。 

一 1飛鳥寧樂軿の|暨と 1¥' 1ズ朝の晝一 併し 一槪に 古代の 佛畫と 言つ て も、 推 古 天皇の 飛鳥 朝 以後、 寧 樂に 
~ 都 かあつた 頃 1 でに 描かれた 佛晝 と、 それよう 後の 平安朝の 佛晝 と {C は荖し S 區別が ある。 それは、 
P か 1; 書 一、 は/ 5 ^ いて 密私か . 晝で あつて、 をれ ようかぃ 畫はま た 密敎晝 でなぃ ことで あ 
| る〇 尤も、 嚴 1 ? に 言へ ば" 以前に も密 敎畫は あつたが、 傳敎 大師が 臺 密を傳 へ、 弘法 大師が 眞言 秘密 
|の敎法を傳へてのちは、專ら密軌に依る佛畫が出求るやうになつ /2 0而して描畫の上に於ても、寧樂 
での 晝に はま だ 越 拙に して 技巧の 劣つ た 所が あつたのに、 密敎の 入つ てからは 唐 風の 進んだ 畫法 
に 依つ たから、 甚 しき 發達を 見 / 2 ので ある 〇故に 等しく 古代の 佛晝 とは 稱すれ ど、 此の 兩 者を 混同し 
ては s けない ◦稀に 例外は あると して、 先 づ密軌 に 從ふ晝 は 平安 期 以後、 然らざ る、 且つ 穉拙な 感じ 
の 伴 ふ ものは 寧樂 朝までの 畫と思 つてよ s 。 
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樑谟 部内 槨石  掘 發後筑 


二 飛鳥時代 •までの 繪畫 

蕞 古の 美術 I 日本の 美術の 起源を 繹ね たなら* 遙 
に 古い 時代に 及 a'' なくて はならぬ 。神武 天皇の 以前に 旣に文 
明があつたので、和歌なども出來てゐる位*たから、槪 «^ 彫刻 
などの 美術 も 勿論 存在した ◦現に 埴輪と か 石 人 •g .HP とかい 
ふ樣な 彫刻 及び 繪畫 とも 見る 可き 遺物 も あつて* 各地から 紙 
掘 s n る 〇雄略 天皇の 時に 畫師の 因斯羅 我が 百 濟 から 渡 來し 
て、 その子 孫は 父祖の 業を つぎ 河內畫 師と稱 せられて、 後 ま 
で 傳 はつた から* ょしや 今日 見る 繪晝の 如き もので な いにし 
て も、 何等かの 繪樣を 作つ たに 違 s な so 併し 遺物と して 繪 
晝は 全く 見 ± ず、 筑後國 浮 羽 郡 或は 肥後國 上 益 城 郡で 發掘 S 
れた石 槨内 部の 模様 又は の 外部 {C 施 3 れた幻 歡、 ^1 4: 綴 

一三 


たん 


や 銅鐸な どの 模樣が ある 許う である 〇それ 等は 或は 單に 朱 5: 以て 二重 輪、 三重 輪、 三角形、 若く は 蕨 


の 芽 や 舟の 字の やぅな 形が 描いて あると か" 或は 人物 •馬 •獸鳥 •龜 •蜻蛉 •獵 の有樣 •家な ど、 思 

はれる もの、 描 S て あるに 止ま 飄逸 にして 面白 V' 所 も あ 
つて* 後世の 日本 美術の 萠芽と して 見られぬ でもない が、 併 
しま だ 繪晝 とい ふ 程では ない ◦勿論 右の 次第 故、 繪畫 も旣に 
た V 材料に 腐朽 性の ものが 多くて 年 所を 


美 

作 

國 


S ぁつ 11 い 


之ぅ しつ 


經る中 ^ 亡失したのであら50夺れにしても、佛敎美術が盛 


B 


杭になる までは、 ほんの 原始的な 繪畫で 、記 錄に價 する ものは 


£ asc 

飾出來 なかつ たに 違 ひな S 

模 
様 


ほったん 


故に、 我國の 繪晝の 發端 として 語る 
可き は" 佛敎の 興隆した る 推 古 時代 以後で ある 〇從 つて 先づ 
欽 HJr 瓦 皇以 後の齡 敎 、三韓から 入-^ 込んだ 文物、 殊に 佛敎美 


し p. ぅご/ 


術、 幷 {C 美術 獎勵に 御 力を i.. された 聖德 太子の 乙と を 語らなくて はならぬ が、 本書は 歴史的の 變邀を 
主として 說 くので もな く" 且つ それ 等は 他の * 物に も あるから 省いて、 推 古 時代 R 出來た 繪畫 たけを 
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略述す る 〇ム、 れに しても、 聖德 太子の 御 事業の 偉大で あつた 乙とは 逸して ならない 。太子には 佛敎を 
信奉して、 硏究 の步を 進 あ 給 ふに 從つて 、益々 支那 朝鮮の 文化の 發 達して 居る ことを 感じさせられ、 

飜つて 日本を 見る と、 甚だ 幼稚なる を S つて I 建 


築 JC 彫刻に 繪畫 に、 その他の 美術と 丁： 藝 とに 向つ 

譜 て、 大に意 を 用 ひ S せられた 〇外國 から M れ 等の 
岐 

國 X 品を 輸入す ると JI;- に、 多数の 工人を も 召して、 
掘 自ら齊 勵して 造營 製作せ しめられる のみならず、 
御自身 手を 下して お 造*^ {C なること 4 あ-^、 又臣 
鐸 下等に 命じて 習熟せ し .v> 給ぅた 〇太 子が 美術を 獎 
様 _ し、！ k 術 家を i 遇し 給 5s- たことは 想像に 餘 6 あ 
£: % かで、 H» 和 美術 か 進歩を 促した る ¢1 と、 實に 
をい” もの かかった。 太子 あって 始めて 日本に 美 


術ら しい ものが 出來 たと 申しても ょいので 1 る〇 

く n つ 

r^Rl 時— 代 ^  1 外" M la' ^^l 推 古 天皇の 時代を 中心として、 をの 前後 約 百年 間は** 美術 上に 最初の. 活 
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躍の 行 はれた 時代で ある、 乙れ 5: 推 古 時代と も 言 ひ〇 また 當 時の 都は 多く 飛鳥に 在っ た 所から 飛鳥 朝 

の 時代と も稱 する ので ある。 尤も當 代は、 建築と 彫刻と H 藝 美術と が 最も 進步發 達を なし、 繪畫は 乙 

れ等 ic 比して 稍 遜色を 見る やぅであった。 雄 略 天皇の 朝 因 斯羅 我の 來 朝して 後、 患 峻 天皇の 元年 (C 百 

第 濟 から 畫 H の 白 加を 献 じ、 推 古 天皇の 十二 年 ^ は黃文 畫師 。山背 畫師 •簀 秦畫師 •河 內畫師 •榴 畫師 

I) 等の 部屬を 設けられ、 その 十八 年 {C は 高麗の 僧 曇徵が 來っ て法隆 寺に 住し" 彩色畫 ヒ ょくし" 法隆寺 

| その他に 晝 S たとの 說が ある 〇 をの 確實 なる 遺物は なけれ ど、 紙® 墨* 顔料の 製法を 傳 へ、 又 彩色 法 
古 

を も敎 へたと いへ ば、 以て 當 時の 繪晝に 貢献す る こと 多 かつた のは 明かで ある。 r.'.J' ほ當 時の 繪畫 (C つ 
| いては、 記錄 等 {C 依つ て傳 へられる ことは 多 s が" 遺品は 極めて 少い〇 然し 造られた ものは 主として 
の 佛敎に 關 する もので* 時 ^ は 蘇 我 馬子が 聖德 太子の 像に 跪いて ゐる圆 の 如き も あっ 穴ら しい ◦要する 
給に その 手法は ^ だ 極めて 幼稚 5r して、 且つ 支那 若く は 朝鮮 風を 帶び /2 もので あつて、 中 {C は歸化 人の 
®  手 (C 爲つた もの* 若く は その 助力を 藉 6 て 作られた ものが 多 かつた であらぅ 。それ 等の 遺物 中、 代表 
的と s n て， q るのは 

一 『玉 蟲尉 子』 の 扉 繕と 臺座繪 一 とで ある 0 此の 厨子は 現に 大和 法隆寺 金堂 {C 安置して ある。 己れ は數多 
く 遺っ てゐ る當 代の エ藝 美術品 中で も 最も 優れて ゐる〇 もと 推 古 天皇の 御物と して、 橘 寺 {C 在つ宄 


のを* 同 寺の 衰微 後、 此寺に 移した とのこと である 〇繪畫 は 厨子の 宮殿 ^ 須彌 座の 四面に 密陀 僧を 

以て 描き、 玉蟲の 
翅 を 裝 して ある 0 
卽ち 宮殿の 正面 ^ 
蟲左 右面の 扉には 四 
天 王 •菩薩、 背面 
k は 須彌山 を 現は 
して ある 〇 これは 

. 陳 戀由 i の 

S である 〇又 須彌座 
即ち 臺 座の 正面に 
は 舍利 供養の 圖、 
右侧の面にも金光 

明綏の 拾 身 品に ょって、 如來 が锇虎 に 肉 身 4: 喰は しめる 圖 、左側の 面には 涅齡! i 聖私. ポ の t 身 聞 偶 


一八 

の 4とて如來が四句偈八字の文を得る所の意が示してある0而して背面 ^ 玟須彌寶山の聳ぇた圆が描 

S て ある。 扉 M の諸佛 
像は 立像に なつて 居て 
をの 面相は 温和で 姿勢 
丨 も 優雅に 出來て "素朴 
蟲 な 中に も 菩薩の 俤 
子 を 表現して ある 〇その 
^ 他の 各面は 繪 に 依つ て 
M JE 多少の 趣を 異にして 
0 は 居る が、 皆 描法 古拙 
にして 飄 逸の 趣が あぅ 
現代 晝の 却つ て及ぱ ざ 
る 妙味を 含んで ゐ る。 
中に も 捨身 =g の 如^/は 
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全く 想像 的の 晝で あって、 巖 石は その 端が 一定の 方向に 彎曲し* 草茈の 如き 名 相 並んで 立っ て ゐる〇 
殊に 著しい のは、 何れの 畫を通 じても 装飾的の 感じの ® しく 俘 ふ 乙 とで、 日本 畫の向 ふ 所を 暗示して 
| ゐ る やぅに 思 はれる 〇簡 單撲枘 、且っ 瓢逸輕 快に して、 装飾的の 妙味を 含む とい ふ M とが、 蓋し 此の 
畫の 特色で rb らぅ。 又 後世の 倭繪 風繪卷 物と 相 通ふ點 も 少なくない 〇 乙 れ 等の 畫は 凡て、 朱 •綠 !：• 
黃 •雌 黄 •黃 土 等を 油と 密陀 僧と で 溶いた もので* 原色 {C 近き 色を 以て 造られた 一種の 油 繪と稱 する 
j 乙と が 出來る Q 千餘年 前に 我 邦で 旣に 油繪が あつたと いふの も、 大 に 興味の ある 乙と、 思 ふ〇明 かに 
I 製作の 年代 及び 製作者の 己とは 傳はら ない が、 佛像 人物の 面部 及び 手足の 細長く して、 朝鮮 式と 稱す 
| る 型に 似通つ て. Q るのは、 歸化 朝鮮人の 影響 1 思は しめる。 

| 一 『天 壽國曼 棻羅』 一 今一っ 當 時の 遺物 中に、 『天 11 bS 荼羅』 とい ふ ものが ある 。乙れ は 船 虹で あっ 
一て、 畫で はない が、 他 {C 畫の 參考品 が 乏しい から 特に 語っ て 置く  ◦これは 只今 法隆寺 中 宵 尼寺に 藏せ 
; られ て、 推 古 天皇の 三十 年 に* 聖德 太子が 薨ぜ られた 時、 太子の 妃' 橘 っ fir の 請に ょって、 勅 
| して 太子の 往生され た天議 國の狀 を 想像して 造らせられた もので、 刺繍の X は 宮中 {C 奉仕して 居た 釆 
女 共 {C 命ぜられ、 下繪は 東漢未 賢、 高麗 如 西 溢 及び 漢奴加 己 利が 命を 受けた との rJ とで ある。 もと 各 
長 S 一  丈 六尺の もの 二 帳 あったが、 今は 中宮 寺には 方 二 尺八 寸ばか 6 .の 幅に 佛像 •人物 •凭 殿 •龜甲 
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、分らな い が、 白* 赤 •靑 •黃 •綠 • 
樺* 紫 等の 色絲で 、佛 像* 人 像 • 
鬼 形* 宮殿 •花 具 等を繃 ひ" 且つ 
百 個 ばかりの 龜甲 形に、 一甲 四 字 
宛の 銘文を 繡 つて 乙れ を 曼荼羅に 
したと S ふ 乙と である 。地は 紫色 
の 紗と黃 色の 綾との 二種で ある 0 
兎 R 角、 當 時の晝 風を 見る 參考に 
はなる ものである。 その外 推 古 天 

皇の 世に" 聖德 太子の 御 母 間 人皇 

さき  U し ' C の お ほいら つめ 

后と、 太子の 妃膳大 .姬 とが 共 
に 鏽 像の 幡 を 製して 法隆 寺に 納め 
給ぅた もの V 殘缺が 、僅に 帝室の 
御物 中に 殘 つて ゐる 。但し その 岡 
樣は 頗る簡 單で ある。. 
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三、 法隆 寺壁畫 とその 時代 

1 世界に 誇るべ^ 推 古 朝 時代には、 11 ^ B を 中心として 漸く 美術の 遍 芽の 見ぇを めた と 
| は 言 ふ もの \ まだ 頗る ^ k な ものであった が、 封 德ル 3 i の大化 改新 以来、 政治的 社會 的の 秩序 も 立 
| ち、 文物の 進步も 極めて 見るべき ものが あつたの みならず、 今や 支那で 最盛期と S れる 唐朝の 文明の 
默 ぎ 心を 受けて、 美術 もま / a 面目 5: 一新す るに 至つ ^ のが、 天 ^ の 御代から 文 a の 御代に 力け てぐ あつ 
、て、 5 ルい ¥: に、 いいぎ ? >: る。 3 ぅして 此の 時代 S 晝 は、 槪 支那 隋代 及び 唐 
初の 作品を IS として、 乙れ に 多少® A,1: の獻 ET を 加へ て 居る が、 只 法隆 寺の 壁 畫の 如きに 至っ ては、 
後にも語る如く、印度ょり遠く蛇8*5^の影聲を受けて、餘稃世界的の名のであるン乙の點に於て 
當代 の繪畫 は 日本の 他の 時代に 類のない ものと 言 はれて ゐ る。 併し 一般に ま' た 佛敎畫 のみで、 をれ 以 
外の ものは 殆ど 傳は つてゐ な S のみならず、 遺品の 數も 極めて 少ない ので ある。 然らば 法隆寺 金 党 壁 
畫 とは 如何なる ものである か。 

I 法隆寺 金堂 璧 盡の說 明 I ひ n' が 今 & 時代に 傳は つて ゐる ことは、 古代 日本人の 偉業を' 小して、 日本の 
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1 j い 1:-» いか ^ か 1 L 阶 ノ 、の あると しても、 印度の 洞窟 晝の 外に 比較す ベ 3 

s 寶 い -C:' 嵩 €がお、へ、ぁ、る、に、0私&$&£どじマ、世 

|  い s o' -tr' wp ひど、 は！ i <5 ル S わ る 〇  £ の 1 土 晝の 時代に っいては、 色々 議論 S あれ 
I  ぐ  い  K I: を  か、 i  い  Kip l: il t: f: sl £: f 4 V ぅ 。筆者に っぃては  ii 
B« とか 11 徵 とかの 說も あつたが、 今日では 不詳と いふ 乙と {C なつて ゐる〇 壁畫の 主題に ついても* 最 
| 近 it gl F を 船 把と して 別說が 立てられて あれ ど、 tii ^t E ) 「古今 目 錄抄」 にょって 、配 塗 阿彌 
I 虻 酌 ±; 、東 壁！ nrsf、 北壁 東 薪 i 漱ギ 北壁 画擻 1 If f と 解す るの が 普通で ある。 而 して 此の 金 
|堂は九間 ^ 七間の木造建築で、をれを五間四面に分ち"四方の柱間は十八あぅ"南方の三及び南西北 
の 各 一間は 戶に なつて ゐる ので* をの 六つを 除いて 十二の 壁面に 皆繪が あ*^、 四方の 角 (C 接する 二而 
| 宛、 即ち 八面 } C は彭日 賢 •十一 觀音恥 * 彌勒 等の 諸 菩薩を 描き、 殘る 四面の 大きい 壁に 前記の 四 淨 土を 描 
I かれて ある 〇その 作法は 壁面 全體 に 胡 粉を 以て 塗抹し、 その上 k 描 線を 以て 圆を 造り、 次第 (C 彩色 ^ 
施し 穴 もので、 用 CA て ある M2, 撕は黑 ® 朱® 紅® 黃 土* 靑黛 •綠の 液汁® 綠靑 等で、 又 茶褐色* 葡萄色 (C 
類す る 間色^? 多く 交へ てあつて* 潤 筆® 乾 筆が 兩用 S れて ある 〇ム、 して 線の 用 ひ 方な どは" 支那の 唐 
代 又は 日本の 古 晝と甚 しく 趣を 異にし* 線は 只 色の 境界と して 下 1C 引いて ある だけで、 殊にく ま 取 6 
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は 陰影を 造る ため (C 濃く 施 3 れて ある 〇又そ の佛 菩薩の 面相は 豐 熟圓滿 にして、 唐 初の 風と いふよ ク 
も、 寧ろ 全く 印度 風を 帶び たもの 多く、 ァデ ャン ター 壁畫の 或る 物と 酷似して 居る。 淨土を 描 S たも 
のの構圖は極めて簡單であるけれど、佛像の姿勢は凡て雄大にして咸嚴乞存すると共に、甚しく寫實 
的な ものである 〇肩 •腰、 殊に 手指の 如きは 極めて 綿密に 寫 して 變化の 自在なる を 見る ので ある ◦を 
の肉體 は 朱、 其の 他は 主に 墨を 以て 流暢に してし かも 又 健 勁に 描いて ある 0 そして 本尊 •侍佛 その他 天 
人 •革 花 等の 配置は 均整して 極めて 美しく 完備した 作品と S ふ M とが 出來る e 服裝は 本尊は 何れも 衣を 
全身に 纏 ひ、 その 衣には 多くの 媛が 巧に 描いて わる ◦他の 佛 菩薩は 上 身 半裸體 なの も 多く、 皆 胸 飾 •腕 
輪な どを つけ、 左肩腋 ic 袈裟を かけて ゐる〇 又 腰部には 極めて 薄い 裳 5: つけて、 雨足は すき 通つ て 見 
ぇる ので ある。 これ 等の 樣 式は 正しく 印度よ $、 殆ど 變 化を 經る 乙と なし {C 我が 邦に 傳は つた ものと 
言 CA 得よう 。殊に 印度 的 想像 5: その 儘に 現は して 面白い のは、 普賢 菩薩の 乘つた 象の 牙が 延長して、 
一一 莖の蓮 花と なう、 その 一莖に は 普賢の 足を 載せて ゐる やうな ことで ある。 をの 他 中尊の 背 ifil に 埃 及 
式の# 齡 ll ilT を 現は し、 ァヵン サス勤 の 如き 制 贈 模 #:T も あるかと M ふと、 菱 花形* 麻の 葉つな ぎの 如 
き、 支那 日本風の も あ 6、 東西 美術の 交涉を 語る ものと して 有名で ある ◦假令 それ 等の 2. となく と 
も* 斯 る大畫 にして 斯 くも 缺 くる 所の ない 完備した 天才 的の 大傑 作は、 昔は 勿論、 現代の 人の 手で も容 
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易に 作う 難いと 乙ろ である。 誠に 非凡の 大作と して 萬 代に 傳 ふべき である 〇惜む らくは、 最近に 及ん 
で その 剝落 益々 甚 しく、 我々 古社寺 保存 會 委員の 手 k 依っ て 乙れ が 保存 方法を 講じっ、 あう と雖 も、 
果して これが 目的を 達し 得る か 何う か 0 

1—『|攝 !^| 人 1 子晝』 一 『法隆 寺 壁畫』 と 同じ 頃の 作と 見な S れる もの、 他に 『橘 夫子 厨子』 の畫が 
ある 〇これ も 法隆寺 の 金 党に 在っ て* 玉蟲 厨子が 飛鳥 朝の 代表作 だと 同じく* 乙れ は 白 鳳 時代 (天 
智 天皇を 中心とした 時代) の 代表的 エ藝 美術品と 言 はれる ものである。 此の 厨子の 宮殿の 扉の 表には 
四天王 •その他* また 裏には 菩薩 等を t 陀 僧で 描き、 * J-- 座に も 正面に 天人" 側面に 羅漢、 背面に 極樂淨 
土の 如き ものを* 乙れ は 胡 粉と 彩色と で 描 S て ある 〇 其の 描法は 甚 しく 『法隆 寺 壁晝』 と 似通っ てゐ 
る〇菩 薩の S 相は® h な もので、 衣服な どは 流暢 R して 强い 線を 以て 描かれ、 その他、 或は 肉 體に朱 線 
を 用 ひ た 乙と、 衣 5: 慰して 肉體の 見ぇる ことな ど、 殆ど 同じて あるが、 壁晝 ほどに 複雑した 且つ 大き 
いものでは な so 因に 此の 厨子は 光明 皇后の 御 母 橘 夫人の 作った 所で、 內 部に 納め / 2 佛 像は 橘 夫人の 
念 持佛で あつたと 傳へ る。 固ょ 6 その 當 否は 不明で あるが、 先づ 同時代の ものと 言つ てょ からう。 

1 J+ 聖德 太子 御影』 一 乙れ も 昔から 當 期の 遺品と s n て ゐる〇 もと 法隆 寺 R 傳 へられて 有名な もの 
であっ y2 が、 今は 帝室の 御物と なって ゐる〇 長 S 三尺 三寸 七 分、 幅 一尺 七寸七 分 あって、 墨の 一色を 以 
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しやう 2: く』* いし  や i しろの お ほ X のみこ  はにくり のきみ  せ. ? ざう 

て畫ハ た 紙 本で ある ◦中央なる は聖德 太子で、 左と 右とは 山背 大兄 皇子と 殖栗 王との 肖像で あると い 


はれる。 寺 傳に依 れば 、於 & の 阿 &3 光 ヂが來 朝して、 聖徳 太子 等の 眞影を 寫し たものと あれ ど、 乙れ は 

傳 信じ 難い 〇 服装は 全 


為： 


y.: 

• -  t. 

く 

. 


v.xf  , 


阿 

佐く 我 邦の 古風に 違 ひ 
子な けれど、 孝德 天皇 
ぐ 『から 持統 天皇までの 

聖 

德 間の 服 制で あつて* 

^ 且つ 其の 手に 持ち 給 

御 ふ笏 は孝德 天皇の 新 
影 

g 制 以後 出来 / 2 もの* 

| をの 衣の 朱色な のは 
物 


天武 天皇の 世 (C 皇族 

の 服 色と 定められ、 文武 天皇の 御代には 深 紫と 改まつ てゐ るから、 何ぅ しても 此の間の 制服と いふょ 

ノ外 はない 〇又た 頭なる S 4 冠 W 卽ち齡 ic 漆を 加へ た 冠 も、 やは ぅ天武 天皇から 文武 天皇の 間の もの 

二 E 
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であるから、 此の 像は 聖德 太子 在世の 時の 眞 影を 寫し たもので なくて、 薨去の 後、 天武 天皇の 頃に 至 
つて 描かれた と斷定 する 外は ない 〇 從 つて 阿佐 太子の 作と いふ こと も 信ぜられな SQ: である 。何れに 
せょ 此の 時代に 出來 たもので" 费 最かの 肖像 警と して、 また 佛敎以 外の繪 晝 として 特筆すべきで 
は ある。 此の 繪で 面白 s のは 全體が 墨晝で わる 乙と、、 陰影を 示す 限 取'^ が 刷毛 筆の 如き もので 描 S, 
て ある 乙と である 〇 但し 墨 •朱 •臓 脂 ❹黃土  9 綠靑 及び 銀泥を 用 ひて 彩色が 施して ある。 その 圖は全 
然 日本風なる 己と 前に 言 ふ 如くで 、且つ 鬚と か 佩劍 とかに 精微 なる 技巧の 施して あるな ど、 著しく 
手法の 進歩を 見る。 稍穉拙 なと 乙ろ も われ ど" 古晝 としての 價値を 失は ない 〇尙 ほこれは 原畫て なく 
て 模寫で あると 說く人 も あるが、 模寫 と斷定 する 確證 もない ので ある 0 

四、 『因果 經 繪卷』 と 『鳥 毛 立 女 屏風』 

一 奈 罠 七 朝 pl wnr 一  奈良七 朝 七十 餘 年の！ 5 ®f に 入る と、 前代に 比して 社會 文物の 進歩の 程度は 5i- 
{C 著しき もの あぅ、 殊に 佛敎の 1 觀空前 絕後 の觀が わると 共 R 、 支那では 唐朝の 盛期 {C して、 所謂 黃 
起!^ であつ たから、 佛敎の 思想と 唐 代の 文 華とは 奈良 朝ょ 6 平安朝の 初期に かけて 滔々 として 入 6 
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來ぅ 、玆に 唐 代の 文明と 佛敎 美術との 結びっいた 一新 現象が、 我が 美術 上に も 見られる に 至っ 穴 G 中 
にも ^ • か 天皇は 深く 佛敎 R 歸 依し 給 CA 、 それに っれて 美術を の 他の 文化の 發 達を 助け 給ぅた ので* そ 
の 天平 時代が 中心と なる ので ある 〇殊に その美 術は 彫刻を 以て 代表 せらる 可き 乙 と、 朿大 寺の 大佛の 
今 {C 殘っ てゐ るので も 知られる が、 繪畫 にも 亦 大作の 多かった 乙とは、 諸大 寺の 献物 帳 や資則 帳に 依 
って 見ても 知られる 。勿論 その 多くは 佛敎晝 であっ たが* 他の 方面の 晝 も相當 にあっ /2 らし so 不幸 
にして、 それ 等の ^: 作 も 今日に 傳 はって ゐる ものが 極めて 少い 。只 僅に 殘っ たもので 察すれば、 藤 原 
時代に 入って 最も 盛であった 佛像畫 の 手法は 旣に 此の 時に 見ぇ、 且っ 景色 晝に近 s もの も 若干 出來 た 
らしい ◦その上、 後世の 繪卷 物の 先 驅 となる もの も 見ぇ、 障 屛晝の 起源 もこ、 に 知る 乙と が 出來 る。 
且っ 材料の 上に も 紙 あ- 絹 あぅ、 板 わ-^、 種々 の 色彩 具 も 用 a られ "甚 しきは 鳥 毛を 以て 精巧なる 
技術を 現は し '/ 2 る繪畫 すら あるに 至つ た Q 

過去 現在 因果 經繪 巻』 一 をれ 等の 中で 最も 優れた ものは •『過去 敷 & 因果 經 繪卷』 である。 己れ はも 
と四卷 あつたとの ことで あるが、 今は 散 なって、 完き ものは 遺っ て ゐな い 〇 殘缺の 多少が 散 
恕して.ゐる位ゐなものである0即ち一の卷の上半が京都の以品蓮臺寺に"三の卷が |1| 城醍_の報恩院 
に、 四の 卷が朿 京 美術 學校 に、 而 して 最近 益 田 男爵 家の 手 (C も 入っ た。 如何 {C して 散っ / 2 かは" 今 ^ 

一一 七 
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二八 

して 知る ょし もない 〇製 作の 年代に ついても* 從來 諸說が あつて、 或は 推 古 時代の 作と S ひ、 或は 聖 
武 天皇の 御 筆と 傳へ 、或は 聖德 太子の 御作 だと も 云 ふが、 先づ 天平 時代が 動かぬ 所で あらう 。何とな 
れば 報恩 院に ある 三卷の 軸の 所に 『 …… 月 七日 寫生從 八 位 …… 』 と 記して あるが、 寫生に 位を 賜は つ 
一た のは 聖武 天皇 以後て あるから、 其の 以前の 作とは 言へ ない 〇を の體 裁は、 上部 {C 繪畫を 現は し、 下 
I 部に 經文が 記して あつて、 その 繪晝 は g 文の 意味に 從 つて 種々 樣々 な ものが あう、 樓閣 •山水* 人物 • 
齡 #! *しかもその人物名身分に依つて多樣多種になつてゐる0顔料としては群靑*胡粉*朱*綠靑*雌 
，•做 鄉等を 用 ひ-群青 等には 剝 落し / 2 場所 も あれ ど、 色彩 m 明に して、 一見 千餘年 前の ものとは 思 
はれな so をの 技巧は 頗る簡 單 {C して 古拙な れど も、 その 簡 拙の 間に、 言 ふに 言 はれぬ 味が 心つ て、 
筆致 も健實 とい ふこと が 出 來る〇 色彩の 用 a 方の 如き も 原色を 用 CA て單 純に 塗つ て あれ ど、 捨て 難い 
趣 ?: 有して ゐる〇 要するに 费國 W 皆 象と して £ 最古の もの k して、 後代の 古 土 佐 風の 倭繪の 或る 物を 
4 £|ノ^ <' ^' 、い0尙ほこれは果して日本人の獨創であるか、支那等の晝風を模したものなる 
かは 容易に 判じ 雛 VI か、 晋の ’賢徵, の 作と 傳 へた 『列 女傳』 の淸 朝で 飜 刻して あるのを 見る ic 、 ^ n 
と 同じく 上部に 繪晝を 描き、 下部に 本文を 書 s たもので" 人物の 描法な ど 甚だ 相似た もの あるを 見る 
ので ある 〇可 .れ R せょ、 上 (C 繪 、下 ^ 經文 とい ふやう 方は 甚 'た 考へ た、 餘程 進步 した 事と 言は ねばな 
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v ir 〆 


/y 


cx 、  'ぐ. 
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|_『鳥毛立，女|势 '11| 1! 乙 の屛 風 li 今 在つ て 御 賢と なつて 居る ので、 何人で 名 見る 譯 k 行か 
な V* が、-: ハ 枚 折の 一雙 に、 各 一片に 一人 宛 美人の% T" に 立つ 72 樣が 描いて ある。 故 {C 『樹下 美人 圖』 

,4,  とも 稱せ られ 、鲔 

單なが ら 一種の 面 
白い 構圖を なして 
ゐる 。もと 此の 美 
人の 頭髮と 衣服と 
JC は 鳥の 毛观 根を 
押して 裝飾 がして 
あつたので" 斯く 
名づ けられる ので 

あれ ど、 今では それは 悉く剝 落して、 僅に 衣服の 一部に 若干の •/]' 片が 附着して ゐるだ け -C ある。 大體 
は 墨を 以て ruj かれ、 その 面部 {C は 彩色を 施し、 頭と 衣服と には、 現に 略筆の 下晝が 露 はれて ゐ る。 周 
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三〇 

園の 樹木、 岩石な どは 初めから 墨 晝で あつたら しい。 その 晝樣 には 專ら 筆法を 現は す 2. とに 意を 用 
ひ、 線の 描き 方に よつ て 趣を 添へ てゐ る。 樹や 岩に 就て 殊に S うで ある 〇 恐らく 乙れ 等は 全く 支那畫 
を 模倣した ので あらう 。美人の 顔面は 次に 語る 吉祥天 女と 似て、 いたく 豐滿で 、手指な どは 軟かに 描 
いて あるが、 吉祥天 女の 方は 細 い 線 ?: 以て 彩色を 主として あるの k 、 rJ れは 太い線で 墨を 主として ゐ 


る ◦蓋し 目的を 異にする からで あらぅ ハ 


やくし じ 


I 吉祥天 女晝像 | 乙れ は 大和 藥師 寺に 藏せ られる もので •長 S 一尺八寸の 小畫で ?> る〇も と藥 
師寺 內の鎭 守で あつた 八幡 社に あつたのを、 明治 二十 三年 頃に 發 見 s n たので、 寺傳 k 依れば 年々 行つ 

吾ち じ ? i  ほんぞん  ほっ を 

た 吉祥 會の 本尊で あつた ものと 0 2. とで ある。 薬師 寺で 始めて 吉祥 會 5: 行つ たのは、 光仁 天皇の 寶龜 

おそ  てんべ、 っじ だい 3: つき 

三年 正月 十七 日で ある S うなから、 遲く とも その 頃の 作と 見なくて はならぬ 〇故に 天平 時代 末期の 作 

すそ  て  て  i くらく  t  Vo  V  VV  >  ， 

としてょ い。 極めて 小 SS ものなる 上に、 裾 又は 手の 邊に處 々剝 落し / 2 部分が あれ ど、 容姿の 優美な 

f  f  f  f  珍  PPVPPPP9  芡  vv  公  公螯  pp  公霣  VV9PV,  免  9 ^ 9’’  ,  ve  K»  t  >  > 

る 乙と、、 著 色の 華麗なる M と V を 以て 永久 R 殘 るべき ものである 。殊に その 顔面は、 佛 菩薩の 像と 

VPVPVV  公  も i: ぶつざ うてき  ふ 力 

は 思 はれな S 程 豐滿 優婉 ^ して、 全然 n 本式で ある 〇 衣服の 如きは 固ょぅ 佛像 的 (C 出來て 居れ ど" 深 
紫の 衣 や、 淺 綠の褶 などは、 此の 時代の 內 親王 又は 女王な どの 服裝 から 來犮 やう k 思 はれる ◦殊 ic 

くわさん  さ 

花簪を 柿した る 如き、 當代 高貴の 肖像 (C 依つ て 描いた のでは ないかとの 說 ネ あ 50 
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I その他の 當代， の 遺品 一 として 擧 ぐべき ものに* 先 づ 正倉院 御物* 中に も 『素描 菩薩 像』 が. ある-〕 こ 
れは三 尺 ほどの 粗 s 布に 描 V' y2 ものである。 又エ藝 美術品の 中には、 琵琶の 撥 及 ic ある 『胡 人 狩！ IT 
笙に 描いた 『加 陵 頻迦圖 r 金銀 平 文 琴 ^ 描いた 『仙人！ I』、 或は 碁 磐 (C 現は した 『獅子 狩』 ij: ハ 他の 圖の 

如きが ある ◦推 古 時代 •天智 時 
^  代、 及び 罌武 時代に 百 一る洛 種の 
I  畫 風と 比較し-又は 支那 •印度* 

I 更—く B 裘 g との 顏をも 

M 

圖 硏究 する 材料と なる もので あ 

細 る〇你 ほ當 i 寺の 3? 數 曼陀羅』 

1  は、 普通に 繡と思 はれて， Q る 
が、 赏は綴 錦で あつて、 此の 種 
の 最古の 遺物 {L して" 大そ一 丈 

三尺 四方" 赤 •綠筚 の 色を 多く 用 ひて、 その上 {C 金泥で 模様を 描いた 極めて 美しい 出來 であつ たが、 惜 
い乙 と ic 今は 昔の 俤は ない 〇更 R 今 東京 美術 學 校 {C ある 『廚子 壁板 畫 吉祥天』 とい ふの が ある ◦これは 

三 一 
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もと 山城 國淨 瑠璃 寺に 在つ たものと のこと で** をの 壁板の 外に、 扉 板 ^ 描いた 梵天 釋天 •四天王の 畫 
像が 六 面 ある ◦各々 長 S 三尺 五寸 、■板の 全面 ^ 胡 粉を 塗 6、 其の上に 極彩色を 以て 描 v' て ある。 をの 畫 
樣嚴密 k して 活動の 趣を 缺いて 居る けれども、 筆は よく 熟練して 滯る 所がない 〇但 しこれは 奈良 朝の 
もの か" 桓武 天皇の 頃の 作 かは 明で な S が、 樣式 'たけは 聖武 天皇の 頃と 言 はれる 。その他 正 倉 院の御 
物 中 R は、 染織 物で、 鳥獸 草花の 絞纈屛 風な ど iT 繪畫 としての 參考 品が 少なくない 0 

五、 弘法 •智證 等の 遺作 


一 平安朝 初期の 繪晝 I 平安朝に 入つ てから 後の 繪畫を 奈良時代 -± での 繪畫と 同じ 區劃に 入れて 說明 

お ん f: う  . 

する 乙とは 固ょり 穩當で ない 〇た <次章に主として倭畫を述べんが爲めに、便宜上玆で語つて置くの 
である。 桓武 天皇の 奠都と 共に 世の 有樣が 悉く 變つ たので* 繪畫の 上に も餘稃 變化が 生じた 〇中で 
最 2 著しい のは 密敎晝 が 中心に なつた 乙と である。 卽ち 此の頃 {C 至つ て、 弘法 大師の 眞言 宗 と、 傳敎大 

し  てんだい しう  ごう 

師の 天台宗と が、 新しく 唐から 傳 へられ、 從來の 各宗に 取つ て 代る 樣に なつた ので、 當然 佛晝も 形を 
改めなくて はなら なかつ たが、 殊 {C 眞言 密敎 は說義 を 形に 示し、 佛 像を 假 ぅて、 をれ を 念ずる こと {C 


作 遺の 等證智 •法弘  五 


依ぅ、 道を 修 する 敎で あるから* 必要 上、 多くの 佛像 及び 曼荼羅 繪と稱 する ものが 出來 たので わる。 
しかも それは 皆 諸經 {C 記された 密軌 に 依るべき で、 その 道の 高僧の 手でなくて は 造 6 得な S 關 係から 
fn 间德の 諸 僧が 或は 彫刻に、 或は 繪畫 に、 各自の 手を 下して 製作した 例が 多い 〇 故に 密 敎の畫 とい ふこ 
ど、、 高僧の 所作と いふ 乙 と、 が、 平安朝 初期の 繪盡の 主なる 特色と なつた 。勿論 同時に 旣 k 佛敎又 
は佛敎 を 離れた 鑑賞 的の 繪畫も 現 はれ、 專ら斯 る ものを 描く 畫家も 出で たが、 尙ほ 且つ 此の 時代は 佛 
敎畫の 全盛期と 稱 してょ so 卽ち 前者 {C は 弘法 大師 •智証 大師が あ $、 後者には： 白 濟河成 •巨 勢 金 岡 

はじ  ゆづ 

の 如きが 6 つた。 河 成 •金 岡に ついては 次の 章の 首め {C 讓る として、 玆に は先づ 弘法と 智証 、並に そ 
の 他の 諸 高僧の 略傳と 遺作と を 語らう。 

略^! ^. ^. ^. 師 (僧 空 海) は* 我が 朝 眞言の 開祖に して* その 傳 記の 如き も 知ら ざ 
る 表は 心る ま so 卽ち 彼れ-瓜 は紀 伯の 直-讚 岐國多 度 郡の 人に して、 父を 佐 伯 田 公と いひ、 幼名 
を ぎぞ また 貴 物と 稱 した 〇その 法名 初めは 1 海 (又 如 空 •無 空)、 のち 空 海と 改め、 遍照 金剛と 號し 
穴 と s ふ〇艇 齡 +< 一年* 一一 十？ i (c して邮 家し * 一十三 年 入唐して 惠 果阿闍 梨 R つ— 興 言の 奥旨を 窮め、 

i c> き  こんが うぶ じ  は くしき く. C うさい 

大同 元年 ic 歸 朝して 此の 宗法を 發 揮し、 高 野の 地に 金剛 奢 寺を 創設した 。彼は もとょぅ 博識 宏才の 身 

R して、 文 學諸藝 に 通じ* 殊に！ J 遨に かけて は 和漢 第一 人と 稱 せられ、 その 一點一 劃を 得て すら、 千 

1 1 1 H 
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9 U ふて ふ 

金 ic 替へ 難しと して 尙ばれ るので ある o a と 6 本邦で 賞せられ るの みならす、 支那に 於ても 法帖 ic か 
かげて 賞 1 してゐ る。 固よ $ 彼の 面目は 宗敎に 在つ て書晝 よう も 寧ろ 一宗の 開祖と して* 最も 傳 ふべ 
$ 人で ある 〇承和 二 年 三月 二十 一日、 金剛 峯寺に 於て 寂した、 年 六十 二。 延喜 二十 一年 十月 二十 七日 
弘法 大師の 說號を 賜は つたので ある。 高野山に 大師の 遺作の 數 多く傳 はるのは 此の 故で ある。 尙ほ大 
師は 唐ょぅ 歸 朝の 際、 各種の 大 曼荼羅 晝 •祖師の 晝像等 十 種 三十 六 幅を 請 來し たと S ふ。 

I 『二祖 像』 と 『勤 操 僧都 像』 I 弘法 大師は 繪晝 と共に 彫刻を もな したと 言 はれ、 共に 遺作は 甚だ 多 v» ♦か、 
玆 k 考ふ べきは、 その 遺作 中の 何れと 何れと が 果して 眞作 であるかと S ふこと である 0 大師の 作は 餘技 

けつし よう 

として 作られた ものでなくて、 他の 高僧の それと 同樣に 、全く 眞摯 なる" 大師の 信仰の 結晶て ある 乙と 
を も考 へねば ならぬ Q 傳 へる 所に 依れば" 大師は 鎭 於て 少貳 某の 爲に千 手 千 眼の 像、 その他 十三 尊 

の 震黑气 s l! is 零に 於て {デ 爲 1 の s r 's し、 又 s 鬆 に ? 鶴 SS 

たとい ふ 外、 一代の 間 ^ 各種の 佛像 曼荼羅を 多作した 乙とは 事實 であらう 。併し 今 ^ 眞作 として 傳へ 
ら る、 物を 如何 {C 判斷 すべき か〇た ゞ* これを 鑑して * 信念 R 滿ち て* 大師の 風貌の 晝 面に 躍々 たる 
もの、 觀者を して あの づ から 拜跪 せしめる 如き ものは 眞作 としなくて はなるまい 。最も 疑な しと せら 
る、 は、 現に 京都 東 寺 R 藏 する 『眞一 一一 i 七祖 像』 中の、 龍猛 •龍智 二 祖の畫 像で あらう。 此の 七祖 中の 五 


祖は 、大師が 入唐した 時" 惠 果阿闍 梨が 大師の 爲めに 、李眞 等 十一 名の 畫 家に 兩界曼 荼雜を 描かせた 

. 際、 李眞 をして 描かせた もので、 他の 二祖 だけは 歸朝後 大師が 描 いたものと ^ れてゐる〇その畫上に 

描かれた 文字は 七 幅と もす ベて 大師の 眞筆 であつ て、 その 字と 二 祖の畫 風と を 比較 すれば、 筆致の 甚 

五し く 似通つ た 所 あるを 以て、 確かな ものと 思 はれる 〇 他の 五 幅 ^ 傚つ て、 同じ やぅに 描いて あるが、 

李獻の 筆した 物の、 一段 優つ / 2 所の あるのは 爭はれ ない ◦併し 肥瘦 のない 線で 描いて、 隈取ぅ を 以て 
弘 一 ぃん 欠-% 

法 陰影を 施して ある 所、 當 時の 晝 風 1: 知る に 足る ので ある 〇 惜し s ことに 畫面 古色の ため 朦朧と して 看 

智 取し 難 so 他に 大師の 眞跷 として 有名な 名 のに、 高野山 普 門院の 勤 操 僧都の 像が ある 。僧都は 京都 

證  I 寺に 住し、 空 宗を唱 へ、 また 密法を 哆した 名僧で、 弘法 大師の 師なる 人で ある 〇 乙 の晝も 淡彩に し 
等  i  *  .... 

の て 且つ 密畫で はないけれ ど、 筆致の 遒勁 にして、 氣 品の 甚だ 高き と* 描法の 大師の 書體と 共通して， Q 

a  るのと で 眞蹟 と S れてゐ る〇そ の 他 神 護 寺の 『胎 藏界 金剛 界兩部 曼荼羅』 も、 大師の 筆と 傳 へられ、 

作 時代 も相當 して ゐる〇 何れも 一 丈 四方 以上の 大幅 {C して、 紫 綾の 上へ 佛體は 金泥、 衣は 銀泥を 以て 

描 s て ある。 細部の 手法 等に 頗る 見るべき ものが あ 6、 兎に角 兩界 曼荼羅と しては 乙れ が 一番 古いの 

で、 後世の 粉本と な 3 れ來 つた。 金剛 峯 寺の 『五大 尊像』 五 幅 も 亦 大師の 作と 傳 へられる 0 

乘塵 弘法 大師と 並んで、 優れた 作品を 遺して ゐ るのは 智證 大師で ある。 此の 人は 
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姓を 和氣 、名を 圓珍 、字は 遠 塵と S CA •讃岐 國那珂 郡の 人に して、 弘法 大師の 外 甥で ある。 父の 名は 
宅 成、 母は 佐 伯 氏、 十五 歲に して 延曆 寺の 座 主義 法師に 學び Ill k 居る こと 十二 年、 入唐して 開 元 寺に 

I 

寓し 、更に 各所 ^ て 修業して 顯密二 敎を學 び、 天 安二 年歸 朝して 延曆 寺の 座主と な A、 又 近 江の 園 城 
™ 寺 R 道場を 開 S た 〇寬平 四 年 十月 二十 九日、 年 七十 八で 寂して ゐる 。後に, 證 大師の 號を諡 された。 
i 彼は 一代の 間 多く 不動 尊を 描き、 各 寺に 傳 へて あるが、 中 (C も 高野山 明 王院 k 藏 する 有名な. る 『赤不 
1 ®)? 』 と稱 する 像は、 その 作 中の 隨一 とな S れる〇 六尺に 三尺の 太晝 R して* 橫 川の 谷に 明 王の 影の 現 
はれたのを、直に筆寫した. ^ のと稱し、世に最も尊信 5 れてゐるり圖樣は不動明王が手に龍の纏つた 
利 抓、 卽ち俱 利 i 羅を 持ちて 巖上に 座し、 矜羯羅 •制 多 伽の 二 童子が 左右に 侍して ゐ る'」 その 不動 明 
卽 、 め、 m>- i は 朱い 黒と を 交へ て 彩ぅ、 朱を 以て 塗られた 焰の 、炎々 として 明 王の 身. 
i  h い § ^'> ^' かいきい、%|^|1|^照らして、童子い巖石も皆これに反映し、物皮して赤光を發せざるは 
7: な、 ぃ。 ハ」 ル かや； &かか か 5 0 か 形相い その 神釆 と、 正視すべからざる の觀が ある 〇實に 信念 
j ゆ卽 い か ジ炉い撕やや”〇か 5» 〇^-阶 0' 晝いいて最も古、く、また最も優れたもが、一っである。 
一當 代の 其 他の 傑作 _ 當 時の 高僧に して、 晝を ょくした 者 (C は、 をの 他傳敎 大師 •僧智 泉 •僧 實慧 • 
傲# 光 等の 名を 傳へ る。 傳敎 大師 僧最 澄は 我が 天台宗の 始祖で あつて、 比-欲 III 延胯寺 を 開 v> た 人" 傳 
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敎 大師と 諡され た〇 弘法 大師と 殆ど 同時に 世に 在つ たが、 彼 また 畫を ょくした。. 僧智 泉は 空 海の 姪に 
して、 初め 神 謎 寺、 後に 東 寺に 居-^* 弘 仁中數 種の 佛晝を 描いた。 僧實慧 は 空 海の 弟子 ic して 河內の 
觀心寺 を 创め、 これ もまた 佛像を 描いた とい ふ 〇空 光は 稍 後の 人で ある 〇以 上は 名 ありて 遺作は 傳は 
つてゐ ない が、 僧 空 光には 『黄 不動』 とい ふ 名作が、 園 城 寺に 遺つ て 居る Q 承 和中圓 珍が 夢に 感じた」 所 $: 
寫した と傳 へられ、 高野山の 『赤 不動 像』 R 對 して 有名で ある 〇墨で 輪廓を 描き、 更に 朱で 描 S て、 肌 
を 黃色に 塗つ て ある 所から 黃 不動と いはれ る〇背 後に 圓光を 描き、 その 周圍を 火焰が 廻つ て ゐる ◦そ 
の出來 もまた 傑作で ある 〇 その他 當 代の 作と S はれる もので、 室 生 寺の. 金堂. に 『壁 畫帝釋 天 曼荼羅』 
その他が ある 〇作奔 は 不明 なれ ど、 中央 {L 大きく 帝釋 天を 描き、 左右に 脇 侍を 添へ、 上方には 小 3 い 
佛 菩薩を 澤山 描いて ある。 晝は餘 6 感心 3 れない けれど、 彩色の 割合に 完全に 遺つ； T 時代の 確かな 
ものである 〇 同じ 金 愛の 釋迦 と地藏 尊との 光背に も* 何れも 立派な 彩色 晝が 遺つ てゐる ◦ 乙 れも 鮮明 
な もので* 寶 & 羊の 間に 本尊を 配し、 釋 11 には 七 體 、地 i には 九體 描かれて ゐる ◦朱で 衣紋 5: 描き、 
其 線の 一つ置きに 赤黒く 隈取 ぅして ある。 次に 西大寺 及び 東 寺に ある 『十二 天』 は 共. に存 名な もので 
あるが、西大寺の方は稍前の作であらぅ0寺飯に依れば弘法大師の作とあれど、當代末期のものであ 
.らぅ。 十二 幅 共 R 剝落甚 しく、 且つ 後代の 補 筆が 見ぇる 〇東 寺の 方のは 頗る 大幅で、 此 種の 物で 最も 
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傑出して. 53る。又井上侯爵家 ^ 在る十一面觀音像も當期の作と3れてゐるが、その傑作たる乙とは此 
類な きもの なれ ど、 時代は 確て ない 0 

I 唐畫は 油繪に 近い _ 尙ほ <1 れは畫 を 見る 上に 知らなくて はならぬ 乙と であるが、 當 時の 晝風 につ 
いては、 一般の 說と 私の 考 とは 若干 違つ て. Q る。 今では 識者 間 R も、 私の 說 R 賛同す る 人が 多くな つた 
やう なれ ど、 明治 二 十三 四 年頃、 私の 始めて これを 言 ひ 出した 時は、 凡ての 人から 一笑 ^ 附し 去られ 
た ^ とで ある 0 それは 當 時の 繪晝は 殆ど 今日の 油畫 R 等しき 描き 方の もので あつた 乙と である 0 上述の 
如く、 當 時の 繪畫は 密敎の 高僧に 依つ て* 唐から 傳 へられた もので、 言 ふまで もな く唐畫 か、 然らす ん 
ば その 模倣の 畫のみ であつ た 〇 然る k その 唐畫な る ものは、 吳道子 その他の 遺品 (C 依つ て も 知られ、 
且つ 學術 的に 硏究 § れた 結果、 殆ど 全く 今日の 油畫 R 酷似して. Q た 乙と 疑ない のが 解つ た 〇隨つ て、 
平安朝の 初期 (C 於け る 日本の 繪晝 も、 凡て 油繪 風の もので あつた 乙と、 上の 『勤 操 僧都 像』 などを 見 
ても分る0例の百濟河成が、飛彈匠と揶楡し合 0 た時 ^ *死人の樣を描いて眞 (2: 迫6、臭氣鼻を挪つ 
が 如く {C 感ぜられた と傳へ るの も、 當時 如何 R 寫眞 的の 繪畫が 迎 へられた かを 知う 得る であらう。 言 
ふまで もな く、 實 物 (C 近似せ しめる には 筆意 骨法 等の 必要は なく、 專ら繪 の 具を 塗つ て 油晝の 如く 描 
くの が 至當 であるので、 當 時の 晝も また それ ^ 依つ たので ある 〇 即ち、 先づ 絹を 胡 粉で 箧 6 潰して 地 
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を 作. CV* その上に 樣 々な 繪具を 取つ て 彩色を する Q それからを の 上 {C 隈取-^ をな して 畫が 出来た もの 
でぁる0卽ち後代の畫が、最初にば墨の線を描ぃて、その上から彩色を施したのとは全く順序を異に 
し、 却つ て 油 晝の 、下に 地を 造つ て、 その上から 刷毛で 色を M るに 近い やう 方で ある。 乙れ は 唐畫の 
作法で、 平安 初期の 日本の 畫も矢 張 6 S うして 造られて あつたと 考へ るので ある。 
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第二 編 倭繪の 名家 ど名炸 

1 、總  說 

R やまと」 繪 とは IfDI ' そ | 普通 「やまと 繪 J と稱 する ものの 意義は* 某 だ 歡漱 としては， Q る けれど* ま 
づ 「から 表」 (漢晝 )に 對する 名 稱と考 へて ょから う。 卽ち 一番 古いと ころでは 艇が！ ^ •於 的 斯妨 C 
朝鮮を 經て 支那から 渡っ た佛畫 風？ の、 次 k 平安朝 S 論に 唐から 傳へ られた gs の ■宇 東 
"の 頃の 宋元晝 を模 した もの、 更には 德^化 に 入っ て 呢齡 の 風から 出で た、 廣 S 味の II . IS と 
s った 樣な 、殆ど 支那 晝にそ つくう か、 或は 餘程 支那 風を ぎした％ ので-ま' た 3 本-除 初の # <- 起 於 出る 
までに 同化 3 れてゐ ない 樣な畫 を 「か皇 」 と 見て ょい。® 1 、一^の 推 古 •天平 頃に しろ、 g 化 
近代 畫 ic しろ、 日本人の 手に なつた 物で ある 限 3 は、 皆 支那 その 儘の 晝と 言つ ては 殆どない ので ある 
力、 まだ 手法な 6 晝風 なう が 同化し 消化 S れてゐ ない ので ある 〇それ _に對して平安朝の初め頃から 
ぼっ^-見ぇ そめた 巨 勢 •  •黎 0* * ±" 佐と いふ 樣 u M!i 、が p B#e f^- {c なって からの 薪 g i-< n fi p 
佐 住 吉等の晝風*浮世繪派の諸家、若くは把ぎ派や圓山*四紙派の或る部分となると*をの船街 ^ ま 


說 


總 


同じく 支那の 法が あると しても* 除 辟 日本般 味に 化せられ くゐる 〇 それ 等 ^ 先づ總 括して 「やまと」 繪 
と 言はなくて はならぬ 。但し！： 酐 や圓 U!T •四 & の 或る 部分は*  一  H ;i v 折衷 派で あつて、 阴ょ 6 普通 
「やまと」 输の 中には 入れて 居な S。 浮世 給 も 「日本 畫師」 などの 稱 を用 ひて ゐ るし、 事實 日本で 极め 
られ た晝 では あるが、 乙れ は 寧ろ 「やまと」 繪の特 t 扱 ひを 受けて ゐる〇 又 光琳 派 も 「やまと」 繪の 一種 
には it? ひな けれど、 乙れ も 別派と なつて ゐる 。故に 先 づ狹い 會味で 言へ ば、 巨 勢金闹 •春 日 某 光 あ y2 
ぅに 起-^、 諸派の 消長を 經 て、 足 利の 末 頃まで 榮ぇ たのを 古い 倭繪 となし、 その 流が 脈々 として 徳川 
時代に つ v き、 且つ その 末期に 別に 新しい 硏究者 も 起つ たとい ふの が" 「やまと」 繪の槪 略で あらぅ 0 
1 T やまと L 1I . 0 由來 " |最初 ^ 、撕謂'古土佐及び巨勢*宅磨*住吉各派の出來た次第の話になるが、 
所謂^ n ±r ^3 なる 流派の 起源を 探つ て 行く と、 ずつ と奈良 朝の 頃からで あるら しい 0 01] ち 推 古 天皇の 頃 
に、 5S 纪 iA、 III: ' 槪 |&、 師等を 定められ、 天智 天皇の 頃に 大和 晝師 2 れは 「ゃ まと 」繪の_とぃ ふ 
意味でなく、大和に居た畫家とぃふ意味でぁる。〕などいふのもあつて、朝廷に屬した晝エ ^ なつて居たのである 
が、^! (天平) の 頃には 畫 家の數 も -^ だ 多くな つて* 畫エ 司なる 宫廳も 設けられた ' 〇 その 頃 
から、 例へ ば f gf とか、 春 0^ 神 ®:, とか S ふ樣な 重要な 所には、 事 屬 した 畫家 なる ものが 定 唛 つたら し 
ハ 〇その 0 H* {c lf m した ものが、 後世から 古 春 日と 呼ばれる 一 國の畫 家で あるら しい 〇彼 等は 奈良 k 
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在つ て、 後世まで も* 奈良 七朝以 來の晝 風を 繼 承した 佛晝を 作つ て. Q たので ある 〇然 るに、 平安朝 
の 初期になる と、 京都の 新 都の 方で も、 晝 家の 必要が あつた 爲め R 、 奈 良ょう 呼び寄せられる i と {C な 
| つた 〇そ乙 で 古!： 日の 派から 分れて 京都へ 移つ た 人が 出來 たので ある 〇 此の方 もやは 6, 春 日を 名乘つ 
ては 居た ものの、 丁度 末期の 狩 野 派な どが 狩 野と 稱 して 前代の ものとは 餘程異 つた 畫を描 S て 居た の 
と同樣 に、 京都で 一種の 新派を 立てた ので ある。 卽ち當 時 唐晝が 入 6 込んで、 佛畫そ の 他 R 新し S 影 
響を 與へた ので、 それを 受けて 晝 風が' たん <變 つて 行つ た。 斯くて 奈良に は 昔ながら の 古 春 日 風の 
佛畫を 描く 一派が あ $、 京都には 新しい 春 日 派が 新しい 畫を 出す やう R なつた ので ある。 その 京都 派 
| の 古 v' 所が 春 日 某 光で あらう。 

一 一諾 流の 起源と 異 『I 先づ 一通う 話す と、 百濟河 成な どは 支那の 晝法 中、 古風の 一派を 傳へた もの 
で、 巨 勢 金 岡は、 同じく 支那の 晝法で は あるけれ ども、 唐に 興起した 新派を 傳へ たもので あると 考へ 
る〇し かし 此 等の 人々 の 遺作の 眞蹟と 信ずべき ものは 傳 はらない 〇故に 其の 晝風も 系統 もょ くは 分ら 
j な S が、 察する に 百 濟な どの 流派は、 舊 都の 奈良に 遺う、 新 流の 巨 勢の 晝 tt 新 都の 平安 k 盛ん {C なう 
し 故、 腕の 自在 ^ 利く 宅磨爲 氏な どは、 天 曆頃新 都に 出で、 巨 勢 派を 腿し、 又寬弘 頃には •春 日 某 光 
も舊 都を 去 6、 平安 都 ^ 出で て舊 風を 改めて 新派を 出し、 古 土 佐の 一派を 成した る ものと M ふ 〇却つ 


て 巨 勢の 一派は 舊風を 改めず、 佛畫 のみを 畫 きて、 佛晝師 の 基礎と なうた る もので あつたと 考 へる 0 
乙の 舊 都を 去っ て 始めて 平安 {C 家を 成した 宅 磨 も、 其 後名 手は 久しく 斷絕 して、 永 承に 爲成 出で、 最 
初の 繪所 長者で あったと 云 ひ 傳 へる。 

乙、 で 一寸 話して 置かう と 思 ふが、 前に 云つ た 黃 文畫師 、河 內畫師 などと S ふは、 如何なる 必要ょ 
6 起つ たかと いふに、 古代の 戶籍 は、 民籍 と技藝 者の 戶籍を 別 R したと 考 へられる。 卽ち河 內畫師 は 
河內 の畫師 の團體 、大和 晝師は 大和の 晝師の 團體と 見ぇる ので ある 〇一國 {C 畫師の 多刍處 にて は 使用 
に便なる爲めに、此の制度があると思ふ0此時代では晝師は畫をかくばか6ではなく、一種の裝飾美 
術 家を 兼ねた ものであるに 依つ て、 宮殿 佛寺の 造營が あれば、 皆 畫師を 要した ので あるから* 戶籍を 
集めて置く必要があった0後世に、繪所長者のできたのは、畫師と裝飾美術晝家とが別 ^ なって、宮 
殿は 塗らぬ 事 {C なった から、 別 ^ 繪所 長者を 置いて 晝師を 統轄 S せられた ので ある。 しかし 寺院は 塗 
るに ょっ て、 佛晝師 は 相 變らず 裝飾晝 家 兼業で あった。 舊 幕あ犮 うでは 乙れ を 兼ぬ る 畫師は 御 神寶方 
と稱 して 別であった が、 狩 野 家の人で 御神寶 方を 兼ねた 人 も あった。 

nnlw^ll^ と 其 特色 一 兎 R 角 S うい ふ 次第で、 晝 風の 上から 見て、 藤 原 時代から 鎌倉時代に かけ 
三っ が 對立 してゐ た 〇 即ち 金岡以 來の巨 勢 派 Y 甚光以 來の春 日 +T 佐 派と、 爲氏以 
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來の宅 磨 派と これで ある ◦巨 勢 派の 晝風 はょ く 分らない が、 大體に 於て 金岡以 來の 唐晝 風に 依ぅ、 佛 
畫 §: 主 {C 描 S たので、 胡 粉 下地に 彩色を 施し* si k 墨描きの 線を 加へ たやうな ものである 〇此の 法は 
以前の 古 春 日 R も あれば、' 巨 勢の 流を 酌んだ 後代の 晝に％ "少し宛 調子を 違へ て 交って、 鎌倉時代 か 
ら 南北朝時代の 頃 1 h で、 何處 かに 殘って 居た 0 然し 古 春 日には 生胭 脂な どで、 油繪 風に 隈取りが 施して 
あ ったが" Ms 以後のに は それが 稀で ある。 又 後代の ものになる と-、 彩色の J: から 墨の 描き 割 6 はや 
らない けれど、 下を 墨で 線を 引いて* その 線を 避けて、 乙 〇 て $ と 彩色を 施し" 丁度 描き 割 6 を やつ 

い t, じる  ごくち よう  こつ 

たと 同じ やうな 感じを 與へ る晝 1: 作つ たので ある。 そして、 此の 巨 勢 派の 最も 著しい 特徵 として、 骨 
做き の 筆を 浮か S ないで 沈めて、 肥瘦を っけずに、 卽ち描 線に 大小が なく" 何處ま でも 一本調子で 描 
いて ある 〇これ は 唐 風と いふょう も、 をの 後の 新しい や 6 方では あれ ど、 以心 傳心に 後々 まで 昔. の E 
勢 派の 風が 遺っ て. Q た譯で ある ◦隨 つて 出來 上っ / 2 繪晝の 手際が まことに きれ S に 行つ てゐる 〇巨勢 
派の 繪畫を 見る のに 最も 便ぅ になる のは 東京 博物館に ある 地藏 尊な どで、 多くは 今日、 金 岡の 作と 傳 
へられて ゐ る地藏 尊 その他の 佛像で ある 〇勿 論ずつ と 後の 鎌倉時代の 作 も 多く その 中には 混つ てゐ 
る 〇巨勢 派 風の もので、 例へ ば 地藏 尊の 輪の っ S た 袈裟を かけ 戈 やう <]: のは、 明かに 鎌 倉 以後の ちの 
である 〇何 となれば 乙ん な 袈裟は 禪宗渡 來以 前には なかつ たので ある 〇 


說 


總 


「4^ |0! 印晝風とそ 〇| 犄色| 古 春 日 派の 晝と S ふのは" 奈良七 朝の 頃旣 R 南都に 在っ た晝 風で、 天 
gr” 似 以來、 & その 晝 風を 追っ てゐ たので ある。 それが 平安朝の 初期に もま だ 春 日の 繪所 として 奈良 

I  こせ 

に 在つ て、 主として 唐畫 風の 佛晝を 描いて 居た ので あらう 。その 畫風 はやは 6 油 畫風な もので、 E 勢 
M'1 と 司 じいけ n ど、 それほど R 駆く はならないで* のん びうと して ゐ る。 古 春 日の 風を 最もょ く 保存 

大ん 

して ゐ るのは •七 大 寺で 描かれた 佛像 などで、 今日で も それを 見る と 特色が ょく 知れる ◦原 氏の 『炎 
の 如き それで ある 〇 2: れ 等に 現 はれた 古 春 日 派の 特色 も、 下を 胡 粉で 塗つ て、 それに 彩色を し 
一て 隈取 6 を 施して あり、 f: おや 顔な どに 牡 li 一| で、 丁度 油繪 具を 使っ / 2 やうに 蔭 影が っけて ある。 描 
き 方 や 光線の 取り 工合な どは、 今日から 見る と理亂 に 合は ない が、 しかも 唐 風の 特徵は 嚴 然として 殘 
\ つて， Q る。 そして 斯る畫 法は、 餘稃異 つては 居れ ど、 足利時代まで、 佛師の 作に 見ぇて ゐ る。 藤 原 時 
代の 中頃では、 街，^ r に 在つ て 今 原 氏に 在る 『觀世 音像』 などに 見る 乙と が 出來る 。 

| 一  古 春 日から 巨 勢 宅 磨 n 乙んな風で‘か稱⑴は一たび京都へ移つてから變遷 ^ したらしい〇それ 
j が 紙 赋 5T 都 51 S や、 _口 *1 ^の繪となると、餘程1=本風になってゐる〇卽ち'4粹の唐風の :1 は古赛 
日の歡 i の 者が S 齡 へて 來た けれど、- 1; 勢 Mli に  一' i した ものは、 かぬ、 某 光等夂 依って 再轉 したので 
ある。 乙 乙から、古い ±" £4が生れて來る ^ 爲成は截%派と見られるけれど寧ろ古土佐の起源であ 
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•  I  さいしき  すみ 

る 〇) 爲 成の 例の 鳳凰 堂の 壁晝を 見る と* その 變遷の 跡が よく 分る 〇 乙 の晝の 彩色 や 墨を 見る と* 一見 
古 春 日 派から 出で た 一派で わる ¢1 とも 知れれば、 後來 の繪卷 物な どに 至る 經路 がよく 分る 〇古土 佐の 
作風の 如きは 糙 に 乙 乙から 起つて ゐ る 〇先づ 第一の 特徵 としては 面相の 打ち方で ある 〇爲 成の 繪はな 
か < 丁寧に 描いて あつて、 初期の 巨 勢 派の ものよぅ も、 餘程 進歩して は 居る が、 しかし 面相は そん 
なに齡齡とは申3れない0丁度巨勢派と春日の變化した古土佐派との中間に位して、巨勢派ほどに穉 
拙で ない ので ある。 同時に また、 古 土 佐 ほど s きに も 出 來てゐ ない Q 又繪 具の 使 ひ 方に 於ても、 巨 勢 
.派の 物 ぞ繪卷 物とは 一寸 違つ て、 爲 成の 繪が 丁度 過渡期 /2 る 乙と lr 示して ゐる 。即ち 巨 勢 派は 繪 •具を 
遣 ふ考が 盛り上げて 行く 心持ちて あるが、 春 日のは 盛 6 上げる よ 6 も 平面に 塗つ て 色を 見せよぅ とし 
て， 0る0怫晝でも何でもその趣があつて、油繪式から水彩畫式に變つて行つてゐる。乙乙に唐畫風と 
繪卷物 風との 差が 生ずる ので、 爲 成のは 餘 程、 繪卷 物の 氣味に なつて. Q る。 又 配景に 使つ た 物を 見て 
も、 巨 勢 派の 方のは 樹木で も 何でも、 丁寧に 勾勒 法を 以て 線を 描き、 その 中へ 繪 具を 盛つ てゐた 〇後 
には それを 略した けれど、 依然として 草稿に 輪廓を 取つ て、 その上へ 更に 繪 具を 塗る とい ふ考は 忘れ 
なかつ たので ある ◦然るに 爲 成の ものと なると、 旣 R 筆意を 見せる とい ふ考 になつ て ゐる 。木な どは 
餘程 線を 面白く 描いて、 筆意を 著 吸に して ある 〇隨ゲ て 後世から 見る と、 巨 勢 派は 極彩色で、 爲成一 


說 


總 


派のは M 彩の やう JC 見ぇる 〇どん な 極彩色の 物を 描く塲 合に も、 爲成以 後の 古 土 佐の 派には その 考が 
あつたので ある 〇言 はく 唐から 渡つ て來た 油畫 風の 物が、 最初は 甚だ 歡迎 3 れた ので あるが、 時勢の 
變遷 につれ て 古臭くな つて、 もつ と 淡泊な、 そして 筆意の 面白みの ある ものの 方を 喜ぶ 樣 になつ たの 
である 〇そ 乙で爲成一派が新派として起つた譯である0今日では丁度それと反對 ^ 、餘りに淡泊な、 
若く は 筆意の ある 繪な どは 舊派で あると すれば、 濃厚なる、 油繪 式に 塗 6 上げた ものの 方が、 展覽會 
などで 新派と して 流行す ると いふ 乙と になつ てゐる ◦これ も 時勢の 變遷の 致す 所で ある ◦併し、 當時 
如何に筆意を仄見せたからとて、まだ無闇に太ぃ線を使；3、衣文卽ち人物の衣服等の皺を肥瘦にょつ 
て 描き出す とい ふやうな 考 は、 巨 勢 派には 勿論、 古 土 佐に もなかつ たので ある 〇それ を 考へ 出した の 
は 宅 磨 派で ある 〇  I モ磨 派の 此の 創意 R 依つ て、 晝 風が がらり と變 6 人物を の 他の 陰影を ば 隈取りな ど 
でな く、 筆の 細 太 {C ょつ て 出 S うとす る考を 一般に 持つ 樣 (C なつた 0 乙れ は 大切な 問題 だから 宅 磨 派 
の 項で 說 かう 0 

1— 1±1 佐 派の 筆の 持—^ 1 玆で土 佐 派の 筆の 持ち 方を 語つ て 置かねば ならぬ 〇 乙 れ C 土 佐 派の 晝、 殊 
に 繪卷 物の 特色とは 餘程關 係が あるから である。 筆法の 上から 見て、 土 佐 派の 最も 大なる 特色は、 面 
相 筆を 自由自在 に 使つ て あると い ふ 2. とで ある 〇土佐 派が 觀賞 的の 晝を 描く 樣 k なつてから 頻う に 
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貴族の 間に 用 a られ て、 或は t£ mz- ir 或は 繪卷 物に、 夥しい 需要が ある やうに なった 〇從っ て 今や 寒 門 
的 ^ 繪所に 在って 描く やう (C なると、 其 僧侶が 信仰 上から 年月 1: かけて ゆっ くう 描 s て 居 / 2 樣な譯 に 
は 行かない 〇 多くの 繪をば 速 R ffif さ 上げなくて はならぬ 〇その 必要に 迫られた のと、 數 多く 描 い て 行 
く爲め に 次第 ^ 技巧が 達 春に なった 爲め とで、 筆の 使 a 方が まことに 巧み R なって 來 た〇實 に 土 佐 派 
の 特色は、 乙の 面相筆 1: ば 如何にも 自由自在に、 手際ょ く驅 使した とい ふ 乙と である 。をして その 筆 
の 持ち 方は 後世の 狩 野. 派と 全く 對照 をな してゐ る もので* 狩 野 派は 所謂 懸腕 直筆に して* 指頭で 描か 
ずして 腕で 描く、 I 全體 R 齡 3fel まで 力を入れて 描く ので あるが、 土 佐 派も懸 腕には 違 ひなけ れど 、指 
尖 5: 專ら として、 それ 5: 細かに 使っ てし かも 力を 拔 s て 輕く器 用に 描く ので あった 。しかもを れが巧 
みに 使 はれて、 決して 筆を 横 ^ 曲げる やうな 用 a 方は しな so 指 尖で ち やん と 筆を 止める と眞 直にな 
って、 をれ で 流麗 自在に 描かれ / 2 ので ある。 土 佐 派の 繪晝の 味は、 乙の 面相筆の 巧みなる 使 ひ 方 R ょ 
って 餘程發 揮され てゐ る〇 

I  土 佐 派の 發建と 假名 書# li  土 佐 派の 晝 、殊 (C 繪卷 物の 發達に ついて 今一つ 知らねば ならぬ のは* 當時 


1 gflli の 著しく 發 達した 乙と である ◦  rJ れと齡 1 $な關 係が ある 〇元來 、支那では 最初から 書晝 同義 
であ 〇 て、 甲 筆で も 筆法で も、 精神で も、 すべて 書と 晝 と };: 區 別は ない ので あるが、 日本 R 於ても 昔は 


光 基 •成 爲 •岡 金 •成 河  二 


同樣で あった 〇  & って 書妃 の發 達と 畫 法の 發 達とは、 常に 相俟って ゐ る、 否* 兩者は 同じ ものな ので 
が 6' Q S れば和 纪飢 に 入って、 所謂 和 # T の 乾 字が 非常なる 發達を なし、 道 風と 傳 ふる 本阿彌 切、 貫 之 
| と 云 ふ f 尚 & 聊の 類"！ £ 成 ゆ 如き 名手の 書蹟等 が 續出 する を 見 / 2 ので ある 〇 乙れ は 勿論 平安朝の 文化が 3 
ぅで あって、 和 f とか &|ど か S ふ ものに 現 はれ / 2 と 同じ 優 麗嫻雅 なる 心 持が、 當 時の 人の 心で あっ 
たの •たから、 宇を 書 S て も 自然に さぅ いふ 文字が 出來 た。 それが 卽ち あの 美しい 假名の# 體に發 達し 
| たので ある C 然る ^ その 同じ 時代に、 同じ 心 持で 繪晝ど 描いた ので あるから、 勢、 假名と 同じ 樣なも 
一の が k 來 た 譯 である。 故に 土 佐 派の 古い 繪を 硏究 する 上には、 土 佐 派の 畫家 は、 假名に 巧みなる 腕を 
I て 以繪を ii's /2 とい ふこと ?: 知らなくて はならぬ 。これは 何 ほ 後代、 禪宗の 盛な 頃の 書風と 晝風 とが 
I 同じで あった 乙と、 文人の 輩出した 頃の 書風と 畫風 とに 共通した ものの あつた こと 等に も 推し 及ぼし 
I て 論ぜられる 。兎に角-;^: i fv giT い S いい •小が、 は- 6  iii 
1同じ -1:-» かった0 

二、 河 成 •金 岡。 爲成 •基 光 
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n^rir 朝 初期の 「やまと」 繪  一 S て" 弘法 大師 •智證 大師 等が、 信仰 上の 密敎晝 を 作 6、 神釆 奕々 た 
る 崇高な 傑作を 遺した 頃ょう、 專ら 鑑賞 的の 畫を 作つ て、 上流 社會の 要求に 應ず る晝 家が 出で た。 
即ち 心 if 成* 巨 勢 f 岡の 如き 乙れ である 。彼等は 固ょう 佛晝を も 描かないで はな かつた が、 寧る 屛 
1 •障子を 描く ^ か、 或は 繪卷 物 1: 造る とかして、 裝飾用 若く は玩賞 用の ものを 兼ねた ので ある。 
殊に 平 城 天皇の 大同 三年に、 舊 の繪エ 司は 內匠 寮に 合併 S れ て、 繪所な る ものと なつて 以來 、をの 
長者 だ る ものは" 一代の 晝伯 として 迎 へられ、 後には 家を 襲いで 巨 勢 •春 日 •宅 磨 •土 佐 等の 各 流が 
相繼 <'' 2. € 、なつたのである。併し藤原時代の中期以後は別として、未、たその初期は、當時の畫家の 
名 すら 多く 傳 はらず、 幾點か 殘れる 作品の 如き も、 何人が 何時頃に 描いた のか、 甚だ 明かなら ざる も 
のが 多い。 殊に 最も 知られた 河 成 •金 岡 共 ^ 眞蹟 とすべき 何物 もない ので、 作風 も 明か {C は 知る こと 
が出來 ない 〇 

i 芭 濟河成 の傳說 I  £辦|:如 は その 祖先が 百濟 から 歸 化した もので、 寶龜 十二 年に 生れ、 仁 壽三 
年 八月、 七十 二歲て 歿して ゐる〇 大同 三年 (三十 七歲) 左近衞 となう、 武藝に 長じ强 弓を 引く の 傍、 
圖晝の 精妙なる 名のが あつたので、 屢 々朝廷 R 召 s n て 山水 草木 又は 古人の 像を 描いた のに、 皆 生け 

て  ごら 

るが 如くで あつたと いふ 〇從 者の 逃げた るを 捉へ る爲め に その 顔面 5: 寫し 、それに 照らして 捕へ 得た 
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とか、 飛彈眩 と 技を 爭つた とかい ふ 逸 諸は 早くょ 6 傳は つてゐ るから、 山水 人物 共に 寫生に 巧みで あ 

T 、、、免、 t  ぐ * 〇 せき.. •、、も  备  丨 

つた 乙とは 知られる 〇けれ ども 彼の 畫蹟の 今に 傳は つて ゐる ものは 全くな so たゞ 、もと 山城 高 UI 寺 
に 在つ て、 今 東京の 某氏の 手に 在る 四天王の 畫 像は、 その 一圖の 裏に 「以 四天王 寺 第二 傳本寫 之 新羅 
國河成 筆」 と あり、 もと 扉繪で あつた 樣に思 はれる。 果して 如何なるょ しある もの かは 解ら ね ど、 素 
描に して 彩色は i し、 所々 に 「肉色」 「黑 色」 「紫色」 筚と 書き 添へ て ある 0 

一 巨 勢 金 岡の 巨 勢 金 岡は f 勢 中 納言野 足の 裔 にして、 淸和 •陽 成 •光孝 •宇多 •醍醐の 五 
朝に 歴仕した 人で ある。 河 成の 晩年に 生れ、 延 喜の 頃に 及ん ; 2 もので あらぅ 〇釆女 正と な 6 從五位 下 
に 叙せられ た〇 天性 繪晝を 巧に し、 乙 れも 人物 III/3 水 花鳥 皆 精妙なら ざるは なかつ たと 言 はれる Q 陽 成 
帝に 召 5 れ て大學 寮の 『先聖 先師 九哲の 像』 を 描き、 又 淸凉殿 南廂の 障子 又は 紫宸殿の 『賢 聖障? KJ 
にも 描いた と傳 へられる 〇 山 城 御室の 仁 和 寺で 馬を 描 s て* それが 抜け出した とか、 淸凉殿 の 障子に 
も 同 樣な ことがあつ たと か S ふ傳說 も、 如何に 彼が 動物 畫に巧 であつ たかを 示す もので あらぅ 〇又佛 
畫にも 長 じて， Q た 21 とは、 今日 彼の 作と 稱 する 佛畫の 甚だ 多い ので ぁ 分る 〇山 水に 至つ ては 大江匡 房 
が 評して T III> を 疊む こと 十五 層なる も、 曾孫 弘高は 纔かに め 六 層に 5 gvf」 と 言つ たので.! られ too. 
彼 また 造 庭の斯 にも 長 じてゐ た 〇か V 慽， >い い^そ か M' ST とすや か 价か はゲ -c' w ?: ぃ。 彼の 作と 
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稱 する ものは 何れも 晝樣が 新しくして、 常 代の ものとは 認め" 難いので ある 〇玆 に圆 示した 『那智 湯 布』 
の 如き、 遙 に後代の作なれど、極めて優秀のものである0倚ほ此の頃、 ¥» 密5^も晝を描かせられ、 
小 野 篁* 源 信 等 も 描いた との 乙と である 〇勿論 それ 等の 遺蹟は 一つ も傳 はつて， Q ない 0 
傳巨勢 金 岡 筆 那智瀑 布 (赤 星鐵 馬氏舊 藏 


I 『山水 屏風』 と 『十 _ 面 觀音 JI 當 代の 特色を 示す 作品は 一二 ^ 止まらぬ が、 主なる ものを 例示す る 0 
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(藏 夺國護 王敎） 風 屏水山 


『山水 屛 風』 に 京都 東 寺の藏 で、 寺傳に 弘法 大師が 唐よう 將來 したと 傳へる ものが ある 〇山 水草 木の 
&、 圖 中の 人物の 服裝 などは 日本の もので、 且つ 筆の柔 かで 優美 心と ころも、 哪かに 倭 lt» か iir ilir 


?てゐ る 〇元來 山水 屏風なる ものは、 眞言 宗に 於て 灌 頂の 際、 阿闍 梨の 背後 (C 立てる 屛風. で*  を 

五一 二 


111 する の 1: 常と する c is: の 東 寺の 冬のは 山中に 廬 1: 結 / 1 >た 隱者が あつて.. こ、 U 高貴の A が 訪ねて ^ 
る やうな 圖にな つて ゐる 。又 現に 井上 侯爵 家に 在る、 『十一面観音 j は、 冬と 大和 國某 寺に あつた.、 (の 
で、 我が 國 古 ^ 晝中最 ち 優れたち 0、 一つ V-、 '-:- '-. -'. : 

の 富麗 4: る こと、 決して 凡庸の 作家の 出来る も のでは ない C たく 時代 ：: ついて、 M 今 :: 一定の 說 を 見な 
いが、 色の 充分 調和を 得て、 且つ 肉 身に 紅琰璃 色の 用； 5 て ある こと、 又 多くの 截金彩 色の して ある こ 
と G 及び 光背 や 无蓥 ': 龍膽 唐草 5: 裝 飾して ある ことから、 當代の 冬のと 見る ことが 出来る'。 

« 孔省玥王の :1 |一」橫濱の原富太配.氏所藏『孔雀明王兔. ? 亦、『十一面觀音』に優 5 と冬劣らざる 
名 晝でぁ る：； ず b& ^; '^ — £:.:ヂ ::'- 、 皆 . In' いい〇 4 f M' ^ s' &b i? L,l *l ^ €-» 2: I' ay T:% r^& 
昏 わ か «' か い M' P  い  £ J  か P がか。 史  i  y g: g4ii  於"、 は*  か 5 ^lls-  i  P  i  纪ジ 研 lc> L4 -cfc *%  を 
褪色の 痕毛な く、 實に 國寶 中の 國 寶と稱 してよ い。 中に rP 見る 人 r して 渴仰讃 嘆 止まし めざる ものは 
先づ Z- 、 の 姿態 〇 均齊 ■: : して 美妙なる こと、 並 ,; » にや S しき 裡に 無量の 力を 表現せ る ことで あ K C 彼 
の 明 王 も、 明 王の 乗れる 孔雀 冬、 正視して M 側を 示 3 ず、 明 王の 顔面の 中心は、 眉間よう 下 6 て 口に 
至 $、 左 掌 上の 寶壺に 至う、 更に 孔雀の 羽 冠よ 6 眼 間 嘴 先 :: 下う、 遂に どし 6 と 踏み 綺め たる 脚 間に 落 
つるまで、 眞の 一直 垂線 r 爲 して、 しか' 技巧の 跡を 存せ ず、 不自然の 感な く、 且つ これを 圍むに 頭部の 
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圓光と 全身の 圓 光と、 兩圆 光を 一括す る 孔雀 尾 毛の 圓形を 以てし* 三圓 相俟つて 一圃の 調和を なし、 
乙れ {C 絡み合 ふ 四 本の 手 ^: た 些の 不自然を 止めず して、 2. れ 等の 祓雜 にして しかも 單 純化せられ たる 
明 王の 體は 、一種の 墨 感を 以て 孔雀の 背 上に 落ち着いて ゐる。 孔雀の 身は、 墨の 如くに 張れる 兩 

翼 ^ これを 受けて、 頭と 頸 
十と 全身の 膨らみと、 且つ 支 
m 柱の エ ンタシ スの 如く JC 膨 
^ らみを 有し * 二 本の 脚と ic 
M 得 も 言 はれぬ 形式美を 表 iji 
g して ゐる〇 恐らく  E 本畫中 
波！！ S I ' 7C ' 办 5 ^ 莊 m 心る 形體 
とその 古典的な'; fii 和と、 技 


T の 洗練と 色彩の 巧緻と を 示す 好 模範で あらぅ。 


あ ふみ 


令ん id ち 


きん もち 


Ec ぎ 家は <s f03< を祖 として、 をの 子孫に 相 見 •公忠 •公茂 (又は 公望) 等の 名 
が 見ぇる 〇咖ル は 名人と 言 はれ、 源氏物語の 中 k も その 名が 記されて ある。 公忠 も大江 維時 や 小 野道 

五 五 
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五六 


風と 肩を 並べた 秀才で、 彼れ 以下 相繼ぃ で 繪所 長者 R 任ぜられて ゐる〇 そして^ > 1: 緲か雛 E' JH 
にして、 專ら 活動 $: 主と したが、 公望 m' 後は 多少 日和 風と^ 5 ぅ、 聊糾 s' s' f かか lr» J> f ^ 勢 ^' い 0' 

霧^ .つて％ だ。 更 ^. g- 

IF _ r .. ii l 


皆 譬 


曾孫か孫か ^ 1高(又は|5 


1 i 


i 


s 


1 

ii 


高) が 出で、、 最も 名畫の 


M 擧を高 くした。 丁度 藤 原 道 
iff 長の 頃でぁって- 11 ^ 王 

m 

凰の 如き も、 布 障子の 繪の役 

堂 

壁の やうな 輕々 な ことにまで 

ffi  ®  ® 

弘高を 召して はならぬ と 言 


1: 2 i"v:、 


つて 重 じてゐ る Q 彼は 深く 
佛法 を 信じて、 薙髮 して 

僧と なつた が、 朝廷から その 技を 惜まれ 、還俗の 上繪 所長 者 ic したとの 乙と、 一代の 作には 佛晝が 最 
も多く、地獄圖の如含はその得意でぁつ ^ といふ。又か||は唐風の山水を描いて ^ の妙を稱せられ- 


かみ も 日本風の 景色 畫を 作つ たと あれ ど* 一には 當時 の晝に 疑識 等を 用 ひなかつ たのと* また 主と し 
て 常 殿裝飾 等の 畫で あつて 亡失した のとで、 今 {C 傳はる ものは 殆どな S ので ある。 

一 宅磨爲 成と その 代表作 一 巨 iR si i に 稍ぉ くれて、 他の 一派が開け /2 〇數磨1成及び斜 0;; 减光の派 
乙れ である。 尤も 爲成に 先つ て、 爲氏な る ものが あつて 晝 を ょくし、 爲成 は實に その子で あると 傳へ 

るが、 併し 爲氏に ついては 知る 所 
« がな S。 爲 成は その 畫統 、巨 勢ょ 
天 6 出で、 新に 支那 宋 朝の 晝風を 參 
g  酌し、 專ら 佛晝を 作ぅ、 巨 勢 氏に 
1  代って 繪所 長者と なった 〇藤 原賴 

^  び ？ フク. フゐん た 

饿 通が 宇治の 平等 院を 建てる に當 $ 
爲 成は 鳳凰 堂の 壁 並に 扉 面 R 描い 

たと S れ "現存す る ものは 卽ちそ れで あると M はれて ゐる〇 鳳凰 堂は 永 承 七 年 R 出來 たもの •たから* 
壁畫も 同時の もので* 年代が 確かな ばかりでなく* をの 優秀なる 乙と も 稀に 見る 作で ある。 扉 面には 
r 淨土九 品彌陀 』 の圖 "及び 『觀經 曼荼羅』 を 描き、 後 壁には 『 As 相 成 道』 の圆を 現は して ある。 本 
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五八 


尊の 面部 •肌 その他 ir 金泥で 描き* 他は 朱 •綠靑 等の 色彩を 用 ひ、 衣 文 ^ は 細 S 線を 重ねて 引いて ある。 
佛菩： 陸の 面相は 優美 R して、 衣 文 等は 極めて 纖麗 k 出來て ゐる 。そして 背景 R 山 や 樹木が 描かれ、 そ 

の 山は 紺靑 、樹木は 墨、 槳は綠 


勢 

至 

菩 

薩佛畫 を 多 


靑 {C して、 倭繪の 初めら しい 
手法で ある ◦爲 成の 後の 爲遠 
は近衞 天皇の 頃、 高野山 等の 
描き、 爲 成の 筆法 
ic 依つ たと 傳へれ ど、 乙れ ま 
穴 遺作は 見る を 得な so 

|~^^11^|と1!能— |* 蠢—一 

藤 原 某 光は 初の 名を 盛 光と S 
ひ、 をの 先は 左大臣 魚 名から 
出で、 弘 高と 同じく 道 長の 頃 

の 人で、 互 勢 派の 畫を學 ん ;2 との 乙 ^: である 〇從 五位 上內 E; 頭と なう* 繪所 長者と して 春 日 土 佐の 畫 


法 


藏 


亡くみ のい み 
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系を 開いた ものと 3 れて ゐ る。 荞日 派なる 名は、 奈良春 日 神社の 繪 所と して* ^ の畫風 を 出した から 
，で、 蓋し 茈光を 祖 とする が* 彼の 眞跡も 傳は つて ゐな so 能畫を 以て 知られた 僧の 珍 海 及び 藤 原 隆能 
は、 共に 茈 光の 子と する 說あれ ど 確では ない ◦隆 能は 內匠寮 繪所預 となう、 鳥 羽 天皇の 頃 世に あつた € 
3 れ る。 隆能 源氏を 以て 知られる 『源氏物語 繪卷』 の 作者は 此の 人と 傳へ 、或は 此の 繪卷は 彼の 子隆 
の 作で あらう ともい ふ。 隆 親は 初め 隆 成と いひ、 藤 原 又は 春 日を 稱 する 乙と 父祖と 同じく、 近衞天 
皇の久 安の 頃從 五位 中 務大輔 に 任ぜられて ゐる ◦斯くて 春 日 派は 鎌倉時代に 入う、 歴代 土 佐 派と 稱す 
る 乙と になり、 終に 土 佐を 姓と して 互 勢* 宅 磨を壓 して 盛名を ほしい ま、 にす るに 至つ たので ある 0 

三、 惠心 •會理 •鳥 羽の 三 僧 

一淨 土畫 のは じ^ H 巨 勢 •宅 磨 •春 日 諸派が 起つ て、 觀賞 的の 繪晝を 作る に 至 6、 それが 隆能 • 
如❺ •一!#！; 等を 主として、 繪卷物 若く は その 類似品に 最も 優れたる 手腕を 發 揮した 時代に 說き 及ぼす 
に 先立つ て、 •智證 以後 {C 出で \ 稍異 つたる 趣の ある 佛像 •佛畫 を 作つ た 人達 及び その 遺品に つ 
S て 語らなくて はならぬ。 卽 ち、 弘 仁の 頃の 佛畫 は、 主として 密敎畫 であつ て、 密軌 ic 合した る佛像 

五 九 
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或は 兩界 曼荼羅と いふ やぅな 畫題 •か 多かった ので あるが、 村 上 天皇の 頃の 空 也 上人 あた 6 から、 淨土 
念 佛の敎 法が 弘ま A、 f- l ff* l!5* 4 1H- 以來 、その 敎の 盛になる にっれ て、 『西方 淨 土圖』 『來迎 lil 』 の 如き 
別趣の 繪晝 が宗敎 上の 必要ょ 6作られるに至った。而してその作者には惠心僧都自身の如き高僧があ 
つたので ある 〇そ の晝 風は、 密敎晝 の 如き 勇猛 凄壯の 形相を 離れて、 專ら 鮮麗に して 優美、 且つ 金色 
燦然た る ものが 多 かっ / 2 〇 しかも 未だ 繊弱に 流れず、 品位は 頗る 高い 晝で あった。 同時に 又 一 方に 
は* #* |: ^. 瓣等の如$眞言の僧に依って、密敎風の晝も作られ、なか<傑作も出來たのである0然る 
に 同じく の畫に して、 乙れ 等の 佛晝 とも、 當 時の 倭畫 とも 異なつ た、 輕妙 洒脫な 一種の 畫 §: 作つ 
たのは、 B* 物 ff« JE« で 知られる 船歡歡 であっ / a 。 斯 くして 此の 時代に 僧侶は、 專門家 以外に 別途の. * を 
以て 氣焰を 吐いた ので ある 0 

一惠、： 3 lel 都の 略 1111 一  1 f ;E; 僧 fir は 俗姓を 卜 部と v» ひ、 本名は 源 信、 和 泉 國葛木 郡の 人で ある。 父 
の名は 1£| §、母は£齡氏にして、空也上人が入洛して市井に念佛を說€天慶羣ょぅ四年_に生れ 
た。 壯 にして ■に 登 6、 慈慧 大師に 事へ て繫 の兩 法を 修め、 僧都に 補せられ たが、 のち 山中の 
に 退 s て T 把 龄 iS® をの 他 六 種の 著書を 出し、 初 あて® 七 穿を 開いた。 四十 四歲の 時で ある。 
「往生 要 集」 に說く 所は、 他力 修業の 淨土門 にして、 實に 我が 國に 於け る 念 佛敎の 開祖で ある。 此の 
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養 

# 一 


I 


sr f^ 

rv t 


寥 

奪 r 


^B9 


■ 


說 、當時 憚る 所が 
あつて、 尙ほ 表面 
には 掩つて あつた 
ついで 法然上 
人が 出づ るに 及ん 
で、 此の 宗を 徹底 
させた ので ある 0 
彼の 念佛 他力の 敎 
林が 美術 上に 及ぼし 

蔵た 影響に ついては 

C 

前に も 述べた 如く 
で、 僧都 自身 ま / 2 
幾 種の 繪畫を 作つ 
たと 傅 へられる 0 

六 一 
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特に 今日 遺っ て， Q る 『I 迎彌陀 』圖 の 古い もの、 及び 『山 越 阿 彌陀』 と稱 する もの、 多くは 彼 - Co 自作と 傳 
へる けれど、 その 慰 p-a? はない ので ある。 た V、 次に 語る 高野山の 『一ー ナ五菩 薩來 迎圖』 は、 彼の 眞跆 とし 
て赠恨 S れ 、當 代のガ ，作た るの みならず、 我が 國佛晝 中の 最大 傑作の 一で ある 〇僧 都は、 後 一條 天 
皇の寬 仁 元年 六月 十日、 七十 六歲で 寂して ゐる Q 

I 高野山の 『一一 十五 菩薩』 I 當 時の 佛 晝中隨 一の 作た る 『二十 五 菩薩 來迎 圖』 は、 もと 比 叙 山に 在つ 
たもので、 今は 高野山の 所有 (C 屬し 、久しく 東京の 帝室 博物館に 寄托 S れてゐ たが、 今は 高野山に 還 
つて ゐる〇 現 R 三 幅と なつて， Q る けれど、 もとは 一幅で あつて、 多少 緣の 方が 切う 取られて あるら し 
so 堅は 六尺 八寸 、巾は 中央が 七 尺餘 "左右が 三尺 五寸許 うで ある 〇鼠 は 中央に 大きく 本尊 彌陀 如來 
を 現は し、 その外 圍を繞 つて、 前に 侍して 端座した 觀 音、 勢 至を 始めと し、 諸 菩薩が 雲 中に 描かれて 
ある。 そして 圖の 左下 方 {C は 岩石と 樹木と も 描き 添へ て ある。 先づ 感心す るのは その 構圖の 雄大 (C し 

ふくざつ  うち/*. 、  Vptp/>9P9P999, 、、ふち  U いが ふ  しせい、 、、つりあ ひ、、  ， 

て* 複 雜の裡 に單 純化が あ 大 なる 本尊 ^ 對 して 他の 各 菩薩の 布置 配合、 姿勢 等 誠に 釣合ょ く、 そ 
の 雲形の 悠 h として 迫らざる と 13^ 調子 P か o» てゐる ◦如 ふるに その 色彩の 鮮麗 (r して 豐富に 、且つ 
華美 0» £い |:» ?: し、て婉い§ル ^' 毅げ墮、せ ^' 、歡どい〇 |: ^^卜失はざるは、凡手のょくする所な 
i' s^ p い 思 & い ip。 細部の 描寫 {C 至っても-面 私は 何れも 圓滿の 相 妬を 備 へ、 優美 (C してし かも 莊 
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重に、 その他の 描 線 も 皆 柔らかく 流る、 が 如く、 温かく 包む が 如く、 慈悲 自から 溢れて、 一見して 
欣求淨 土、 厭離 穢土の 觀念を 起 3 しめる R 足る ので ある 〇その 描法は、 唐 風に 倭繪の 趣を 交へ •一種 
の圓 熟せる 體を なした もので、 縱橫 自在 ic 健筆を 揮 a 、 些の漉 滯の 跡を 見な so 殊に 截金應 i の彩紀 
に 至つ ては、 此の 晝に 於て その 技巧の 最も 進んだ のを 思は しめる ◦蓋し 截金 彩色とは、 佛體 その他に 崇 
嚴と 華麗の 感じ ?: 起 3 しむべ く 金色を 用 ふる {C 當 6* 單 に 金泥を 塗る を 以て 滿 足されず* 細微の 金 線 
を截 つて 肌り つける ので ある。 且つ 此の 晝の 何となく 氣品 高く して、 人を 樂土に 箱 •くが 如きは、 惠心 
僧都奶外の人の和では出來やぃこと1| 1: ^:3、せ、る。 

RI 理 !§: 都| |^| 閻摩天』其％  4 3 珂 僧都は 惠心 僧都ょ 6 稍 古い 人で、 延 喜の 頃 東 寺に 在って 眞言宗 の晝 
を 描 V* たと 言 はれる ◦僧都は 宗叙 •聖寶 兩 僧正の 弟子と な A、 延長 六 年 十二月、 東 寺の 長者 -V な. 〇、 權 
少 僧都に 進んで、 承 平 五 年 十二月 二十四日、 八十 四で 歿して 思る。 僧都の 作と して 傳 へられる ものには 
東 寺觀 智院藏 の 『閣魔 天 J が ある 〇延 喜天曆 頃の 作風で、 時代は 略當 って ゐる〇 その 晝風 は大に 森厳 
なる 眞言 一派の 風貌を 現は して ゐる 。間 魔 天は 佛說に 地獄の 王 {C して、 亡者の 魂を 司ぅ、 賞罰を 與へ 
る ものであると 3 れる〇 同じ 圖に して 乙れ ょ.^ 稍 以前の 作に して、 寧ろ 一頭 地を 拔 くと 3 れる もの 
じ、 現 {C 橫濱の 原 氏の 藏に か、 る ものが ある ことは 前に 述べた 。また 山城 長 法 寺に ある 『釋迦 再生 說 
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中心の 往 を 四方から 板で 圍 つて、 それに 胎藏界 曼荼羅を、 各面 ^ 一部 宛 描 S たものと、 四侧の 羽目板 
に 上方へ 十體 宛の 佛像 、下方へ 眞言の 八祖 像を 描 S たものと 一一 通ぅ ある 〇共 ic 細い 流麗な 描 線 5: 以つ 
て、 赤、 黃 等の 彩色を 施した 晝に なつて ゐる〇 且つ その 肉體 に は 赤色の 隈取りを 施して ある 〇山 城 日 
野の 法界 寺 {C も、 一種の 壁晝が ある ◦その 出來た 年代は 不明で あるが、 これ も 極めて 優れた 作で ある 0 
本筇の 上の 小 壁 ^ は 天人 や樂 器な どの 飛んで. 0る有樣をば、漆喰の上に赶に繪具を以て描いてあつて 
鳳凰 党の それの やぅに 胡 粉の 下地は 用 a てない 〇晝 中" 天人の 飛翔す る 姿は 最も 巧妙に して、 後世 天 
人晝の 模範と 3 れてゐ て* なか {面白い ものである 〇 山城 大 原の 三千 院に も、 天井に 二 十五 菩薩、 後 
壁 ^ 兩界曼荼羅が描いてある0稍後の作程 ^ 優美には流れない所 (2 、此の畫の味がある0惜しいこ€ 
(C は剝 落が 甚 しく 晝樣の 不明な 部分が 多い。 

因に當時、繪晝をょくする者、上に擧げた諸家の外、巨勢公勤と同じ頃に1鳥部|^.があ6"公望 
は 小 上手、 常 則は 大 上手と 稱せ られ 、畫名 最も 高 かつた とい ひ、 又 他 {C 一條 天皇の 朝に 良 親、 千 枝* 
稍 後れて 信 肖； 等が あつた？ 晝 僧と しては" 繪 の阿闍 梨と 呼ばれた 僧延圓 "繪佛 師敎禪 及び 不動 晝 (C 知 
られた 良秀* 眞言 宗新義 派の 祖 、僧 覺鑀な ど、 甚だ 多い ので あるが、 皆 その 眞作を 傳 へて， Q ない。 

I 鳥 羽 僧正と 其戯晝 |  M れ 等とは 全く 晝樣を 異にし、 洒落なる 墨 筆を 以て、 漫晝 風の 物に 獨特の 妙 
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技 1: 揮つ たのは、 鳥 羽 僧正と して 知られる 僧 覺猷で ある 〇彼は 大納言 隆國の 子 k して 大僧正と な-^* 
保延四 年 {C 天台の 座主 (C 補せられ てゐた 〇その 鳥 羽 僧正と 稱す るは、 嘗て 鳥 羽の 地 {C 住んで. Q たから 
である0性洒落にして且つ深く晝法を究め、自在なる筆力を以て大に一派の倭繪を瓶めた0殊 ^ ジ、の 
飄逸に してし か $ 寫實の 巧を 失は な s のは 最も 推すべ^ v である 〇  £ か 一  5 P か” P かわ 
共 ^' 、最も優れたものである0現に山城高山寺に藏せられ、柬京の博物館に保存 5 れる『鳥獸人_戯畫』 
の 如きは f の 尤なる ものである 〇乙れ は 凡て 四卷 あぅ、 墨の 素描に して、 その 二卷は 猿® 兎 •狐 •蛙 
等の 遊戯の 樣 を 描き、 他の 一卷は 龍® 虎® 鶏® 犬 等の 戲畫 、他の 一 卷は 人物の 遊戯と なつて ゐる C 何 
れも ょく 活動の 態を 寫 し、 その 筆致 洒脫輕 妙に して、、 殊に 滑稽の 味 多き {〇 拘はら す、 些も品 めい奶 い 
て ゐな い。 大和 國朝護 孫子 寺に ある 『志 貴 m 緣起 晝卷』 も 彼の 作と 稱 する 〇 乙 れ は三卷 あつて、 第一は 
飛 倉の 卷 又は 山 崎 長者の 卷と言 はれる もの、 第二 卷は 加持の 卷 、第三 卷は尼 公の 卷で ある。 表情の 自 
在な" 活動の 趣の ょく 現， はれ 穴 手腕は" 彼の 眞蹟 とする {C 足る もので あらぅ 〇糙 R 、 繪卷物 中の 一異 
彩で ある 〇 


四、 隆能 •隆親 •光長の 時代 

I _ 

一 I 藤 原 時代の 文明と 111: 卷物 I 平安朝の 後半期は、 藤 原 時代と も 言 はれる 位で" 藤 原 氏を 中心とした 

丨 I 

降 あ 公家 さん の 仝 盛時 代で あつた。 そ 2. で 文學藝 術の 方で も お 公家 3 ん及 びその 周圍の 人々 の 手に 依つ 
能：：： て、 最も 特色の ある 最も 優美な ものが 生れた 。その 一つが、 春 日 •土 佐を 主と する 「やまと」 繪で 6 
H  つて、 和歌 及び 物語と 相 待つ て、 乙れ は 非常な 發達を した ものである 。をして 同じ やぅな 趣味を 追つ 
*• : て 行つ た 平家、 それから 鎌 倉の 初期に も、 その 趨勢は 衰 へないで、 「やまと」 繪は 益々 見るべき もの 
S I が 出來た ので ある 〇所が その 「やまと」 繪は 、當 時の 人達の 趣味から して 最も 多く 「繪卷 物」 の 形式 

の 

咩 | を収 つたので わる Q 卽ち平 安 時代の 初期までは、 繪晝は 主として 宗敎 上の 附屬 品の 如くで あつたの が 
代 |  •たんぐ 宗 敎を 離れ -t< 紀 g 品* 裝飾品 となつ たが" しかも 當 時の 建築では、 僅に 障子 若く は 屏風と して 
を 飾る 外に 裝 飾に 應用 する 乙とは 少な かつた 〇床も 足 利の 末に 至つ て 出 來たや ぅな 有樣だ から、 
令 だ 掛 物を かけて 眺める とい ふ考 $ なかつ たので ある 〇 只、 當時 和歌 や 物語を 卷 物に 書く 乙と が 行は 
れ、そ れが 繪査の 方の 形式に もな つて" 繪卷 物は 最 多く 作られた 譯で ある 〇故 に當 時の艙 としては 佛 
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畫の 外には 繪卷 物の みが 今日に 遺つ て. q る 次第で わる 〇隨 つて 古 s  r やまと」 繪 、殊に 古 土 佐の 全盛 5 ' 
代は やがて 繪卷 物の 時代で ある y 申 レて ょいので ある 0 

一洗 代 及び 作者の 不明な 繪 巻^! 然らば その 頃の繪 卷 物の 傑作 及び 作者は 如何と いふに、 乙れ が ® 

る 不明で ある 〇 何しろ 後世の 畫 幅と 違っ て、 繪卷 物 ic は 作者の 名 •年代 等の 明記して ある ものが 少い〇 

一中 ^ は卷尾 又は 裏面 等に 記しつ けたの もないで はない が、 先づそ んな 物の な S のが 普通で ある 〇 故に 

一 適確な 記 錄に でも 別に 載せて ? > つ て* それと 遺物と が 合致した 場合で でもなくて は、 作者は 全く 解ら 

一ない 〇乙れ は 佛晝の 場合 も 同樣で あつて* 巨 勢金阏 にしろ、 弘法 大師に しろ、 それょ $ ずつ と 以前の 

| もので も、 或は 後の 明 兆 あた 6の 物で， 9、 眞僞 及び 作者は 全く 解らない と 言 ふ 外は ない 〇只 『平家 納 

一 經卷』 とい ふ 樣な 、時代のは つきぅ した 名の* 或は 弘法 大師の 『祖師 像』 の 如き、 作者の 先づ 疑な き 
|  . 

| もの 1: 標準と して、 年代 や 作者の 特色に 依つ て、 似寄つ たものを をの 部類 R 入れる 外は ない ので あ 
I る ◦故 ^ 『源氏物語 繪卷』 が隆 能の 作 か隆 親の 作 かな どい ふことは 明らめ 雛い ので ある。 只、 略 年代 
と 特色と を 推察して 順序を 立てる 外は ない ◦次に 又當 時の 作者 も、 明確な 乙とは 言 はれない C 春 日❼土 
佐 派の 系圖 にしろ" 巨 勢* 宅 磨 等の 人に しろ、 果して 誰が 誰の 實子な のか、 誰の 系統を ？ I いて ゐ るの 
か見當 のっかな い 場合が 多い ◦子で あるべき tr か 三代 も 後の 人で わっ た $、 宅 磨 爲氏 、住 吉慶恩 の 如 


代 時の 長 光親 隆 •能 隆  四 


く" 存否 3 へ も 疑 はれて ゐる とい ふ ^ 至つ ては、 五里霧中 {C 迷 ふ 外は ない ので ある。 故 (C 私の 說く所 
も、 旣定 の說を 材料と して、 大 嘹 か R 言つ て 置く ので ある 0 

Hi# 物の 傑^！^ S う s ふ 次第で あるに も拘 はらず、 當 時の 繪卷物 及び 類似の 晝には 、今 
日から 見て 頗る 傑れた ものが 多 い ので わる ◦これは 佛畫 など も 同じ 乙 とで、 一つは 年數を 經 る {C つれ 
て、 絹 や 紙に 5 び 味が 生じ、 彩色 もよ く 落ちつ い て、 古雅な 上品な、 所謂 時代と いふ ものが 出來 て， Q 
るからで 4 あるが、 同時 ic よく 描いて 4 るからで も ある。 前に も 述べ / 2 面相筆の S 由 自在な 驅使な どと 
いふ ものは、 當 時の 人でなくて は 到底 出來な い ◦輕 妙な 線を 以て、 意の 動く 儘 (C 筆 も 動かせて ある 所 
は 货 に 巧な ものである Q 墨の 線 も 面白い が、 彩色の 使 CA 方な ども 手 {C 入つ たもので* 間然す る 所な し 
と M はれる 作 も 多く 存する 〇これ は 又、 當 時の 畫家 が悠 々として 急がず 迫らず 各自の 興味に 任せて 描 
いた ^ もよ るで あらう が、 何れにせよ 今時の 晝 家の 繪卷 物と hi 氣品 が異 つて， q る。 併し、 ^' 作では あ 
るが 規模の 大き S 作では ない 〇 中 {C は 力作 も あ $、 随分 卷數の 多い もの も あるけれ ど、 皆 小品の 繼ぎ 
合せで あつて、 今日の 帝展 や、 桃山時代 以後の 張附 、或は 屛風 など R 見る やうな 畫は 一つ もない ので 
ある O S れば とて、 極密な もので もな so 後世の もの ^ は 水 墨の 山水 (C でも 極めて 緻密 {C 描いた もの 
も ある、 彩色 畫 k は 光琳 派の 樣 {C 極端 (C 凝つ たの S へ も あるが、 當 時の 畫はま だ そ 乙まで 發 達して ゐな 
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かつた 。併し- i の 3 つと した 中に、 優美で 高雅 ^' 、 何とも 言へ ぬ 細か い 味の あるの が、 か， 
を 物の 特 ilp かか。 

I 繪卷 物とは 间ぞ 一 序に 繪卷 物の 乙と を 言つ て 置く が、 繪卷 物は 決して、 古 土 佐を 待つ て 出來た 
一 ものでは なく， 上代 旣 R 『ぎ 去 現在 因果 經繪 卷』 の 如きが 6 つた ◦しかも その 源流は 遙 に 支那の 上古 
一 {C ある 乙と 前に も 述べた ので あるが* しかし その 最も 多く 製作せられ、 全盛の 觀を呈 したのは、 藤 原 
一氏の 後半ょり 鎌 倉の 世に 亘つて  <ある0その最も古いところは*『源氏物語繪卷』*『鳥獸人物戲畫卷』 
あたりで あらぅ ◦元 來繪卷 物は 詞書を 畫の 間に 挾み、 又は 上部を 畫にし 下部を 詞書 とした もの* 若く 
一 は 全く 繪晝 のみに した. のと 三種 あつて、 詞 書の ある 方は 繪詞 とも 稱 する。 又 社寺 等の 由來 •奇蹟 等を 
j 描いた ものは 緣起繪 卷と稱 する ので ある。 それ 等の 中には 幾 十卷の 大部を なして ゐる もの も ある。 平 
一安 時代には、 乙れ が 貴族の 遊戯 具の 如く 用 CA られ て、 繪卷物 合せ 等が 行 はれた ので* それょり 盛に 行 
| はれる に 至つ た。 今日 多くの 繪卷 物が 遺つ て 居て、 我々 の 鑑賞 眼を 樂しま せる けれど、 多くは をの 作 
者の 名 及び 製作の 年代を 傳 へない ので" 玆に說 明す る {C 當 つても、 P 秩序 ^ 雲を つかむ 如く 述べる 外 
はな V* ので ある 〇先づ 著名なる ものから 拾つ て 語る M と、 する 0 

FTKf 物 國繪® ^ 11! , 能 !.!_! 降 一 1 Is! 1 『源氏物語 繪卷』 の 作者は ' 勝 原隆 能で あると 傳 へられ、 『隆能 源氏』 とさ 
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へ稱 せられる が、 これは 確說 わる 譯で议 ない。 或は 隆能 の子隆 親の 作との 說も ある 〇詞 書は 世 尊 寺 伊 
房 ^: なつて. Q るから、 同時代の 人なら ば 隆親 でなくて はならぬ ◦「源氏物語」 の 中、 早 蕨 •宿 木 •東屋が 
1 卷、 £; 務 * 私歡 •卿 阳が 一卷 で、 共に 尾 張德川 侯爵 家 ic 藏せ られ 、今一 卷は 柏木* 橫 笛を 畫气益 田 
男爵 家の 所有で ある 〇他に 米 國のボ ストン 博物館に 行つ たもの が一 卷ある との 話で ある。 詞書は 源氏 
物語の i);i 文を ば 抄錄 して あるが、 繪は 例の 引目 鈎 鼻の 法を 以て 描かれ、 頗る 『嚴岛 經卷』 等 ^ 似て ゐ 
るが、 / 1.- 牛 代は 稍 降る との 說も ある O  i 筆は 纖柔 にして、 着 彩は 装飾的の 美を 極め、 人物の 面相は 眠る 
m' b l: A. «« ? m« i& IE« s:- i f: - l: ぃぃ  & ?: p& -e» か  >4&&&は中納|觀歐 
の 子に して、 近衞 天皇の 頃 繪所預 となぅ、 B« 孙院の 震 影を 寫 し" 鳥 羽 金 心院の 扉に 描いて、 勸賞 に預 
つた 人で ある 〇 そ の 子 r#» i0* は、 また 載 HiJ 臨% とも 稱 し、 從五 位下 R 叙せられ、 晚 年中 務少輔 に 任ぜら 
れ 、久 安の 頃 春 日の 繪所預 になつ た Q 

因に、 此の 畫を描 S たと傳 へる 隆能 本隆親 も" 春 日 派の 人で ある 〇春 日と 土 佐の 關係は 前 (C も 述べ 
た 如くで、 平安朝 ^ なつても、 兩派相 分れて ゐた樣 であるが、 或は 土 佐 派の 稱は 春日隆 親の 子の 經隆 
が、 土佐權 守に 任ぜられてから 起る とい ひ、 併し その 晝風は 鳥 羽 僧正 及び 經隆 同時の 人た る 光長 •隆 
信 等 ^ 共通して" 乙れ 等を 土 佐 風と すべし との 說も ある 〇 併し 、春 日 派は 鎌倉時代まで 佛晝を 描いて 
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ゐ たけれ ど、 名家 も 出で ざぅ しのみ ならず、 次第に 全盛の 土 佐 派に 接近して* そのけ じめ は 益々 瞹昧 
R なつて 了つ たもの らしい 〇 

I, 『率 家 納經卷 J の 飾晝一 乙れ は 平清盛 以下 平氏の 一族の 人々 が、 嚴島 神社へ 奉納した 經卷 に、 意匠を 
凝らし 裝 飾の 美を 盡して 描い 穴 ものである ◦乙の 經卷は 書晝共 (C 平氏 一族の 手 {C なつた の だから、 晝 

も それに 違 a な S が、 殊に 淸 盛の 第一 •第 六の 女の 筆 k なつた 

平 

略 ものが 多いで あらぅ とい ふ 說 である 。今 現存す る ものは 法 華 
帘經と 外に 三十 三卷 であつ て、 何れも 表紙を 始め 全卷の 表裏 {C 
は、 畫模樣 を 以て 裝 飾して わる Q その 畫樣は 卽ち 作ぅ 畫なる 

う 

1 .もので、 凡て 天然 •人造の 諸 物に つき 最も玩 賞に 價 する 美しき 

lyr 、匁  ほぅぎ よくい ! i ほ ^ ん ぎん  すな ご  / •丨 、れん 

•i 部分、 例へ ば 盛裝の 美女 ❿寶 玉の 巖 •金銀の 砂子 •五彩の 蓮 

V-、 

V ん  さ-キ ーん rt いじぅ 分  、 b  b  ぅん. X. ん り-っす ゐ 公  9  ，  V 

瓣*奇 禽靈獸 又は 風味 ある 雲煙 流水 等を 詩歌 的 {C 配合して、 
金 碧の 燦然た る色§ を 施した ものである。 且つ 此の 經卷に 現は した 人物の 特徴と して 引目！ j 鼻と いふ 
乙 とが あぅ。 乙れ ？: 以て 當 時の繪 畫を鑑 する 便 6 と S れてゐ る 〇卽ち 人物の 眼を 畫く ic は、 繊き 一文 
字を ^ き、 鼻は 鈎 形 {C 僅 {C 現は した ものである。 
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I 春 日光 長と 『伴 大納言 物語繪 卷 j| T'r 土 佐の 諸家の 續き合 ひは* 今日では ょく 解らない 〇 ^• ^• •.^ 
隆 親の 關係も はつき ぅしないが、 光長 も 同様で ある 〇 或は 隆 親の 子と して、 土 佐權守 M« if かあつた と 
なし、 光畏を 以て 隆親の 子と する 說も ある 〇光 長は 土 佐 三筆の 一人と 言 はれた 位で、 一代の 名手 ^ し 
て、 その 筆跡と 稱 する 『伴 大納言 晝卷』 等を 見れば、 筆力の 遒 勁に して 自在なる 乙とは 勿論、、 一種 靈 
活の 心性を 以て、 ょく 物を 洞察し 且つ 美化し 表現して ある 〇傳 記は 甚だ 曖味で あるけれ ど、 從四 位下 
I 刑 部 大輔 {C 叙任せられ、 嘗て 高 倉 天皇の 承 安三 年に 勒 命 (C 依 立 最勝光 1 の 障子に SI 口 御} T sl i 行啓 
I の 11 を 描 S たと いふ ◦後白河 院が 深く 賞玩せられ て* 蓮 花王 院の寶 匡 深く 秘められ たと 傳へる 『銥中 
| 行事 畫』 は、 卽ち 今日 見る それ かと も 言 はれる。 他 R 『病 草子 一 T 粉川萌 & 起』、 『锇 15 f 子 JT 『地！ I 乾 
I 子』 等の 繪卷は 皆 彼の 作と 傳 へる。 その 最も 代表的なる 『俾 大納言 繪卷』 は、 大納言 伴 善 男なる 者、 

I 內奥の 應天 i： を燒 き、 その 罪を 左大臣 源 信に 嫁して、 自分は その 職 (C 代らぅ とし* 事 現 はれて 流刑 ^ 

レ 

| 處せ られた 物語を 畫 い て ある。 筆力の 活氣に 富み、 極めて 雄 健 R して 彩色の 如き (C 拘泥せ ぬと 乙ろ* 

j 

| 上記の 『源氏 繪卷』 •『平氏 納 經卷』 などとは 全く 趣を 異にして ゐ る。 此の 繪 卷三卷 共に、 酒 井 伯爵 家 
に 襲 藏 3 れて ある 〇 所謂 光長の 作と 稱する もの、 特色は 乙 れに 依つ て 窺 はれる ので ある 0 『年中行事 繪 
卷』 は、 鷄八： 御齋會 •五節 •仁王 會 •賭 弓 等、 もとは 六十 卷あ つたと 傳へ るが、 今は 燒 失して 纔に 

七 五 
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七 六 

住 吉具慶 の 模本が、 田 中 有 美 氏の 藏 として あるの 
みで ある 〇古 、禁中に 行 はれた 行事 御 屏風の 繪を、 
光長が 再寫 した もので あらう とい ふ說も あるが* 
筆致は 『伴 大納言』 の それと 同じで あつたら うと 
想像され る 〇因に 彼と 同時に 世に 在つ て、 隆 親の 
二 男と 稱せ られ る經隆 は、 初： € 春 日 有 房と 稱 し、 
繪所預 となう*  土佐權 守ょう 中 務大輔 に 任ぜられ 
てゐる ◦その 代表作は 『西 行 物語 繪卷』 にして、 
をの 一 卷は尾 張德川 侯爵 家に 所藏 § れてゐ る。 他 
に 東京 博物館に 模本が 一 卷 ある。 蜂須賀 侯爵 家に 
現存す る ものは、 もと 狩 野 養 川の 家 ^ 傳は つた 土 
佐 相 保の 筆になる 別種の 作で ある。 經隆は 鳥 羽 僧 
正の 筆意を 硏究 したと 言 ふから* そのつ も 6 で 見 
なくて はならぬ 〇それ から 當時 藤原隆 信と て* 肖 
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像 itt の 名手と して 知られた 人が ある ◦皇后 宮少 進爲隆 の 子で" 正 四 位下に 叙せられ 、光一 位の 繪卷に 並 

んで 似畫 (肖像 畫) では 及ぶ 渚な しと 言 はれた。 遺品と して 有名な のは 高山 寺に 在る 『源賴 朝』 •『平 重 

一盛』 •『 僧文覺 』等 の # 像で ある。 

一 

5  : 

_  , 

::  五、 信實 •隆兼 •慶忍 •光信の 時代 

一 

一 

I  1_藤搌 <1 1! |-^の |1! 傑^ 鎌倉時代の 初頭に 於て、 最も 光彩 ある 傑作を 數 多く 作つ たと 稱 せられる 
一 藤 原 信 實は 、實に 此の 隆 信の 男で ある ◦彼は 初の 名を 隆赏 とい ひ* 右京 權 太夫と なぅ-和歌に 秀で 勅 
i 選 集 等に も 幾つか 出てゐ るの みならず、 『信 實 集』 なる もの も ある 程で ある 〇晝は 父に 學んで 殊に 寫實を 
| 主として 似 晝に長 じ、 また 光長の 風を も 慕つ て 典と 盘 と共に 深い 作を 遺して ゐる 。彼が 頗る 當代に 重 
一 ぜられ た m とは、 「增 鏡」 等に 依つ て 察せられる ◦後鳥羽 天皇が 隱岐に 遷らせ られる 際に、 御 像を 寫し 
奉つ たの も 此の 信實 である 〇隨つ て その 作と 傳 へられる ものに* 特にす r れた ものが 頗る 多い。 例へ 
は 『紫 式部 日記 繪卷』 •『華 嚴 緣起繪 卷』 •『北 野 f 神 級 起 t 卷』 の 半 部分 -『『一1 11 ハ歌仙畫ぎ』の如きがそ 
れで、 佛像畫 及び 小 S き 肯像 類 R 名 多い ので ある 0 『紫 式部 日記 晝卷』 は、 從來 『榮華 物語 畫卷』 の 名 
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を 以て 傳 へられた、 最も 有名な 繪卷 物の 一で ある。 詞書を 研究の 結果、 全く 紫 式部の 日記 中の 一部を 
描いた ものと いふ 乙と が 分つ た〇 現在 品 三卷 {C して、 一は 蜂須賀 侯爵 家 k、 一は 久松 子爵 家に、 而し 


藤 

原 

,115 

實 


部 

赤 

人 

像 


六 

歌 

of 

內 

C 


て 他 〇 一は 秋 元 子爵 家 か 
ら今は 某氏の 藏 に 移つ て 
ゐる〇 圆樣の 優美に して 
數品高 く- 且 6 筆致の 頗 
る 周到なる ちので ある 0 
『華嚴 畫卷』 はまた 『華 嚴 
祖師 行狀繪 傳』 ど 言 はれ、 
もと 八卷の 中二 卷が缺 け 
て 高山 寺 k 藏 せられる 0 
筆者に ついては、 他に 光 


信 •鳥 羽 僧正な ど s ふ說も あるが、 信實の 筆と しては、 稍遒 勁に 屬 する $ ので ある。 京都の 北 野 神社 
の寶 物なる 『北 野天 神晝卷 j も 亦、 ^ の 十七 卷中 一卷 ょり 八卷ま でを 信實の 作と 傳へ てゐる ◦詞 書は 


■ 


mim 


m 
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良 經と な 〇 て ゐる〇 圖樣が 甚だ 磊落な もので、 筆致の 勁拔な る 乙と も 著しく、 布置 •施 彩 共に 稀に 見る 
の 優 品で ある ◦『三十 六 歌仙 畫卷』 も 亦、 此の 種の 歌仙 晝像中 最も 優れた ものと 3 れる O  m れ (C は 二 M 
あつて、 舊佐竹 侯爵 家藏の もの 二 卷は特 {C 優秀と 稱せ られ 、最近 同家ょ 6 他の 手 ^ 移る 際 R は 三十 五 
萬 五 千圓に 評價 せられ、 我國 書晝 骨董 價格 としては 記錄を 破つ たもので ある。 此の_ は 紙 本に して、 
甚だ 簡單素 朴なも かなれ ど、 いか も技吵 の纖 致と 優势を 極め、 且つ 筆致 か 健實に し P 雅趣の 4 かなる 
乙と 信實の 代表作た るに 耻ぢざ る ものである ◦帝室の 御物た る 『畫師 草紙』 も 亦 信實の 筆と 稱 へられ 
る。 乙れ は信實 が 自己の 生活 5: 皮肉 諷刺に 描いた ものである。 

rr 春 日驗記 』 と 高隆階 兼 一 鎌倉時代に 於け る 繪卷物 筆者は 他に 頗る 多い。 高 階隆兼 • 姊 小路 長隆 •住 
吉慶 忍の 如きが それで ある 〇隆 兼は 延慶 頃の 人に して、 土 佐 派の 支族 邦 隆の二 男で ある ◦後ち 高 階と 
改稱 した けれども、，；*: 佐隆 兼と も稱 する。 四 位に 叙して 繪所預 に 補せられ た 人で、 當 代の 名手と 言は 
れた 。彼の 特色と L ては 卽&沿 か 密 で、. 圖象 的な も かにして、 畫卷の 各 段を 變化 W 富まし 
あて 描い £乙と\  P 彩色の 美は しい 乙と、 で その 右に 出で る ものがない と 3 れ る。 此の 人の 代表作 
は 有名な 『春 日權 現靈驗 記』 で、 他に 『石山 寺緣起 晝卷』 が ある 0 『春 日驗 記』 は 今 帝室の 御物と なつ 
て， Q る。 春日權 現の 種々 の靈驗 あつた rJ とを 畫 R した ものて、 全部 二 十卷 揃つ て 遺る だけで も 貴い も 


ので ある。 況んや 當代贵 紳の究 殿內の 生活 狀態 や、 市井 田家の 有様、 或は 男女 老幼の 風俗、 等 種、々 

と 細かに 寫 して あるので*  0 の 頃の P 下の 樣、 子 に 見ぇ 

る やぅに 分る 〇  |5^興味 .2: 5いも 0» 1:-» かる〇且っ5^5>. 

日 まことに 老、 練で- 阶 色 0» 鮮 美、 な- ii か «: 化、 S: 田 心め か；！ 

神を 極めた 傑作で ある。 『石山 寺緣 起』 の 方は 七 卷 あつて、 
驗 

記 今 石山 寺に 保存 3 れる が、 その 初めの 三卷 が、 隆 兼の 畫に 

| 石山 寺 座主 僧正 呆 守が 詞を添 へた ものである 〇第四 卷は土 

以佐 光信、 第五 卷は 粟田口 隆 光と いふ 寺傳で 、第 六 七 兩卷は 

筆 谷 文 晁の補 筆 k なつて ゐる〇 
) 

1  I 『苹 治繪罾 』と 住 吉慶忍 一 當 時の 傑作 繪卷 物と、 作者 不詳 
物 の數 種を 近頃 住吉慶 恩、 或は 慶 忍の 作と する 說が ある。 元 
來 住吉慶 恩なる ものは、 春日隆 親の 二子 ic して 光長の 弟と 
傳 へられ 住吉 派の 開祖と する ので あるが* 實は その 確證が 
ない ので ある。 幼名 5: 壽丸 とい a 、 住吉明 神の 繪所 とな. 法眼 k 叙せられ たと 稱 すれ ど* 乙れ は德 
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川の初めに*江戶の幕府で新しく「やまと」 繪 
所を 起す に當 $、 土 佐 派 以外に 系 圖を 求む る爲 
め 捏造した のでは ないかと 憶测 する 人 も ある。 
然るに 玆 に、 もと 大和の 當麻寺 にあつ た 『過去 
現在 因果 經繪 卷』 と稱 する ものが あつて、 をれ 
に 「介 法 橋慶忍 筆」 と 記 § れて ある 所から、 從來 
慶 恩と 傅 へられた のは、 實は 此の 慶忍 の讀み 違 
a ではな s かとの 乙と にな $、 遂 に、 傳慶 恩の 
諸 作は" 皆慶 忍の 晝く 所と s ふ 風に 考 へる 人 も 
ある。 その 『因果 經辦 卷』 は 現 ic 東京の 益 田 男 
爵家 及び 根津嘉 一郎 氏に 一卷 宛分藏 3 れてゐ る 
が、 筆力の 雄 健な 圖樣の 活動し 穴 面白い もので 
ある。 併し 慶恩 又は 慶 忍の 作と して 最も 優れた 
のは、 『平 治 物語 繪卷 J である。 乙れ は二條 天皇 
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(藏寺 光曹 歡） 傅檢人 上遍一 筆 伊 圓眼法 


の御宇 ^ 、藤原信賴、源義朝等が亂を起した物語の畫 
であつ て、 詞は藤 原家隆 卿で ある 〇 帝室 博物館 所藏の 
殘缺摹 本には、 待 賢 門 合戰 •六 波 羅合戰 •常 盤卷 丄 二 
條殿夜 討 •六 波羅 行幸 •信 西 卷の六 卷あ るが、 眞跋と 
しては 北米 合 衆國ボ ストン 博物館に 行つ てゐる 『三條 
殿 夜 討の 卷』 、松 平 (直亮 ) 伯爵 家に 在る 『六 波羅 行幸 
の卷 r 及び 岩 崎 男爵 家に 在る •『信 西 獄門の 卷』 の 三つ 
が ある ◦何れも、 筆力の 頗る 健 勁な、 活動の 妙に 入つ 
た 傑作で、 戰亂の 光景を 目撃す るの 感 6 らしめ る。 そ 
の 他 鎌 倉 光明寺 k 在る 『當麻 曼荼羅 緣起繪 卷』 二 卷も 
彼の 作と 傳 へられる 0 

dla 物語 晝卷 その他の 名卷 _ 上述の 高 階 隆兼の 父 
邦 隆に は姊 小路 長隆 •土 佐吉 光の 二 弟が あると 3 れ る 0 
長隆 は弘安 年中の 人に して" 經隆の 子と して 生れ" 別に 

八 三 


八 四 

一家を 立てた 0 從五 位下 越 前 守に 叙せられ、 後に 薙髮 して 
快 間 (又は 快 心) と號 し、 法眼 {C 叙せられ た。 その 傑作は 
『3 苛 i sf II 板』 である。 土 佐 •春 日兩 派 $: 折衷した 畫 風と 
言 はれ、 筆鋒が 頗る 銳利 なのを 特色と してゐ る ◦又 力を 寫 
生に 用 ！: A たので、 その 草花 鳥獸の 類を 寫した 粉本 も往々 
見る ので ある 0 『住吉 物語 晝卷』 は 東京の 帝室 博物館の 所 
藏で ある 〇その 弟の ±® 佐吉 光は 佛畫に 堪能な のを 以て 知 
られ穴 が、 後伏見 帝の 世 R 法然 上人の 畫傳を 畫き 、又 正 
和の 頃に 南 殿れ 齡 聖 ii 子を 描 い た と ある。 彼は 土 佐の宗 
家を つ s で 繪所預 とな 從四 位下に 叙せられ、 刑 部大 
輔に 任ぜられた 〇をの 『法然 上人 行狀 繪傳』 四十 八卷は 
大和の 當麻寺 に 保存せられ、 詞書は 伏 見" 後伏见 兩帝及 
び! li&tm ftr 卿と 傳 へられ、 他に 知 恩院 ic 藏する 同名の 
繪卷 物は、 吉 光の 外數 人の 筆になる とい はれる" その他 
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常時の 冇名な る綺卷 物と しては-法眼 圓 伊の 『六 條道揚 一遍 上人 繪傳』 (十二 卷屮 一卷 散逸)、 ±» g: 1fl-* かの 
『S 條道場 一遍 上人 繪傳』 一; 干 卷 等が ある ◦ 0. ^* は正安年中の人で-^って、！^は.^ ^: ?こして南 
j 北朝の &、の人、土鏡家の畫人としてか§の後をつぎ*他に彼の作と傳へるものに『天狗草子馨』 

| が 七 卷中五 卷殘 つてゐ る〇諸 道の 長者 諸宗の 行者* 慢心に 依つ て 天狗になる とい ふ 意味を 諷刺 的 (C 描 
I いた もので T 一  遍繪傳 j と 共 ic 傑作の 中に あるが、 永 仁の 年號あ れば 猶是 は考 V」 要する もので わらう 0 
一當 代の 作と して 繪卷 物の 外に も、 近 江 國來迎 寺の 『十 界圖』 、傳を I 筆 『不動 畫 像』 等、 佛像 •佛 敎畫に 
優秀なる ものが 多い ので ある 0 

【後三年 111! 巻』 と 『蒙-^^ §1 以上の 繪卷 物は 皆、 春 日 若く は 土 佐と 稱し 、或は その 流派を 酌める 
人々 の 作で あつたが、 玆 (C 南北朝の 初めの 頃、 巨 f 派の 中ょ. 〇 名手が 出で た 〇巨勢 惟久 これで ある 0 
彼は 飛彈守 に 任ぜられ、 當 時の 名手 ^ して、 殊に 武裝 の圆を 晝 くに 長 じたと 傳 へられる 〇 彼の 傑 乍と 
I して 最も 著名なる ものは、 『後三年 21 11 皆 卷』 及び 『破； g 數ま #g』 である 〇後三 年の 繪卷 i 『W 齡 ±r; 

1  らう ^ こご ぼ でん 

一郞繪 詞傳』 とも 稱 し、 全三卷 及び 一卷の 序文ょう 成 6、 後三年の 役 {C 源 義家が 、陸奧 守と なつて 彼國 
の 豪族 武衡 •{氷 衡と合 戰 する 有樣を 描 S /2 ものである 0 か t' p 妒 、の ^' ル か！^ い - tr» JJ l-: J /ii' い* ^' 
£  逃 2: 1» 婦 A' 5 ぎ 形、 樹：^ 連ね 1: ぃ.^ §  かや  J 心 ？: を !: !> !: » 、 デぎ ^: ' かあ ^ > J t: i> ぃ 
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八 六 

、て、 ゐ 、る ◦「武 衡は國 司 追 かへ S れに けぅと 聞いて」 とい ふ* 文句 {C 始まつ てゐ るのを 見る と、 今傳 へる 

.,「 13 . : .  卷の 前が 外 k あつたら しい。 詞 書は 小島 玄惠に して、 現 

在の 所藏 主は 池 田 侯爵 家で ある。 その他 晝派等 も 不明 
で、 畫も 左して 優れる とい ふ 程では ない が、 帝室の 御 
物と して 有名な 『蒙古 襲來繪 卷』 が ある。 元寇に 近き 
文 永弘安 年間に 描いた もので、 實戰 k 臨んだ 竹 崎 五郞 
办 衞尉季 長が 主として 自分の 動 功を 記した と傳 へられ 
る 〇三卷 あつて、 鎌倉時代の 武士の 軍裝を 見るべき も 
ので、 歴史の 參考 として、 及び 歴史 畫 5: 描く 者の 珍重 
する 所と して 貴ばれる Q 


. Ai 

: :  ® 


1 


4 


i 

—.'知 


後 
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記 

繪 

卷 

池 


院 

爵 

家 
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さがせい りで フじ 

京都の 嵯 峨淸凉 寺に‘ 


ITM1P 芯 佛緣起 J とその 作者 

『1 1! 11 颭齡奶 iij と稱 する ものが 二卷 ぁる。 これは 
恰も 南北朝の 頃に 世に 在つ / 2 土 佐行廣 がその 男 行秀及 
び如科*汾辦*.办等と共に畫い /2 もので、畫のょしあしょぅも、當時の名家を網羅してある 5: 以て 
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(:藏 寺 凉沾） 筆光陡 「I  CH 粟 起綠佛 念逍融 


有名で ある 〇行廣 は 行 光の 男で、 繪所預 とな 6、 
土 佐 守 又 越 前 守に 任ぜられ、 薙髮 後は 經 光と 號し 
た ◦『奈 世 竹 物語 繪卷 J も 彼の 作と S ふこと であ 
る。 行秀 は f の 男 {C して 春 日繪 所預 となぅ、 勁 健 
の 筆を 以て 能晝 の# を 得て ゐ た。 『加 茂 祭 畫卷』 
を 畫い てゐる 〇大夫 法眼 永 春に ついては 不明で あ 
るが、 六角 寂濟は 兵 部 少輔に 任じ、 入道して 寂濟 
と號し 六角 繪所に 補せられ た 人で ある。 彼には 
『賴豪 f? 紙』* 『一 王 靈顯 記』 •『惠 心 緣 起』 等の 作 
が あると 稱す るから、 能 手で あつたに 違 ひない 0 
粟 [Ilr; 口隆光 は 民 部 卿の 法眼 {C して、 洛東 粟田口 R 
住して 居た 〇土 佐に 宅 磨の 畫 法 5: 參 し、 その 名 
最も 高く、 道釋 人物 {C 筆力の 勇健なる 秀品が 多 

レ〇 
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八 八 

r^T 佐 光信と 古 土 佐の 終末 I 足利時代に 於いて 古 土 佐の 殿將 として 現は たれのは 土 佐 光信で、 所 

謂 三筆の l k 數 へられ、 數 種の 繪卷 物を 後世に 遺して ゐる 。彼は 中務 M 光弘の 男に 生れ、 土佐廣 周の 養 

子と な 部大輔 "從四 位下に 

g 叙任 § れ た 人で ある 〇その 筆 精 

_ 美を 極め、 多少 宋晝を も參 照し 

北 て、 一種の 趣味を 出した 〇將軍 

帜義 政の 頃 世に 在つ て、 その 寵を 

| 受ける 乙と 深く、 高 齡に 及ぶ ま 

卷 で 描 S てゐ た〇 後世 漆器の 蒔 繪 

則 法は 光信の 畫 法に 傚つ たと 傳へ 

神 

g る 程で あるから その 筆の 精密 纖 
麗な 乙とは fe るで あらぅ ◦大永 


五 年 五月、 九十 二で 歿した。 東京 博物館の 『清水寺 緣 起』 三 卷 、大和 談山 神社の 『多 su flg 配』 四卷、 
京都 北 野 神社の 『北 野天 神緣 起』 三卷 、京都 二 尊院の 『「1%|1$』、京都項法寺 0 5 ?? ^^^』 


五 

11113 

實 

隆 

兼 

慶 

忍 

光 
/=• /« 

の 一 

時. 

ffe 


六卷 、その他 『狐^ f 紙』 •『福 富 草紙』 •『百鬼夜行 圖』 及び 『石山 寺緣 起』 中の 一卷等 頗る 多 S ので ある。 
办1|の男把街も、常麻寺の『中.8獻&、卽ち『歡麻慰荼羅繪卷』三卷、近江桑實寺の『桑實寺緣起』 
等が あつて、 父に 劣らざる 筆力を 發 揮した が、 その子 土 佐 光元は、 恰も 戰國の 末年 ^ 際して、 畫また 
巧なら ず、 僅に 家名を ついで 左 近 將監、 繪所預 となつ たけれ ど、 永祿 十二 年 正月 十三 日、 年 三十 にし 


si 凝^^— 


馨十1 パ 囊 


As 


,i M Mvn." 


F 


^ v:'s 


て 歿し、 玆 に 一先 づ古土 佐は 
終 6 を吿げ たので ある。 

I 巨 勢 派と 宅 磨 派との 經過— 一 
巨 勢 派の 晝家に は 鎌倉時代 
(C 入つ て、 有 家 •布 久 •惟久 •行 
f  名—、 f  ”  東 


寺 その他の 佛 像を 畫き" 


ゆき -;- 

行忠 


Jn ひさ 


は佛畫 雜畫を ょくして、 共に 知られた けれども、 巨 勢 派を 飾る 最も 大なる 人は 惟久で あつた 〇 され ど 


をん t> 


b  、  、  こ  ゼ  J  、  ?、ぅ  L  t  —w  ^  こ  ユ'-1  、  、  *C*"C  力  11  r>  1  1  I  t  y  r  1111111  — 

槪 して 巨 勢 派は、 唐以來 の 古風を 傳 へ、 温雅 ic して 細 太の 變化 のない 線を 用ゐ 、專ら 佛畫を 描いた け 


，鬌 -9 、、、たく  i  、 ひつち  な. •、、、、系  く. C んげい  t  1 1 1 1  1111 

れ ども、 それは 宅 磨の 筆致が 時代に 適し、 をの 畫の み歡迎 される に 及んで は、 遂 R その 法を 學ばね は 


八 九 


\  九〇 

ならぬ 乙と となう* 宅 磨 mi に 轉じた 者 も 少ない 〇併し 本筋を 守つ た晝 家は 圖樣に も 筆意に も 一種 古雅 
0> 8韻を伊初い ^; 心价4|^ル9か〇1&いひ4斯かかにかその跡 ?:'> 絕ったのてぁる〇乙れ {0 對して 

&s§i£、 ±> £ii の繪卷 物と 相 競 ふが 如く 盛に 
宅佛 像を晝 いた 〇けれ ど 名 その 筆致は 次第に 變ぜ 
雜 v n' 、 て、 *' 於の 宅歡！ i とは 餘程 異なって 行った 0 

^  9VPP  多  9stf  公  V9V9VV  V  f  9  V  P 

£ 殊に 中頃 榮賀の 出で るに 及 / L で* 專ら雄 健に し 
柿、 て 華麗 S 宋元 風の 影響を 受け、 殆ど 古格を 失つ 

. 9 PPP9VVP 

人 て 了つ たので ある 〇 但し 鎌 倉の 初め 頃 (C 在つ た 

p  六 く 3: しよう！^、  、、、公 b>o.a ぶつざ. フ备 公  —  *  公 

像 宅 磨勝賀 は" 一代の 間 多 數の佛 像を 描いて、 實 

ly  9  9  V  b~  ^  VBVWVWVNV»*wyo^vu»w^®vwl»v»^»rf 

g は 此の 派の 盛大を 見 / 2 のは 彼以 來と稱 すべきで 

賴 か 0 彼は 獄久の 子 {C して 兄 澄賀の 嗣子と な 
藏 

う、 畫を以 て 法眼に 叙せられ、 東 寺の 小屛風 に 
『十二 天 像』 ヶ' 寫 し / 2 ◦今傳 へて 傑作と されて ゐ 
る。 勝 賀の頃 惠日坊 成 忍 あ ついで 爲 行、 榮賀 、了 曾な ど 出で たが、 中 ic も榮賀 を 最も 名手と する 〇 


彼は 正 和 年中 法眼に 叙せられ た 人で、 宋人李 龍 眠 •顔 輝 等の 筆法を 學び "多く 羅漢の 像な どを 畫％、 
彼に ょっ て 全く 新風 1: 起した ので ある o s n ど 彼の 後の 宅 磨 派には 名手 出な かっ 72 爲め に、 巨 勢 派と 
同じく、 次第に 晝 »>: の 表から 消ぇ去っ て 了っ た 〇然れ ども、 一度び 入う 込んだ 宋 元の 新晝 法は、 佛畫 
ょり 進んで 山" 水 花鳥の 方面に 亘 $、 土 佐 •巨 勢 •宅 磨 等の 諸派に 代っ て 新しき 流行を 見る に 至う、 茲に束 
111? 1 '似を 現出して、 宋 元の 風を 基本と せる 一種の 傾向を 形成した ので ある o c れを 語る に 先っ て* 宋 
の 抓 1 (と、 宋 の新畫 形成の 狀 態とを 略記し なくて はならぬ が* それは 他の 項 E ■って、 次に 近世 土 佐 
派の 復興 以後の ^ 話を 致 S う 0 

六、 近世の 土 佐と 住吉 

一 近世 土 佐畫の 興る ま で 一 代々 i-f ち% 都と なって、 畫 壇の 覇權を 掌握して 居た 土 佐の 家は、 次第 
に その 勢力を 失墜し、 名家の 出 づる者 もな く* ^ ®' < の 頃に 土 佐 三筆の 一人 光信と、 その子 光茂が 出で て 
僅 {C 知られた の も、 その 孫 ^ * x* の 歿して 後、 後 繼者 なくして その 女婿 狩 野 元 信に、 をの 家權を 預ける に 
及んで 全く 坑 Ai の M5 したる 如ん 搬^ j なった 〇 1 っ a: 兀も繪 所預 として 職は 失はなかった が" 殆ど これ 
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九 二 

とい ふ 繪晝は 遺 S なかつ たので ある。 剰へ 永祿 年間に 光元が 將 軍足 利義昭 に殉 して 戰死 する に 及び、 
玆に 全く 十： 佐の 嫡流は 絕え 果てた 〇然 るに 光茂 ^ は 次男 光吉が あつた。 (或は 子でなくて 門人で あると 
云 ふ。) 初の 名は 久吉 、ま / 2 刑 部と 稱 し、 從五 位下 左 近 將監に 任ぜられて 屢々 宮中の 畫を 作つ た。 後薙 
髮 して久 翌 (或は 休翌) ン稱 し、 和 泉の堺 に 移住し、 慶長 十八 年 五月 五日、 七十 五で 歿して ゐる〇 此の 
人雜晝 をょ くし 『利 休 肖像』 •『翁 三番 叟』 等の 遺品が ある 〇更 ic 光吉の 子 k は 光則が 出で て、 家名を つい 
だ。 源左衛 門と 稱 し、 右近と いひ、 繪所預 となつ たが、 故 あつて 官位は ない。 父の 敎を 受けて 業を 
つぎ、 寬永 十五 年 正月 十六 日、 五十六で 歿した ◦乙れ も绑に 住して、 薙髮 して 宗仁 (又は 宗想ノ 示 思) 
と 名 づけ、 金 地 『i 樂屛 風』 •『人 麼 "芦雁 屏風』 等の 遺作が ある ◦是 等の 二人は 則ち、 前代の 土 佐 か 
ら "新 代の 土 佐 {C 移る 過渡期の 畫家で あるとは 言へ" 概ね 小品 多く" 且つ 伊勢 物語 •源氏物語 もしく 
は 世俗の お 伽 草紙の 類 5: 穠麗 なる 筆に て 描 S たけれ ど" 畫法 幼稚に して 生氣を 缺 き、 見る 可き 程の も 
のは 殆どない ので ある 。しかも 乙 の 一縷の 脈々 として 絕ぇ なかつ たが 爲に 、傳 へて 光則の 子 光起が 出 
でた ので ある 〇 

光起と その：^— 一 兎に角に、 土 佐 光起は 德川 時代 當 初の 名手で ある 〇 彼は 幼名を 藤滿丸 (乙 
の 名は のち 長く 土 佐 宗家の 嫡子の 幼名と なぅ" 從五 位下 左 近將監 •繪 所預 の稱號 と共に 傳襲 せら 
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れた) とい a 、 初め 泉州堺 に 居た。 二十 二 歲の 時に 父を 失 ひ、 祖父の E： 人戶田 光純に ついて 畫 法を受 
け、 また 古 土 佐を 追慕し 兼ねて 和漢 諸 名家の 奥義 $: 窺 ひ、 つ ひに 三筆の 一人と 稱せ られる 妙手と なつ 
た 〇堺の 市勢が 衰ふる 頃、 京都 {C 移 $、 家名を 再興して 狩 野 派と 拮抗し、 薙髮 して 常 昭と號 し* 法眼 
に 叙せられ た ◦元 祿四年 七十 五歲で 歿して ゐる 。その 描く ところ、 源氏物語の 圆 ょり、 常 殿 樓閣 
卿 雲 客 •山水 花鳥に 及び、 至らざる ものな かつた が、 殊に 古 土 佐の 筆法に 宋 元の 晝風 、或は 狩 野の 法 
を 交へ て、 古晝の 格は 崩れた 代 6 に、 頗る 新樣の 趣を 現は した 〇然れ ども 當 時、 江戶 R は 十五 歲の年 
長者と して 狩 野 探幽が 盛名を 馳 する あり、 京都に も永納 •探 山の 如 3 が あつて* 動もすれば 抑 M せら 
れ た〇 た  か 畫 風 0» 温 £ 忠 1 ^ して-  2 致の 古雅なる 乙い は、 探 幽も 及ばな い ◦殊に 鶉の 圖 k 至つ 
、て、 は、 I'M 女 忠に& つて更 R 巧を 加へ、 後世の 禽鳥 畫 家と 雖も 彼には 及ばな S と稱せ られ る。 元 祿四年 
九月 二十 五日、 年 七十 五 (C して 歿した ◦遺跋 中 著名なる もの ^ は、 京都 北 野 神社藏 の 『天 滿穴 緣起繪 
卷』 、近 江 石山 寺藏の 『源氏物語 末 摘 花卷』 、日光 東照宮 藏の 『三十 六 歌仙 繪額』 、德川 (尾 張) 侯爵 家の 
『松岛 M 屏風 r 黑田 侯爵 家の 『千鳥 _屛 風』 等が ある。 近 江村 田 氏藏の 『桐に 鳳 鳳圖』 も 亦 知られる G 
光起の 子 光成 以下、 相繼 S で 明治 JC 及んで. Q る。 

「住 吉如慶 の！ in^ rrl 近世の 土 佐 家が 京都で 朝廷の 畫員 として 繪所預 となつ てゐた {C 對して 、江戶 
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の 幕府では 狩 野 家專ら これ ^ 當 ぅ" 御 繪師の 職 k 在つ 71? が、 更に 土 佐の 家を 分つ て、 江戶に 移した,， 
自ち土 佐の IH: 統は 光起 以來 、京都，^ 止まつ て ゐたが、一方光吉の次子にして ^* ^» の弟_^^|なるもの 
あるを、 關 東.^ 召して 住吉 2f§ し： §、 將軍 家の 賣たら し： § た。 實は 曾て 後 查董 、有名の 
晝家 住吉慶 恩の 後 f を 憂 ひ 給 ふの 餘 ぅ、 これを； 冉興 せんとの 御意が あつたので、 後 辟 院 天皇の 寬文こ 

年 勅を 奉じて 新 {C 住吉の 家名を 興す に當 6、 光吉の 門弟 
を 改めて 猶子と したので ある 0 彼は 幼名を 光陳坌 た忠 俊* 
通稱內 記と い a * のち薙 髮 して 如* 獻と 改め* 法眼 k 叙せ 
られた ◦伹し 住吉慶 恩なる 者の 有無 疑は しいのは 前 (C 述 
へた 如くで、 住吉 家が 系統を 重く する 爲： Q 斯 くした との 
說も ある。 如 慶は寬 文 十 年 六月 二十日、 七十 二歲で 歿し 
た。 遺品には 子 具慶と 合作した 『東宮 照 緣起繪 卷』、 g Mk 
太 秦塵寺 藏の 『聖德 太子 繪傳 rllliii の JL^- i^ 合作 『多 
武峰緣 起 繪卷』 、『宇治橋 姬 物語 繪卷』 を 始め 甚だ 多く* 
精緻 (C して 輕軟優 M の 技に 優れた 作で ある。 S れどそ の 
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筆 趣に 至つ ては* 寧ろ 子の 具慶が 優つ てゐ る 〇 

住 吉具慶 は如慶 の 長子： であつ 


I 住 吉具慶 の 晝風 

て、 初め 廣 純と S ひ、 のち 鹿 ^; と 改め、 通 稱は內 記、 のち 
薙髮 して 法眼 R 叙せられ、 具 慶と稱 した。 父に ついで 天 
和 二 年江戶 に 移 同 三年 八月、 徳川家の 繪師 となぅ、 
寶永二 年 四月 三日、 七十 五 歲で 歿した ◦をの 遺作 中 有名 
な ものには、 『宇治 拾遺 物語』、 東京の 帝室 博物館に 在る 
『洛中 洛外 圖繪卷 r もと 寬永 寺 {C 在つ た 『元三 大師 緣 起』 
及び 『慈昭 大師 緣起』 、『禁中 御 節 會屛風 r 『箱 崎 八幡 緣 
起』 等が ある。 0 の 务 は 略々 父に bo かかぐ 光長 等の 
S、 人物 鳥獸 等は 殊に 生染を 帶び、 聲 かか 勁 健い して 活動して 居る こ と 3  & にこれ い 過ぎた 
る ものが あり、 土 佐 派 中. 世 0» 名 和を 以て， r られる 。因に 住 吉如慶 及び 具 座の 作風は、 光起と 同じ 
く宋元 又は 狩 野の 影 If を 受けて は 居る が* なほ 土 佐の 古風を 守る 乙と 多く、 光起の 如く、 鮮麗なる 色 
調を 以て、 寧 ろ 狩 野 派に 近き とは 甚だ 趣を 異 {C してゐ る。 S れど も、 固ょ 6 時勢の 變化が ある 乙と、 
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て 筆致の 輕軟 •細緻と なう、 巧に 過ぎた るは 止 ir を 得ない 〇尙ほ 具 慶の家 も、 他の それの 如く 次第に 
振は なかつ た 〇また 安永 •天明の 頃に 至つ て" 家は 別れて 更 R 板 谷 •粟田口 一一 派を 出す <: と、 なつた 0 
I 板 谷 •粟田口 及び 土 佐の 末流 一 板 谷 家は 廣當に 起る。 廣當は 具慶の 孫なる 廣 守の 門人で あつて、 幼 
名は 廣 度、 薙髮 して 慶 舟と 號 した ◦(寬 政 八 年 桂 舟と 改めた) 夙 R 出藍の 譽が あ 〇 たが、 師廣 守の 老衰 
する に 及んで 代つ て 幕府の 御用を 〇 とめ、 將軍 家の 認むる 所と なつて 別に 家を 立て、 住吉 家と 同じ 格 
| になつ / 2 〇 寬政九 年 八月 二十 九日、 六十 九で 歿して ゐる 。その子 廣行 は、 廣守 を ついで 住 吉を稱 し、 
一名 手の 擧 あつて 家名を 興した 〇廣 行、 號を景 金 園と いひ、 また 倭繪の 鑑定 ^ 精し かつた。 文化 八 年 八 
一月 六日、 五十 七で 歿して ゐる 。その子 廣尙 、廣尙 の弟廣 貫 R 至つ て、 また 技巧 {C 熟し、 天 保の 前後 (C 
| 大 k 知られ、 はじめて 旗本に 列して 狩 野 派と 對峙 する 乙と を 得 /, 2 〇 住吉 家は 累世 德川 氏 ^ 仕へ て畫を 
| 以て 立つ たが、 その 勢遙 k 狩 野 k 及ばな かつた もの、 此の 時に 至つ て 相 伍す る 乙と 1: 得た ので ある。 文 
久 三年 七月、 七十 一 で 歿し 犮 ◦粟田口 家は、 室町 時代の 晝人 粟田口 法眼の 永 春 •隆光 等の 名を 襲つ /, 2 も 
ので、 その 祖直芳 はもと 浮世 繪を 描き* のち 廣 守の 門 R 入う、 その 許を 得て 粟田口の 姓を 名乘 つた 0 
もとょう 純然たる 住吉 末流の 繪を 作つ た。 もと 京都の 人、 慶 羽と 號 し、 寬政 三年 十月 十六 日、 六十 九 
で 歿して ゐ る。 尙ほ土 佐の 宗家では、 光起の 子 光成 父の 風を 學んで 巧畫を 作う、 世々 京都 k 住んで 繪 


所預となったが、 ^* 诹の孫の如斯に光淳*光貞の二子あるに及び、分れて繪所を二家に屬せしめた0 
然した；/ 子 f 系の 相傳 する ic 止まう、 見る ほどの 晝を 遺した ものは 全くな かつた。 斯くて IJJj 治に 至つ て 
I 居る。 

セ  七、 倭繪 復興 派ヾニ 谷齋派 

倭 一 

玢 一 一 占 土 佐の 復古と 歷史畫 一 德川 時代の 後半期に、 尊王攘夷の 叫びと V* ふ ものが 頻うに 起つ た 〇己れ 
''"一は 阈學の 復興と 相 待つ もので あつて、 その 72 めに 日本の 古い 文書 や 和歌 やが 硏究 S れ が、 此の 復古 
派 一 か 2: %&.价. ?' 上、 に P 及ぼし、 M' 都 江戶に 在った 當 時の 土 佐 •住吉 各派に 對して 、ずっ と 古い 所の 古 
と  一 ±' £1X1 1: 究 じ、 て、 y の晝 風な う 彩色な 6 を 模範と して 描かう と， s ふ 人々 が 出來た 〇倭繪 {C 對して 新し 
H 一い 脱 槪 r しようと する Mr 卸は、 旣に 浮世 繪派 なう 狩 野 派な う、 或は 光琳 派な う ^ 在っ たし*  土 佐 •住吉 
派の 人々 とて、 本 來の畫 風とは 餘程 違つ たものを 作つ て 居た ので あるが、 今度は それと 反對 R 、 古 土 佐 
を 復活 S せようと する ので ある ◦乙れ は 土 佐 •住吉 の 人々 に 全く 生氣 がな くな つて、 徒に 狩 野 派の 鼻息 
を 窺 ふか 世俗に 阿る ばか うで、 昔の やうな 氣勢 •筆力は 少しも 認められない のを 憤慨した からで、 從 
つて 是 等の 人々 は 勤王の 志士と 稱 してよ かつた 。併し その 作っ たものは、 必ずしも 古人の 糟粕 を甞め 
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ずして 獨自の 新 格を 出し、 しかも 古 土 佐の 面目を 睨つ た 所に 價値が ある 〇尙ほ 尊王 復古の 氣運に 促 S 

れ て、 歷史畫 の 方面に 向つ / 2 菊 池 容齋の 一派なる ものは、 古 土 佐を 準據 した ものとは 異つ て、 狩 野 及 

び 寫 生の 流 風ょぅ 出で たが、 しかも その 趣く と 乙ろ は 殆ど 同じ やぅな もので、 玆に 漸く 欝積した 德川 

の因襲を離、れ、辦代か別齋 «'> 44 

屮 開けん としたの である 〇 
訥 

箱 一田 中！ S 言の 斬 主張 | 古 土 佐を 

_ 甚準 とする 晝 道の 復古を 唱 へて 先 
M づ第 一聲を あげた 人は 田中訥 言で 
g あつた 〇田 中訥 言は 名を. 敏 、號を 
碱痴翁 (別 R 得 中、 過不及 子等) とい 
つた ◦或は 名を 痴 、字を 虎頭* 號 

を大年齋といふともある。名古屋の人にして*京都に出で、晝を以て私橋に叙せられ /2 。初め土佐家 
について その 畫を 學ん だが、 生 氣の缺 け.^ そ S' 風に な S で、 更に S 分で ^ • 0« ^* I5* B* M* lI- m-« 等の 
畫風を 慕 ひ、 つ a R 苦心の 結果 その 格を 會得 し、 筆致 色彩 共 (C 殆ど 古 土 佐の 趣 (C 迫つ て ゐた〇 殊に 衣 
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冠の 人物 や 宵 殿 等を 寫す に當 つては* よく 故實 有職を 穿 盤して、 當時 その 右に 出で る 者がない と 言は 
れた〇 しかも 必 r しも 古風に のみ 從 はないで、 一家の 識見を 以て 自分の 思 ふ 通 6 の畫を 作つ た樣 であ 
る〇甞 て！^ の 『年中 行％ 繪卷』 にようて T 當世 年中行事』 五卷を 描き、 また 『文 永 賀茂祭 草紙』 に 
よつ て 『異形 賀 茂祭圓 J 一卷を 作つ た 0 その 圖は 妖怪が お 祭の 儀式を 行 ふ 有樣を 寫し たもので ある。 
また 法隆寺 の寶 物を 寫し た 2: とも あつて" をの 圖は今 も 同 寺 k 藏 して ある 〇白 川樂翁 公の 命に よつ て 
-  6-等院の壁畫を寫したのも、今東京の帝室博物館で見る乙とが出來る。また『色の千種』といふ著に" 
一延 喜 式 等に 見ぇた 染色 •襲 色の 圖を示 して ゐる〇 彼は その 資性 剛直に して、 淸廉を 以て 身を 持し、 未 
| だ 曾て 言 ic 反いた 乙と がない 〇そ して 常 {C 言 ふには、 「自分は 若し 肓目 になる やうな 乙と が あつたら、 
直に 死んで 了 ふで あらう」 と ◦然るに 不幸に も、 晚年に 至つ て 盲目 R なつて 了つ た〇彼 はつひに 食を 斷 
つ 乙と 數日 、しかも 生命の 盡 きないのを 憤つ て、 自ら 舌を噬 んで 死んだ との 2: とで ある 〇時に 文政 六 
| 年 三月 二十 一日で ある 〇その 門人に 宇喜多  一 !• と 渡 邊淸 とがわる 0 

Id 喜 多 一憲と 其 作風 I 宇喜妒  一 は豐臣 姓の 人で、 名は 公信、 のちに 可爲と 改めた ◦通稱 は內藏 允 
である o a と 6 自分では 「畫 院生 徒」 と稱 しその 印を 用 ひて ゐ る。 又 r 晝院 生徒 藤 原可爲 筆」 と落欵 を 
1  者した ものが ある。 京都の 人で ある Q 初め 田中訥 言を 師 とし、 大にそ の 技 (C 熟した が" 更に 藤 原 信 實 

九九 


1 0 〇 

{; 法 殊に 有臌 故實を 究めて、 その 畫 ic 應 用し •更に 
.絮总 を 出して つ CA JC 畫技を 以て 一家を 爲 す ^ 至つ た〇畫 
の 外、 書と 和歌と k も 堪能で あつた 〇 一時 江戶 ic 到り^: 
田 川の 畔 に m- して 居た C そして その 居を 「昔 男 精 ^ 一と 
稱した 〇當時 、措 物を 作つ て* 

わが 宿の 軒端の 梅 R 鳥が 來て 

來 なま- 〇 の 初音を ぞ 聞く 

と 題して、 意氣を 示した 〇 『 M« は その 性 至誠に して、 道 
義の 念.^ 强く 、勤王の 志が 殊 k m'5 かつた。 彼の 如き 畫を 
描く に 至つ たの も その 爲め であらぅ 〇 平素 孝 經を 誦んで 
一字を 鋩る ことなく 諳んじて ゐた とい ふ。 門弟 (C 畫を敎 
へる {C 方つ て も、 ま づ孝經 の 講義を して、 「書は 小 技と 雖 
も 半ば 風 敎に關 す、 徙 ，に £篇を 描いて 1 く 1 を 慰す る 
は 我 落の 業 ic あらず」 と說 V' たへ」 ^ た 孝經 の II を畫い て、 
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これを 朝廷に 献つ たこと % ある。 安政 元年には、 勑命 {: 依つ て 御 M 風を 描き* 優 詔を 賜は つた 〇時恰 
かも 米 艦が 浦 賀に來 て、 世情 何となく 騷が しく、 つ ひに 幕府は 外國の 强請に 苦んで 朝 旨を さし 措き、 
これと 修好 條約を 結んだ ので、 一蕙は 憤慨 その 極 R 達し、 當路者 某 {C 依つ て 「時勢 策」 一篇を 上つ た 0 
天皇は その 一 .!• なる 2. とを 知つ て 嘉納せられ たが、 それ 等の 事ょぅ 累を 及ぼして、 一蕙は その子 可成 
と共に 獄に繫 がれ" やがて 江戶に 押送 3 れた 。蓋し 安政 戍 午の 大獄の 時で ある Q けれども 義 を 守つ て 
遂に 拙せ なかつ たから、 翌年 放免せられ ^ 〇然る に 獄中で 瘡病を 得、 出獄 後ー ヶ月に して 歿した 〇安 
政 六 年 十一月 十四日で ある。 行年 六十 五。 一 ; t« は 時事 {C 憤慨して から、 畫を乞 ふ衮 あれば 必ず 『神風 
元寇を 覆す の ® 』 ?: 寫して 、人心を 激勵 せしめる 助けに したとの 乙と である 〇又 好んで 『大甞 會圖』 • 
『纪 生 殿 j •『不老 m』 等の 11 を 描き、 また 屢 々「f ゲ著 i 集」 '  今 あ 物語」 等の 記事を をの 畫題 として ゐ る。 
京都 熊 谷 氏の 藏する 『婚怪 草紙』 は その 傑作で ある O  m れは訥 言の 『势 形 賀茂 祭圖』 などから 想を 得 
た、 時勢の 紊亂を 諷した ものである。 卽ち 微雨の 日の 狐の 嫁入 6 を寫 した もので、 古畫卷 の 風を 模 し、 
貴人の 様 {C 擬 して あるが、 意匠 筆致 共に 甚だ 巧妙な 出來で ある 〇因に 訥 言の 他の 門弟 渡 邊淸 は、 はじ 
め 周 溪と號 し、 のち 淸を以 て 署名した 〇通稱 は大助 、これ も 名 古尾の 人で ある 0 訥 言に 學んで 有職の 
岡を ょくし、 t た 多く 草木 花卉を ® いた G 文久 元年 五月 五日、 八十 四で 歿して ゐる 。その 門人に 大石 
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眞虎が ある 〇靭の 舍と號 した 〇は じめ 氏を 小 泉と SS* 通稱 を衞門 七、 後ち 壽太郞 、又 小 門 太と 呼び、 
21 れも名 古屋の 人で ある 〇初め 張 月 樵に 學び 、のち 淸の 門に 入ぅて 有職 畫を ょくし、 『大極殿 朝賀 圖』 
を 作って 名を 知られた ◦數 種の 版畫の 著が 6 って 世 (C もてはや s n る ◦天 保 四 年 四月 十四日、 四十 二 
歲で 歿して ゐる〇 彼は 奇行の 人に して、 諧譃と 才智と {C 富んで ゐた とのこと である 〇 一時 大阪に 居た 
j i とが ある Q 


岡 田 爲恭の 氣慨と 名作 I 是 等の 傾向を 追つ た 人々 の 中で、 所謂 妙 品の 域 (C 進んだ 畫を 描き 得た 老 


亡め ちか、 


は. 爲恭で ある。 この 人は 一意に や、 後れて 世に出で、 もと 京都の 晝家狩 野 其 同と いふ 人の子で あぅ" 
卜 ^ 狩 野 永 岳の 甥 {C 當 6 養子と なつた との 說も ある稃 なれ ど、 初めょ. 

(  ■ 家風の 畫 を 喜ばず して 古代の 倭繪の 硏究に 向つ / 2 ◦長 じて 外戚の 姓 
を 胃し、 冷泉 三 郞と言 ひ、 更に 藏人所 衆 岡 田家に 養 はれて、 近 江 守 
k 至つ / 2 ◦古畫 を 硏究 する 外、 深く 田中訥 言の 模寫 L た 『應天 門火 炎 繪卷』 の畫 法を 愛し* 乙れ を 臨 
摹する乙と數回に及び、っひにをの筆意を .# たとぃふ0晚年にはまた知恩院に傳はる『法然上人繪傳』 
四十 八卷 ?: 模寫 する 乙と 數回に 及んだ 。以て その 一生 5: 硏讃と 努力と に 捧げた 乙と が 知られる。 故に 
その 晝は 精緻 k してし かも 巧妙-色彩を 施 l-'- ひと 最 5 >§斷 優；！ 卜か -5'> 〇光長-信實5:か1|^斯か0 


. へ :: ■ ,  :*% I  . 
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ど、 も、 諸家の 中で 第一で あつた 。天 保 十四 年* 
狩£晴川院の依囑にょつて晝いた『公事十ニヶ 
月 繪卷』 の 如きは 漸く 二十 歲を 過ぎ / 2 ばか 6 の 
作で あつた ◦筆致の 精練と 意匠の 穩當 と、 決し 
て 鎌 倉 初期の もの (C 劣る 出來で はな so 乙れ は 
今宗 伯爵 家の 有と なつて ゐる ◦又 天台の 僧大 
行滿願 海の 依賴 にょぅ 『山 越 彌陀』 •『饽 勝陀羅 
尼』 の說 相を 晝 S た ◦今 大倉集 古 館の 所藏で あ 
る。 その他 『驟雨 雷電圖 』 •『小 野 篁 機智圖 』• 『祭 
禮圖』 等 皆 傑作と 稱 してょ い 〇斯く 彼は 畫をょ 
くした のみならず、 故實に 通じて ゐたが 爲め に、 
皇族 公卿から 愛せられて、 常に その 第に 出入し" 
光格 天皇の 皇女职 の 宵が 徳川家 茂に 降嫁 S れる 
時に も、 をの 調度の 圖 案を 描 S た 2. とが ある。 

一〇三 
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一〇四 

殊に 三 條實義 公の 愛顧を 蒙む また 所 司 代 酒 井若狹 守が 古晝を 愛した ので、 屢々 その 第に 出入した。 
然る {C 世人は 彼の 行動を 見て 幕府の 間牒 者で あると なし、 爲めに 過激なる 考を抱 S て. Q た浪士 の爲め 
{C 狙 はれて、 紀 伊と 大和の 間に 逃れた 〇 逃れた けれども 追及の 手は 止まず して、 遂に 大和の 丹 波 市で 
斬殺 3 れた〇 時 {C 元 治 元年 R して、 年 わ づ か {C 四十 二であった 〇號を 松 殿と いひ、 初めは 藤 原 朝臣と 
署 し* 又 「御子 左」 と署 したが、 後には 「菅 原」 に 改めた。 

I 高 久隆 古の 晝風 I 是 等の 人が 主として 京都に 在って 描いた のに 對 して •江戶 に 在っても 期せず 
して 同じ 樣な晝 を 作っ た 人が ある 〇 即ち iif 隆古 である ◦字は 述而 、號 は梅齋 •亦迀 道 渚、 或は 無道 
m 史とい った。 通 稱は川 勝 斧次郞 にして" 秦姓を 稱し T 秦隆 古」 の款を 用 ひて ゐる〇 奥州 白 河の 人で 
もと 高久靄 崖の 歿して 繼嗣 なき 時、 その 家名を 襲っ たが、 間もなく 故 あって 去っ た〇去 っ / 2 後 も 高 久 
氏を 名のぅ-略して 高と もい 〇 た。 幼ょ 6, 放縱 R して、 しかも 畫に かけて は 天才を 備 へて、 はじめ 文 
晁の門 人 依田 竹 谷 {C 學んで その 法を 得* 梅 齋の號 を 以て 描いた が、 中年に 及んで 訥 言の 風を 喜び、 京 
都 {C 上っ て その 門 R 入らん としたの k 、 旣 R 訥 言の 歿し / 2 後で あつた 爲あそ の 高足 一. 蕙 に っいて 學び、 
また 鳥 羽 僧正の 法を 慕っ て、 殊 k 輕妙飄 逸の 趣を 會 得した。 彼は その 筆を 執らん とする に當 って、 先 
づ端® 沈思す る ^ と 暫時、 肚裡 R 成形の 熟して ょぅ 筆を 下す を 常と した 〇 故に 如何 R 小なる ものと 雖 
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も、倉卒に筆をつける乙とはなかつた0をの外和歌 $: 香川景樹に學び、有職故實を穗井田忠友、山科 
宛 £等 に學び 、その 技は 益々 長 じた けれど、 俗人の 眼 (C 入る 所と ならず" 貧困の 中 ^ 長年 月を 閱 した 
が、 後には つ ひに 江戶有 數の畫 名を 博した 〇安政 六 年 八月 二 十六 日、 五十 九に して 歿して ゐ る。 
r 菊 池 容齋の 歷史衋 一 訥ーー!1の一派が箅ら古 + 佐風の繪畫を作っ.たのに對して、狩野ょう出で、同じ 
やうな 畫に 、尊王の 志を 吐いた のは 菊 池容齋 である。 名は 武 保、 通 稱は量 平、 容齋は その 號で おる 0 
その 先は 肥 後 守 武時に 出で、 その 十九 世の 孫を 武長 とい ひ* 江戶に 出で、 幕府の 先手 與力 となう、 を 
の 弟の 子を 養つ て嗣 とした o su 保が 乙れ である 〇幼 にして 穎悟、 讀書を 好んだ が、 年 十八に して 高 田 
の 門に 入って 狩 野 派の 畫を 學んだ 〇郾一! は 名を 正 和、. 號を 文庸齋 とい ひ、 加 藤文麗 R 學び 、しか 
も甚 しく！； ^ • の畫 風に 似て ^ の 先 IE/ を 爲 して， Q る 〇圆乘 の 歿して 後は、 廣く諸 流を 參 酌して、 遂に 一 
家 ^ なした 〇時に 幕府 內外 多端なる に當 う* その 家の 南朝の 忠臣から 出で たのを 思つ て、 慷慨の 念 禁ず 
る こと 能は ず、 尊王攘夷の 志を畫 の 上 (C 蹓 らした 〇 故 {C その 畫題は 人物を 主と し* をれ も 孝子 節婦 忠 
a 乃士 等、 世の 風敎を 資 ける ものを 選び、 且っ 南朝 忠孝の 土を 多く 畫 s た Q 又 古代の 人物を 畫 く {C は 
當時の 器物 服裝を 明らめねば ならぬ とて" 有職の 道を も 精し くした 〇 故 {C 作る と 2: ろの 晝は 一々、 を 
の 時代に 當つて 誤らない とい ふ。 その 著 『前賢 故實』 は 今 も 歴史 晝の模 断と $ れ てゐる ◦此の 書は 十 
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せいれい 


so ifl 


I 

一- VK  04\ 

容 


譜 


J ^  一  J、 

» ., 止  ' 


七 驴間 刻苦 i 鼠 獨力 を 以て 完成した もので、 古 
妒&& 1: 賢、 臣 •か 臣 烈士、 五 百 有 餘の肖 像を 晝 
、き\そ ^: に /1^ 傳を附、し？^ので、完成の後木版 
>' ?: し、 於 皇 Si つて 敷 感を蒙 む つた 〇尙 
ほこの 書の 成る には 增上 寺の 高僧 福 田行誡 の 後 
援が大 に 力を 輿へ たので、 且つ その 資力は 東京 
の 加 藤 某氏から 出で た 〇容齋 は 加 藤氏の 冥福を 
祈る ため 『五百羅漢』 十五 幅を 畫き深 川 本 誓 寺 
に 置 S た。 蓋し 彼の 傑作の 一で ある ◦また 淺草 
觀音 堂に 『堀川 夜 討』 の 扁額が ある ◦明治天皇 
ょぅ 「日本 晝士」 の 稱號を 賜は つた 〇晝く 所、 
初 職 财獻の 人物、 官女 •遊女 •雅俗の 風 米" 1.11 水 花 
鳥 或は 神 佛の繪 馬等爲 S C る 所な かつた ◦しか 
も 悉く 活動の 妙を 極め •晝圖 の 動作の 眞 に 迫る 
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とと、 彼の 右に 出で る 者な しと 言は れる〇 明治 十一 年 六月 十六 日* 九十 一歲で 歿した 〇  ；! 44 i •故 
渡 邊省亭 の 如きは 此の 人の 高足で ある G 


-0 -U 


1 〇 八 

第三 編 東 山 時代の 諸家 

一、 總說 

第 

義政 及び 禪宗と 茶道 一 我々 が 今 見る やうな 齡辦や 屛風 や mf やの 繪畫の 盛に 作られる やうに なつ 

5|たのは、何時頃からかといふに、今から四五百年の昔、所謂東山時代以來である0此の東山時代の 

为 \  • 

山 I 前後 (C は «* ^* を 始めと して、 啓 書記 •三 阿彌 •宗丹 •或は 正 信と いふ 樣な 名手が 澤山 出で、、 非常に 
優れた 晝を描 い たので ある 〇何 故、 乙ん な 風に* 東 山 時代は 繪畫が 隆盛した か〇そ れは 風流 將 軍の 義 
政と いふ 人が あつたから である。 一 體 、足 利將軍 には 風流. 人が 多くて、 或は 尊 氏が 地藏を 描いた とか 
義詮 が晝を やつた とか、 更には 義滿が 金閣寺を 建てる とか、 皆 それ-^ に 美術の 趣味 5: 有つ てゐ たが、 
義 政に 至つ て その 極まれる もので あ 〇 た Q 卽ち義 政は 隱居 をして、 東 山に 銀閣を 構へ てから* 支那の 
宋 元の 繪晝を 數 多く 取う 寄せ、 近侍に も晝 家を 召 抱 へれば* 僧侶な どで 畫を巧 k する 者を 招いて 盛 ic 
描かせ、 大に 斯道の 獎勵 をした ので、 忽に して 一種の 新晝が 流行す る やう JC なつた ◦そして 義 政の 風 
流 趣 Kfe は禪の 思想 及び それょ*^ 出で た 茶道を 中心とした ので あつた ◦乙れ は 義政ひ と 6 •でな く、 鎌 倉 


時代以來次第に養はれて來た當時の風尙であった〇併し風流化3れた禪と茶とは義政を待0て大流行 
の# を# たので ある。 繪畫の 如き も、 斯 くして これに 伴っ て 他の エ藝 美術、 例へ ば 陶器 •漆器な どと 
典 R 發 達した 一っで ある 〇  ：! い £ か 斯 & かを い.！ いうり s?&、 I と禪と 武士 氣 質との 三っい 忘れて 
一一. いかや 、ぃ 〇  ^ ±> 象& い； 田 斯か； 5 •か 51 武士でぁった の P から 言 ふ 迄 もな く、 好尙の 上 k 何と 
わい44瓣 #' の氣 /1.' を失はかかったかである0 

一 rTI 宋一 兀， 晝 ill! の^^! n 禪宗は 鎌倉時代の 初め 頃から 漸く 我が 國の武 人間 {C 流行を 見る に 至う、 鎌 倉 • 
總 京都に 五山 その他の 互 剎を罃 み、 支那から 渡う 來 っ / 2 僧侶" 又は 支那に 留學 して 修業を した 僧侶に 依っ 
て その 道を 傳 へられて ゐた C 彼等の 交通 及び 禪 の S 想の 普及に 伴っ て* 宋 元の 畫風が ぼっ^-行 はれ 
j るに 至 6、 をの 名畫も 多く 輸入せられ たので ある。 寬元 年間 {C 來った 宋の道 隆禪師 、弘安 年間に 来っ 
た 宋 の無學 禪師 、正 安 年間に 元から 來た两 碉 •寧 一山 の 如 3 が 旣に 墨畫を 造っ たと あるから、 }} X 山 時 
說 i 代の 畫風は それ ^ 萌して ゐると 言はなくて はならぬ。 可 翁 •默菴 •瀧 湫妙澤 等に 至っ ては、™ 禪 僧の 餘 
| 技と してな か<  優れた 墨畫が 出来たら しい 〇尙ほ 一方 宋 元の 畫風は 宅 磨 派の 人々 R 依っても 取 6 入 
れられ たが、 更に 降って i 兆 一派の 出で る ^ 及んで、 從來 の倭繪 風の 人物 畫 •佛像 等 ^ 餘程宋 元の 所謂 
道釋 人物の 筆法を 混じた ので ある 〇斯 5' して 柬山 時代に P ぶと、 宋元 の晝 風 |±'* 殆ど 飜譯 的に 多くの 畫 

1 〇 九 
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二 〇 

w w f y 99 p 9 > f ^ p f f p ^ fppl9 f 99 ^ -9 , -9 ，  ,  零  7  P  9  , 

家に依つて描かれるやぅになつた。をれには此の頃になつて義政の如き風流將軍が銀閣を建てた6、 

^v»txwNWVOKOVUVUVa^v»KUVOUWVV^  、 -9 P  、  9  V  p  V  ^  vovuuvkwko^ovwnwnwvokwv^v.ovv 

その 中 {C 初めて 四疊 半の 茶室 ？: 設けた 6、 或は 「九' 白 八 かざり」 と 言 はれる # 晝 幅の 飾りつ けを 行つ 

p  p  f  9  、  7  V  V  V y 9  9  P  令  >avvt  めいせ さ-、  しな  Vvvv9pf9fppf, 、 

た- 〇 して、 書畫を 玩び 、又 その 爲め ic 多くの 名蹟を 支那から 輸入し /2 のに 依る ので ある。 

I—  v»  V  vv  VU  >  Vo  cvwv*VUVOKWVWKUVUV»t^  >  >  Ac  ^  ^ 

I 當 時の 兩用 の晝風 一 當 時の 繪晝は 、形式の 上で 茶 趣味に 向つ たものと、 規模の 大きい 裝 飾の 方に 

pvf  公  分  9t， -9 、  KWVWKWVWVU_t^ovwbvvwvovuvwvwv»vovtt^vu  さう ぐ. C  yj  うじ  VUNW-VWVWNUVCVWVW 

向つ左ものとに分れる。をの茶趣味のは小3い輻に極めてあつ § 6_と、草晝や草字を書いたやぅなも 

>  、  &  くけい  ハん /: ら  KB  v»  vw  Vo p I09  9^pvpvv.pvvtp,  、  9pv^yppfvpp99 

ので、 牧溪 •因 陀畫 などの 作風が その 爲めに 愛せられる やぅ ic なつた 。それから 大きい 方では 屛 風® 
衡む ”^^い心そて乂そ ^: は和❾耶で⑴むい ^/ 大廣間を瓣ジいのと ^: っだ〇―い何れいい〇も根柢 

9v9vn^yp9^  ?P9^VV9VV^V^9-Vvpf^tvtvtff  、、、  p  9  V  9 

は禪に あるの だから、 先づ 第一 {C 無 飾 無 彩の 水 墨を 中心とした 晝風 になつ た ◦唐 代の 寫生 風な、 油繪 

p  V  公货，  、  、  そ ラ げん、  ち  /3  ち/: >  き  てう  tvuvwKB  pvffffttffvp  、 

風な 畫 R 對 して、 宋 元の 晝は墨 を 基調と した もので あつたが、 2: れは禪 の 思想と ょく 合致した ので、 東 

, 、 f  や -9 け /' ' らん、 V, 尨  V9tf9pvv/mvwt  鸷  tvv,  f  f  、 

山 時代 (C は 絢爛な 彩色 晝は 一二の 例外を 除 S ては ない 乙 と、 なつた 〇そ乙 で 當時 の畫に は 墨色と い H 
ことが 非常 {〇 仰 ばれて. Qるo發%か秀潤に、し '^:> 、墨氣、の汪，溢いかも 0'' XJ奶て最OAしとしたo同時 ii:' 

公  V  VP9VP9P9 聲  ひさ •フ 、、、ち  、 、 

墨の 線と S ふ ものが 尚 ばれて、 以前の 繪畫 (C は 線の 大小 卽ち 肥瘦 などは 餘 $ 顧みられな かつ / 2 もの、 
今や &瘦ので'ル；：に依つて、繪晝の力いか趣味いか 0» 生じ？^を奶いやぅいわつた。又峻嶮な畫*爽、快な 
晝 •雄大な 畫等 は奶模 か. 4 "  i か i 巧、 に i 使-?^ /jrr> ゲい の、 で ^; る。 &' 


說 


總 


に 藤 原 時代の 佛畫 や繪卷 物とは 違つ て" 一色 畫が 多くな-^ 他の 色は ほんのつ ま 位に 添 へられる k 過 
ぎな くな つたので わる 〇 

「_ナ, な ' #! 1 一  斯ぅして 禪味を 中心とした 爲め に、 當時 の畫は 二つ の 特色が. 現 はれた ◦一つ 
は 幽玄と いふ こと、 一つは 勁 抜と いふ 乙 とで ある Q 卽ち禪 はもと 宗 敎哲學 の 思想で あつて、 且つ 支那 
の 老莊思 想と 相 影響して ゐる爲 めに、 甚だ 幽玄 微妙な 一種の 象徴的な ものと なつて， Q る〇故 に禪か 
一ら 出で た & 時の 墨晝 li' 說明 的では ないて 思想 的 •象 徵的な ものと なつた。 山 7JC' を 寫いて も 人物を 描 
| 、s、 て ^; 06 私 か旁の銜に、 ^' 11暗！し不い '€» かか0^に,七い、て似か小41か44い味はかいぅとす 
| か 畫で ある O を、れ、 も 明 淸の ii 勤と ぬ 斯程意 如が 違って、 斯晝に は禪味 の 場合 も あらぅ が、 寧 A 詩 味で 
| あ、 る/ 5 ^ いて 自然の 有す、 る ii 致を そか i- から 聽取 する ので あるが、 萊山 時代の 繪は韻 致でなくて 禪 
I 像に 悟 A» わるので ある。，# その 4於畫と心6て現はれてゐるのでゎる0故に淸淡でなくて邮乞であ$、 
j  , ?: むぃ— V で ? >; る。 f; の i ^: !5: は讓ぃ 1: ひ V で、 堂 |: おいお4ぎ£ ?: へる。、卽、ち 
j 前 か 61 ?: b、 ば 輕軟に 明 W にがい とこ V を、 5 : m 畫 S、 一、 見 奇峭で あ r 蒼 勁であって、 樹は 森々 とし w 
枝を 出し- III' は 記々 として 弊ぇ、 かも また 激して 迸つ て， Q る。 丁度 竹を 擊つた 石の 音に、 豁然と し 
て 大悟、 したや 5' に實 (〇 痛 ^ < な、 齒切 n> かょ s 晝で ある。 爆裂 彈を 投げっ けた 樣む 感じの 畫が多 いので 
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ある 〇一槪 に S う 許 6 も 言へ な S が、 先づ S う M つて， Q てよ V 


1 當時 S うい ふ禪 的の 晝と しては" 題材. に 山水を 選ぶ を適當 とすると 共に、 畫 法は 
わか、 やい 粗 K に L' だかが よい。 何と なれば i 水は 最も禪 的な もので、 乙れ h 借うて 禪味を 吐き出 3 う 
iv MV ? め、 5 めむ f  ゃっ*? ければ よいので ある 〇故に 人物 花木 もな S ではな SF、 得ぎ 
いい かか^ か i か h か^ か。、 殊 、に 奇抜な かい 木と、 石と -C-'* ゎった 。そして その 筆に 忠實な 細緻な 寫生風 
J で、 s' めて か， っばに、 要領を 摑んで 纪力を 以て 描かう とする の も、 禪畫の 當然の 約 
束で ある 〇東山 時代の 畫を 見る ^ は、 以上の 如き 特色を 知つ て 置かねば ならぬ。 それから 當時 の繪畫 
は 言 ふ 迄 もな く宋 元の 晝を 模倣し /2 ので あって* 倭繪 などの 如く 日本人の 創めた ものでは な so 勿論 
皆 素人 晝で あるから、 宋元そ つく 6 の 繪畫は 一っ S 出來 た 譯で はな so 何となく 日本人ら しい 所が 誰 
C7)» iilxl ル -CV. も あいは する で、大|§、 は 題材で、 も、 描 s! \ih 宋 元の もので あって、 しかも {木 元では 所謂 
わ 畫が 最も 盛で あったから、 相 阿彌心 どを 除 v*l> ては、 知く 北宗 風の 畫で あると 言っ てよ ろしい 〇當時 
の 人々 が 私 f したと いふので" 屢々 出て 來る馬 遠 ゃ夏珪 •梁 楷* 牧溪 •玉澗 •李 龍 眠 等" 皆 乙れ 宋元 
北晝の 大家で ある。 又當 時の 晝題も 、山水は 滿湘 八景 •瀑布* 樓閣 山水 等 か、 人物と 相 待って 虎溪 
コ il .7 等を 主と し-銷 mV 物の 晝に 至っては 脱 術 •; 迦三 sm 配 •龆酽 文 ^ •或は 達磨 • 
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布袋 •禪祖 •列 仙。 同じく 觀 音の 如 さも 魚籃 •水 月 •騎鯉 •蓮 舟な どの 風流 化した もの ばかりで •殆ど 限 
られ て. Q た ◦而 して 是 等の 畫題 •描法 •特色 等は 後 JC 至つ て 狩 野 派が 殆ど 全く 守ぅ 來つ て變 へな かつた 
ものである Q 因に 高徳 名僧 等の fj' 像畫 はこれ を 當時頂 相と 言つ た 〇乙 れ は、 稍 以前に 倭繪で 肖像 畫の 
乙と を 似繪 と稱 したのと 共 R 知つ て 置かねば ならぬ 0 

二、 兆 殿 司と 同時の 畫家 

兆 殿 司の 出で るまで I 兆 殿 司の 作を 東 山 時代の 晝の 中 {(: 入れる のは 穩當 では あるまい ◦何と なれば 
彼は 東 山 時代の 人達とは 餘程異 つた 筆法を 用 ひ て. Q る。 のみならず 山水ょ 6 も道釋 及び 頂 相 等を 主と 
して 描いて ゐ て、 寧ろ 宅 磨 派に 近いと 2: ろ も ある 〇併 しまた、 未だ 宅 磨 派では 描かな かつた 晝題を 用 
ひて ゐる から、 先 づ倭繪 の 時代ょ- 〇 東 山 時代への 過渡期 R 出で / 2 人と 思はなくて はならぬ 。尤も、 兆 
殿 司の 出で る (C 先立つ て、 元の 僧 寧 一山が、 正 安 年中に 歸 化して、 建 長 寺に 住み、 更に 南禪 寺に 移つ 
て 墨畫を 描いた のを 當 時の 畫 風の 初めと し、 それと 殆ど 同じ 頃 k 可 翁…默 庵… 妙澤 …梵芳 等が あつた 
と s n る〇可 翁は 名を 宗 然とい ひ、 また 良詮 とも 號した 〇筑 後の 人で 大應禪 師を師 として 禪 道に 入 6 
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M 四 

しん，' •ん  すぅ ふくじ 

心 印を# たとい ふ 2: とで ある。 文 保 年間 R 支那 ^ 遊んで、 歸朝 後は 筑 前の 崇福 寺 k 住居し* 更に 京の 


まんじ ゆ じ 


萬壽 寺 {<: 移 〇 た ◦その後は 建 仁 寺に 居て、 請 R 依 $ 和 泉の 禪通 寺を 創めた 乙と も ある。 彼は 最も 好ん 

かんざん じつ r く  'くわ 人 ^ ん  ほくち く  &  く ナパ 

で 『寒 山 拾得』 及び 『觀 1 骨』 i: 描き、 墨 竹を もょ くした と 言 はれる 〇晝 風は 牧潔 k 似て 巧みで あつた 0 
晚年洛 東の 山麓 ^ 草庵を 結んで 天 潤 庵と S CA 、 貞和 元年 四月 二 十五 日 {C 歿した。 普 濟大 _ 禪師の 1 if 

を 得て. Q る〇 但し M の 可 翁 良 

せん 

詮 と" 正 平年 間に 佛畫を 描い 

り r っ ぜん 

た 晝エ良 全と 混同 S れるが 、 
全く 別人で あるら し v> o 次 k 
默庵は 名を 妙 淵と いひ、 又 周 
歉 ともい ひ、 武藏の 人で 京都 
等 持 寺の 僧に して、 夢 窓國師 

ほ 乂し  もく ナ w» しじ 

の 法嗣で ある 〇應安 六 年 六月 十七 日、 五十六で 歿して， Q る 〇彼 も牧 紫の 晝法を 慕つ て*  f の 再 來と言 
はれた との 乙と である 〇 同時 R 居た 天 龍 寺の 龍 湫妙澤 は 矢 張 6 夢 窓 國師の 弟子で、、 古 鼠 g 蒙と 稱 し、 

こくせい じ  >  っ こ  *,;* っ 

足 利 國淸寺 の 第 九 世と なつた 人で ある 〇彼は 『不動』 の圆を ょくし、 妙罄！ の 名が あつた 〇他匕 g 


こ ひ 


ぜんつ、- 
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馗をも 巧に 描いた と 言 はれる 〇仑 の畫風 も 收溪に 日本 畫を 交へ た 畫風で ある 0 嘉慶二 年 九月 * 八十 三で 
歿した と ある 〇玆で 注 : fi すべき 2. とは 牧溪乂 は 因 陀羅の 風と いふの が、 當 時の 畫 の特微 であるが 、要 
する にこれ は 南畫の 四 君子と 同じ やうに、 素人の 餘技を もて、 略畫 として 描けば* おの づか ら牧溪 風" 
因陀羅 風になる わけ だからで ある 〇それ が一 層 上達し、 圓 熟した もの R なると、 馬 遠 宅 磨 夏 珪を 法と 
した 畫と いふ ^ と {C なる ので ある 0 

I 兆 殿 司の 人となり I 併し 兆 殿 司は 乙 れ等禪 僧の 墨 技とは 根柢を 異にして、 最初 宅 磨 派から 出で* 
その 筆で もつ て 宋元 風の 畫を 描いた ので ある 〇彼は 名を 吉山 とい ひ、 淡 路の物 部鄕の 人で ある。 僧と 
なつて JIX; 福 寺の 大道 禪師を 師 とした 〇初め 餘 6 JC 畫を 好んで、 佛 道の 修業 •勒 行の 精勵を 怠 〇 たの 
で、 師 から 契を 絶たれようと した Q すると 彼は 「夫の 道路に 遺棄す る 所の ものは 幣屐 なう、 我 亦 大道 
i に棄 てらる 。何 ^ 幣 M と異 らん や」 と 言つ て、 それよう 破 草鞋と 自號 した。 その後、 師 大道の 不在の 
一時、 筆を揮つ て 不動を 描いた のを、 師が歸 つて 見て その 技の 絕妙 なのに 感じ、 是 よう 彼の 描く ことを 
: •妨げな かつた とい ふこと である 〇應 永年 中に 束 福 寺の 殿 司と なう、 南 明院に 住んで ゐた〇 それよ 6 明 
犯 n ら彻 i -^. と號 したので ある。 殿 司は 寺 殿の 中 ic 在つ て、 香 花燈明 を 點 じ、 洒 掃に 任ずる 役で、 左 
し_て $ い 格の ^ ではない。 永享 三年 八月 二十 n ic 、 八十で 歿して ゐ る。 

一一 五 
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一兆 殿 司の 作品と 作風— I 兆 殿 司の 晝 は、 東 福 寺へ 行つ て 見れば 今 も 多数の 傑作を 見る ことが 出 來る〇 
その 『四十 八祖 圆』 最も 有名で、 『十六 羅漢 圖  > 『聖一 國師』 、左鐵 献^ <、右暇蟇仙 6^ の三幅對*& 
磨 正面 圖』 •『正面 白衣 觀 音像』 •佛殿 後門の 『觀 音像』、 東 福 寺 法 堂の 『赌 龍圖』 等 本 著名の 作で ある。 
それ 等 ^ 依つ て も 知られる 通 4、 彼の 主として 描いた ものは 禪宗に 關係 ある 祖師 又は 高徳の 像 か、 然 
ら ずん ば 觀世 音の 如き もので ? > つた。 然して ^ の 筆法は 宋元 風と いふょう も 宅 磨 派から 來 た 法で あ 
る 〇元來 宅 磨 派は 鎌倉時代 R 入つ て 勝賀 •榮賀 の 頃から、 從來の 倭畫風 k 加 ふるに 餘 程の 宋元晝 の 描 
法を 以てし、 線 R 肥瘦を つけ、 且つ 色彩を ゆ / 2 かにした ので あるから、 明 兆の 繪 もやが て宋 元と 似通 
ふ 所は あつたが、 色彩、 描 線 共に 何となく 重苦しく、 後の 人々 の やう k 自由 R のびて 居ない 〇ま た宋 
の 李 龍 眠、 元の 顔 輝を 參 照した とい ふが、 その 顔の 描き 工合な どに S う 思 はれる 部分がないでも な 
い。 筆力が 勇健で、 巨 幅の 作に 長 じてゐ たことは、 東 福 寺の 遺品を 見ても 分る ◦尙ほ 東 福 寺の 『没 
槃圖』 は傳說 的 k 有名な もので、 縱三丈 九 尺、 橫二丈 六！ IT その 滿 面に 佛涅槃 の 際の 光景 $: 描いて 餘 
す 所な く、 後世 涅槃の 畫を 作る ものは 皆 <1 れに傚 ふので ある。 「應永 十五 年 六月、 行年 五十 七 歲明兆 
圖筆寫 」 とい ふ 落款が ある。 每年 二月 十五 日 (C は 拜觀を 許 S れ る。 兆 殿 司 {C は 山水 も あるが、 併し そ 
れは 道釋 人佛 »? の 方とは 全く 筆法を 異- R し、 畫の 出來も 極めて 拙く" 眞僞 疑は しい ものが 多い 〇果し 
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て 兆 殿 司が III 水を 描いた か 否か も 疑問で ある。 山水と 限らず、 人物に しても" 當 時の 出 來 らし S 古い 
&かか£ «'-' 、 ^' 兆殿司^/か啓書記いかいして了ふが、その中にどれだけ眞蹟があるかは餘程考へなく 
IP はならぬ 〇殊 に 兆 殿 司の 作と 稱 する もの、 中には* 支那から 渡つ たと 思 はれる ものが 多く 混つ てゐ 
一る ので ある 〇 

I 一明 兆の 亞 流、 其 他の 畫人  明 兆は 高僧と いふ 程で 名な く、 又畫 家と しても 當時 どれ だけ 認められて 
I ゐたか 知らぬ が、 別 {C 專門 家と して 弟子 取 6 をす ると いふ 程では なかつ たらし so 尤も 今日 彼の 弟子 
| と傳 へられて ゐる人 ば ある 〇例 へば 長 尊、 一之、 寒 殿 司な ど 己れ で •長 尊は 河內 の觀心 寺 R 住 L、. 密 
宗の 僧で あつ / 2 が、 畫を嗜 みて 明 兆に 從 CA 、 琛 ら道釋 を 描いた ので、 觀心 寺に その 『S 槃圆』 『兩界 
一 曼荼羅』 及び 『四天王 像』 が ある 〇 一之 も江藏 主と 稱 して、 明 兆に 學び 、佛像 人物に 巧みで あつたと 
の ^ とで ある。 寒 殿 司 (又は 堪殿 司) も 東 福 寺の 僧で、 畫を明 兆 {(: 學び赤 脚 子の 號を 受け、 東 福 寺 三 
:門閣 の 『樂 器圖』 を ば 彼の 作と 傳へて ゐる〇 

併し 以上の 人々 a 倚 ほ 宅 磨 風を 出 づる乙 と 遠くな かつた が、 同時に 收溪を 規範と して 水 墨の 花鳥 竹 
石を描いて、餘技とは言へ餘程、周文以後の各家に似通つてゐ犮人々に、曇芳*梵芳及び如拙等の名 
•か 傳 へられる。 曇芳は 名を 周 應とい ひ、 天 龍 寺 夢 窓 阈師の 弟子で あつて、 鎌 倉 建 長 寺に 居た。 應永八 

一一 七 
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年 九月 七日に 歿して， Q る。 %. ^. は玉畹 P と號 し* 又 少林 •知 足 軒の 號も あって、 南禪 寺の 春 屋妙葩 の 
弟子で ある 〇晝 には 梵势 の銘を 用 a て ある ◦應 永年 中、 江 州に 草庵を 結んで 死んで ゐる ◦彼 a 殊 R 蘭 
を 畫くに 妙を 得た とい ふ。 如 拙に 至っ ては、 更に 進んで 乙れ 等の 餘技的 畫家以 上に 當時 から 認められ 
.て ゐた 大家で あるから、 項を 別 R して 說くで あらぅ。 

.C  /  ‘ 

三、 如 拙* 周 文 ニニ 阿彌 •啓 書記 

一如 拙 ^ I は 如何なる I AI か I 以上の 如く" 當 時牧溪 風の 墨畫を ょくす る 者は 他に 幾人 も あった {C 拘は .ら 
ず、 特に 如 拙を その 隨 一とし、 明 兆と 並べて 東 山 時代の 晝の 開祖の 如くす るのは、 抑 も 何故なる かを 
審に しない。 今 殘る 所の 如 拙の 眞蹟 と傳 へる ものは* 只 僅に 『瓢 鮎圖』 一幅で、 しかも 乙れ は 必ずし 
も 傑作と 稱 する 程の W 來螢 ぇでは な so #4 寛彼の $» やられ、る、の、は、砂らくその門下に越溪周文又は李 
秀 f の卽 y s^ ぁ、 っ、 て、 y ひ h い！ 6 か 以下 & 名手が， 出いた 如ら でも ぁ 〔b ぅ。 然し-如 拙 •周 文 •秀文 • 
雪 舟 以下、 皆を の隊」 街 撕 承が 甚だ Bff 味で"  8を慕ふといひ"良を學ぶといひ、 ^ に規ると稱するもの 
の、果して直接師弟の關係を結んだか否 5 へも頗る不明である0如拙は一に如雪ともいひ、亂芳軒又 
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(藏 庵藏 退） 维拙如  圖鮎瓢 


は幽芳 と號 した 〇 京都 相國 寺の 僧で あつて、 もと 九 W 
の 人、 能 晝を以 て 將軍義 滿の寵 を 受けた とい ふ 〇その 
明 兆に ついて 學んだ との 說は 不明で ある 〇 或は 彼を 明 
人と する の說も ある ◦『瓢 鮎圖』 は 今 妙 心 寺退藏 庵に 
傳 へて あるが、 その 圖の 序に r 大相公 (義滿 r 僧 如 拙 
をして 新樣 (倭繪 風 {C 對 して 宋元 名家の 骨法から 來た 
支那 晝の 新派と いふ 意味) を 座右 小屛の 間に 晝か しめ、 
& 衲 をして 一語を 著け、 其の 志を 言は しむ」 と あるか 
ら 、乙れ は眞蹟 疑 CA ない。 併し その 晝の 出來 について 
は古來 賞贬扣 半ばして ゐ る。 極めて 單 簡粗樸 なる 畫に 
して、構圖用筆共にエ意を用ひず、落々として筆をつ 
けて わる。 その 數 竿の 竹の 如き、 遠山の 如き 一種の 味 
がないでも ない けれど、 流水、 鯰 魚 等は 未だ 穉 拙の 程 
度を 免れない 〇 

一 一九 
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一一 〇 


欠つ けい 


越溪周 文と その 作品 _ 加 ^- の 弟子と 傳 へる M« 力は- 號を越 溪とい ひ、 近 江の 人で ある。 乙の 人 もま 
た 相國 寺 R 住して 晝を ょくし / 2 〇 初め 近 江の， 71cf M^ 寺に 居 / 2 ので、 此の 寺の ある 所を 越溪 とい ふょぅ 斯 
く號 するとの 2. とで ある 〇岳翁 •春 育® 等溪 等の 別號 あ*^ とし、 その 款印 ある ものを も 周 文と して 取 
扱 ふけれ ど、 審でな so 描く 所、 獻歡は 11 ^• •&斯の法を用ひ、水墨は&&に依るといふが、玆に周 

文の 畫に ついて 心 


.T- -:i. “ 4-' r ぶ ^ r  れ^: づ ' > 
:. r , fi c マ ダ ^ 〜 

ぃ、 v ^ tf J' lM s 

し  A  /、 ;r - 


得ねば ならぬ こと 
が ある Q それは、 
周 文の 眞跋 とすべ 
きもの、 極めて 少 
くして" 疑 ふ 可ら 
ざる 作は 數 點 に 過 

ぎな s のみならず" 彼は 決して 落款せ ず、 又 雅印も 用 a ない ものが 多い 乙と である 〇且つ その 眞跷 と稱 
する もの も、 各々 晝法を 異にし* 筆力を 同じく せず、 また 押印の 字 體形狀 を  一 R しない。 只、 周 文の 
ドピ は* 必ず 當 時の 高僧の 题賛が あつて* その 眞なる ものは 周 文の 眞蹟 とする 乙と R なつて ゐる〇 ■殊 
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ic' 古畫 にして 無钦 •無 印なる ものと、 後人の 僞钦 、僞 印を なし、 若く は爲 S ずして 周 文と 料 ふるもの 
5 1£か ” 、を〔 以、 て-中 い！^ かを 識別し 雛自 k 至つ て ゐる 〇假に 印な く 落 欵 なくし、 て、 高僧の 題賛眞 

, p  f  ,  fppfv99f  聲，  9  t  p  9  V  V  V  ^  >  >  d e 、、、 

實で あぅ、 ルつ 畫の 優れた もので* 當 時の 他の 畫 家の ものと 紛らは しくな v> ものなら ば、 周 文と 見て 

f  p  f  P 

よから ぅ Q 

I 三 阿彌 風 I  4 办の 法を 受けた と傳 へる ものには" •■舟® 正 信を 初め" 曾 我 蛇足® 小 栗 宗 
t 及び 晁 1 § 等が ある。 眞能は 能 阿 彌と號 し、 gi 齋 又は 春鷗 とも 號し "姓は 中 尾 氏、 京都の 人に して" 
將 軍足 利義 政の 近侍と して、 晝を以 て 仕へ た〇周 文を 師 として 人物 III 水 花鳥を 晝さ 、のち 牧溪を 慕つ 
て晝 風を 一變 せしめた と s ふ〇 傍ら 連歌を よくし、 竹林 集 七 人の 一で ある。 古 * 畫 •茶器 並に 刀 劍の鑑 
叙に 斷 しく、 また 船 S の 法を よくし、 庭園を 作る に 妙を 得て 居た 〇寶德 年中の 人で、 遺跡には 墨 竹 墨 
か & 如^ 妙 心 寺の 『 7ict 事： 脱水 屏風』、 大德寺 孤 蓬 庵の 『達磨、 左右 蘆 雁』 圖の三 幅、 同じ 
く 『寒 山 拾得』 等を その 力 とする。 ^ の 子眞藝 は藝阿 彌と號 し、 學叟€ 稱 し、 同じく 義 政に 仕へ て 
晝法 を 父に 受けた。 現在せ る眞蹟 {C は 文明 十三 年、 五十 歲の 作なる 『瀑布 圆』 が ある。 能 阿彌よ 6 稍 拙 
なる も 殆ど 同じ 畫風で ある。 その子 眞 相は 相 阿彌 とい ひ、 鑑 岳* 松雲齋 とも 號し た。 乙れ も 亦 足利義 
政に仕へ"畫は山水人物茈鳥をよくし 72 0  1庭*香茶*^歌共に通じ、殊に昏は_阿彌1の祖として 
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知られ、 庭は 銀閣寺の それを 彼の 手で 造つ たので ある。 義 政の 古書 畫古 器物を HI して-祖父 胞阿撕 
の 著述 『君 臺觀 左右 帳 記』 を 完成した。 畫は 山水 花鳥 人物ヒ よくした 。妙 心 寺の 『山水 六 曲屛 風』 •大 

仙院の 『山水 圖襖 r 及 『瀟湘 八景』 の 六 幅 
m rb 等 最も 傑出して ゐ る。 大 永年間の 人で 
眞 ある ◦因に 三 阿彌の 畫は、 乙 れを當 時の 
筆： i の 人々 いは 別 k して、 i 彌派 とも， す 
山 べきで、 同じ 宋 元の 筆法に 倣つ たとは 言- 

K  、  vw  v»  V  >  ^  をん〆 じっなん、 > 、 

^ へ、 何となく 筆致 温雅 柔軟 R して、 北宗 

f  f  9  t 

よ 6 も 南 宗の 趣を 備へ てゐ る。 殊に 相 阿 

i  挈  rv §: o s: gi 

镰 i; 派、 の氣 韻が ある。 {il 三、 阿， の 晝は共 
k' 、 1 〇; た 晝- かよ 逸品 筋の も 

、、  せつ、、 V、、  ^  v»  wv»^vwvwtvwvovtt^bv-v«^^>> 

ので、 拙なる と 己ろ、 粗なる と 乙ろ が あるのを 免れない ので ある。 

I  記と 小栗宗 丹 I 尙ほ當 時の 名家と して 啓 脅 記 及び 小栗宗 丹が ある。 啓 書記は 貧樂 齋と號 し、 
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下野 國宇 都宮の 人と 言 はれる 〇鎌倉 建 長 寺の 書記と なつて ゐた ので 時の 人から 啓 書記と 言. はれる が 

本名は M 啓 P ある。 天性 晝を 好みて 遂に 名手と なつた 〇そ の藝 阿彌 から 敎 を 受けた とい ふのは、 信を 

置き 難しと されて ゐる 〇  ( その 說に ょると、 啓 書記は 藝阿彌 に 先立つ 百年 許ぅ、 明 兆ょ $ も 古いと す 

るので ある 〇) その 筆秀溉 一一して 力 あぅ、 爻 た 一種の 雅韻を 備 へてゐ る。 代 麦作と しては、 京都 禪林寺 

の 『達磨 圖』 、毛 利 公爵 家の 『觀音 

左右 淵 明 李 白』 三 幅 對 、舊秋 元 子 

丨爵 家藏の 『潇湘 八景 圆』 等 最も 

睹見 るべき である 〇道釋 を 巧に し* 
篆 

队山水 人物は 2. れに つぐの 出來で 

g ある Q  1 51 示 丹 (又 宗湛) は、 性 

家  •  • 

ca 來畫を 好み、 周 文を 師 として その 


法 5: 得、 能畫を 以て 足利將 軍 {C 仕へ て 居 / 2 とい ふ。 中年、 相國 寺 ic 入 6、 谿を 剃ぅて 僧と な 上座 
となつ たが、 移つ て大德 寺 R 住し、 曾 我 蛇足と 共に 此處に 在つ たと 傳 へる。 彼は 牧溪 の眞髓 に 達した 
る 1 方、 彩色 晝に 於いて 當時 第一 人と 稱 せられた 〇 併し 彼の 眞跷 とすべき 傑作 も 亦、 餘 6 多く 世 ^ 傳 


かみ 
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二 一四 


を ぐり 3-フ.〇 つ 


はつて 居な so 彼の 後には 小栗宗 栗が ある" 


りしぅ ぶん  そが じ やそく  さ き ^ フぷん 


I 秀文 •蛇足 •洞 文 一 その他 當時 李秀文 •曾 我 蛇足 •士岐 洞 文の 如きが あ 〇 た 〇李秀 文は 越溪周 文 
と 混同 S れ易い が、 實は 別人で、 明 人の 歸化せ る 者 R して、 越 前の 朝 倉 家に 寄寓し、 曾 我 氏の 婿と な 

その 姓を 胃して 飛彈國 


6 - 


土 に 住して ゐ た。 雪 舟 等の 學. 

I んだ のは 周 文で なくして、 
此の 李 秀文だ との， 說もあ 
る〇そ の 作品の 眞を 措く ベ 
きものは 今 見る を 得ない が 
人物 花鳥 山水 共 (C 乙れ をょ 
くし、 宋 人の 法を 悉く 會得 
したと いふ 乙と である ◦說 

に 依れば 曾 我 蛇足 tt 此の 秀 文の 子で あると する ◦蛇足は 秀文 (或は 周 文) の 法 R 則つ て、 殊に 山水を 
巧み' にし、 筆力 豪放に して 氣韻蕭 疎 V 當 代の 名手と 稱 せられた ◦『寒 山 拾得』 等の 人物 晝を もょ くし 
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た。 京都 大德 寺には 5 迦 苦行』 •『花鳥 山水』 •『達磨 •德山 • 
臨濟』 三幅對 等の 眞蹟が 遺つ て ゐ る 〇名を 宗譽 、通 稱を式 
部と S ひ、 後ち 薙髮 して 法名を 夫 泉* 道號を 宗 丈と 稱し /a 。 
彼は 大德寺 中の 眞珠 庵に 住した ので* 一休 も 彼に ついて 畫を 
學んだ との 乙と である 。その 故 か 一休の 讚 ある 畫を往 々にし 
て 見る 0 文明 十五 年 十一月 十七 日に 歿して. Q る。 一休は 後 小 
松 帝の 蘗子 にして、 紫 野 大徳 寺の 高僧で ある。 性格瓢 逸な 
る 所ょ 一種の 洒落な 風趣 ある 畫を 作つ た。 曾 我 蛇足の 後 
は 曾 我 派と 稱 した 〇 一種の 畫を 描いた 人は 足 利の 末に 直 庵が 
あつて 當時 著名の 畫手 として 知られた。 畫 格〇ら 眞相に 似、 
魔の 晝を 得意と したので ある。 その子 一一 直 庵 亦た II を 畫 く {C 
精し く、 筆法 繊細 (C して 勁 直、 當 時の 等 顔と 格を 等しく する 
と稱せ られ る。 鷹の 晝を巧 みとす る もの、 他 ^ 土岐洞 文が あ 
る。 土岐氏 は 代々 畫を ょくし、 殊に 鷹 R 妙を 得てゐ たが •洞 

I 二 五 


ぶん • • I  I  _ 

文は 周 文を 師 として ^ の 外 山水を も晝 き、 その 優れた ものは 周 文と 混同す る 位で ある 彼の 畫も亦 世 

ごうせ うだい じ  なら ほふげ ん  かんてい • •  たがれく 

に 傳 へてゐ る〇尙 、晝 僧と して 南都 唐招提 寺に 住し、 奈良 法眼と 稱 した 鑑貞 も、 傍ら 周 文の 流を 酌ん 


第 

三 

編 

束 


で山水人物を寫し、頗る獻致に富み、後ち一休に參して晝法盆々妙に入った。大德寺、蜂須賀侯等に 
をの 作を 傳へて ゐ る。 直 庵 • 洞 文の 如きは 當 時の 人で なけれ ど、 附け 加へ て 置く 0 

四、 畫聖雪 舟 等 楊 


時 
代； 
Q 
諸 
家 


ほくしう ふう  ぜんぐ ^ りう かう 


ぜん そ .f 


品 作家 _ 柬山 時代には 殊に 北宗 風の 禪晝が 流行して* 禪僧 にして 畫を能 くす る 者、 畫 
家 R して 機 ある 本-のに、共に傲3^し /2 作品を見るのであるが、中にも雪舟等楊の畫を以て隨一とし 
なくてはならぬ。彼は固ょり畫を專門とする人ではなくて*言玟<禪を說くの傍、好きな道から餘技 
として やつた ので あるから、 逸品に 入るべき 畫を 描いた ので ある 〇 幼少ょ-^ 順序を 踏んで 畫を 硏究し 
た 方ではなくて、 生 來の才 1 S ある 所へ、 後に 支那へ 行つ て 學んだ りな どした、 め" 遂に あれ だけの 腕 
を發揮 し / 2 ので ある 〇けれ ども、 1 品 € しては 彼 ほど {C 優れた 晝を 作つ 穴 人は、 日本には 他に ない の 


楊  等  舟 雪 聖‘晝 


四 


稱す るに 足る ので ある 〇 あの 躍る が 如き 破 墨の 筆致、 滴る が 如き 秀 潤の 墨 氣 、然して 變通 自在、 奇拔 
、に t: て 31V 勁なる 晝 趣と、 高 古蒼磧 、 1 世に 秀でた P 畫 格とは、 確 i 後世から 仰ぐ、 やき 價値. が ある。 雪 
舟 以前に 雪 舟な く、 雪 舟 以後に も 雪 舟な しと 稱 してよ い 〇只 、何處 まで も 彼は 逸才で あるから* その 門 
下 生 も 多かった し、 追 隨者も 少なくない が、 一人と して 雪 舟を 模 して それに 至っ て. Q る 者は ない ので 
ある ◦しかも 探幽に せよ 守 贵 に せよ、 莺舟の 風格を 慕って 得る 所 あ 6、 一家を 大成す る ic 與って 資と 
なつた 乙とは 少なからぬので ある。 要する k 雪 舟の 畫は 、これを 見て 仰ぐべく 學ぶ 可き で、 評すべく 
模 すべき ものでは ない ので ある 0 

「 if 舟  1 の^^ Mis 僧 雪 舟は 應永二 十七 年を 以て 備中 國赤濱 とい ふ 所で 生れた ので ある O IHI 體が 
伊豆から 起っ た 如く 彼 も亦片 田舍 から 出で たけれ ど* 十二 歲の 時、 附近の 寶福 寺と い ふ禪 刹へ 入っ ' /2 
乙と が、 後を して 彼 (C 大名を なさし める ic 與 つて 力が ある。 此の 寺は 臨 濟宗の 巨刹で、 當時 山陽 道筋で 
も 有名で あったから、 東西の 往復の 道す がら* 玆に立 ち 寄る 乙と も屢々 k して、 それが 幼童の 雪 舟を 

t u' u  つ 

啓發 した 乙とは 少なく あるまい 〇 のち 數年 R して* 彼は 京の 名刹 相國 寺に 入り、 その 高僧 洪德 禪師の 
徒弟と なり、 SI に 鎌 倉に おいて 建 長 寺に 入- ON、 rj、 で 玉 陰永璁 とい ふ 高僧から 敎を受 けてゐ る 〇勿論 
それは 禪學の 修業で あって、 繪畫 ic 關係 はない が*！ &如の畫は一でゆの畫と同じ樣に、禪の悟ぅの深い 
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一二 八 

ものでなくて は 出 來なぃ 、殊に 雪 舟は 徹頭徹尾 禪 機の 發し たもの 
であつ て、 その 根源には 是 等の 碩德 の敎仏 の潛む 乙と 勿論で あ 
る U 且つ又、 彼が 相國 寺に 居た のは、 やがて 如 拙 •周 文の 畫 法を 
受け . <> 乙と、 なつた ので ある 〇その 時 如 拙は 旣に 世に なかつ たか 
知らね ど、 雪 舟が 如 拙の 墨 本を 得て 乙れ を 箕裘 とい 5 表酕 といつ 
て 珍' 襲 じた 所ょ 6 見る も、 如何に 如 拙に 私淑して 居た かは 知られ 
るので あらぅ 。周 文 (C は 多分 直接 指導を 受けたら ぅ〇周 文の 生歿 
1  了！ f は 不明で あるが、 相國 寺に 居た とすれば、 雪 舟が 機會 ある 每 
R 敎はつ たことは 否定 S れない 0 

一 渡 明 中の 雪 舟^ 併し 雪 舟が 本當に 畫 を 描く 樣に なつ. た 
のは、 & に 渡航して 歸つ てからで ある。 雪 舟は 禪や畫 の 硏究で な 
くて、 周 防の 主大內 敎弘の 命に 依 6、 購賀 使の 名義で 行つ 灰の だ 
が、 志す 所は 固ょ 6 禪と畫 にあつ たので ある。 故 R 禪の 方は 直 (c 
支那 禪刹 五山の 一なる 四 明 天童 寺 ^ 上つ て" 熱心 (C 修學を した 効 
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叫 


驚、 謹 


M. 


V  く :' >: » 

J 歎 

i 


其 


あつて、 渡 明の •年 ic をの の 第一 座と なる の 榮を得 た。 畫もま 
た殿郁齡 *1 ぎ松の二畫家に 0 いて敎を受けたが、旣に相當の素養 
の 出来て 居つ ^ S. 舟に 取つ ては、 左までの 得る 所は なかつ たら L 
PO 併し 二人は 共に 當 代の 名家 なれば、 設 色の 法と 破 墨の 法と を 
■したとある。彼は又£杂じ寺ょ-„洞起の地に遊び、支 
那の 山水の m 歡にも 力を 注 Y: た〇雪 舟の 渡 明は 再度 R して、 それ 
は M •れ も寬 正から 文明の 初めに かけて  <  ある。 又 馬 遠 •夏珪 など 
にも 常に 私淑して 居た ので あるから* 在 明 中は 是 等の 遺作に も ^ 
ず 眼を SI! し 犮に違ひない〇そ乙で支那でも彼の畫名は非常に高く、 
北京 禮部院 中堂の 壁に 晝き 、「日本 上人 楊 雪 舟の 墨 妙な り ◦外 夷 R 
して 猶斯の 妙手 あ. 〇」 と 評せられた 程で ある ◦請 R 應じて 富士* 
ヴ  ー ^® •淸 見の 三景 二 幅 ？: 描き、 その  一 1: 明 k 留め  一 1: 持ち 歸 
つたと も 傳 へ、 乙れ は 今 も 細 川 侯に あるが、 明 人 ^ m の贊も 添は 
つて， Q る〇斯 くて 歸朝 後は 一時 京都に 居た けれど、 戰亂 中で 晝筆 

一二 九 


一三 〇 

，を, ふ 己と もなら ず、 更 R 九州 (C 赴き、 轉々 して 文明 七 八 年の 頃 
には 豐後國 (今の 大分の 附近) に 居た 〇僧 良心が 雪 舟の 爲め R 記 
した 「Ri 圖晝樓 記」 に 依つ て、 當 時の 住居の 樣 子が 知られる。 
その 記 中には また 次の 如く 雪 舟の 晝を 語つ てゐ る。 「道釋 人物は 
唐の I, 总 、宋 の梁楷 子に 似 據 し、 UI 水樹 石は 或は 馬 遠に 出で、 
或は纪 理に入 水 墨 淋漓-自然に 雅趣 ぁる ものは 西 湖の 僧若芬 
の 流な 6、 雪山を 掃 出して 人の 耳目を 驚 動す る ものは 西域 晝 者の 

平 觀 g の 1 f 、 水禽 山獸は 則ち 鬆の g;; s! ir _ しく、 花 

鳥 著 色は 則ち}! i® 潔の 齡雖擧 k 類し、 龍 虎* 蘆 雁 •白鷺は 粗々 法 常 
(粑粼 ) 5: 學び 、その を 師 とせず、 3 等は 頗る 龔翠 
岩の怪に及ぶ」と0果して然るか否かは別として 生存 當時旣 ic 
斯る 大名を 博し* 又斯く 評せられて ゐた 乙と が 解る 0 
I 彼の 晚箄と 其蓽業 I 彼は ^ れか ら豐前 •筑前 •筑 後の 地方に 
遊び、 肥 後から 薩摩 にも到つたが、後に山口に錫を停めた。その 
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'> 


45 - 


其 


4 


頃の 有樣 も、 友人の 詩 僧 桂 悟の 作に か、 る 「J< i? £ «? li I- 」 に 依 
って 知られる。 勿論 山 口 (C のみ 居た のでな く、 時 {C 安藝 •兩備 地 
方ょ 6 遙 {C 關柬 にも 遊んだら しい 〇そ して 晩年 (C は更 (c m  口を 去 
って 石 見に 行って， Q る 0 彼は 同 國の 西部 益 田 町 {C 近く：^ 喜】 級と い 
ふ 寺 {C 住し、 つ s に そ 乙で 歿した ので ある 〇それ は 永 正 三年 八月 
八日‘八十七歲の時である〇彼は俗姓を小即と稱し-名を窮橡と 
いふので ある 〇  ( 等 楊は 雪 舟、 等揚 はを の p'j 人拙宗 の 名で あるか 
ら 混同して はいけ ない 〇) 雪 舟の 號は渡 明 中に つけた ものら しく、 
別號 を 備溪齋 とも 云つ た〇雲 谷と 號す るのは、 山 口 在の 雲 ヶ纪に 
雲 谷 庵を 營んで 住んだ からて ある 〇  ( 今の 雲 谷 庵の ある 場所とは 
異る 〇) その他 漁樵齋 •米 山元 主の 號も ある 〇又 別號で はない が、 
雪 舟の 知友が 彼を 指して 楊 知 客 • 歡 知!^ とも 言っ てゐ る〇 乙れ は 
相國 寺に 居た 頃、 賓客 接伴の 乙と を 掌つ て 居た からで ある 〇  (你 
ほ 漁 樵齋の 號 k っいては 異說も ある 〇) 斯くて！ は禪 と畫 {C 於て 
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ニー 三 

知られて 居る が、 同時に 彼の 築造した とい ふ 庭園が 今 も 山 口 •嚴島 •豐 後地 方 等に 數 多く 遺つ て. Q 
る 。果して その 凡てが 眞で ある や 否は 審 にしない が、 雪 舟の 畫を 思は せる 豪壯 V してし かも 雅致 (C 富 
んだ 、なか^' ^ 面白い 庭園 も あるとの 乙と である 0 

I 彼れ 獨 得の 山水 晝 I 雪 舟は その 長い 生涯. に、 隨分畫 を 描いた 己と だから、 其の 作品の 多 かつた (C 
は 違 ひな S が" 歷 年の 久しき と、 その 畫 名の餘 6 に 高き との 爲め iT 眞 蹟の傳 つて. Q る ものは 極めて 
少 く* Z: れに 反して 僞 物の 多き 乙と 夥しき ものて ある 〇それ につ s ては 鑑定 法の 項に 語る 乙と、 し 
て、 作品 中 今に 遺つ てゐる もので 最も 有名なる 數黏 を擧げ 、彼の 晝の 特色を 語らぅ ◦第一の 尤物は 毛 
利 家 所藏の 『山水 晝卷』 である 〇乙 れ はもと 畫 手本と して 彼が 描いた もので、 深山 •幽谿 •林野 •山 
村 •江濱 •又は 漁家® i 閣等 各種の 景色を 示して ある。 筆致の 高邁に して、 品格の 端正なる 乙と 比な 
き作である0昔から狩野派 2- 、の他漢畫を學ぶ者が、常 ^ 臨模してこれを範をしたものである0圆は必 
ずし も 支那の 風物の みならず、 日本の 景色、 或は 家屋 等を も寫 して ある 〇 乙 れを 見れば 彼の 嚴正巧 緻 
なる 筆の 工合は ょく 解る。 橫濱の 原 氏に も 『山水 晝卷』 が 一 種 ある ◦乙れ は 毛 利 家の 物の やぅ k 愼重 
な 態度で 描い / 2 ものでは ない が、 豪膽 に輕 快に 運んで ある 筆の 味は 寧  >ろ 前者 (C 優つ て ゐる ◦乙れ は 文 
明 十八 年、 雪 舟 七十 六 歳の 筆で、 老熟の 境 R 入つ / 2 渾 成した 出來で ある ◦これ 等と 共に やかましい の 
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は" 黑田 侯爵 家の 『議 老』 三 幅 對で 、中尊には 彼 一流の 雄壯な 筆法を 用 CA て. Q るが、 左右の 兩筆 はま 
乙 と {C 秀潤な る III 水を 描いて ある 〇  ( 但し、 左右は 彼の 門弟の 描いた ものとの 說も ある 〇) 尙ほ黑 
田家には 今一つ、 山水の 屏風 も ある。 乙れ は 稍 筆法を 異にして、 南畫 かと 思 はれる ほどに 疎鬆輕 淡な 

る裡に 高 逸の 趣を 出して， Q る 〇彼 

■ には at た 花鳥に も 優れた 作が あつ 

筆 

^ て" 或る ものは 著 色せられ、 或る 
1 ものは 省筆の 水 墨を 以て 作られて 

水 

固 ある 〇殊に 馬 や 牛の 略畫に 面白い 

I ものが ある 〇 所謂 一筆 描きの* 極 
伯 

I めて 輕妙な る、 しかも 活躍の 狀の 
配 

C 眞 (C 迫つ た圖を 見る 2. とが ある 0 
「人物 牛馬に 於け る や、 一點 筆に 

して 成る、 rJ の 法. 雪 舟ょ 6 始まる」 と 古人 ^ 言つ て ゐる〇 因に 彼の 用 CA た 落欵 には、 普通 「備陽 雪 舟」 
「雪舟泛 <- とあるが、「渡唐雪舟」又は「四明天童第一座雪舟」とも記してあ6 » 老後のものには年 
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齡を 入れた の も ある。 それ ^ は 六十 七 乃至 八十 二位の が ある 0 

水の 意義 一 次に&|:獨得の妙技と3れる破墨山水であるが、此の破墨の意味は、ょく今 
の 人 (C 知れて， Q ない 0 現今の 人、 書 5: 讀 〇 に 粗で ? > るた めに 用 墨 用筆の 事 R 暗く、 破 墨 • 潑 墨の 事な どを 
等閑 R 附して 居る から 一寸 話して 置く  〇破 ¥liil は 南 宗にも 北宗 {C も あぅて、 山水 畫を かく 墨の 使 ひ 
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方で ある。 
先づ破 墨と 
は 墨を 點破 
する の義に 
て 淡 墨 {C て 


じ やう 1* ノ 


紺 輪廓の 皴を 

-藏 

先へ 描 5! 置 

气後£%;或は 12 5货て-黯の黯編 %( し-卽ち顯槪して或は_などを加へるのでぁる。これ南 
晝の破 墨 法で ある。 又 刷子 排筆 など k て、 山の 形 •水の 形 1: 槪略 R 淡 墨 R て 描き あき、 其 上へ 濃 墨 ^ て 
樹木、 山の 凹處な どを 刷 擦し、 丁寧なる (C は皴を 加へ、 點苔を 加へ るので ある 〇乙れ 北 畫の破 墨 法で あ 
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る〇潑 墨 法は、 潑 とは 水を ブッ ヵヶ〆 義 にて、 潑 墨とは 墨を ブッ ヵヶ〆 意で ある 〇 故 ic 先 づ淡墨 にて 
山の 形、 土坡の 輪廓を 定め、 一而に 塗 6 置き、 山の頂、 谷間な どは 暈染卽 ち < ' 1' を 取ぅ、 乾きて 後 又 
輪廊を描刍起したぅ、皴を入れ /2 6_するのである。故に米元章 4; 问展也などの筆で、淡墨を用ひ、ほ 
V 山の 形" 土坡 など 描き、 上 ic 濃 墨 或は 淡 墨に て點を 打ちて、 秀潤を 現は すので ある。 是は南 宗の潑 墨 
法で ある 〇又淡 墨 ^ て輪廊 を 定め、 一面 (C 塗つ た 所へ、 くまを 施す 可き 所へは くまを 入れ、 輪廓を 描 
き 起し、 皴を 入れる ◦乙れ は 北 畫の潑 墨 法で ある ◦最も 簡略して 輪廓の 中を 塗. 〇、 くまを 施し、 皴を 
描く 事 も ある。 是は北 宗の潑 墨 法で ある。 故に 南畫は 常 W 破 墨 法 ^.: 以ぐ山すを描き、 *4 畫は^ド潑墨 
法を 用ゐて 山水を 描く 乙 と、 誰も 知つ た 通 6 である 〇南晝 は皴を 先き k 描き、 種々 の皴が あ- C、 北畫 
は 先 づは大 斧 壁 •小 斧 壁を 用ゐ て、 あと ^ て 描き 入れる 乙と である 。又 渲染と 暈は、 用 墨 (C 屬 する 0 
然れど も 用筆を 離れて 亂 脈 {C してょ しとい ふでは ない ◦皴樹 法 •點苔 等は 用筆 法 なれば 南北 {C 拘らず 
筆意 正しから ざれば、 畫に ならぬ 乙と である 〇今雪 舟の 山水は 北 -rx? であるから、 常に 潑墨 法で ある。 
故 ^ 眞山 水は 勿論、 毛 利 家 大卷物 等 皆潑墨 法で ある 〇其破 墨 法は 帝室 博物館の それの 如く 北 晝の破 墨 
法で ある 0 

一雪 舟 門！^ !©! 人々 一 雪 舟は 專 pLJ k 畫を敎 へた ことは ない が、 何しろ 天 ドーの 名が あつたので、 そ 
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の 門 {C は 常 {C 爭 つて 徒弟が 集つ た 〇彼は 忙しい とい ふ 程で もなかつ たから、 よく 門人の 世話を して敎 
へたら しい 〇そ 己で 優れた 門人は 出で なかつ た k 拘 はらず、 後年 狩 野 派が 一方に 崩を 稱 へる やう R な 
つてから も、 雲 谷 派 や 長 谷川 派と なつて、 中 國 •九州 地方 ^ は 長く 勢力を 張つ てゐた 〇乙れ k は!^ が 

じ ゆん しやく 

各地 k 巡錫した にち 依る が，、 又當時 彼の 高名が 一世を 風靡して ゐた餘 勢で 2 あらう 〇それ 等の 門人 

秋 中、 比較的よ く 描いた のは 

筆 秋 月と 宗 淵と 周 絡で ある 0 

加 秋 月は 名を 等觀と S、 本姓 
E  •，ぶ 

〇  は 高 城で、 代々 藤 摩の 島 津 
S 氏に 仕へ てゐ た〇壯 年の 頃 
歡 から 周 防 {C 赴き 雪 舟の 弟子 
とな 6、 修禪の 傍、 畫を學 

んだ〇 雪 舟と 共に 入唐した ので T 入唐 秋 月」、 「在 唐 三年」 等の 字を 落 欵に 見る ので ある 〇 を して 明應 
元年 ^ は鄕 里に 歸つ てゐ る〇 彼の 晝は  一口 k 言へ ば R 學んで その 通り k 描き、 版で 押した やう (C 
描いた ので ある ◦却て 宗淵 M. 4 の 方が よく！ f f: の 趣を 手に入れて ゐる が、 伽 t- が 先輩で、 雲 谷 庵の銜 
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住と なつた のみならず、 當 時の 人の 美術 眼は 低く かつた から、 却つ てき ^ $ のつ いた 秋 W の 方が ょく 
見ぇた {C ょつ て、 P'J 人 も澤山 出來 て、 雲 谷 一流が 弘ま つた 〇宗 淵は 相 模の禪 僧で、 如 水と 號 し、 又ガ 
尺 子の 別號が ある 〇周 耕は 多 武峯の 僧で 雪 舟と 同行して 支那へ 行つ た 人で あるが、 いづれ も歿 年は 詳 
かで な SQ 

五、 雪舟亞 流の 諸家 

nr 舟の 精神と 雪 村 一 明 兆 •如 拙 •周 文以來 、所謂 東 山 時代には 名 晝手濟 々として 現 はれ、 從つて 
師弟の 關係を 追 ひ、 或は 先人の 風を 慕つ て、 おの づ から 諸 流派が 現 はれた。 例へ ば 明 兆 風 •周 文 風 • 
秀文 風* 宗丹風 •蛇足 風の 如き 乙れ であつ たが、 その 畫の 優秀で あつた 爲め に、 最も 廣く 後世に 傳は 
$、 最も 有名と なつた のは 雪 舟 派 及び 狩 野 派で ある。 その 狩 野 派に 關 しては、 別に 章を 立て、 言つ て 
あるから、 玆に は！ i ^J-* の 末流が 何ぅな つた かにつ いて 語らぅ 〇雪 舟 {C 從つた 畫 僧に 秋 月 •周 耕 •宗淵 
等の あつた 2: とは 前項の 如くで あるが、 自ら その 晝 流と 稱 して、 妙手の 春の あつたのは 雪 村 周 繼 であ 
る 〇僧雪 村、 名は 周 繼 、號 は如圭 、又儉 蒼 齋 •鶴 仙 老の號 も ある T 繼雪 村」 の 落 欵を用 ひて ゐ る。 通稱 
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家 

藏 
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ニー ー八 

は 平藏 とい ひ" 佐 竹 家の 一族 (C; して 常 陸の 人で ある。 その 父が 雪 村 
を廢 して 庶子を 立てん としたので、 薙髮 して 曹 洞の 禪僧 となつ 
穴 〇始め 周 文の 筆意を 慕つ たが、 中頃： 雪 舟の 法を 學んだ ◦故に 周 
雪の 二字を 取つ て 周繼雪 村と 稱 するとの 乙と である 〇晚年 また 宋 
元 名家の 風を 學び 、終に 新 意 5: 出して 一家 5: 成す に 至つ た 〇常 {C 
唐紙を 用 ひる 乙と 稀に して、 那須 紙を 以て 描 S た、 世に 雪 村 紙と 
いふのは 乙れ であると いふが、 その 紙 甚だ 朝鮮 紙 ^ 類し* 識別に 
苦しむ Z. とが ある。 評に 「雪 村は 雪 舟が 描く と 乙ろ の氣 韻 ^ 及ば 
ず"！！ 舟は 雪 村が 描く 所の 精巧 (C 及ばず」 と あるが、 誠に 然 ぅと 
S ふべ く、 巧妙なる 乙とは 雪 舟 {C 過ぎ、 或は 雪 舟 ^ 優る 出 來の物 
も あれ ど、 何となく 韻 致が 乏し so 最近 k 至つ て 彼の 晝を賞 する 
者 殊に 多く、 晝價 或は 雪 舟 $: 凌駕す るを 見る ので ある 〇その 歿し 
たのは 貞和二 年 十二月 二日 {C して" 年 五十 七て あつた。 會津 家の 
『仙人』、 東京 博物館の 『山水』 双幅、 三 井 (八 郞右衛 P'J ) 男爵 家の 『龆 


%  諸 の沭  ns  舟 雪  五 


虎』圖屛風の如き、その代表作であらぅ。 

I 雲 谷 派の 消 長 J 併し .111 村は 獨 步の畫 僧で あつて、 敢て雪 舟の 衣鉢を 嗣 r 乙と を 標榜 もしな け 
れば 、又 その 法を 後世に 1 m- しもし なかつ たが、 一方 雲 谷 庵に 住して 雪 舟* 秋月以 來の 名を 繼 承し、 狩 
| 野 派に！ して 流 名を 立てた のは 雲 谷 派で あつた。 又 乙れ と 匹 伍して 長 谷川 派なる ものが 心つ た。 殊 
一に 雲 谷 派は 中國 •四國 一圓に 勢力を 張 德川 氏の 初 世、 狩 野 派の 未だ 後 ほど {C 勢の なかつ た 頃は、 乙 
一れ と對抗 して 寧ろ 戲 ぐ ものが あつた。 雪 谷 派の 祖等 顔は 肥 前の 人に して、 はじめ 狩 野永德 R 學び "の 

| ち轉 じて. s* ^-* の 風を 慕つ た 〇本 姓は 源、 治平と 稱し た。 雪 舟 - 秋 月を ついで 雲 谷 庵 三世と 稱 し、 氏 

一 も！ S ハ 公に 改めた 。天 正を 盛と した 人に して、 防 長の 大守毛 利 輝 元が、 雪舟の筆 意を 傳へ たものを 求め 
\ るに 當 6、 應じて 乙 れに 仕へ たので ある。 山水 人物 花鳥 共に 筆力 遒勁 にして 墨氣に 富んで ゐるが 、要 
一す る k 只 §! #• に學ん でを の 形體を 得 / 2 とい ふ* たけで、 何等の 精妙 も 何等の 韻 致 もない ので ある 〇そ 
の 子に 緊尉 と |^|とがあぅ、ゆ,は覦島正則に仕へたが父に先つて歿したので、等益家名をついで法橋 
に敍 せられ、 ょく 父の 法を 傳へた 〇 を の 家の ち數 代に 及んだ けれど、 一方 狩 野 派に M 倒される と共に 
、家に 名手 出で ずして 次第に 勢力を 失する の 止むな きに 至つ / 2 〇 

1,11^ 谷川 派と mwl 1 i か 1* M. と f»] じ 頃に、 越 前に 長 谷川 等 伯なる 者が あつた。 はじめ 曾 我 派の 紹 
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四〇 


し ? フ 


祥を師 とし / 2 が、 更に 狩 野 松榮 {C 學んだ 。然るに 當時狩 野 派には 永德 •山樂 •友 松 等相繼 い で聲# 
をぁげ、彼の及ぶ所でなかったから、のち轉じて雪舟を慕ひ、別 ^ 一家をなし、自稱して雪舟第五世 

と 言つ て. Q た〇そ の 時 恰も 等顏 また 
を 雲 谷 庵に 66 て 三世を 唱へ 、相爭 •つ 


等 

伯 

筆 

枯 


て 幕府に 訴へ 、正統を 乳した が、 遂 
に負けて別夂長谷川家を立てる己 


^  . 


木と になつ た〇彼 また 筆力 勁 健を 以て 
候當 時に 知られた ◦をの 第二 子久藏 は 

E) 信 春と 云 a " 家風を 學び て更 {C 元 信 

龍 

-3 の 筆法を 交へ、 伎倆 父に 優って 聲名 
( 一時に 高 かつた。 また 等 周 も 等 伯の 
子 (C して 家法を 傳へ 、その後 代 暫く 


相っ い で 長 谷川 派と 稱 したが" 乙れ と 言 ふ 人 も 出で なかっ た ◦尙ほ 等 顔 •等 益 •等 伯 等の 筆跡は、 殊 
に 大德寺 塔 頭の 襖 等 {C 多く 遺って 居る。 乙の 二 派と 駢馳 して、 慶長元 和の 際 R 有力で 有っ た 曾 我 派 も 


あるが、紹祥の子底庵、その子二赶响(共に前出)の外* 餘 
6 名手は 出で なかつ た 〇斯 くして 數派 入. CS 亂れ て覇を 爭つた 

結果、 統一して 德川 三百 年の 正 流を 形成した のは 狩 野 派で、 
をの 功は 專ら 探幽の 上に 歸 3 なくて はならぬ 0. 

犮 松の | 派 一 併し その 同じ 狩 野 派から 出で、、 當 
時 別に 一家を 成して 居た のは 海 北 派で ある。 をの 亂澈啦 虹 奶 
は 名を 昭 益と いひ、 狩 野永德 k 學び* 更に 1 槪 HI つて 一家 
をな した。 その 中年 以後、 梁楷 風に 描いた ものを 您數 と稱し 
他の 晝 法と 頗る 異 つて. Q る。 一說 {C & 松は 朝鮮に 航 して、 斯 
る晝 法を 得て 歸つ たの だと も S ふ。 慶長 二十 年 六月 二 日 八十 
三で 歿して ゐ る。 その子 孫 また 京都 {C 在つ て 家業を 襲つ た 0 
中 ic も 友 松の 子の 友 •雪な ど 比較的 名を 知られて ゐる〇 肥 後の 
背 本 二 天の 如き も、 友 松に 學んで 別趣を 發 揮した 人で ある 0 
彼は 武藏 とい ひ、 播 摩の 人 (C して、 劎客 無二 齋の 子、 宮本武 

一四 一 
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一四 二 

右衞 門の 義子で ある 〇劎 道に 達して 二刀流を 創めた <1 と 及び 父の 讐佐 々木 巖 流を 討ち取つ たこと^* 人 
の 知る と 乙る である。 道釋 人物 花鳥を よくし" 殊に 劎氣 に滿 ちた る雋秀 の 略晝を 巧みと した。 『枯木 
鳴鵑』圖の如きをの代表的のものである。彼は正保二年、六十四で歿してゐる〇固よ6是等は皆朿山 

(呂 時代の 人に あらず して、 豐 
1 1  臣 よ'^ 江戶に 入 6 ての 人で 

天 

| あるが、 或は 雪 舟、 或は 狩 
制 野の 古法を 追 ふと 稱 する も 
®  ので あるから、 特 {C 添へ て 
賴置い たので ある 〇次に 狩 野 
i 派に ついて 語る のは、 前後 

倒錯の 嫌 あれ ども、 本 ® は 固よ {年代 的 k 歴史を 述べる のて な V* から、 便宜上 また 止む を 得ない 次第 
である 〇 


說 


總 


第 四 編 狩 野 派の 諸家 

I  1 、 總說 

一 最も 勢威を 張つ た 狩 野 派 ' I 日本で 一番 發達 した、 一番 勢力の あった 畫の 流派は 何かと 言へ ば それ 
は 狩 野 派で ある 〇流 派の 一番 長く 續いた のは 土 佐 派で あるが、 近世に なってから は 狩 野 派に 鱗 偷 S れ 
て 了っ た ◦德川 時代 二百 數十 年を 通じて 最も 勢力を 張っ たのは 狩 野 家 及び f の 一派で ある 〇卽 ち江 戶 
には 將軍 家の 御用を 勤める 奥 狩 野 •表 狩 野 等の 十數家 が あって 門戶を 張っ てゐ たのみなら ず、 京都に 
は 京 狩 野が あう、 をの 他諸國 R 此の 派の 畫家が 威勢な き 所は ない 有樣で あった 〇 ひ と 6 狩 野 派に 止爻 
| らず "他派を 起した 者、 又は 他派へ 向っ た 者の 多く も-一度は 狩 野 派の 晝を習 ったので ある 0  {^^•办 
j 琳もさ うであった 〇圓 山應擧 もさう であっ た 〇 浮世 繪の 方で も 岩 佐 办 -EC* ハ 衞 •英  一 ! を 初め、 ょい 繪晝 
の 出來た 程の 人で* その 根柢の 素養に 狩 野 派の 法を 缺いた ものは ない ので あった 〇明治 以後で も* # • 
邦 •芳 崖の 二 名家は 固ょ 6狩野の正派を酌んだ人々であって、彼等の黨化を受けた人なる |1« 11[« *. 4* 
廣業そ の 他の 諸氏は 皆 直接に 狩 野 派を 習っ てゐ る〇  gv 德川初 世 以来の 日 4 畫は文 ル 畫そゆ 愉^ 一の 例 

一四 三 
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外を 除いては、 悉く 狩 野 又は 狩 野 M* の變形 した も && みで あ y と 申し ' C' P J: » ろ、 し、 い。！ 狩 は そ 
の 根柢 ゃ 深く、 その 枝葉 ゃ繁 しと 一 fa ふ 可 $、で、 ぁ、 る 〇  ijpi: ?; 派い.！ 繪 か 半 ?:> 如か 己 
と ^ なる ので ある。 

狩 野 派の 特色は 何ぞ I 然らば 狩 野 派の 特色は 何かとい ふに、 2: れは德 川 只 前 卽ち足 利の 末から 桃 
山 時代までの 畫風 と、 元祿享 保の 頃の 畫風 と、 f れ 以後の 晝風 とで 大分 違つ た 所 も あるが、 大體 から 

見て 4 忽 &ti い  1  ぢ  & lv ?: (o i&Mipi:£  かい ■!'» ボい  £。 V れ  大 1 

ある。 狩 野 派では 決して 筆 ?:' 橫 I0J1 し (〇 して^！ を かる 0X1X1 か s' i/い 〇 卽 J； わ P 剧か {c ' T: も いい 
て*  正式な 筆で 正式 わ 法の 晝を 5 :る^ j  E 
れてゐ ない、‘ 眞面な 所がない 〇 同じ 略晝を 砂い T:» も、%? は 一 滑 現晝を 撕 £ て も、 4 處かい いし 
た 胃す 可ら^る 威嚴 とい ふ ものが ある ◦、如何に 下手な 繪 師か畫 k でも、 狩 •派 (7)» 法 b 心得た 人の 作な 
らば、 他派 (C' ない 或る 權 威と 品格い が 備は 6 てゐ る。 0 n' s 皆 it い 眞直 i 持つ 所 如ら 來る か - e4 ある 0 
狩 野 派の 畫 R' 鋒の 樣な力 &ぃか線か多いのは*か£し 1' 心4い所’か 6» が、ひれ斯ち直 *: の|‘；いいか 
る 所 P ある 〇そ の，、 圖の 取ぅ 方 や* 運筆の 法 や、 § :の用 a 方な どに i 特色は あるが* 概して 端正で 
眞 面目で あると s ふこと、 正鵠を 失： S ない こと' 4 "狩 野！ S の 狩 野 i たる 所以 h ある Q そか 等は 正 信* 


說 


總 


元 信 •探幽 •常 信な どの 晝を ょく 見れば 分る 乙と である。 

一|野派 |0| 1 |^| 源ね就^ をれ から 狩 野 派の 山水は 北宗に 屬して 、日本では 周 文 •• 舟、 支那では 馬 
かかぃ か b' 於 かい 0 か 5;: か、 ぃ、 か V、 、 北 «: の 给かか か 峻爽 ^: し、 て 雄勁な ぁ {)' -卽 石の 如 

s' 6 か # > 心 i 如 多い？ かて あるが、 1 i: 時に 狩 野 派は 土 佐 派を も 取ぅ 入れて. q る。 その 爲めに 、人物 畫 

|  g  ぃ  i、 く  V  f  |g 4 S: っマ^ T S: 、 ゃ、 ?! か  ⑦ -C' ベる。、 け n' 、 ど^ iisi  か 

一 か & い t ft' i co' i かいかい、 把. 一 r に、 在 6、、人 物の 如” も 支那 風を 本領と する ので ある。 併し 同じ 支那 風 
一、で、 1; |衝配かか 5> わ、味 ^' 矿50心ぃ興故の索然たるもの 1?» .なく、又南畫の如くに風韻の撕雅を欲し 
j  \い4 咖 i をい！： かい 5かか00心ぃ〇4^>なく構圖は壯大で、良粗たる中に情景の趣の溢れた*しか 
|  V 剛獻心 X> ル か 於 か ハ S; 於 4 :か1| ?: あ、る ±- い同じ奶野派でも初期の物は粗硬にして且っ禪味を含み、 
一渺 i 中 ル S A' か 1' 蒙く 快濶 達む 0&£ ?: 办、、轉、じ、て探幽卜わシと、、稍覇氣、多、く、平板にもなったが、 

| とじ、 て した。 漢畫 R 混 ふる i 和樣を 以てした、 圓 熟せる# 一にな つて ゐる 。それから 後は だん 
?: ん婉美 ^6繊啦匕4ぅ優麗に" ?; る ^: 共に\狩野派に"本來備へた生氣ネく活力も失せて了った。乙 
ルが^ かか か 末流と 稱い てょ ぃ。 併し 常 信 か 家には、 比 i 的 狩 野の 本領ら し ぃ 健實 
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な 畫風が 殘 それを 最近に 傳へ て雅邦 •芳崖 等に 至つ た 次第で ある 0 

I 狩 野 五家 及 支 家 I 玆で狩 野の 家の 分れ 方を 申して 置かう 〇江戶 の 狩 野 家は 德川 幕府に 仕へ て 奥 
繪師 と表繪 師と あつたが、 奥 繪師は 旗本 直參 t で、 將軍 家ょう 御 把持を 頂戴す る 家柄で、 それには 中 
橋 r 锻治橋 •木 挽 町 •濱 町の 四 家が あつた ◦中 橋は 宗家で あつて、 門人に 狩 野の 姓を 許す とか、 僧綱の 
官に 任ずる 乙 とを 取次ぐ とかす る 場合を 司つ て 居た。 最初 京都に 居た 元 信の 孫 狩 野 永德の 子 {C 光信 • 
孝 信 •貞 信の 三人が あつた 〇そ して その 家は 嫡子 光信の 子孫が 嗣 ぐ 可き であつ たが、 此の 三人は 相つ 
S で 病歿した のに、 光信 •貞 信には 子が なかつ たから" 危 くも 狩 野の 嫡流が 絕 ぇょうと した。 幸 ic も 
孝 信には 幼少の 遺子が 三人 あつた 〇守信 / 尙信 •安信が 乙れ である 〇を 乙で 長男の 守 信は 自ら 一家を 
開き、 尙 信には 己れ の 家を 守らせ、 季 弟 R 宗家た る 光信の 家を 嗣が せた ので ある 〇 斯うして 出來た 安 
信の 家は 中 橋、 守 信 (探 幽) の 家は 鍛冶 橋、 尙信 及び その子 常 信の 家は 木 挽 町* それから 常 信の 次男の 

みねの ぶ 

岑 信が 別家を して 立てた のが 濱町 とい ふこと ic なつた ので ある。 その 中で 中 橋は 宗家と して 威張つ て 
居う、 鍛冶 橋は 探幽を 笠 ^ 着て 誇々、 木 挽 町は 代々 名手が 出で、 知られ、 濱町も 亦、 一時 狩 野 家の 總 

じ やうせ き  かかく 

上席と なつた 位の 家格を 有し / 2 ので ある。 それから 奥 繪師で はない が、 乙れ 等と 並んで 勢力の 劣らな 
かつた 別家 R 駿河臺 家と いふの が ある O  rJ れは狩 野の 血筋では ない が、 探 i の 養子の 洞 雲 以來 、家を 
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なして 次第に 勢を 得た ものである S 以上を 稱 して 狩 野の 五家と いふので ある。 表繪師 とは 奥 繪師に 比 
して 家格は 甚だ 劣って 居 御用達 町人 並で" 家の 數は 次第 k 增 加して 十六 軒に も 及んだ 程で ある。 し 
かしを の 家からは 乙れ と 言 ふ 程の 人は 殆ど 出な かつた 〇言は < 奥 繪師を 助けて 御用を つとめて 居た 程 
度の 晝家 達で ある 〇そ の 外、 町 狩 野と いって、 狩 野 家に 學んで その 苗字を 許 3 れ たもので、 幕府に 仕 
へない もの も澤山 あった。 以上は 江戶の 狩 野 派で あるが、 京都には 探幽兄 弟が 江戶へ 召し寄せられた 
後に、， ^^の養子の ||1* |木の家が殘ってゐた0乙れを京狩野と稱し、最近爻でその家があった0をの外 
一： に*  ii 歡 S の 家が 京都で 名を 知られて ゐた〇 また 元信以 來 、殊に 探幽が 出で、 から 諸 國に擴 がっ た 
| 狩 野 派の 勢力は 夥しい ものである 0 

j  二、 流 祖狩野 正 信 

' 一 狩 野の 賽祖景 信の 晝一 研 £ 派なる ものは" 普通 {C 正 信に 始ま \ 元 信に 大成 3 れ 、以後 永德 •松 
f- §4  P  & 他 & s: l : *  €  G ぽ !:- » かとぃ ふ 乙と になって ゐ るが、 その JE I 信とは 如何 f 人で ぁ 
るか ノ乙れ を 調べる k は 狩 野 家の 起ぅ から 知らねば ならぬ 。所で 此の 時代には、 畫 家と 限らず 凡ての 

.! 四 七 
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一四 八 

名家の 系 圆や續 き 合 ひが 頗る 瞹味で あるので、 狩 野 家の 如き も 分らぬ 筋が 多い ◦併し 狩 野は 藤 原 姓で 
二階 堂から 分れ 出で、 伊豆の 加 茂 郡 狩 野 村に 代々 住んで ゐ 穴 ので 狩 野を 氏と したとの <1 とで ある 〇狩 
野 出 羽 次郞景 信と v« ふ 人が、 永 享年 間 k 京都に 出で、 將 軍足 利義敎 公 ^ 仕へ たと ある。 何でも 將軍が 
富士 御遊 覺の爲 め 東國に 下られた 際、 景信は 召 S れて 富士山の 圆 を 描いた と傳 へる から、 此の 地方の 
I 鄕士か 何 かで 豫ね て繪晝 を 善くす る Z. と 附近の 評判と な 6、 將 軍の 御前 揮毫を 行つ て 面目を 施し、 終 
k 京都に 召し 抱 へられ た ので も あらぅ 。此の 人は 後 k 駿河 守と 呼んだ ので ある 〇 勿論、 景 信の繪 とい 
I ふ ものは 傳は つてゐ ないし" 果して 狩 野の 本源ら し v> も のを 描い た か 何ぅ かも 疑は し い が、 兎に角 景 
I 信に 於て 旣に 晝才が あつ た こと だけは 明かで ある 〇然 るに f の 子 正 信に 至つ ては •或る人は 元 信 以上 
だと S ふ 程 (C 繪が ょく 出來た 。元 信の 出で たの も 正 信の 如き 父が あつたから とも 言へ るので ある 0 
一 狩 野 正 信 此の 正 信の 傳歷 R ついては、 諱を正 信 又は 伯 信と SS、 初め 四郞 五郎と 稱し 
後に 大炊 助に 改め、 進んで 越 前 守を經 て 式部 大輔 k 任じた と 言 はれる。 此 人は 若い 時から 將軍義 政 公 
一に 仕へ、 畫を 描く 乙と 1: 主としてを の 近侍と なつて ゐ '/2 o のち 繪晝を 專ら とする R 及んで 公の 命 ^ 依 
ぅ薙髮 して 祐淸 (又祐 勢) と號 し、 法眼 ^ 叙せられ てゐ る。 彼は 晝を周 文* 宗丹に 學ぶ とも 言 a 、 或は 
如 拙 R 學ぶ と ^ 言 はれる が、 それは 直接 (C 學んだ のか、 その 風を 慕つ たの か 明かでは ない、 正 信の 傳 
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記は 頗る 曖昧で あつて* 例 
へば 延德二 年 七月 九日 三十 
七 歲で 歿すと か、 天文 十九 
年 七月 九日 九十 七歲で 歿す 
とか、 大 S ぅな 差が あれ ど 
眞 筆と 傳 へる もの、 中には 
老年ら しい もの も あるから 
九十 七 歲說を 信じた 方が ょ 
からぅ。 雪 舟が 明から 歸つ 
たばかりの 2. と、 足 利義政 
は 東 山に 銀 閣を營 みて、 初 
め 小栗宗 丹に 晝を 描かせた 
のを 未完成で 歿した ので、 
更に ■ 舟 ic 命じて 描き 足 3 

一四 九 
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せようと すると S* 舟は 正 信を t 擧して 彼 ^ 描かせた との 傳說が ある 〇これ を 信ずる とすれば* 正 信 • 
か •雲 舟の 關係も 略 分る。 兎 (C 角 その子に 元 信の 如き 偉い人の 出で た 21 とから 考 へても、 畫を 以て 
に 仕へ た 乙と を 思つ て も、 彼は 當 時の 大家 (C つ S て相當 に 稽古を した ^ 違 CA ない。 併し 彼の 畫は 
後の 狩 野 派とは 違って、 Ml 逆る 東 山 時代の 51 晝 であっ て、 他の 雪 舟 •周 文* 啓 書記 等の 描いた もの 
と*  一 M$ 撕通ず る ものが ある ◦それと 同時に その子 元 信の 或る 畫 風と 餘 程よ く 似ても 居る。 た 三兀信 
の 方は 腕が 達者で、 縱 i 自在 (C 筆を揮 CA 澱み 滞る 所がない と共に、 稍 覇氣が 現 はれて ゐるが 、正 信は 
寧ろ 穉拙 な點は あると しても、 規格 整然として、 飽くまで も眞 面目で ある 〇技 巧の 奔放 自在は ない 代 
-=N (c 、 xt «T M であるけれ ども 出來 のよ いもの k 至っ ては 父子の 別 5: 容易に 判じ 得ない 。只 本筋の 筆の 
使 a 方で、 熟した 巧みな ものを 元 信と する ので ある。 

一 眞 作の 稀な 正 信 I 何れにしても &昏の師事し /2 人は當時の大家であった筈で、又彼は一方馬遠* 
❺斟 等の 傑作から も 啓發さ れ穴 ので ある。 正 信の 代表作と も稱す 可き は 『茂 叔愛 蓮圖』 、『虎 溪三 笑圖』 
等で あらう 〇眞作 疑な しとい ふ ものは 餘 6 澤 山ない やうで あるが、 兎に角 彼の 作は 位置が 穩當で 、濃 
配 宜しき を 得て ゐ る。 同じ 東 山 時代の 畫で も、 穩 R して 正と S ふのは 正 信の もの あたう であらう 〇土 
如き办 の 如きは 固よ i. s. 4. #. .  § ?- r I: I. 皆 S となく 老ぃと 意が t。 過ぎ f 過 


ぎて 摯實 & 正と いふ 乙とは ® T 木 すれば 足ぅな Y: か、 正 信の 作は S ぅでな so 堂々 として 居ながら しか 
II か 龆 i かいわ、 so” か & い？ 4 し ?' i い & ぃ、 初 P でな、 so 5 <張6 直筆を 以て 雄勁な 線を 描ぃて 
5 ^ いい かを いむ 〇 '* pw  po『 5: 笑』 W 卽 y ti' 、 梁楷か W いの { !: 聿法で 、力が あって、 しかも 躍如と して 
^^かい耐阶の出、來ばぇなど、一 71:* 會も及ばざる所である0元信の如$技巧のない所に、元信以上の味 
が ある。 併し iE« Tf. はま だ 狩 野 派の 本筋の 晝 家と 言 ふことは 出來 ない。 元 信 出で、 始めて 狩 野 派ら しい 
畫 は出來 上つ たので ある。 

三、 狩 野 法眼 元 信 

空前絶^^ a 家 一 狩 野 派には 先づ正 信と いふ 大家が 出で たが、 これは 晝 を 專ら としたとは 云 ふ 
もの、、 逸品 筋の 晝で あつて、 雪 舟 や 周 文と ひとしな みに 扱 ふ 可き 名ので あつた 〇そ して その 畫風が 
和 習 ビ帶び たとは 言 ひ 乍ら、 まだ 純然たる 漢 晝の飜 i を 出づる 乙と 遠くな かつた 〇然 るに、 元 信 {C 至 
つては、 旣に漱 r ではなくて、 本筋の 修業を してゐ る 。幼少から 父 (C ついて 敎を 受け ^2 のみならず" 
一所懸命で 畫 (C 沒 頭し ^ ので ある。 本筋の 晝を やつ 穴 人 も 決して 少い ではない が、 元 信と か探幽 とか 


1 五二 

の樣に 一筋に 自分の 

.如 派に 向つ て やつて 

W 來た 人は 餘 6 ないで 

ft X ぁらぅ 。同時 {C 彼は 

筆 東 山 時代に 在つ た 色 

溪 々の 傾向、 例へ ば 父 

問 の 正 信 風は 勿論、 雪 
奇 

圖 舟 風 も 雲 谷風 も 周 文 
S) 風 も、 如 拙 風 も 皆 取 
^  6 入れて ゐる〇 それ 
CM から 支那の ょい 所？ ^ 
皆 硏究を 積んだ。 の 
みならず、 土 佐の 本 

流の 女を 妻と して* それからす つかり 倭繪の 極傳を 受けた ので ぁるから、 鬼 R 金棒を 持たせた 樣なも 
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ので あった 〇そ 乙へ 彼の 天性の 晝才が 頗る 豐かで あったと 來て 居る ので* 彼は 遂に 神品 作者の 氣譽 5: 
獨占 する ことにな ったので ある 〇實に 雪 舟が 空前 絕後で あったと 同樣 に、 元 信 も 空前 絕後 であっ た 0 
™ 彼の 如く 諸 流を 打 OV て 一丸と し、 0か上 (0 )大流派か奶奶を立、て、ル 0' |^、稀 ?; るか阶5:い聲_£い 
た 人は、 和漢は 勿： 1 西洋に も 比類の 處で ぁらぅ O  S の 極力 元 信を 推稱 1-' る 所、 玆 £siG -c» 
元 信は 我 朝 繪晝の 大家で あると 稱して ょい 0 

一 一元 信の！ 運と i 狩 野 元 信の 生れた のは 文明 八 年で あるら し so 彼は 正 信の 長子 R して* 母 
| の 姓は 傅は って 居な so 初め 四 郞二郞 と 云 ひ、 後ち 大炊 助に 任ぜられ、 畫の 業を 以て 法眼 R 叙せられ 
た0歿したのは多分永祿二年であらぅ03ぅすると八十四歲が行年となる0彼は十歲の時から貧 &° に 
仕へ て、 小姓を 勤めて ゐたが 、間もなく 父 正 信が 歿した の だから、 假に正 信から 晝を 學んだ としても 
，でれ は 僅の 間であった ◦彼は 四 五歲の 頃から 晝が 好きで、 人物 鳥獸 草木 器物 等を 見る {C 從 って 描き 試 
みたと いふ 位に、 頗る 早熟の 方で あったが、 三十 歲臺 には 旣に 立派な 大家 {C なって ゐた〇 これは 彼の 
畫才の 天分に も 依る が、 丁度を の 頃 雪 舟を 始め 東 山 時代を 飾っ た 諸 大家が 後を っいで 歿した ので* 彼 
をして 名を な S しある 機會 となっ たので ある。 そして 彼は 無位 無官の 禪 僧、 又は 將 軍の 近侍 達が 餘業 
として 畫を描 S て 居 / 2 時代 に、 父以來 の 業を っいで 專ら晝 を 以て 身を 立て、 遂 k は 越 前 守 k 昇. CN* 且. 

一 五三 
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つ 當 時の 習慣から 法眼の 稱 1: 3 へ 得た ので ある。 そこへ 彼は 土 佐 派の 宗家た るか il の女ヂ r  (始苛 ) 
と 結婚し、 光信が 歿して その子の 光茂の なほ 幼少 k して 家名を 保つ ^ との 出來 ない の ^ 際し、 それ ic 
代って 土 佐 派の 繪所預 となった ◦元 信が ®' か h 娜せ 、かか 5 : 於 卜！^ .0» ®v ¥v を m' B' is: 3 :か 
のは 實に これ も與つ て 力が ある 次第で ある 〇繪 所預と 言へ ば、 今日の 帝室 技藝ポ などの 比では なく、 非 
常な 重き もの、 隨つて 名 # な もので あつた 〇それ を 如何に 土 佐 派が 衰微した からと て、 他流 {C 取つ て 代 
られ たのは 殘念で あつたら ぅ。 併しを の 好運 k 乘じた 元 信は 幸で あつた 。東 山 時代の 漢晝 は #' 0' 大^. 
|  k 依って 一丸と 3 れ 、統一 S れた 所へ もって 和て、 倭 繪の秘 ぬ X, 受か PJ i: 雨、 晝 b  j 和 い阶 JP S' 、 へ 

|  > b » 仰がれ -5 » も かも か 次第で ? >: る。 

j  h 兀一^ 硏究と 其 苦心— | それでは 元 信の 描いた 晝はど ん な ものである か〇 同じ 流派の 後人た る!： 4 
永納は 斯ぅ 言つ てゐる 0 「凡を 元 信學ぶ 所、 山水は 則ち 馬 遠 •夏珪 •牧溪 •玉澗 •及び 1外 擧 •A I13* の! i 
j 色。 人物は 則ち 馬 遠 •夏 珪® 梁楷 8顔輝、花鳥は則ち趙昌*馬遠.舜擧0倭繪は則ち信|^^|の法 
k 因る。 而 して その 短き ものは 乙れ を 除き" その 長き ものは 乙れ を 取-^、 人を して 正門 R 入- CN、 直咨 
を 行かし む。 その 晝 R 於け る 功 や大衣 るかな」 と 〇言ふ 迄 もな く是 等の 人々 は 和漢 第一流の 名手で あ 
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る 。併し m ふに 彼の 作畫 上の 苦心は それだけでは なかつ たらう 。この 位なら 雪 舟 やを の亞流 者 も 試み 
たらう し* 今の 晝家 でも 少し 勉强を する 人は" 皆 2: れ以 上に 多くの 粉本を 漁つ W 居る だら う〇只 、彼 
はこ n ic 止まらず 盛に 寫生 をして" 自然の 景物の 中から 自分の 畫を產 み 出 5 うとした ので ある 〇その 
事 {C ついては 色々 の傳說 が傳 はつて、 一本の 松の 枝の 描き 足うな かつた のを、 東行の 際 箱 根 山で 松を 見 
一て 感じ、 再び 堺の 一國寺 爻で 立戾 つて 襖の 畫に 描き 足した との 例 も ある o( 但し 乙れ は 狩 野探幽 であつ 
一た と本傳 へる。) 以て 如何に 彼が 忠實 に寫 生を 行つ たか C 知れる 。後の 狩 野 派の 人達は、 實 物の 寫生な 
j どは 何う でもょ い、 昔の 名晝 を臨摹 して、 それを 手 {C 入れて 居たならば 充分で あると なし t 甚 しきは 
父祖の 遺した 粉本を 見て 描く にあらず んば晝 が 出來 ない とい ふ 如き 有様に なつた が、 元 信は 決して そ 
んな乙 とはな いので ある。 實物 についての 苦心を 少なからず 積んで 居る。 

I 元 信の 代表 傑作 一  一 7n* JI R は 傑出した 作品、 殊に 圆の 大きい ものが 隨分澤 山 遺つ てゐ る。 中に も 
一京 都^^の 1 §爵 には 四十餘 幅と いふ 多數の 傑作が ある ◦その 主な ものに、 水 墨の 『雪景 山水 圖』 
が 八 幅、 淡彩の 『山 水樓閣 人物 圖』 が 六 幅、 水 墨の 『月夜 山水 圏』 及び 『雨中 山水 圖』 が 各 六 幅、 そ 
の 他 『瀑布 花鳥』 『溪 山間 奇』 『松竹梅！! 歡』 各 四 幅な どが ある。 大德 寺の 大仙院 には 『四季 耕作 岡』 
が 八 幅、 同じく 聚光院 に は 『釋迦 * ii- 摩 •臨 ^: 』 と、 十二 幅の 『山水』 岡と が ある」 si R 東京の 博物 能に 

一 五 五 
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在る 『祖師 圖』 六 幅* 禪林 寺の 『巖 浪圖』 十二 幅 等、 大作 中の 大作で ある 〇その 他 一幅 又は 双幅 •三 幅 
對に なつた 比較的小 S いものの 傑作は 數 ふるに 勝へ ざる 程 {C あつて、 をの 多くは 山水で あるが、 花鳥 
人物 も 少なくな い。 又倭繪 風の繪 卷 物では、 最も 有名な のが 山城の 鞍馬 寺 R ある 『鞍馬 寺緣 起』、 淸凉寺 
の 『釋 迦緣 起』 等 M れ等は 狩 野 派の 繪卷 物の 代表作で ある 〇 『夢想 天神』 を 描いた もの も、 後世から 渡 唐 
天神 圆の 手本と S れてゐ る 〇輕妙 洒脫な ものには 『くし やみ 布袋』 の 如き も あつて* 多方面の 畫才 を發揮 
して ゐ る 〇 

一 最も 優れたば^^ 一 ill それ 等の 中で 最も 得意な ものは 何かと 言へ ば 山水 晝で ある 。最も 多く 描き 
もし 又 最も 珍重 3 れるだ け あって、 f 興 蹟 で ^: る、 限、 ぅ、" ー ゲ^ j いぐ# ゲた、 も、 の" は い、 の* -e^ ^po i; の 

SI 圖  ぢ⑤  s- 4: 4: ぃ  ぃ  PASas  恕  y  & T-' $。 #: 色 ぼぃか 

で 秀 潤に して、 墨が ぼっか $ と 筆 かもとの 阶い i ?: て、 ゐ、 る Q 1||】|1、で、も、 «: が ||,$ 11 ^: 溜いむい 1:'» 、 
根元の 所に 溜る のは 元 信： £け 1?» ある 〇  £ じ 皆に 直 *: に^^ 0 P、 聲 0' 歡 や わ ハゲ^ Jyii い f: ら、 し、 て、 
一番 下まで 持って！ J：  く 人は 他に なぃ の -e' あるが、 f 兀 信は f: 尖 3が、 を 价、 っ だ §^ -e' i、 ど 
んと 打つ た' たけに 止まらず、 最下 端まで 擦 o» て かつ -{:» そ ひに 4 \ るので、 墨 和！！」 k 溜 o' て， q る 
のて ある 〇これ 實 {〇 元 信 か 神品た る 所 §; で、 |5]' § {0 你人： 咖を作 かた {、 办. 他人 §作が紛れ 72' $ 
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(蔵院 雲靈） 圖鴨宿 汀 蘆 细信元 野 狩 


、しても、 それ S へ 見れば 直に 眞腭は 判別 出來 るので ある 0 
元 信 0' 山水は 斯うして 描いて あるか 〔ら、 墨色の 秀斷 i い C* 
i 致の 雄 健なる 乙と 比な しで ある 〇 その上 彼の 晝 k は 墨の 
調子が まこと i ょく 出て. Q、 て、 濃淡の 工合に 何とも 云へ ぬ 
务はレ 3 が ある 〇それ から 彼の 畫は 何處 となく 莊 重で 端正 
、で* 1 か 4ル ず、 且つ 銳く〇 强 S ところが ある。 い n' も 他 
ない の - e' ある 〇その 結果、 往々 \覇 氣と思 はれ か 乙と 
本 ある 位で ある。 同じ 樣 k il 湘 八景の 圖を 描いても、 外の 
人なら 箱庭 的の、 規 局の 小 5 s 硬 s もの. になる ところを 彼 
は 雄壯に してし かも 悠揚 迫らざる 面目を 發 揮す る〇又 彼の 
筆は 出来るだけ 省いて、 極めて 大づ かみに 描く けれど、 そ 
れで 居て 細密な 部分を 洩して はゐ ない。 雪 舟の 破 墨な どの 
やうに 一息 (C 氣韻を 迸らせる やうな 2: とはし ない、 何とな 
く 大まかで 、同時 k 微細な 點に 注意が 拂つて ある 〇 乙 れ等 
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一 五八 

ド 

は 本筋に 腕 ?: 練っ た 者が、 自由自在に 筆に 行せ て 
描く ic 非ず んば 能は ざる 所で ある 0 

の 花#^?^ I 彼は 花鳥に も 凡手で 
はなかった ◦「彩 畫は當 時 元 信 一人」 と 言は n た 程 
あって、 父 正 などに も 似通 〇 て. Q るが、 もつ と 
i 辦し た* 彩色 法の 妙所に 觸れた ものである 〇殊 
に 彼 一流の 骨 立つ た 力の ある 筆を 巧に 使用して、 
いや 味なく 美しく* 規模の 雄大な 圖をっ ける あ / 2 
ぅ、 入神の 作と 稱 する 外は ない 〇その 岩石 や 禽鳥 
の 描き 方は* 山水 樹草 と共に、 後世 狩 野を 始め 諸 
派の 般— となっ た < け あって、 寫實 から 出で、 更 
に- S 節した 秀拔な 出來 である Q 彼の 人物 畫に 至っ 
ては、 特色の わけて 著しい もので わつ て、 道釋人 
物、 例へ ば 『釋迦 •達磨 •臨濟 J 或は 『釋迦 •文珠 •普 
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賢 J の 如^/皆 構 


亡 んせ. ％ 


圆の 端正に して 筆 


狩 墨が 健實で ある 

野 

元 

信 

筆 

にも 優れた ものが 


と ◦彼の 獨 壇場で 
わる ◦人物は 正 信 


あるが 殊に 彼のは 
思 1 が 深遠で あ 
る ◦彼の 思想に つ 
S ては 更に 一言し 
なくて はならぬ 〇 
y n' i  彼  §  禪 si 
5 心と s ふこと であ 

y“& g: si 
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一六 〇 

を 解す るには 禪を 忘れて はならぬ ので あるが* 殊に 元 信の 物に 至つ ては* 凡て 禪の 深遠なる か i 4 £ 
晶 して 出來 たと 言つ てょ い。 數 多き 山水 も* 花鳥 も 人物 も、 その、 根柢に 禪が あつて、 力 信の， ！!: 機 ^ 觸 
れた揚 合、 それが 發 して 彼の 晝とな つ 穴 次第で ある T 直 指 別傳」 と s ひ、 「以心 傳 心」 とい ひ" 或は 「P 
立 文字」 とい ふ、 あの 直截 眞率に して、 同時 (C 幽玄 微妙なる 所の 禪の思 想がなくて は斯 くの 如き 晝は 
出來る ものでは ない ◦殊に 『香 巖擊 竹』 その他の 祖師 圖の 如き 禪的 人物 晝が 古今 {C 獨步 なる 所以は、 
元 信に 徹 悟した 禪が あつたから である 〇それ 等の 人物の 玄妙 不思議なる 眼 元 や 口元を 見て ゐ ると、 我 
| れ 知らず 禪 道の 奥へ 誘 a 込まれる やうな 心 持が して 來る〇 次に 彼の 倭繪 風に ついて C あるが、 何しろ 
當 時は 土 佐を 始め 倭繪の 諸派の 衰微 時代で あるから、 假 令信實 •光信 i: 慕つ て 得る 所が あつ / 2 からと 
て 元 信の 作つ / 2 ものは まだ 試作の 程度を 脫し 得ない ので あつた 〇それ と 共 ^ 緣 起繪卷 等の 出來榮 ぇの 
一如 何を 以て 直に 元 信の 腕を 論ずる のは 酷で ある ◦是 等は 果して 如何なる 程度まで 元 信 自身が 筆を 取つ 
™ た かすら 不明で" 彩色 や、 細部の 描 線 等は 恐らく 門人 等 ^ 依つ て 行 はれた ので あらう と ffi ふ〇故 k そ 
の 筆法 や 彩色を あげつら ふのは 當つ てゐ ないか も 知れない 〇何れ k せょ、 元 信は 倭繪 k はま だ 十分 k 
熟し / 2 と 言 a 得ないで あらう 0 

「 元 信の 神品た る 他の 理由 II 併し乍ら 元 信が 倭繪を 取 6 入れた 乙とは 餘程 意味が あるので、 稍 降つ 
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て、 狩 野 山樂 等が 狩 野 派の 山水 花鳥 以外に、 時代 風俗を 寫 して、 一種の 浮世 繪を 作つ た i とや、 それ 
が流れて浮世繪となつた乙とや"又從來宋元風の畫人達は倭畫式の卷物は描かなかつたの ^ 、狩野派 
は 後々 まで 常に 一方で 斯うい ふ繪卷 物を 作つ / 2 乙 とや、 皆 元 信に 孕胎 してゐ ると 見て ょい 〇それ から 
ル 05 1^ 2' i 和い 、 以、 は、 4を描か|^0うかく出來“とぃふ乙とにぁっ、て、一局部 {〇 偏す 
る畫 家は、 その 何 流で あらう とま だ 能 手の 域にまで 腕が 練 熟して ゐ るとは 言へ ない ので ある C 山水 畫 
家が 山水の み 描け、 人物 畫家に 花鳥が 出來 ない 如きは、 專門 家と しては 耻づ 可き である 〇探幽 でも 文 
m* でも、 近くは 雅邦で も、 何を 描かせても 一人前 以上の 技倆 ^ 發 揮した 〇而 して その 能 手が* 更に 一 
段 高くな つて 妙 品と なう 神品と なれば、 如何なる 方面の 晝に も、 他の 儕輩を 柚んで る 程の ものが 出来る 
やうになる 。正に x« il の 如きは それで ある 〇况ん や 彼の 描く や吉野 •高 野 •根來 •熊 野を 始め、 諸國を 歴遊 
い〇かいかか&^ 0» が|^か>か {〇 、 ^' 15: 養.れたる傳4:の靈力を以てし、理想的の晝圖を作るに於 
、て 1: ゃ OS 5 か' h 撕わ i I: w かいと 一一 きで fe' る。 元 信 ぁって 狩 野 派 ぁ 6、 狩 野 派 ぁって 
阶ル❿ 代か^?® け かいと、 1 C' ふべ y でぁる 0 
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一六 二 

四、 永 德® 山樂 •興以 

I 桃山時代の 豪壯な 趣味 j 狩 野 派の 晝家 では 先づ 前に 元 信 あ 6 後に M. la* あ- 〇 とせねば ならぬ が、 此 
の 二人の 中間の 時期、 桃山時代に 前後して 幾人 かの 優れ / 2 畫家が 出て ゐる〇 桃山時代と 言へ ば 豐臣秀 
吉の 頃で ある。 秀吉は 匹夫から 身 1: 起して 海內を 統一し、 進んで 朝鮮* 支那へ t で 攻め込ん' た 程の 人 
物で あるから* その 人と な 6 や 趣味は 凡て 豪放で あつて* 美術に も 稀世の 大偉觀 として 大阪 •伏 見 
或は 聚落 等 {C 堅城を 築き 殿閣を 造う、 それ 等 $: 思 a 切つ て壯麗 豪華な ものと したので ある 〇それ につ 
れ て當然 乙れ 等の 城 や 宮殿を 飾る 雄大な 繪晝の 必要が 生じて 來 た〇 恰も 此の際 ic 起つ たの ♦か 元 信の 子 
孫で あつ / 2 〇 當 時の 畫界に は 諸 流派が あつて、 倭 畫の土 佐 も 宅 磨 も、 共に 殆んど 失 勢して 有名 無實の 
有樣 で、 今 正 (C 盛に なつた のは 雲 谷 派 •長 谷川 派 •曾 我 派 等の 漢晝で あつたが、 更に それ 等を 壓 して 
畫壇の 勢力を 獨 占し ょうとして ゐた のは、! 一; に 元 信 b 出した 1 であ、 る〇斯 い 奶 1: 派、 は豐か 哪か意 
氣 k 投じて 壯大 な畫を 作る 所の、 永 德 •山 樂 57 が 心で / 2' の、 で、 y かか わ J t: うぬ わ？ た 0 
故に 桃 IJI 時代 k は 他の 諸派 も あつた けれど* 旣に狩 野 派の 時代が 開けて ゐ たと 見て ょいので ある 0 


以  m  樂  山 徳 永 


一 元 信の 子弟 及、 ひ 門人 一 狩 野 元^ ic は f の 弟の 之 信と いふの が あつた 〇通稱 を 雅 i: 肌と いひ、 畫は 

父に 學んだ と あるけれ ど、 年齡の 上から をれ 

は 信じられない 〇元 篇 の 如く 諸家を 硏究 して 

野 名手 ^ なつた ので あらぅ 〇山水 花鳥 人物を 共 

信にょくし、その筆致は元信に1似してゐると 

I 言 はれ、 無 印 無 落， の ものは、 一 X;* •と 誤られ 
fc— 

■一-.. 

,p ると 昔から 稱 する。 彼 も 爻た 巨 幅 •大作 {C 長 
S じたので ある。 併し 出來榮 えを 見る と、 元 信 
大ょ 6 は遙に 降つ て、 一見 判別が 出來る C 又 元 

院 信の 妻、 卽ち土 佐 光信の 女、' 千 t 光久 も畫を 

藏 

f 描い たが、 これは 狩 野 風でなくて 土 佐 風の も 
ので ある ◦彩色な どは 綺麗に 行つ て 居ても" 
上手な 繪 とい ふ 2: とは 出來 ない。 遺作は 往々 
見 る f c が あつて、 大抵 小 S V* ネので ある 〇元信 の 次男の g 賴 名畫 を 作つ て、 筆墨の 健雅淸 潤なる 乙 
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一六 四 

と、 父 ^ 似る と稱 せられる。 此の 人は 治 部 少輔 {C 任ぜられた 。又を の 弟の 松 勤 V、 名を 齡 儒と 云っ て 
父には 及ばなぃ けれど •» 能 晝を 描ぃた ので ある 〇それ から* か傷の弟子 ^ |:か 3£! 観く(名は| 13 )があ 
った。 乙れ も晝を ょくす るので 相 模國主 北條氏 政に 仕へ た 〇木村 永 光 も 元！! の 弟子で ある 〇江 州の 人 
で、 初め 淺井長 政 (C 仕へ、 後ち 豐 太閤 ^ 拔擢 S れてそ の 近侍と なった 〇乙れ は 花鳥 ^ 巧みで あったと 
の ^ とで ある 〇 

一 金 璧の大 畫と永 德 一 乙れ 等の 人に っいで 出で V、 豐 太閤に 用 ひられ、 狩 野の 名 i: 擧げた のは、 7K» a» 
州 信で ある 〇 彼は 松榮の 長男で-祖父の 元 信から 晝を敎 はっ 左ので ある 〇乙れ も 山水 人物 花 ^- f.l' ず- 
悉く 妙を 極め、 殆ど 神 k 入る との 評が あった。 •い IE§、 の 障 慰！！ や f : 大、 晝一 s fr 息 ど- 、 彼 
の 右 k 出で る 人は なかっ 犮〇 初め 織 田 信 長に 仕へ て、 安土 城の 屏風 や瞭 子を 描き" 更に 秀吉 に 仕へ、 
その 聚落 •大阪 等の 城內 R 描いた 〇殊 に聚落城の金壁に『西湖圖』を作ったものは、當代隨一の壯大 
華美なる ものと して 知られた ◦彼は 本來勁 健なる 筆力を 有って 居た ので、 規觀の 忽おに して ま！ 一の 故 
膽なる 乙と、 祖父 以上で あったから、 松 や 梅 やを 描けば 長 S 一二 丈 も あ々、 人物の 如き も 五六 尺を 低 
しとして、 藁 筆 ^ 墨を たっ ぷ 6 含ませて、 勢の 行く 儘に 揮っ たから、 思 a 切っ て 巨大な ものが 出來た 0 
乙れ がまた 當 時の 諸 大名の 意氣に 投合した ので-新 城 新 邸の 營まれ る每 ^ 、必ず. 1: 5をして描かしめ 
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四 


たとい ふこと である。 III 水は M る豐潤 な 美しい もので、 人物は 宋の畫 家の 法 (C 艇つた 〇餘 6 に 大に過 
ぎ 粗 ^ 過ぎて、 畫 としては 何ぅ かと M はれる もの もないで はない が* 齡く fel くの 街！ 觀 にして 獻漱 眼を 奪 

ふ もの、 圖の絕 大と相 待つ て、 甚だ 壯 
符 快 ^ 覺ぇる C 特に 今に 傳 へて 傑作と 
| する のは 上 杉 伯爵 家 {C ある 『厩の 圖』 
筆 の屛風 •京都 智積院 の 張 付の 如 さで 
| ある 。前者は 垂れ か、 る柳樱 の 枝の 
J 下 k、 春風に 醉つた 馬の 姿 形 傳彩共 
0  にす ぐれ、 彼の 面目を 最もょ く傳へ 
5 る〇惜 しい こと {C 諸 城の 晝 、悉く 城 
| と 共 R 灰燼に 歸 した けれど、 京都の 
諸 寺 {C は尙 ほ數 多く 見られる 〇但し 
彼のと 限らず、 狩 野 派の 張. 〇附 け繪 
を見るでぃては注意す可|かぁる。貪は ^: |^ 2: 5> :&、し、て、 1: ^: 515>、で、ょ、く.^ |: 5 
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か V、 4 く 0» 門ぢ f s: 0  £ ?: ガ f : の . 他 s: , s: s: 條/施  f : 
達 k やらせ ^ こと 繪卷 物の 場合と 同じい ので あるから、 筆の 一々 眞 作なら ざる 5: 以て 僞物 とする 乙 

とは  S ?: な、 so ぎ ssiR s' ^# ?: b a'-' 、 l: ' fi: f; >.^l:l^.^ ®: F hr psi& 

それを 以て 眞跷 と爲 3 なくて はならぬ 〇永德 の 子 ^ 光 1 が あって* 初め 秀吉 k 仕へ たが、 秀 吉の薨 じ 
j て 後は 徳川家 康 {C 仕へ、 京都に 住みながら 時々 江戶に 下っ て 御用を っとめた 。その子に 纪 «| が あって 
乙れ は 初めょう 德川 秀忠に 仕へ" 江 戶に邸 地を 賜は っ / 2 〇 然る {C 早く 歿して 子が なかっ たから* 狩 野 
の 宗家は 將 ^ 絕ぇやうとし /2 0そこへ>同じく永德の子で办信の弟なる #» ||の子の街咖が起う、又宗 
一家は その 弟の 安信が ついだ 乙と 別項 R 語る 通う である 0 

| 一  狩 野 山樂 と [fl の 家 一 永德 にっ s で 京都で 狩 野 家の 名聲を 揚げた のは IJI? 製で ある 〇 乙 れは、 i: J の 養 
一 子であって、 名は 光賴 とい ひ、 近 江の 人 木 村 永 光の 子で ある 〇永 光は 初め 淺井氏 R 仕へ、 後 {C 秀吉 に 
一 愛せられて 近侍と なった 關 係から-山 樂も 秀吉に 見出 s n て、^！ {C 學ぶ 乙と、 なつた ので ある 0 
一また秀吉の命に依って永德と父子の義を結び-狩野姓を胃して修理ぎと稱した〇筆はょく狩野の正傳 
を 得た る もので" 太閤の 命で 多くの 畫を 作っ た 〇 太閤の 薨後も 大阪 に 居た が、 城の 陷る k 及んで III 城 
男 山 R 逃れ、 瀧 本坊に 居た。 のち 家 康か ら赦 § れ て 京都 {C 歸 う、 Ml をぎ って！； 1 木と 號 した 〇以來 衡 皆 
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益々高きを加へたのでぁ气これも*山かル.吩£|を如にょくい*殆どぎか ^- かや^^、っ、て、、龍 ^' 1 
馬の 類は 寧ろ 優る と 3 へ 言は れる〇 勿論 彼に も張附 風の 大畫が 多く、 屛風晝 に 優れた ものが ある 〇德 
川 侯爵 家 (尾 張) の 『四季 花鳥 屏風』 の 如 令」 これが 代表作で ある。 地 H 銳 とし-それ {: 齡 Byj を 現 
はし、 細密なる 花卉と 鳥類と を 1 面に 描 さ 込んで、 若干の 11 まを 加へ たもので ある。 忽齡繼 搬 として 
肥齡實に备を阳する出來でぁる。4^&^: 1: :6 |: 」ぢ 1:,* ム 0> ぢ «: 巧 5; ゲい§ 

してょ からう-」 III 樂 {C ついて 今一つ 述べねば ならぬ のは 浮世 繪の 先驅 をな した ことで か、 る 〇 浮世 繪は 
一方 大津繪 に 出で、 岩 佐勝以 を 經て 師宣の 頃 {C 至っ たので あるが、 |1|* 辦 に 於 - 1: また、 當 時の 世俗の 風 
を寫 し / a 畫が わる 〇今そ の眞蹟 とす 可き ものは ない が、 有名なる 彥根屛 風の 如きは、 甚 しく 狩 野 派の 
特色の出でた一種の風俗晝である0尙ほ此の山樂の家は所謂京狩野であって- |11« 辦の養子に§|5があ 
る 〇名は 光家と いひ、 桃源 子 又は 蛇足 軒と 號し大 が、 此の 人の 晝風は 稍 狩 野から 遠 かった 名ので、 
險な る ! II を 抓き たうな どして、 所謂 刻 (C 過ぎ、 曾 我 派な ど ^ 近い ものが ある 〇併 しその 筆法は 何とな 
く 京都 風の 柔かい 所が ある 〇狩野 永納は 4 、の 子であって 、名を 吉撤 -號を 'i sf; とい ひ-元 祿十 三年に 
六十 七歲で 歿して ゐる〇 探幽の 少し 前で ある 〇 乙の 人は 父 € 異 う、 狩 野の 正風 (C 還う、 IH» lr 7c* fa« 等 
の 法に 依っ て 描 v> た。 故に 京都の 土地柄の 關 係から •柔軟な 趣は あった けれど、 古風 狩 野の 筆法に 於 
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ては 探幽 などょぅ も、 寧ろ 永納の 家 k IH しく 傳は つたと 言つ てょ いので ある。 永納の 曾孫の 永 良 (號 
は 山晟) は寶曆 頃の 人で、 はじめて 禁中の 御繪師 こ な 办、 をの 曾孫の 和 岳 (號は 一 梁) は 天 保 頃の 人 

であるが、 四條 派の 風を 餘程 取ぅ 


狩 

野 

興 

以 

筆 

柳 

堤 

屋 


入れて、 古風を 墨守した 家法を 一 
變 S せて 了つ たの も 亦 止む を 得な 
S 乙と である 〇 

I 隱れた る 大家 狩 野 興 以— | 彼等 


0#1 を 語つ / 2 序に 洩らす 可らざる は 狩 
) 野 興 以と松 花 堂昭乘 とで ある 〇狩 
野 派 中興の祖 として 大人物 探幽の 

公  公  公  pvv ^ p  Ko  ^  Vo  VW 

出で たこと ^ 關 しては、 その 師と 

^KVKWKW  ^  K©  v»  vw  > • • /o»idb 

なり 保護者と なつた 興以 ある ^ と 


古 

屋 

1 

宫 

藏 


を 記憶せ ねばならぬ ◦若し 興以 とい ふ 者が 探幽の 背後に なかつ たなら、 探幽の 大名を 爲す 乙とは 不可 
能で あつたら ぅし、 又 興 以が 野心を 懷いて 狩 野の 宗家 (C 取つ て 代らぅ と 思つなら、 探 幽の家 も 安一! の 
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家 も、 興以 {C 蹴落 S れて， Q たに 違 CA ない 〇興以 は それ 程の しつ かう した 人物で* 又 義理を 守つ て 自分 
を犧牲ヒし、主家の再興に全力を濺いだ人である0與以(又興意)は名を定信といひ、下野足利の人 
で、 幼時から 光信の 弟子と な 6、のち牧湲*雪舟の風を慕ひ、畫を以て紀州侯に仕へたのである、狩 
野 孝 信の 遺 意を 受けて その 三兒を 養育し、 共に 大名を 馳せ るに 至らし めた ので、 特に 狩 野 氏と 稱 する 
ことを許3れ、法橋になつた。二條離宮の白書院の襖、本派本願寺の紫明の間の襖繪、『虞舜建諫鼓 
謗 水圆』 『殷湯 解 三面 網圖』 は 彼の 傑作で ある 〇山水 人物を ょくし、 をの 筆力の 豪 健に して 一物 も 粗略 
にしない 所、 ょく 彼の 風格を 語つ てゐる 〇探幽 中年 以前の 作は 殆ど 興 以その 儘で あう、 安信 •尙 信に 
至つ ては 興 以の 風を 追つ / 2 k 過ぎない と 3 へ 言 はれる 〇興以 の 子に 興 也が あつて その 家業を ついだ が 
これは 語る 程では なかつ た 0 

一松 花 堂 IBgl li^r 書 r 一  松 花堂昭 乘 は、 專 P*J 晝家の 中に 入る 可き 者では ない 〇乙れ は 本 阿 彌光悅 • 
近衛 三 fi< 院 と共に、 和 1 書道の 三筆の 一人と 稱 せられ" 寧ろ 1 m の 僧で ■ある 〇 名は i 乘 ど いひ、 號は 
惺々 翁、 晚 年 ^ 松 花 堂と 號した Q 本 氏は 中 沼で 俗稱は 式部 •奈 良の 人で ある 〇 二十 歲の 時、 男 山に 登 
つて 出家し、 眞言 秘密の 敎を僧 實乘に 學んだ ◦そして 阿 1 梨 M 阶と なつて 男 UI 八幡 宵を 守う、 をの 鐘樓 
坊 又は 瀧 本坊に 在つ て 社僧と なつた ので ある 〇晚 年 ^ は更 R その 坊の 南 {C 松花觉 を 呼んで、 乙、 {C 閑 
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松 

E 

IV 

党 

筆 


羅 


0 


居した ◦風流の 聞ぇ が 高く、 當時 知名の 土で あつた 
/J- al i 甫 •松 川 丈 山 •林羅 山 等と 親しく 交は つた。 # 
松 花 S 印譜  法は はじめ お 家 流 

の 曾 朝 法 親王に 學 
び" 中年 以後は 僧 
飯の 法を 慕 S、 また 定 
家の 書風に も 達して、 S 
は ゆる 瀧 本流なる 一派を 
開いた 〇大阪 城が 陷 落し 
て 狩 野 山 樂の男 山 {C 逃れ 
て來て 居た 頃* Z1 れ k つ 
いて 晝を學 び" のちには 宋 の牧溪 、元の 因 陀羅を 慕 
つて 終 R 一家を 成した 〇故に 專門晝 家で 名 なく、 狩 
野の 風を 守つ て 出で なかつ た 人で' もない が、 石 川 丈 


信 守  幽探野 狩 


五 


山の「聲價爭つて傳ふ水墨の |1 」と讃めた位であるから*當時よ6好評であつたに違5ない0柩離 
iw にある 『竹林 七賢 圖』 大徳 寺の 『十六 羅漢』 十六 幅 等は 努力の 作と して 知られる が、 輕射な る略畫 
で 茶 味の 勝つ / 2 面白い ものを 描いた の も 少なくな so 寬永 十六 年 九： =： 十八 日 {C 五十六で 歿した 人で あ 
る。 猶 己の 人の 歿 年 {C は 乙れ よう 長命で あつたら うと rll 心 ふ 事が あれ ども、 愛には 略して おく。 

五、 狩 野 探 幽守信 

一 日本 晝 史上^ 1 : iiS が 似. 〇» 0、かか卽：£ビ ^: め、かか；|か ^: 張かひいい 
#たのであるが、德州の治世中、4か派をい0畫 «: に：&け 6» 九鼎大"呂よいも重ゲいいあ&:?^は、、一 
に 狩 野 探 幽が出 現した からで あ、 る 〇畫： 4い於て元信&神品に野ら£か9か”し、て、も\彼、は、そかル咖0 
の 技倆 二つな がら、 狩 野 派は 勿論、 何れの 晝派に 1; 西な き 所で、 砂ら く 日％ の畫 r _H» 奶) い 漱 い ' r» よ 
からう 〇彼は 威服 党々、 として、 その 七十 年の 生涯を & 歩した ので" 如何にも t きい ど o'" し $ した 趣が 
ある 〇それ で 晝は狩 野 興 以と S ふなか  <の確6 者から 薰陶さ れ 、極意を 受け / 2 ので あるから、 手腕 
の 健 货なる 乙と 固よ 6 の 話、 そこへ 古今の 名蹬を 熱心 iL 硏究 して-及ばざる 所な しで あつたから、 用 
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筆 用 墨 共に 自在に、 何 !: 描が せても 可なら ざるな しで あつた 〇且っ 又 仑 の畫 法は きちんとき まつて、 
k く 模範と する に M' る もの P あった 故、 P く 後の 狩、 野晝の 規矩 準繩 とわ“ こと' 44 來た ので ある 〇乙 
れは 一得一失で あったに もせょ、 狩 野 派は 探幽 出で、 大成し、 探幽 出で V 窮まっ たと 申すべく、 隨っ 
て 彼れ 以後 k は 一一 三の 人物い 除いて S 乙れ と 言 ふ 程の 者 も 出で ず" や 衰退し、 i 4 して 行、 った。 
乙れ は餘 6、 探 幽の偉 §が 大きが ったので、 太陽 出で、 阶に群 皆 色い 失っ か 樣心 形に なった 次第で あ 
る 〇兎に 角、 狩 野 派では 元 信に っ C 畫を 描いた 者と 言っ てょ い 0 

I 狩 野 探 幽の生 ひ 立ち I 探 lav は 名を i 信と い CA 、 (幼名は if 相、 十一 二歲 以後 釆 女) 法眼に 叙せられ て 
から、 三代 將 軍の 旨を 承け て剃髮 し、 探幽 又は 探幽 齋と號 した 〇別に 白蓮 子の 號が ある 〇筆 峰大 居士 
生 明の 號は 、後水尾 法皇から 賜は った 所で、 法 印 R 叙せられ てからは 宮內卿 法 印と 稱 する。 彼の 畫を 
見る 上 {C 必要なる 限 6 の 略 年譜を 示せば、 

慶長七 年 正月 十四日、 京都で 出生、 彼の 父は 狩 野 孝 信に して、 その 長子で ある 0 
慶長 十七 年 正月へ 十一) 江戶 に 下る 途中 靜岡で 德 川家康 に 初めて 拜謁。 

慶長 十九 年 C 十三) 江戶に 下ぅ、 德 川秀忠 R 拜謁。 

元 和 三年 (十七) 幕府の 御繪師 となる。 
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元 和 七 年 (二 十) 鍛冶 橋 門外に 千餘坪 の 邸を 賜は る ◦(此の頃 R 新しく 一家を 立てた のて ある 〇) 

元 和 九 年 (一一 十二) 大阪 城内に 多 數の 大晝を 描く  0 

寬永 三年 (二十 五) 二條 城に 同じく  G 

寬永 十三 年 (三十 五) 東照宮 緣起 及び 家康の 肖像を 描く。 

寬永 十五 年 (三十 七) 剃髮 "法眼 仰 附られ 、乙れ ょ 6 探 幽と稱 する。 

寬永 二十 年 (四十 一一) 家 光の薨 じた 際肯 像を 寫 す。 
j  寬文二 年 (六十 一) 太 上 天皇の 尊影を 寫 して 法 印に 叙 せらる ◦高野山に 登る 0 
寬文十 年 (六十 九) 中風に 惱 む 〇  ( 翌年 恢復) 

延膂二 年 十月 七日 (七十 三) 病歿り 池 上 本 門 寺に 葬り、 法名を 玄德 ®l i a< :^ いふ 0 
I 深幽 傑作の 遺品 I 此の ££ 探 ^ の 描いた 名畫 として 知られる もの ニー ーーを 語る と、 禁裏 御 造營の 
際に 一一 回、 紫宸殿の 賢 聖の 障子 その他を 描いた けれど* それは 火 l (c か、 つて 今は 存しな SO /2 V そ 
の下繪 又は 模本と M はれる 『賢聖 障子の 圖』 は傳 はつて， q る〇大 阪城內 に 描いた mi ltl の 『水 墨 山水』 
『四季 耕作の 圖』 『杉 戶の齠 鶯圆』 『雨中の 驚の 圖』 『 7ici- si のぬ の圖』 など 皆 その 當 時の 船 •喘と 稱 せら 
れた けれど、 多くは 燒 けて 殘 ると C /D 少い 。現存す る ものでは、 本 派 本願 寺 書院 鴻の 間にある 『 SET 
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良四皓 を 引いて 惠帝に 謁せし むる 圆』 『草 童 遊戯の 圆』 、及 
び 『武帝 西 王 母に 會す る圖』 、をれ に 南 禪寺 方丈 虎の 間 ^ 
ある 『竹林 虎 豹の 圖』 (乙れ は 古畫 備考には 元 信と あれ ど 
今は 探幽 とい ふこと {C なつて ゐる 〇) 等が ある。 乙れ 等は 
皆、 極彩色の 濃密な 謹 嚴な晝 であつ て" 構圖が 雄大に し 
て、 威風 あた $ を 拂つ てゐる 乙と" 實に探 幽の眞 面目 i: 
示す ものである 〇 淡彩 又は 水 墨で 有名な もの {C は、 大德 
寺 芳春院 にある 人物 及び 山水、 妙 心 寺 方丈に ある 略畫の 
11[ 水" それから 大德寺 •妙 心 寺 •泉 涌 寺 等の 天井 {C W1 I: 
报ぃ てゐ る。 探 li が 土 佐 風を 參 酌して 筆を揮つ たもので 
は、 主として 繪 卷と畫 像に、 日光 R ある 『東照宮 緣起繪 


卷』 、尾 張 知 多 郡 野 間 
の大 御堂 寺に ある 
『源義 朝 繪卷』 、妙 心 
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寺 衆 海 施の 『三十 六 歌仙』 等が ある。 乙れ 等は 大抵 中年 期の 作で あるが、 名 古 屋離咨 上洛 殿 床 張附の 
『背殿人物11』、二條離當鷲の問障子『巨松鷲鳥關』の如$は、共に寬永三年、探幽が二十五歲の折の 
作で ある 〇你ほ 逸話に 依つ て 著名な のは、 京都 妙 心 寺 塔 頭 海 福 院の襖 である 〇探 幽が甞 て 揮毫を 砘せ 
られ て、 乙の . -l-. >J- に 寄 离 して 居た 時の 乙と、 或る日 醉 R 乘じて 、新しく 作つ たばか $ の 襖を ょごした 0 
一 住持が 歸 つて 来て これを 見て 大に 怒り、 {谷 易に 宥め 得な かつた とい ふので ある 〇そ して その 汚した の 
が 有名な 『唐人 物猿曳 の圖』 とい ふ 墨 畫で ある。 

| 譜诹ぎ~1| 含し _腕 |_ ' 探 幽の偉 かつた のはち 師匠 §ん の 典以に も 依る ので あるが、 また 探 幽の天 
才と努 力と {C も 依つ たので ある ◦探 幽は n 分が 幕府 お 繪師と いふ有力な地位に在つた故 ^ 、天下の名 
跻 と S ふ 名 跋 、和漢 古今を 問は ず、 在る ものは 欲する 儘に 悉く 見る 2. とが 出來 た。 そして 彼は 精力 絕 
倫の、 なか かぬ 鉍の为 であつ たから* 見た 程の 畫は 悉く 乙れ を忠赏 に模寫 して 2. れを 保存して 
置いた Q この 模寫が 彼の 畫 才を發 達させる に與 つて 力 ある もので* 乙れ に 依つ て 彼は あらゆる 圖 柄" 

: あらゆる 流派に 腕を 練つ たので ある。 乙れ は 「探 幽縮圖 」 「 探幽 粉本」 と稱 して、 長く 狩 野 家 第一の 秘 
齊とな つて ゐたが 、玄孫の 狩 野 探牧の 頃から 散 造して 了つ た。 今 多少は 東京 帝室 博物館 •東京 美術 學 
校 等に 遺つ てゐる 0.仍 し、 探幽は 斯ぅして 諸 流 諸家の 畫風に 出入した が、 决 して それ 等を 鹈吞に した 
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五 


_ 


のでは な 

so そ 乙 •か 

探幽の 偉 S 

所で 彼は 一 

一 自分の 腹 
狩 

野の 中に、 一 
探 度 それを# 
n №1 み 込み、 今 
譜 度は 探幽獨 
得の 晝 とし 
K ) て 打って 一 
パ 丸と した 上 
で、 自由 S 
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つたので ある 〇乙れ は 極めて 大切な 己と である。 諸 流 諸家の 圖 柄を 摸し、 筆意を 習 ふ 2: とは* 大抵の 畫 
家は 皆 やって 居る ので あるが、 多くは それを 不統一の 儘 (C して、 一幅の 晝の 中で 山 石は 南畫で 、松 . M? は 
馬 遠 •夏 珪風 "人物は 狩 野 流、 それに 光琳 派の 草花を 配し、 圓山 派の 鳥を 飛ばせる とい ふやう ^ 、 ま 
るで 綴れ 織の やうな 乙と 5: やる。 それでは 折角の 硏究も 役 (C 立たな s ので ある 〇 これ 等は 一度 自己 ^ r 
籠 中の 物と して、 を ^ {C 自分 獨得 の畫 境を 開かなくて はならぬ。 探 幽は實 ^ それを やつた から 偉くな 
つたので ある 〇 

II 狩 野 派の 型を 作つ た 人 I それから探幽は諸流に出入したと雖も、をの祖先か停等の風格を最も尙び、 
また 雪 舟の 豪放な 破 墨 山水の 筆致が 氣 に 入っ たと 見ぇて、 餘程雪 舟 風な 所 も 入 6 込んで， Q る〇そ の 上 
{C 倭 繪の畫 格 も 大分 取 6 入れて あるので、 雪 舟 や 元 信は 日本化し た と 言っても ^ だ 宋元 風の ^ ! «" であ 
るが" 探幽 になる と 所謂 狩 野 派ら しい もので、 漢畫 ではなくて 純粹の 日本 晝に なって， Q る。！^ 11 汾 
日本の 國民 性を 發 揮した 純粹な もの k なった のは、 元 信の 力で も 永 德の 力で もない、 探幽の 力、 で ^' 、 る 0 
實の 所、 元 信な どは 狩 野 派の 祖では あったが、 あれは 元 信 流の 繪で ある 〇狩野 派は あれから 開けた と 
は 言へ" 眞の狩 野 派の 面目を 示した のは 探 幽の繪 であ、 る〇 をれ 故、 §_爻での狩野の繪は、同じやう 
であ っても 人 k 依っ て 種々 と 特色が 異つて 居た けれど o M» _ 以後は、 一二を 除いて 皆 同じ やうに なっ 


幽 


探 


野 


狩 


3E 


て 思る 〇乙れ は 偉い人 物が 出で なかっ たのと、 同じ 手本を 眞似 たからで も あるが、 11 が一っ の 型を 
仕上げた からで あった。 

一一 rwi の 畫と年 fe! 1 lg): ^1 探幽の晝風は"若い時と老後とでは餘程違ってゐるけれど、要するに、筆 
j でネ煨 でもき ちんと した 本筋の、 う ^ い もので あった 0 東 山 時代の 畫家 の畫 ic はま だ 熟し 切らない 不 
I 馴れな、 そして 幼稚な 所 も隨分 見ぇた が、 探幽 はすっ か- 〇 呼吸を 知っ て、 絹 紙筆 墨を 自在 {C 驅 使した 
~ から" 布置氣 然 、用 歡 周到、 餘 計な もの もなければ 間の 抜けた 場所 もな SQ 如何 {C も名將 兵を 動かす 
| と 言っ た 趣が ある。 そして li 嚴な態 度を 執っ て毫を 揮っ たものは 穩 健 ^ して 11  g、 しかも 一種の 獻 g 
一た る氣が あって、 元 信 あたう の 趣 ic 合致して. Q た〇た V、 人物 ^ 才氣 あう、 嫩肷 なる 性格を 備 へて ゐ 
j たので、 屢 々顧 氣の露 はれる のは 止む を 得なかった 。その 最も， れ たのは 飯！ ¢1 きとい って、 「Mm 齡」 

一  ら くく ^ ん 

| の落欵 5: 用 ひ 72 三十 六歲以 後の 作で ある。 その 前の 若 書き 及び 齋書 きで 名 初めの 頃の ものは、 まだ あ 
師匠 S んの興 以の 風を 脫 してゐ な い 上に、 何となく 硬い と 乙ろ も あるが、 年 四十を 越してから のは、 
牧溪 •雪 舟な どを 參 酌して、 旣に 一家の 格を 立て、 輕呢‘ 流 '! iT な 筆で 私 ゲ所な く 描いて ある ' 〇 殊に 五十 
研 ^ の；^ は I I lk も の ^ に 入つ て 技巧の 呀 ぇ ^ こと 驚くべき である」 尤も 此の頃のは 力作 大乍 ょ. も 

めいく C いかんけ ツ  あっ 

明快な簡潔な筆で淡36やったものが多い0それから六十歲以後になると、所謂行年 # きで、技巧は 
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.  一八 〇 

益々 進み、 勁 健の 氣に富 んでは 居る けれど* 餘 6 JC 達 若 過ぎる のと、 覇氣滿 幅 ^ して、 狐 心の 用意が 

ゆ んねん 

足ぅな S のとで、 見 劣 $ がする。 殊 R 晩年には 代筆 も 多くして 眞僞の 取捨 ^ 迷 ふので あるが、 それ R 
つ S ては 鑑定の 項で 述べる 乙と 、する。 

I 探幽の 子孫と 門弟 _ 探幽 には 前 妻の 子 k 五右衞 門と S ふの が あつたが、 乙れ は勘當 S れて 後妻の 
子の 兄の 探 信、 弟の 探 雪が 父の 畫 風を つぎ、 家は 探 信 {C 讓られ 方〇 併し 給は 探 雪の 方が 稍ょ く 出 來た〇 
(名は 守定 、號 は松嶽 、孟 隣齋) 正德四 年 {C 六十で 歿して ゐる ◦探 信 (名は 守 政、 號は忠 淵) は 享保三 
年 R 六十 六で 歿した 。それから 探 雪の 子には 探 牛 (名は 守 陸、 天 死)、 探 信の 子 ic は探觥 (名 章 信： >、 探 

^  じ や. フ  &り ': み • © 

常 (名 守 富) と あつた けれど、 不幸 ^ して 乙れ 等は 皆 探幽の 片腕に も 足らぬ 人々 で、 折角の 家名を つ 
ぐ 者は 出で なかつ た ◦探 常の 子 {C 探 林 (守 美へ f の 子 ^ 探牧 (守 邦)、 をの 子が 探 信 (ち 道)、 その子が 
I 探 淵 (守 眞) 、をの 子が 探 原 (守 經) とついで、 明治 年間 «c 探 原の 弟の 探 美 (守 道) を 養子と し、 家名 
I を 絕や S なかつ たとい ふ 迄で、 殆ど 語る に 足る 程の 畫を 描いた 人は ない。 探 美の 子の 探 岳は 現存して 
™ ゐ る。 斯樣に 子孫 (C は 人物が 出で なかつ たが、 門下からは なか < の 名家が 幾人 も 輩出して ゐ る。 卽 
ち 所謂 四天王 /2 る久 隅守景 •桃 田柳榮 •神 足 守 周* 尾 形幽元 、及び 鶴 澤探山 の 如き 乙れ であつ て、 甲 
{C も 守 景の 如きは 探 幽 にさへ 憚られた とい ふ 程の 人物で ある C 


六、 探幽 四天王 

六 |  L5<  隅 守 景-^ i の l i^l o H V 呢 t s l の 畫と稱 する ものは* 往々 にして 見る から 知つ て 置かねば なら 
| ぬ。 此の 人は、 人物に 特色が あつて、 畫 もょ く出來 たし、 見識 も あつた 爲め に、 探幽の 家法を ち やん 
探 | と 守つ て 居る 譯に 行かす、 遂に 破門 § れた との 話で ある。 然し 破 F'J について は眞僞 不明との 說もあ 6、 
幽一 又 曾て 探 幽の 不在の 時、 某 侯から 囑爻れ て 探 幽の撣 毫 中の III 水畫に 二十 三人の 人物が 鹵簿 ヒ整 へて 行 

く有樣 を 描き 添へ、 をの 頭を 陽物の 形に して 置いた ので、 乙れ を 見 
て 探幽が 大に怒 6 破 lJ,J したとの 話 も ある 〇何で もこれ は 探幽が 世に 
| 誇 負して 居た のを 諷刺し 72 の •たとの ことで ある。 併し 乙れ も 容易 R 信ずる 譯 (C は 行かな so 兎 {C 角、 
王 探幽 も、 守 景の畫 を 自分の 晝と思 a 誤つ て 印を 捺した 乙と ♦か 度々 あると 言 ふ 程 故、 ょく 出來 たに 違 a 
な SQ 彼は 狩 野 派に 懷らず して、 更 ic 東 山 時代の 諸家、 殊に 雪 舟に 私淑し、 別に 一生面を 開いて ゐる G 
筆が 實 (C 雄勁で、 峻€^ '拔 なる 趣が あり、 例の 『猿 § 月を 捉 へる 圖』 の 如きは、 守景の k 壇場で あつ 
て、 探幽は 勿論、 雪 舟 冬 及ばざる 妙味が ある 〇又 南宗畫 及び 土 佐晝を 咀嚼した かと ., i* はれる 晝 も往々 
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一八 二 

見受ける0彼は通稱を半兵衛といひ、(別號は一陳翁*無下齋)もと加賀の人で、その印には棒印*重 
山 等の 文が 用 CA て ある 〇探幽 の 門を 去つ てから 加賀 侯に 招かれて 金澤に 行き、 そ 2. で 繪を 描いて ゐた 
との ^ とで ある 〇古九 谷の 磁器には 守景下 繪と稱 して、 彼の 描い ' /2 と傳 へる 圆を 殊に 珍重して 居る 0 
その 生歿 及び 享壽の 程は 少しも 解らない 。けれど 珞 その 妻は 神 足 常 雁の 女の 國で 、國の 母は 探 幽の妹 
の 鍋で あつたと いふ 〇守景 の 子に 彥十郞 が ある。 乙れ は 半_ 又胖幽 齋と號 して 矢 張う 探幽の 弟子 R な 
つて ゐたが 、惡 事を 働いて 元祿 年間に 佐 渡へ 流 S れた $ などした と傳 へる 0 

I 柳榮 •守 信 •幽元 I 桃 田 柳榮は 名を 守 光" 號を 幽香 齋と稱 し、 四天王 中で も 守 景 と併稱 されて 

!ゐ た ◦その 繪は 一體に 弱い 方で" 服 紗物 (變 水を 引かな S 紙に 描 S た 畫) は 殊に 劣つ てゐ るが、 彩色 畫 
R 至つ ては 師の探 幽と辨 別し 難い 出 來もあ 6、 時として 晚 年の 探幽の 代筆 もやつ /2 らしい ◦元祿 十一 
年 正月 十三 日に 歿して ゐる 。享年は 不明で ある 〇神足 守 周の 傳記に つ s ては 常 庵との 說も あれ ど" ^ 
の 子 か 弟で あらう との 說も あつて 全く 不明で ある ◦守景 •守 周と 關聯 して 考 へられる、 雪 信女と いふ 
のは、 江戶 時代の 閨秀 畫 家中 最も 有名で、 その 遺作 も屢々 見る ◦乙れ は 探幽の 姪と いひ、 守 景の妻 の 
國の 妹、 即ち 常 庵の 女と する 說も ある ◦淸原 氏 0 妻と なつて 京都に 尻たら しく、 その 探幽 {C 學んだ 乙 
とだけ は 事實で ある。 淸原氏 は 探幽の 門人 平野 守 清の 本姓で あらう か。 落欵 R 常に 「清 原 氏 女 雪 僧 筆」 


と署してある0今一人の四天王、尾形幽元は、名 |: 守房といひ、法橋に叙せられ /2 0養子となつて、 
熊 本の 黑 田家の 繪師尾 形 (又 小形) 氏を 稱 したら しい。 落欵に は 狩野幽 元と なつて ゐる もの も あると 
一の 己と である 〇をの 他の 探幽 lJtJ 下には* 上 杉 家に 仕へ / 2 目贺 田幽雲 (二 代つ C  く) が あぅ、 仙臺 侯に 
仕へ て 法 橋 € なつた 松 股 探 梁， (守 親) がわぅ、 水戶 家に 仕へ た 池 田幽枭 、會津 侯に 仕へ た 遠 0? 遠 澤 
(守 行'  薩州 侯に 仕へ / 2 法 橋大贰 探 元な どが あつた。 

|  山と その^ W  I 併し 探幽 派で、 最も 破格の 出世を したのは 鶴 澤探山 である 。彼は 筆力の 優 
| れてゐ たのと、 京都の 生れなる が 故に、 特に 徵され て 禁裡 御用 繪師 にされ /2 ので ある ◦探 ! II 齋 、名は 守 
! 見 、(又は 良 信* 兼 信) 初め 探 川と いひ、 法 橋に 叙せられ、 幽 泉と 稱 し、 後ち 法眼にまで 進 / L だので あ 
一る。 上洛の 後ち 狩 野 探 山と 改め、. 享保 十四 年 七月 十三 日、 七十 五歲 にして 歿した が、 その 頃尙ほ 宵 中 
の 障壁 等を 盛に 描 S て ゐ た。 筆力 勁 健に して 氣骨あ 6、 頗る 探幽に 似てゐ た との 乙と である。 東 山 天 
皇の 勅命 k ょり、 新造の 內裏に 多くの 畫を 描いた が" 今は 殘つ てゐ ない ◦後の 人が 探 山の 落欵の 山を 
一幽 {C 改めて 置く と、 探幽の 眞蹟で 通つ たとい ふから 今 も 探 山 探幽が あるか も 知れな so 彼の 子孫は 相 
次いで 禁中に 奉仕し、 門人に 著名の 士が 多い。 中に も 京都に 山 崎 如 流齋が ある。 乙 れは 通稱を 雛屋 1 
助、名は直好とい3、その門下から勝山琢舟(名は章幹、法橋となる)を出してゐる。琢舟はのちに晝 


風を 一變 して 土 佐と 狩 野の 間の 繪を 描いた 。拙い けれども 春 日繪師 となつ て 子孫 業を 世々 {C して， Q 
た ◦「信 實の繪 、阿 佛の賛 などい ふ 所の 古き 所、 僞造 者は 勝 山琢眼 (琢 舟の 子、 安信 仲 ^. と稱 す)、 彩色 
等 も 古く、 被 表具 も 古 切を 用 a 、 殊の外 上手の 由」 と古晝 備考に 見ぇて ゐる〇 探 ! II® の 子には 探 紙子 美 
が ある。 探 山は 狩 野を 稱 したが、 探 鯨は 鶴澤 を 稱 して， Q る ◦これ も 法 橋に 叙せられ 、八十 歲の 頃まで 
描いて ゐた らしい 〇明和 六 年 八月 二 十一 日に 歿して. Q る。 子孫は 探索 (守 照) •探 春： 名 不明) •探 泉 (守 
之、 法眼) と繼續 して ゐ る。 石 田幽 汀は 探 鯨の 門人で あつて" 名は 守 直 (又叔 明)、 寶曆 頃の 人で、 濃 
彩 緻密の 畫を作 6、 光琳 風 5: 加味して 花鳥の 寫生に 頗る 巧で あつた 。その 門下から 圆山 應擧を 出した 
己と に 依つ て 知られる が、 幽 汀の繪 が旣に 餘程膨 擧に 近い もの {C なつて 居たら しい 〇尙ほ 探 山の 門下 
生で 大阪 R 居た のに、 小柴守 直と 牲川充 信と 橘守國 とがわる 。守 直は 探 春 齋と號 し、 充 信は 櫟 同と 號 
し、 共に 多少 知られて ゐたが 、守國 に 至つ ては 晝鑑 類の 版晝 本を 多く 出して 最も 有名で あつた。 彼は 
有稅子 または 後 素 軒と 號し 、法眼に なつて、 享保頃 最も 多く 畫を 作 ' Q た。 その子 R 法眼 保國 、門人に 
酢 屋國雄 (號 は皎 天齋) が ある。 充 信の P'J 人 ^ は吉村 周 山が あつて、 探仙叟 、また 操 興 齋と號 し、 - |£ ょ 
6 も 彩色の 根附に 山海。 經 •列 仙傳 等の 圖 1: 彫 6、 奇怪を 以て 人の 意表に 出で てゐ た。 その子 法眼 周圭 
も 同じく 知られて ゐる〇 


後以の そと 信 常 野 狩  七 


七、 狩 野 常 信と その 以後 

r 木 挽 町の 祖狩野 尚 信 I 探幽の 同時代 及び その 以後の 狩 野 派は" 殆ど 凡て 探幽 に對 して 富士山と 周 
圍の群 山と 位の 相違が あつて、 僅 {C 語る に 足る ものは、 前述の 久隅守 景の 外" 探 幽の甥 の! のみで 
あつた 。常 信は 木 挽 町家の 人で* 此の 家は 永德の 次男 古 右近 孝 信を 祖 とし、 孝 信の 次男， Jil、 更に そ 
の 子の 常 信が つ V: たので ある 〇そ 乙で 尙 信の 21 とを 語らねば ならぬ が、 これは よく 出來た 人で、 兄の 
探 幽に對 して 優る とも 劣らざる 繪を 描く 乙と が あつた ◦通稱 は 主馬、 初め 一信と いひ、 剃髪して 自 SI 
齋と號 し、 慶長 十二 年の 生れで、 寬永七 年 JC 江戶に 召 S れ て御繪 師とな つた Q 尾 張 町の 横に 邸を 賜は 
つて 頻 6 R 描いて， Q /2 ので あるが、 慶安 三年 四月 七日 (C 家出を して 行方不明に なつた。 時 {C 四十 四歲 
である 〇大阪 城には 彼の 畫が 多く あつたと いふが、 現存す る ものでは 二% 離 免姑 廣間 の、 「ぬれ g」 の 
杉戶 、及び 桂 離宮の 「竹林 八 賢！ 一」 等で ある 〇 彼の 畫は 「目利き 別して 及び 雛く、 どぅやらは なれ 候 
様の 筆勢 ^ て、 見 分が たきよ し 0 —— 不出來 は 引 やぶ 6 捨て 候て、 出來繪 ばか 6 世上へ 出 S れ 候よ 
し」 と あつて、 晝風は 略 探幽 S 同じい けれども、 大作の 技巧の 健實 S は 寧ろ 兄 (C 過ぎ、 は 一 層溫 
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(蔵 宫離接 二） （戶 杉の 鷺れ ぬ〕 圔凳 雨舟鉑 筆 信 尙野狩 
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雅で 、筆 少なで ある。 密晝 ょう ^ 墨色の 出で た 疎晝が 多い C 
若し 更に 長生したならば、 探 幽と 同じく 技 鮪と 名聲 とを 博 
した かも 知れない 0  - 
一 探 tel 以後の 大家は 常 信 | 常 信は 通稱 r 4  口 近と い a* 剃 
髪して 中務卿 法 印に 叙せられ、 養 朴と號 した 0 (別號 はが 

せん  かう くわん さい せい ti くさい  し ^ % 5  さいうん L  泛 くさい 5 < 5 

川 •古川 叟 •耕 寬齋 •青白 齋 •紫 薇 翁 •塞 雲 子 •朴齋 •弄 
龍齋 •潜屋 •篁 諸 散 人等〇 )寬 永 十三 年 京都に 生れ、 父尙信 
が 世を 去つ てからは 探幽に 學んだ 〇寶永 元年に 禁裏 御造營 
あるに 當つ て、 常 信は 賢 聖 障子を 畫 い た。 また 江 戶 紅！ 

の 靈廟に 名晝い た 乙と が ある。 彼は また 文學 にも 志 厚く* 
水 戶侯德 川 光 固の 愛顧を 得、 中院通 茂と 冬 交は 6、 里村昌 
億な ど V 連歌を 行つ たうして， q た 〇そ の 歌詞 名人 物 及び 晝 
風の 如く 温順に して 老熟なる もので あつ 穴 〇常 信の 晝は要 
する に 探幽の 法に 依つ て 更に その 覇氣を 去- CN 雄 健を 除き、 
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一方に 穏骝著 贳 なる 特色を 示した ものと 言 ふ 己と が 出來 る。 彼は 才能 も あるし* その上 k 探 幽と同 じ 
やう {C 勉强家 であつ て* その榄 寫に 成れる 「養 朴縮一 I」 とい ふのを 澤山 遺して- Q る 程で あるから、 腕 
はなか^-出 來てゐ た 〇そ して 矢張り 雪 舟 あた 6 k 私淑した ので あるから、 彼に 氣慨と 達識と が あっ 
たなら、 探幽に 讓ら ざる 繪进が 出來た 答で ある Q 然るに 更に 土 佐 派 あたりの 優美な 所を 取り入れた 爲 
あ、 筆は 健全で あっても "畫風 が 何 € なく 穩か である、 探 幽から 進んで 一機軸を 出 3 うとい ふ 守景等 

の 様な 氣 慨を缺 いで ^ たので ある。 その 代う 畫の韻 致は 高く して 
上品な 所が あ 〇、 街つ て 居ない から 萬 人 向きと S ふこと も 出 來 る、 
彼は 印の 數を S- 五十 も 持っ て ^ たとい ふから、 その 印章を 硏究す 
るのは なか <容 易では ない。 正德 三年 正月 廿七 日に 七十 八で 歿 
した 〇子に 周 信 •信 •甫 信が ある。 

一 狩 野 諸家の！^ yi  m 序が 轉 倒した けれど、 玆で 一寸 狩 野 諸家の 成 6 行きを 述べて 置く が、 江戶 
狩 野が 奥 四 家、 表 十二 家に 分れて F'J 戶を 張っ て 居た 己とは 前に も 申した 通う で、 その 中、 末まで 最も 
勢力の あったのは 此の 木 挽 町 狩 野であった 〇探幽 の 後の豭 治 橋 家は、 探幽の 勢力が 基 だ 强くて 、河內 
國河內 郡の 中で、 領地 二 fl 石を 偶は 6、 それに 御繪師 としての 格式 も 高く、 P'J 弟 も 一番 多くて、 最も 
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せい ゐ 

勢威を 張っ て， Q たので あるが、 その 馨は 二分して •一を 長子 M* a! s 鐘う、 一を 次子 ^ • 1: ^# /£* に 
與へて 別家 卷た ◦然る L 家は その子# 1 •で 絕气歡 S は 代々 名手が 出で ずして、 漸く そ 
の 產の探 信 守 道が 一寸 知られた だけで ある。 蠢 の时^至っては更に振はず‘.の弟の靈奶 
信が、 貞信 の爲め {C 養 はれて 宗家を 繼いで 晝は相 當 に 出来た {C 拘 はらず、 餘 6 繼ぎ榮 免が しな かつた 
ので ある 〇探幽 % コー ー人の 中で 安信が 一番 劣つ てゐ る〇本 家を 繼が せ / 2 なら 一生 飯は 食へ るで あらう 0 」 
と 言つ /2 程で ある 〇し かし 探幽 (C 比べたら 劣つ て も、 前代 狩 野 派の 風を! gt して、 一代の 大家た るに 
は耻ぢ な いものであつた。殊 ^ 歡{瓜の術に至つては、固ょ6齡|^|齡 ?, 0 人物のこと、て、斯卽の及 

，  がんしき 

はぬ 眼識を 備 へてゐ たので ある 0 けれども 餘 〇 おとなしくて 門戶 5: 張る 樣な ことを な S なかつ た 上に、 
をの 子の 右京 (時 信 V 永 叔共 R 晝 ょ-^ も 鑑定 象と して 多少 知られ /2 位の ものである 〇尤 も、 7K» ^« の畫は 
見られない とい ふ 程 R 惡い ものでは ない 〇此の 人は 寶永九 年 六月 七日 {C 五十で 歿して， Q る 〇永叔 の 後 

一  / ^ WL i^  、 *0> c b 9 v X. 士う  、：  いうせ い  ひでのぶ  さ うし フ u o のぶ  さう セん  よしのぶ  えいごく  4 .i かりぶ  之 (け A. やすの、 パ  、—う f、— 

は永眞 (憲 信) •永 羽 (袁 信) •祐淸 (英 信) •宗秀 (明 信 V 宗泉 (良 信) •永 德 (高 信) •永 賢 (泰 信 V 祐淸 
(邦 信) •永德 (立 信) •祐正 (忠 jf: ) と 今日 {C 傳は つて 居る が、 常に 木 挽 町家から 壓. 倒 S れた〇 
厂悬も 振つ たのは 木 挽 町家 1—1 然らば 枯 撇 町 象は とい ふにくれ は •傷 以後 比較的 名人が 出で た 0 2: の 
家は 最初 竹 川 町 k 住んだ が、 常 信の 曾孫 策 川 (典 ®- R 至って^! 私^' に 移った 〇か きの 子の 船 财 il ff 
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は、 初め 右近と S ひ、 後に 中務卿 法眼と なり、 泰茁 齋と號 した。 此の 人は 稍畫き 崩して 法 ^ 破っ た 
.との 批難が あった G その子の 榮川 (古 信) は" 正 德十六 年 正 乃 九日 ^ 三十 六で 歿した， ので、 從弟松 本 
| 受 川を莽 嗣 とした。 この 受川 (玄 信) も 夭折した から、 古 信の 子の 榮川院 (典 信) がっ V: た。 乙れ ま 
での 間は 木 挽 町家 も 甚だ 危 かった が、 典 信は 賢母 妙性院 R 育てられ、 殊に 當時 幕府に 勢力の あった 田 
一 沼 意次 ic 収 6 入っ て 十代 將軍家 治 {C 晝を敎 へ、 旗本に 列せられ てから、 急 R 家名を 擧げ たので ある 〇 
一 畫の巧 拙ょぅ も 世 渡 6 上手を 以て 他の 諸家を 凌 ^: た譯 である 〇乙の 人は a'< 玉齋法 印と 號 し、 寬政一 一年 
| 八月 十六 日 六十 一で歿し /2 0をの長男の養川院惟信も、父と共に將軍の寵遇を受け、屢々面目を施し 
j て. q た。 その上 此の 人は 當時 風流 茶 事の 權 威と 言 はれた 不味 公、 卽ち雲 州 侯 松 平 治 卿 等と 交際し、 文 

1  いせん  な /)1 

一筆に も 長 じ* 世間の 事情 も 知っ てゐ たから、 時世 向きの 繪を 描く 上 (C 活動した 〇更 に その子 伊川 (榮 
|  H) は 文化 •文政の、 繪晝が 最も 盛な 頃に 出で、、 狩 野 派 以外の 諸派の 長所を 折衷し、 優美に して 豪奢な 
繪を作 っても ては や 3 れ 々〇 固ょ 〇 畫 風は 頗る 細かく 弱く* 氣骨な どい ふ ものは 少しもな かった ので 
I あるが、 それでも その子 晴川院 (養 信) と共に、 狩野掉 尾の 活躍を したのは 大 JC 記せねば ならぬ。 因 
R 濱町狩 野は 常 信の 次男の 隨川 (岑 信) が、 六 代 將軍家 宣の寵 を 得て、 松 本 友 盛と いふ 姓名を 賜は ぅ、 
狩 野 家の 總上席 となっ たので わる。 故 (C はじめは 家格が 甚 'た 高かった けれど、 後 ^ は 木 挽 町家 {C 蹴落 
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I 九〇 

S れて 了った ◦今一っ 木 挽 町家に っいて 語る 可き は、 養 信の 弟に 「古畫 備考」 の 著者 朝闹興 禎の 出で た 
と、 養 信の 子の 勝川院 (雅信 •號は 素 尙齋) の FLJ 下 ic 橋 本雅邦 と 狩野芳 崖との 出で た rj とで ある 0 そ 

こびきち やうけ  けいごう  じん さ％  ほ ? ふ 

れ R 依っ て 見ても、 木 挽 町家の 系統 (C 人才が 豐富で あったのを 知られる ので ある 〇 此の 四 家と 並んで 
奥 繪師に 劣らない 勢力を 有して ゐた のは 駿河臺 家で あつた 。此の 家は 血脈の 家柄ではなくて* その 
祖洞雲 (益 信) が一た び 探幽の 養子と なった 所、 その 家に 探 信 •探 雪の 實 子が 出來 てから 別 ^ 家を 成 
したので ある。 洞 雲は 彫金 家の 後藤 益乘 光次の 子で ある 0 宗深道 人 •松 蔭 子等の 號が あ- CN、 家を 立て、 
から 法眼に 叙せられ、 式部 卿 法眼と 言っ たので ある of の老 蒼の 筆は 探幽 後の 一大 家 / 2 る ^ 耻ぢ ない の 
であっ た 〇し かし 彼の 頃 k はま だ 家の 格が 低 かった のを、 子の 洞 春 (義 信)、 孫の 元 春 (方 信) を經て 
洞 春 (美 信) が 出で、、 法眼と なってから* 大に 勢を 得た ので ある。 美 信は 浩然 齋と號 し、 式部 卿と 
稱した ◦その子 洞 白 (愛 信' 孫 洞 益 (春 信}、 その 嗣洞白 (陳 信)、 その 嗣洞春 (陽春)* その 嗣洞春 (秀 
信) まで 繼續 して、 秀信が 明治 十七 年 k 歿してから 畫業を 襲 ふ 者は なかっ た Q 

1 b_ 4 M 延 !tl !fd —M,.l 表 繪師の 諸家に っいては 管々 しいから 玆に 述べず して、 揉幽以 後諸國 ic 
蔓った 狩 野 派を 略叙し ょう。 先づそ の 第一は 京 狩 野で あるが、 その 山樂の 家並 ic 鶴澤 家は 共に 前 R 出で 
たから 繰 返 S ず、 たぐ 大阪 に 在っ た 月 岡 雪 鼎 その他の 三 四 R 止める が、 ^ の 月 岡 雪 鼎と S ふ 人は •高 


矿船%の弟子でぁる。その又伽.は僧 *- 哪といふ人に學ん、たのでぁる。古綱は名を明擧、號を虛舟と 
申して、 元祿の 頃の 人で、 はじめ 大和の 西峯 寺に 住んで ゐたが 、その後 京都の 法 恩 寺に 在つ て 山水 及 
び 山人 佛 象 を 晝いて 知られた 〇辦 野 永納に 學んで 、のち 雪 舟 風を 慕 ひ、 法 格に 拘泥せ ずして 筆に 任せ 

し 雄 健 超凡なる 大 
S 畫 を 描い / 2 とい ふ 
山 乙と である 〇墨氣 
11 の 勝つ た、 豪放な 
㈣作を 多く 見かけ 
_ る 〇此の 人は 又 我 
筆國の 古畫を 愛し、 
當麻 寺の 『法然 上 

一 人 繪傳』 を^! して’ S にした ぅ •或は 自ら 『薬師 寺緣 起』 『大佛 殿 木曳圖 繪卷』 等を 描いた ぅして ゐる〇 
& 01« &&は名を隆久と言ひ、號を竹隱齋と稱し、享保頃法眼になつた人でぁる〇近江の日野で生れて* 
最初京狩野の、|5篇ひ、のちか聲にっぃた0 *; 磡の繁で雪舟風に做ひ、勁拔|を描ぃた。その 
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門下の 月 M 雪 鼎は" 名を 昌 I  ( 別號は 信天翁 •露 仁齋 等) とい ひ、 法眼に なつ / 2 が、 寶曆の 頃 大阪に 在 
つて 繪 本を 多く 刊行した 。これは 狩 野 派ょう も、 寧ろ 浮世 繪に 入るべき ものである 〇閊田 玉 山、 墨 江 
s: i" 船 si< ^ などは 乙の 人の 門弟であった 。九州に 尾形幽 元の 一群と 小 原慶山 等が あって 狩 野畫を 
描いて ゐた乙 とは 旣 R 語つ たが、 朿北で は 仙臺に 佐久間 洞巖が 居た ので ある 〇 乙の 人は 名を 義 和、 字 
を 子巖 とい ひ、 !： §?• 洞 雲に 學ん で、 更に 白 石 等の 學 者と 交は つた 所ょう 剛直な 畫を 描いた ◦その 頃 又 
新 潟に S 紙 呱と s ふ 人が 居た 〇五十 嵐が その 姓で、 それを 約して 五 i: 吳に 通じさせて 名 ^ 冠して 居た 0 
晚年に五十嵐に復し /2 0本氏は佐野で、字は方篤、號は穆翁*孤峯0僧可存(常信の門人常行の弟子) 
と 狩 野 S 鶴 (一 溪の乙 とか： >に學んで、後には宋の '^* 楷、明の張平山の風を慕ひ、一家を成したのであ 
ると いふ 〇人 物に 長 じ、 彩色 R 優れて 居た 〇をの 門下から 廣島 惟明 (號は 鶴皐) が 出で、 ゐる 〇乙 れ 
も 新 潟の 人で ある。 因に rM? M は 文化 八 年、 八十 四歲で 歿し、 俊 明は 天明 元年、 八十 二で 歿して ゐ る。 

れた 後年の 諸家 一 斯樣な 次第で、 東 山 時代に 狩 野 正 信に 依っ て 起 6、 元 信に 結束 S れ、 
神品と 稱 すべき 天下の 名畫を 出した 家は、 永德 •山樂 •興以 の 如き 大家に 釀成 S れ て、 遂 k 探 幽に至 
つて その? 同 ] 1^ にぎした が、 乙れ を 限う として 下う 坂と なう、 會々 守景 •一蝶の 如き 逸材 も 出した けれ 
ど、 4 の 狩 野は 常 信 以後、 益々 衰へ 益々 拙と な A、 殆ど 語る に 足る 人な き R 至つ 穴 〇そ して その 門 
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地を 誇ぅ、 家憲を 尙ぶ乙 とを 2. れ專ら とする 中に、 時勢は 次第に 變轉 し、 或は 光琳 •抱 1、或は 11* |^吳 
春、 或は 南宗晝 •浮世 繪の 諸家が！！ 出して、 あ $ し探幽 時代の 盛運は 再び 挽回す る ことが 出來な かつ 
穴 〇そ して 奥 繪師の 四 家、 殊 ic 木 挽 町® 駿河臺 の 家では 鑑識に 長 じた 人 も 出で たけれ ど、 概ね 徒ら {C 
探幽 又は 常 信の模 して 遺して 吳れた 粉本に 依つ て 描く 外、 自ら 新 意を 出し 得ざる は 勿論、 その 新が ii の 
散逸し、 紛雜 する {C つれて、 遂には 依囑 に應 じて 如何なる 圆柄 にで も 筆 5: 揮 ふとい ふこと も出來 ず、 
甚 しきは 家の 圖で はない から 描けない と 言つ て 謝絕 し、 僅に 父祖の 粉本 ある ものの みで 胡 魔 化して 置 
く* 情けな v> 結果 {C 陷 つて 了つ た。 幸 k して 維新 前後、 常 信の 家には 餘脈絕 ぇな かつた 爲め に、 雅邦 • 
芳崖 等を 出して、 明治 •大正の 新 機運を 促す の 鍵を 與へ たのは、 狩 野 派 も 後 あ 言つ てょ い ので ある 0 
但し 正當の 筆墨を 用 ひ、 昔ながら 所謂 本筋の 晝を 描く のは、 狩 野 派 {C 限つ 穴ので ある。 腐つ て も 鯛で 
ある。 畫樣は 如何 {C 拙くても、 世間から 如何 ^ 見られて も、 ち やん と 正しく、 薄 家の 技藝を 維持し、 
揮つ て來 たのは、 狩 野 本家の 後流の みで ある。 

八、 狩野芳 崖と 橋 本雅邦 
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1 liiil 畫運を 促 1U た 恩人 I 明治の 後半から 大正の 今日に かけて" 眞の 名家の 有無、 眞の 傑作の 有無は 
聊 i して、 晝 •の 隆盛を 見る 乙と 實に空 前と 稱して ょい。 甞て 或る 特別な 階，% にの みに 現！ i n' WJ 勤 
ir ハ 「 ゃ國❸ L の & 員 伽い y れにっ かて 畫を阶 0 かの ひと、 劃い 接すか^ i 日 か 知”〇い 
■E-' しと 言 である 。い 加 P その 皆 數か る、 t か 昔日 & ものと 同 1 1?' はな so 旣に舊 法^ 一 墨守して 
办 S5： 野" 1 |5£やぬ.新宗 >:' 、「||「1心 3/:' ム籠って、_父の敎ふるが儘を追隨わる {0 滿足せず* 
各自 硏究を 積み.， 刻 意激勵 、 §て 新 樣の趣 ある 獨自の 繪畫を 達成す る 乙と につと め、 此の 二 三十 年來 
は" •々急に、 き々 隆に 、晝 運の 勃興を 呈しつ 、あるは 改めて 語る 迄 もない O  y の 走る ゃ往々 極端に 
流 ^: て、阶鲁か本奶卜知し、||4の正逆を脫するの場合なきにいもあらずであれど、先づ以て勤福のが 
いい 615 か & ならが O  S いて 明か 初年以 奢 斯る新 機運を 促す に 最も 力 あつた 人は 誰々 かと い ふに、 y 
か！ ^い|:勤ヤ^わ ^: の\我於|:野芳崖*!|本雅邦か11か^|かづ擧げが&ならぬ。勿論"他に東京の川 
端 玉章* 荒木 寬畆 、京都の 幸 野楳嶺 •岸 竹 堂、 或は 洋晝 家の 某々 氏の 如き もないで はない が、 狩 野の 
正 法 ^ 養 はれて" 正々 堂々 として 啓發 指導の 任 R 當つ犮 急先鋒と して t 此の 二 人は 特筆大書す 可き も 
ので ある 〇 

「橋本_~邦のん|と^^| 橋 本雅邦 初めは 勝 園、 また 克己 齋 •醉 月晝生 等の 別號が ある 〇 幼名は 千太 
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郞 のち 長 卿と 改めた 〇天保 五 年 江 戶木挽 町の 繪所狩 野 家の 邸 內に 生れ ¥ その 祖先は 京都よ 6 出る a 當 
時!： s?f» ll?l» ;fl» の 門 ^ 在っ た 併 貞は、 同門の 後進で、 淀 橋 米 商の 子 兼吉、 號を晴 園 養 邦と いっ / 2 一靑 年に を 
の 長女を 娶はせ て 養子と したが、 その子と して 生れた のが 雅邦で あった 〇而 して 此の 養 邦は 武藏川 越 
藩の繪 師とな って ゐたの である 〇七歲 よ 6 畫道に 志し、 十三 歲に して 狩 野 (勝 川院) 雅 信の P'J に 入う、 
f- l よ 6 若き 乙と 七歲で 同 P'J の 人と して 最も 親交が あった 〇 十四 歲の時 相っ s で 兩 親を 失 ひ 孤兒 とな 
うて、師家の用人三浦某の世話によって塾僕同樣に養はれ /2 0雅邦は乙れよう大に奮發して畫道を勵 

; . み、 終 ^ 儕輩を 凌いで 粉本 掛りに 進み、 51 に 塾 頭に 進ん 
一  だのは 二十 三歲の 事で ある。 その 頃の 塾 頭は 大抵 老年の 

人で あったのに、 斯 くの 如きは 異數 に屬 する 〇 斯くて 技 
益々 進み、 安政 六 年 二 十六 歲に して 獨 立を 許 S れ 一家を 
なした 〇然 る ic 當時 物情 騷 然として、 江戶は 今 k も 一大 變異の 襲 ひ來 るら しきよ $、 師家は その 知行 所 
たる 埼 玉に 立 退いた ので、 il： も その ^ 子を して 同行せ しめた 所、 却って 埼玉 地方 不穩 にして 非常の 
困難 5: 極め" 夫が 爲め妻 女は 遂 {C 發 狂し i 加 ふるに 維新の 變 起うて 繪畫を 顧みる ものな きに 際した ので 
1- 咖 の 窮苦は 言語に 絕した 〇百枚 一圓の 手間賃に て 支那 行の 團扇 を畫き 、或は 三味線の駒を 造"^、 辛う 
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じて 露命を 繫いだ のは 實に 此の tn であっ た。 しかも 畫事を 捨てず して 親友 芳崖と 往復し、 他 U の發展 
を 期しっ V 時期を 待っ た 〇幸に 周旋す る 人が あって" 海軍 丘 ハ學 校の 製圖 係と な-生計 や、 緩んだ が/ 

«  e 

:遂 に ^ は 病 1/ こと 九 年、 その 間雅 邦に 種々 の 苦慮を 典へ、 三女を 遺して 歿した ので ある 〇間 もな く繼 
八 | 室は るを 迎 へ、 約 十五 年間 兵學 校に 出勤して 陰 忍 持久の 生活を なした 0 
\ 兩 邦の 作品と 作風 I 明治 二十 年 文部省に 繪晝 取調 所の 設けられる に當 $、 芳 崖と 共に 入っ て 所員 
?• とな. CV、 ついで 來京美 術學 校の 開ける やまた 選ばれて をの 敎授 となる に 至 6、 名聲 頓に揚 6 てを の畫 
芳 I を 求む る ^ ■ 先を 爭ふを 見た ので ある 〇乙れ ょぅ 大作を 出す と共に 子弟の 敎 育に 熱心し、 やがて 帝室 
と 一技藝 員に 列せられ た 〇明治 三十 一年 岡倉覺 三等と 共に 日本 美術 院を創 立し、 そこに 邦畫の 新生面を 
描  i  開き、 m* l: i. f- l: i ;. 4 i. ^* 等の 名家を 出し、 !: ; !: か  し、 て、 &t、s m' 5: A' レ 

卜よ  _一  ナ A. *、 i  N/ ^> /u 

M 一  へ稱 せられる に 及んだ ◦明治 四十 一年 一月 十三 日、 七十 四歲を 以て 胃癌の 爲あ 歿した。 法 號は 謙德院 
fr. .  i 園 i 邦 日 操 居士と いふ 〇前 妻に 三女 二 男、 後妻に 六 男 五 女を 擧げ 、嗣子 秀 邦の 外、 笫永邦 、女婿 正 
纪 (靜 邦) 畫を以 て 立って. Q る。 雅邦& 奮 は f か 精 謹な P {宋元 の 人の 如く、 雄 泥なる 乙と 雪 舟の 如 
. <' 、 m' it' わ ハ I; i s:» ;^ t: 气の 、如 <' 、 四价の 如く、 豐麗な る i 不達 •光琳の 如く、 何 
n' 、 s; & い ik  wr i' i かか i む P *' M' i ffl' W 和 i んゲか p  r かった が、 & に 彼の 最も 仰ぶ ベ 今-- は そ 
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の 理想と その 人格と であつ た Q 描く と 乙ろ 殊に 山水 ^ 長 じ、 ま / 2 好んで 道釋の 類を ょくした。 しかし 
氣 韻と 風趣 ic 最も 長 じ、 設 色の 如き ft 得意で なかっ た Q 故 川上 大將藏 の 『十六 羅漢』 『梅と 竹圖屛 風』 
『臨濟 一喝』 『瀟湘 八景』 をの 他 傑出した ものが 多 so 

I 狩野芳 崖の^^ 一  芳崖 幼名は 幸太郞 、松 隣、 又 勝 海と 號した ◦文政 十一 年 正月 十三 日、 長 州に 
生れた ◦父は 晴 皐と號 し、 伊川 院の 門人で ある。 世々 豐浦 藩の 晝家で あった 〇芳 崖は 年 十九の 時 始め 
て 江戶に 來ぅ 、木 挽 町 狩 野の 繪所に 入ぅ、 爾 來十餘 年間 功を 積み" 狩 野 派の 正格を 練磨し、 常 信 •守 景 

の 趣を 追慕して 非凡の 精妙 1: 現は し、 當時 秘訣と 稱 したる 口傳の 如き も、 
敎はら ずして 會 得した と S ふ ◦その 師は 勝川雅 信に して、 勝海雅 道の 號を 
授かって 居た ◦旣に して 一朝 悟る 所 あぅ、 別天地を 開く の 必要を 感じ、 破 
格の晝を造った〇然るに從來狩野の法、門生をして粉本に熟する 2: とを專らたらしめ、別格を出すを 
許 S なかつ / 2 〇 今芳 崖に 此の 事 ある 爲あ 、師の 怒る 所と なつた が、 その 晝 技の 拔群な る爲め 、敢 て咎 
めな かつた とい ふ〇恰 かも 王政 維新の 際に 方 故 あうて 故鄕 に歸 $、 をの 藩の 幕府と 事を 構へ るに 
及び、 筆墨 1: 鄕つて 一時 俗務 ^ 身を 委せざる を 得な かつた 〇 維新 後も 糊口 {C 窮 する 乙と 雅邦と 同じく 
暫く 鄕に 潛んで 居た が、 明治 十一 一年、 意を 決して 東京に 出で た ◦しかも 飢寒 交々 至う、 有 爲の才 も 施 
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す R 所な き 上、 禍は禍 を 生みて 肺を 病 ir 身と なつた 0 

一芳 崖^^ 作品と 作風 | 明治 十五 年雅 邦の 推薦に ょぅて 島津 家の 依嘱を 受け、 『M 起 を 畫气 
纔に 生計を 維持し /2 ので ある 〇 此の 繪卷今 常 內省 にある 〇 のち 第一 回 繪畫共 進會の 開設 ある {C 當 

芳崖 は一帧 の晝を 出し、 また 第二 0 には 『山 水』 及び 『櫻 下 
駿馬』 の 二幀を 出し、 漸くに して 最下 等の 賞を 受けた 。然る 
{C 外人フ H  ノ  P サ 等の 認むる 所と なぅ" 今や 將に柬 京 美術 學 
校の 敎授 として 大 に 爲す所 あらんと して* その 始業に 先つ 四 
ヶ月、 明治 二十 一年 十一月、 六十 一歲 にして 歿した ので ある 0 
芳崖 k は 水 墨の 晝多 V UJ* 水 {〇 一撕軸 i 出し だ 〇 、 勁 i の 磬と 
和を の 筆と を 併サ用 ひ、 鮮かに し 0 風致 豐如な シ畫 い 作った。 
1 L' 彼の斯 技は 寧 H： その 人物 畫に ある、 f; 色の：！ {C' かる 〇甞 
て 日本 畫の 色の 洋畫に 及ばざる を 言 ふ教 ある や、 「及ばざる に 
あらず、 爲 S ざるな り」 とて、 日本 繪 具を 以て 『仁王 捉鬼圖 』 
を 作- 〇 時人を 驚かした とい ふ。 その 代表的の 傑作は 苋京 美術 


狩野芳崖印譜 


ま 


11 〇 0 

£ ぼ T ; る 『l sf 懲 にじ、 て、 0 l: 5 g: ss わむ  s ?: 0 ' 、 し、 か、 も  y  &  ■落 2: 1' 

&か |: %: おぎル |: &64 ?: か？^ 1)' &、&い 5: ^^い實 ^: 1ヤ&回、探幽、餐の 1, §> で 

あると 稱せ られ るの も宜な 3 である Q 


說 


總 


第五 編  宗達 •光琳 派 

一、 總  說 

s fil の— liiil 書-た-る— 光 琳 !^! u 齡斷|^ 1* い渺一、時，代が5&|^40 §: 川"時^^ルハ ?; > 5: の泰平に妒 
ハ  i ^: 、 て、 ^ ⑤  い  P い & S: 派、 ±: 佐 f: fs  證 k じい 心 ^ 

P' む卜 ぺか、 5: &^獻いいいぎ心い£ぽ、酵,ぐ1ぎ觀^*で、ぁ、っ ^: ムじ、て 
4 ふ&£& £: ?: い、 ±>> 富  bfs w' ?a: psi ^? £6is s: aiirivsiiw 
、五 f ゎい. ^ 0» ぼい、 て  k s: &s l; 繫 繁 か 6  V い  rv lf is£v 遺いか  s fl ^ 
影 m これを 代表す る 者は、 《 1: と ^ • ?#• と m. r 三人ょぅ もない に拘 はらず、 三人が 三人 共' 

傑れた 澤 山の 畫を 遺して 大に 光彩を 放つ て 居る 〇 勿論、 狩 野 派 や圓山 派に 及ばざる 點あ 6 としても、 
の 作品の 如 さは 數 t 實に豐 富な ものである 〇加 之、 傑出した 名品が 甚 •た 多い 〇所で 、一口 ic 言 ふ 
と、 £§ i: k l: H ?: iJ  い s、 I: {o s: 5: f: £、 m* ^ & ?: &i i: 、Ly ^: 
T  £ I: £G I: か f: @y I! L' 、 l: is l: /Q、 i: ^p s: 、 ^: i&irQ^: l: &'> 

二 〇 一 
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二〇二 


と 面白みと を 持つ てゐ るので あるが、 併し、 大體に 於て は 皆 同じ 傾向を 追つ て， Q ると 見て ょい 〇殊 {C 
光琳は 宗 達の 風を 慕； 5 て そ 乙から出發し、抱一は、更に光琳をねら、って描い 72' の ^' から伊處、かど, 1:' , 
子の あるのは 勿論で ある 〇然 らば その 同じ 調子とは 何で あるか ◦先づ それから 語らぅ ,0 


さんせ r 


各自 各樣 の硏究 を I た I  一に 日く、 狩 野から 出發 して 古 土 佐を 參 照し、 更に 新し S 晝風を 開かう 


とした 乙と、 二 JC' 日く、 寫實 又は 寫 意の 晝 ir 對 して 装飾的の 方面に 向つ た 乙と、 三 k 日く、 水 墨ょう 
も 彩色を 以て 晝の甚 調と した 乙との 如き 乙れ であらう 0 詳しい 說 明は 各人の 項に 讓る が* 創始者た る ^ • 
達 も" 大成 者た る 光琳 も" 共に 當時 最も 勢力が あつて、 最 毛 本筋の 晝を 描いて 居た 狩 野 派で 最初の 稽 
古をしてゐる0故にをの根柢 ^ は抜く可らざる狩野の筆法があつて、その爲め畫を健實に、且つ1ゴ| 
に見せてゐる〇けれども彼等は徒らに因襲を追ふのみに滿足せざると共 ^ -別に自己の天地を觀虹し 
穴い との 考 から、 古 土 佐な どを 硏究 して、 新しい 傾向を 迎 つて 行つ /2 〇 それ 故、 本統の 自分 達の 進ん 
だ 晝には 直接の 師匠と いふ ものは ない。 宗達 も S うで あつた、 宗達を 慕つ / 2 光琳 も、 宗 達の 死後 十五 
年 R して 生れた し" 光琳 k 私淑した 抱 一 も、 光琳の 死後 四十 四 年 目 R 生れて ゐ るの だから、 その 間が 
甚だ 遠い ので ある ◦そして 光琳に も宗 達に も その 風を 長く 遺した 弟子は ない ので、 彼等は 各自 別々 ^ 
硏究 をして 各自の 晝 風を 立てた ものに 過ぎない ◦隨 つて 同じく 光琳 派と 稱 しても、 雪 舟と 雪 村との 關 


係の やうで あつて、 自分 獨 得の 道を 步いて 行つ たので ある。 此處が 頗る 面白 S 所で あると 思 ふ 0 
I その 特色は 装飾的な こと— I それから、 彼等は 新派を 立てた とは 言へ、 圓山 •四條 の 諸家の やうに 寫 
:實に 僻して、 物の 外形 •色彩の みを 寫 S うとは ' L なかつ た。 三人 共に 花卉を 得意と したから 寫實を 輕 

,  な， V しう ぐ ^ か 

一  ずる やうな 乙とは なかつ たが、 决 して それだけ k 滿 足は 出來な かつた ◦  3 れば と. - L 、 南 {示 晝家の 如く 
。專ら 思想 的 方面 9 精神的 方面への み 入. CV 込 ir 乙と もな S なかつ た 〇彼 等は 別に 裝飾晝 の 方へ 道を 開い 
たので ある Q 乙れ は 宗達以 來の 約束では あつたが、 實は 日本に (或は 支那に も) 專ら 此の方 面へ 足を 

f  b 、 5 •っし よくび じ ゆつ、 I  、  p  f  p  f  りつ |1* 、<」くりつ.<* 

總 向けた 晝家 はこれ まで 少かつ たので ある 〇殊 に單な る 装飾 美術 {C 止まらず して、 これを 立派な 獨 立し 
一 か f.t» i ?> ?; し、 f; の？ 易 生 畫や寫 意畫に 劣い ざると 乙ろ まで 徹底 3; せた 此の 種の 繪畫 は、 他 k 見る 乙と 

I .か 家 §: ?; も 、 玆 、に 餛 i ■、の visY 繼㈢ f と、 家 も すれば 繪畫の 

忘れて- ® r 案% 或は 緊飾ル 3 れた、 i 繪畫 的な もの {C なつて 了 ふが、 彼等は 決して 一 步をも 
說一 膨數 け 射へは 踏み出 S ずして、 巧に 裝飾 美術の 有する 美し S を 採つ て、 自家 藥籠 中の ものと したので 

j  t つし 9> つ  いち  めう み  さ. フし よくて き 

ある。 何れを 見ても 皆、 傲 3 1 した 藝術 的の 價値 ある 繪畫 であ 〇 て、 しかも その 妙味は 裝飾 的の 方面 か 
ら取 つて ある 所に 他の 追隨を 許 S ない ものが ある。 殊に 光琳に 於て 然 うと 言は ねばならぬ Q 只、 繪畫 
の 眞の睨 S 所は STrA aT な ものである かとなる と* それは 問題で ある。 卽ち 本筋の 繪畫は 此の方 面へ 向つ 
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一 〇 四 

て 進んで ょい かとなる と 色々 疑問が 起つ て 來る〇  ) 

SM iicl Jtt あ ! 51 置 L_i つまう 支那 & ii の 本流を 汲んで、 一 &舟 •正 信 等の 繪が 出來 、それを 承け て 狩 
野 派と な 6、 或は 唐 代の 本流を 汲んで 古 土 佐と な 6、 新しい 土 佐と なつた ものを 本流と 見るならば、 
光琳 派の 如きは 僚 流と 言はなくて はならぬ だら う〇無 論、 本流の みあつ て 支流の 必要は ない とい ふで 
はない が、？! S から II ずると、 それだけに 見て 差 支 ある ^ いと 思ふ〇 併し、 光琳 派の やつ / 2 仕事は 他 
に 類のない ものでは あつた 。殊にを の色銳 の使ひ 工合 等に、 自派は 勿論、 他派を も 刺戟して、 餘稃進 
步 を 助けて ゐる〇 即ち 狩 野の M'f 色と 土 佐の 色彩と 1: うまく 融け 合は せて、 彩 墨 一如の 働きを 3 せた 苦 
心は、 殊に 光琳の 手柄と して 推 S なくて はならぬ 〇そ して 狩 野 派では 水 墨の 線が 主と なつて、 それに 
色を 施して あるし、 前 土 佐では 色を 主として* それ に 墨の 線を 入れて あつたので、 何れも 主と する 所を 
異にして ゐた のを、 光琳 等は 墨 も 色％ 同じ やうに 取扱つ て、 或は 白綠 流し {C ょつ て、 色で 行く 所を 墨 
の 中へ 色を 流し かけて やる とか、 又 墨の 濃淡で 描くべき 葉の 筋な どを 金で やる とかして、 假令そ の 技 
巧は 何も 新し s 乙と でな く、 從來の もので わつ y2 としても、 その 用 a 方に 氣の 利いた 所が あつた。 
從つ て出來 上つ たものは、 圓山 派の やう {C 優婉 一方で もなければ、 雲 谷 派な どの やうな、 版で 押した 
やうな 硬 苦しい 冬 ので もない、 一種の 派手で、 且つ 落ちついた 纏まう の ある 畫 R 描へ 上げられた ので 


悦光彌  阿本 


ある 〇 但しを れも宗 達から 光琳が 主で あつて、 抱 一名 同様では あつ / 2 が* 11. 擧など の 111 i を 受けて、 
餘程變 つた ものと なつた。 其の 末流 {C 至つ ては、 殆ど 語る に 足る だけの 2 のを 描いた 人は 少 い と 言つ 
てょ い。 要するに、，： ボ達 •光琳の 派の 畫は 、派手で 美しく って 解ぅ 易く って、 レ、 か ^ 上、 品、 な §; 致 、を、 失、 0 
て 居ない 所 k 特色が ある 0 

二、 本阿彌 光悅 

一光 悅と宗 蜜 •光淋 との 關係 一 上に も 述べた 如く。 光琳 派の 仕事は 宗達に 依って 開かれ、 光琳ん の 手 ^ 
大成 3 れ 、更に 後年 抱 一が これを 變じ たと 言は ねばならぬ から、 光悦は 餘ぅ關 係がない 上に、 これは 
繪晝を 赛門 として 立つ た 人では ないから、 光琳 派の 首め に 說明 する の も 異な ものであるが、 宗達 及び 
光琳とは 親戚 續き の關係 あるの みならず、 糙に 彼等の 畫の 上 (C も 交涉が あっ 穴 樣に思 はれる から、 3" 
っと 述べて 置く  o s て、 光悦が、 宗達 、光琳に 對 して 何ん な續き 合 CA であっ たかと $ ふに、 光悦の 孫 
の忠甫 の * S た 「木 阿 彌行狀 記」 その他の 記錄を 見る と、 次の 樣な 乙と が 分る。 卽ち 
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本阿彌 (六 世) 本 光 —I 光 心^ t  (光二 


一 r 秀| 

男 光 刹— 


1— 1 


宗 伯- 


- 宗甫 


つづ 


Jf 光悦— I 

女 | _ 

^ 光德 
h 妙 光 

女 ((名 不 l t 

1 宗達 — 

• • 、、、、 むこ 、、、いご こ ^ こ、 あ 亡、、 


—宗 謙- 


二 0 六 


.藤 三 郞 

1忠 


とい ふ 續き 合 CA であつ て* 宗達は 光悦の 本家の 婿、 つまぅ 從 妹婿に 當 るし、 办琳 は办悦 の姊の 曾孫と 
ぃ ふ關 係に なって ゐる〇 光 悅と宗 達と に 直接 交 步 0> かっ だか： 5 
きい 感化を 受けた 乙と を 首肯 れ るでから ぅ 0 

「本—阿彌办,^1 光悦に つ S ては 先づ本 阿彌家 の 話から しなくて はならぬ 0 ■元 來 本!： 彌家 は、 
南北朝の 頃の 公卿に 從 二位 五條 高 長と いふ 人が あつた 〇此の 人の子に 長 春と いふの が、 庶子で あつた 
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爲め 新に 家を 立て V 本阿彌 家と なった ので ある Q 此 人は 刀 劍の鑑 識 R 長 じて ゐた ので* 足 利 尊 氏に 仕 
へて 刀劎 奉行と なった が、 尊 氏の 叔父の 日靜 上人 ^ 歸 依して、 妙 本 阿 彌陀佛 の 法名 1 得た 所ょ 6、 
玆 (C 本 阿彌の 家號 が出來 たので ある。 此の 長 春 卽ち妙 本から 五代 目の 妙壽に 男子が なかっ たので、 弟 
子と して 優れた 腕前の あった 松 田 左衞門 三郞淸 信を 妙壽の 娘 {C 娶せて 嗣子と なした 〇 乙 れが本 光で* 
本 阿 彌中典 の祖 なので ある ◦本 光の 後は 子の 光 心が 繼 V: た 所、 光 心には 始め 男子が なかっ た爲あ 、多 
贺豐後 守 高忠の 孫次郞 左衞 §： 光二を 迎 へて、 e 女妙秀 (C め あはせ た ◦然る ^ 後 (C 至って 實子光 刹が 生れ 
たので、 光二は 自ら 退いて 分家を 立てて， Q た〇 彼等の 間に 生れた のが 光悦と いふ 乙 とになる 0 故 {C 光悦 
は 由 緖 正しい 本 阿彌の 家の 子で、 最初から 家業で ある 刀劎の 三 事、 即ち 鑑定 •靡 硏拂 •拭を 敎は ったので 
ある ◦然る ^ 此の 家は 加州 前 田家から 二百 石の 知行を 受けて 裕福で も あった 上に、 徳川家 康 •秀忠 の 厚 
い 知遇 も 蒙 6 上流の 方々 と 交際が あったから、 本性 多藝 多能 {C 出來た 光悦は、 種々 の 方面へ 向って その 
美術的の 才能を 發 揮した ので ある 0 今 左 {C 如何に 彼が 多方面に 向っ て 驚くべき 仕事を した かを 語らぅ 0 
门多藝 多才 Ifpl 光 探— I 彼 {C は 大別して 茶道と 刀劎と 書道との 三藝が あった。 先づ 茶道に かけて は 利 

いふ 關係 から、 全く 堂 ic 入っ たもので あった。 寬永 の始あ 頃 iL は 例の 縢 ヶ峰に 太虛 庵と い ふ 茶室 も 造 
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二 0 八 


でん 


つてゐ る〇 茶の 關 係よ-^ 彼は 當然 陶器を よくした 〇卽 ち樂の 名人 三代 ノン コゥから 秘傳ヒ 敎は つて、 
樂燒の 茶碗を 自作し、 「愿ヶ S H 富 土」 その他の 名茶 碗を 造つ たので ある 〇後に 乾 山が 陶器に 志し た の 
木 餘稃そ の 影 _ が あるら しい 〇彼 はま 穴 茶道の 一 技術 k 屬する 庭 造う ^ やつた 〇本法 寺の 巴の 庭な ど 

その 名作と して 知ら 

ミれ てゐ る〇 それから 

莉  ン 

免 自分が 直接 手を かけ 
本 たか 何う かは 知らな 
s いが 鑄 金 も 1 みて、 

光  つき  か 3: 亡 いきよ あ A 

悦 「月の 釜」 「太虛 庵」 

《讲  ふろが 3; 

などの 有名な 風呂釜 
を 遺して ゐ る。 次に 

彼の ^ l , {c 至つ ては、、 王 (C 硯筑で あるが、 乙れ 等も實 に 面白い 出來で 、「忍 草」 にしろ、 「佐 野の 船橋」 
R しろ、 古歌の 意を 取つ て、 模様と 文字と をう まく 出して あるのは、 何とも 言へ ぬ 味が ある o( 此の 模 
#T と 和歌と 相 待つ て 意味を なす 一種の 皆 畫は蘆 P 模 樣と稱 へ、 藤 原 時代から 文庫硯 箱 等 R 用 CA られて 
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ゐる〇 をの 他謠 本箱 も あれば、 能面 も 作っ てゐる 〇謠 本の 表紙 も 描 S てゐ る、 或は 印籠 •香合 •竹 花 
Ai, も 製作し、 彫刻 もやつ た 〇  H 藝 美術の あらゆる 方面に 向つ て 活動した ので ある。 そして 2. れ 等の 彫 
金 •彫刻は 刀劎の 業の 關係 から 腕が 出來た ので あらう ◦殊に 彼の 書道 (C 至っ ては、 御 家 流の 尊 朝 法 親 
王から、 f 衞鷹山 公 (實は 三藐院 らしい が) •松 花 堂 昭乘と 光悦との 三人で 入木 道の 傳授を 受けた。 
そして 三人 共 自分の 流儀を 立て、 ょから うと 言 はれた ので、 近衞 公は 近衞 流、 松 花 堂は 松 花 堂 流、 そ 
して 光悦は 光悅 流の 書道を 開いた 位で あるから、 彼の 最も 有名な のは 此の 書道と 言っ て もょ い。 甞て 
^• 悦が、三藐院から當時の能書家は誰かと聞かれた時に、「先づ〇扭て次は公〇次は瀧本坊(松花堂)」 
と 答へ たので、 「その 先づと S ふのは 誰か」 と 問 ひ 反されて 、「恐れ 乍ら、 此の 光悦で 厶 6 ます。」 と 云っ 
た 有名な 話が ある 〇 それに 依っても、 如何に 彼が 書道 R 優れて 居り、 且っ 自信 も あっ / 2 かゞ 分る であ 
ら 5 〇 

一. 藤ヶ峰 の 大事 業 _ 乙れ 程な 光悦の 乙と 故、 その 一代は 徹頭徹尾 藝術 的の 生涯で あった 〇殊に 彼 
が 元 和 元年、 洛 北の 鷹 ヶ峰に 移っ てからと いふ ものは 眼覺 まし S 生活 振 うを したので ある。 彼は 德川 
家 康の思 召を 以て、 M ヶ 峰の 麓に 東西 一一 百 間、 南北 七町餘 、百 七十 六 石 八 斗 一升の 土地を 拜領 して、 
そこへ 自分の 家の fir 口 六十 間なる を 構へ、 同時に 弟の 宗知 、養子の， 光瑗 、本家 f 德の 子の 光史 •光 榮、 
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一二 〇 

親戚の 詔 搬 (於 琳んの 祖父 y 富豪で 親友の P 屋四郞 次 郎等 十 人 e> 者に、 各々 間ロ ニ 十 間の 地 5: 占め 
て 家を 建て S せた 〇礙 51 高 も 居れば、 8% 妙 喜、 紙屋 宗 二、 大工 久右衞 門な ども、 十五 間間 口の 所を 
^5齡_レ、其總數五十五人といふ大した乙とで、此處に光悅町といふのを造つたのである0光悦は其處 
で 何を した かと s ふに、 彼は 豪' 1 な 成 <1 式の 暮し 方ょりも、 寧ろ 茶人め いた、 わびと S びとの ある靜 
かな 藝術的 生活が 好きで あつ / 2 から、 自分の 理想 5: 實 現して、 或は 筆屋を して 光悦 流 狸 毛筆を 造らせ、 
或は 紙屋 1: して ゼ悅紙ビ' 抄か せ、 更 R 刀劎 •薛繪 *陶器*彫刻など ^ 、助手の力を藉ぅて仕事をし 
たのである0乙れ办你を中心とし /2 、艇齡たる美術村の贤亂であった。斯くして光悦は、寬永十四年 
二月 三日、 八十 歲を以 て 船した ので ある。 彼の 號は德 友 齋 、又 S1 得 齋で 、居る 所 ic 因んで 太虛庵 又は 
鷹ヶ峰 舍と稱 し、 後に その 場所に 光悦 寺を 建てた が、 それは 今に 傳はつ て. Q る。 法名は 了 寂 院と稱 
する。 彼の 後は 片岡 家から 養つ / 2 徒弟の ^ • 瑗 (妻は 本家 光 德の娘 妙 山) がつ V: た〇 併し tl n も 光悦と 同 
年 {C 六十で 歿して、 且つ 餘 6 傳はる 所は ない が、 その子の 光甫は 空中 齋と $ひ、 なか < の多藝 であ 
った0寬永十八年 ^ 把眼 ^ 1せられ、畫も描けば、樂燒ゃ信樂燒 2< 中信樂)もゃ 0 た。天和二年に 
八十 二歲で 死んで ゐる Q 後ち 光悦の 家は 江戶に 移つ て、 數代續 い た。 尙ほ光 悅が 勤王家で わつ た <1 と 
と 固い 法 華 信者で あつた 2. と、 も 特記して 置かなくて はならぬ 0 


I 光悦の 遺作と その 價値 一 彼の 繪畫 は少々 Ex a 被られて ゐた铽 味が ある。 彼は 酒 井 抱 一に 依つ て、 
「{-: 小 達 •光琳の 祖 とする 所な う」 と 言 はれて 以來 、長く 此の 派の 開祖と 見な 3 れて 、光琳 派ょ 6 も 赓 
ろ 光悦 派と 稱す べしと 3 へ 說く者 も あつたが、 事實 はどう も S うでない Q 彼は 書道に 於て は惜に 一派 
を 立て、、 その美 事な 眞蹟も 多く 遺つ て 居る けれど、 繪畫に 於て は 第一 ic そんなに 眞婧 ♦か 澤山 見ぇな 
い 〇あ つても 力作と いふ 程の ものは 殆どない ので ある 〇そ して 本筋の 繪 らしい ものではなくて、 ほん 
の餘藝 としての 素人 繪で ある 〇且つ 書蹟の 下地 ^ 描いた ものと、 蒔 繪 類の 模様とは、 畫風 も少々 異る 
所が あつて、 ょく 出來た 名のは 餘程宗 達 {C 似てゐ る〇宗 達と 言つ た 方が 正し S やうな 繪も 見ぇる。 乙 
れは彼と宗達との交涉が密であつたことを思へば色々な意味に想像 ? れる0故に彼に依つて果して一 
派が 開かれた と 見る ことは 出來な so その 眞蹟と 思 はれる 草花の 屛風 などを 見る と、 純然たる 狩 野 派 
に、 少し ばかう 土 佐 風が 交つ て ゐる 。己れ は 彼の 和樣# 風から 來る 所で あらう ◦狩 野永徳 に 學んだ と 
も、 海 北 友 松を 師 としたと も い ふの が、 肉筆の 物には 略畫 式の、 彩色が 多くて、 水竭 は餘う 見 當らな 
い 〇圖柄 も 鹿な どは 見る rJ と あれ ど、 殆ど 草花に 限られて、 人物 III 水は ない 樣で ある 〇但し 歌仙を 描 
S たものは 幾つか 傳は つて. Q る。 蒔繪に 至つ ては 何れ 他の 卷 (美術 H 藝の部 又は 骨董の 部) で 詳しく 
說 明 3 れるで あらう •か、 圆 としても M る 面白い ものが ある 0 
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二 ー ニ 

三、 野々 村宗達 

I 宗達の 生 ひ 立に 0 いて _ 右の 次第で、 光悦は 晝家 とい ふわけ k は 行かない が、 宗 達の 方は 立派な 

晝 家であった ◦況ん や 一種の 新派を 開いて、 狩 野 其の 他、 當 時出來 か、 った 諸家に 對抗 して 自分の 面 
目 1: 發 揮した、 偉い 所の ある 人物で あった ◦然るに、 光悦の 方は 割合 {C 傳記等 も 明かで あれ ど、 此の 
宗 達の 方は 頗る 不分明で ある。 漸く 數年 前に、 日本 美術 協會で 、宗 達の 紀念會 を 開 S た 際、 色々 と材 
料の 出品が あった {、或は 調査を し / 2 6- した 結果、 傳記 に も 薄ら 明ぅ が S し、 作品 も 大抵 解っ たので 
わる J3 彼は 加賀 又は 能 登の 生れで あって、 暫く 京都に 出で、 同地で 晝の 修業 も すれば 作品 も 描 いたら 
しい 〇仑 して 晚年 には 加 賀の金 澤へ歸 6、 こ、 でも 澤山 描いて、 寬永 二十 年 八月 十一 一日に、 その 地で 
残した とい ふこと だけは、 略々 明かに なつた 0 「本朝 晝纂」 に 依る と、 六十 八歲で 歿して ゐ るから、 天 
正. 四 年の 出生と なる 〇隨 って 死んだ のは 光悦の 歿後 六 年、 生れた のは 光悦の 生後 十九 年 目に 當る〇 
卽ち宗 達は 光悦ょ 6 十九 歲若い ので あるから、 光悦からは 姻戚 關 係の 後進と して 指導 4 S れ 、ば、 光 
' 悦の 作品の 手助け もした で わらぅ 〇宗 達は 俵 屋と稱 する 處を 見る と、 町人の 出で あつたに 違 CA ない。 


m 


宗 


野 


家が!^ 6 つて、 金錢に 飽かせて 贅澤な 繪を 作つ た 所よう、 あの 通 6 の 華美で 豪快な 宗達 風の 畫が出 
來 たとい ふのは 何う か 知らない が、 光悦の 家が 世々 加州 家から 知行を 貰つ て 居る 2. とから 考へ ると、 
そこに 何 かの 關係が あつて 若い 時から 京に 上 6、 本 阿彌の 家に 接近して 居た ので あらう 〇そ して 光悦 
の 世話で 本阿彌 から 妻を 迎 へたと も解釋 3 れる〇 

I 宗達と 兎に角、 宗 達は 暫く 京都に あつて、 晝を 業と してゐ た 〇 彼の 畫の師 について 
は、 ffix 吉如氣 •狩 野 安信 •狩 野 永德の 三說が あるが、 如慶と 安信とは 彼よう も 二十 歲の 後輩で あるか 
ら師撕 の關 係が あつたとは S はれない し、 永德の 死んだ 時には、 まだ 十五 歲の 少年で、 京都に 居た か 
何う かも 解らない から、 乙 れも俄 R 信じ 難い 〇 して 見る と 師匠は よく 判らな s が、 その 晝 R 狩 野 風の 
根 私の ある ことは 事實で ある。 殊に 初年の 作は 全然 狩 野の 筆法の みで あると 申しても よい 〇 後年の 晝 
でも、 扇 流しの 屏風な どの 中には 純 狩 野 風の ものが あるから、 狩 野 派は 十分 やつた R 違 ひない 。此の 
狩 野 派で 腕を 練つ た 彼が、 何故 一派を 開く に 至つ たか。 それにつ いては 色々 の 想像 說も 6 るが、 一つ 
は 光悦から 影 113 を 受けた とい ふこと を 否爻れ ない 〇そ して、 或は 光悦の 爲め ic 蒔繪の 下圖を 手 傳ふ上 
から、 装飾 美術的の 繪 k 向つ たかとも 考 へられる 〇故に 初期の 繪 k は 狩 野 風の ものと、 圖案 風の もの 
とがわる 0 それから 彼の 知遇 受けた 人、 又は 免 遊を した 人を 考へる と、 第一に 烏 丸 光廣 卿 P ある 0 

II 1 三 


光廣卽ょ.風流のあがム？豕3んであっ /2 が、か皆を艇く力 ^| 輯じて居られる0又宗逹が光悦*光廣卿*松 

かん 

* n ゆと S- 人で 合作した 卷物が ある R 至っ ては、 此 等の 間の 關係は 益々 知れる 03 うした 所ょ 

ぅ、 S:' 5 : & l?' & ^ i い &で& い +' §: 派、 を 1: 九いで & い #' か、 の、 ぁ、 る 5: ぎく かう も o» かも 

かい s» はれる 0 

r^ '171 の 基礎に 土  S の攝 tel し を 乙で 彼の 晝で あるが、 何處ま でも 狩 野 風を 基礎と して、 最初は 當時 
の 土佐畫 を繫 し、 そ 為一 一 取う 入れ やうと したら し， S が、 更に 31- むと、 古 土 佐に 暇を っけて、 その 
航船を 扼へ たので -^る。そして歡の樣に、 1! ?^ 象8のぎに描くとぃふやう1ぃものでなく、 
?! 1 した 允 傾 Ir Mr v た Q Bi^ 掀も擬 松 • !! 1 等 も あるけれ ど、 A' ^o に ®, れ たもの が 多ぃ -」 殊に M1 氏 五十 

-5 •*リ  •  “  * ぶ ん V』  せ ^ 0 •のづ 

四 ,^ か 皆® がきで ?) ったと 見ぇて、 乙の 圖撕を 允 分 取って ゐる〇 『關 屋圖』 の 如きは 三っ も あって、 乙 

テ、、 フか 文  こ- フ 

れを 比較して 見る と、 彼の 作品の 胤 ^ か 次第に 鞔って 行っ た 乙と がょく 分る。 卽ち 最初の ものは、 構 
11 はが， 親から 來てゐ て も、' 0〇 の 描き 方は 狩 野 風で、 山 や 木は 船 齡の狩 野 {C なって ゐるが 、その 次の 

/| ■もい f  せきしよ  ) 

ものは、 大に土 佐 化して ゐ る。 石と か 山と かは まだ 狩 野の 俤於殘 つて 居れ ど、 關 所と 家の 描き 方の 如 
きは、 土 佐で ある 〇更に 後の ものは、 家 や 木石 等が ^ 然ない からで も あるが、 全くの 古 土 佐を 睨っ て 

けん れんちょく 

JQVOQ そ Z1 に 彼の 行っ ^ 道が ある やう R 思 はれる 〇然 し、 何れに しも、 最後 まて 彼は 狩 野 r の懸腕 S 


逹  宗  村  々 


野 


筆と、 狩 野 派獨得 の 線と を 捨て V K- な S ので ある。 いや 晚年 になつ て も 何？ かする と、 狩 野の 生. 地を 
をの 儘で 出す ので ある 0 

% 

一 I 彼の 畫の 特色と 技巧 一 そ 2: で 年代に 依つ て 違 ひは あるが、 宗 達は 狩 野の 線 R 土 佐の 色を 盛らう と 
一して ゐ る。 をれ も探幽 などの やう 方と 違 ひ、 渾 然として 融化 S せて、 その 線を 墨 ぼかしで 色々 調和 S 

一  みつおき  せつち う 

| せょうと して ゐる ◦そして その 色 も 光起が 狩 野 派を 折衷し /2 やうではなくて、 もう 一つ 古いと ころを 

I ねらつ て、 7^2 v 色を £r るので なくて、 色を％ つて 線の 力を 補 ふ 一つの 力と して 描いて ゐ るので ある 0 

一 

一 それ故に 水 ' if の 中へ 金泥を 交へ た $、 或は 流し込みの 技術の やうな 乙と もやつ て， Q る 0 尤も 白綠 流し 
| の 妙技は 光琳に 依つ て大 1 3 れた から、 進歩した 技術では ない ^ でも、 狩 野 や 土 佐と 違つ た 一面を 開か 
| うとは して ある。 をれ から 人物の 顔面な どは 餘程古 土 佐 風の もので、 少 S 筆數を 以て、 極めて 略した 

| 描き 方を しながら、 老人は 老人、 若者は 若衮 、又 大將 と家來 との 面目を 描き 分けて ゐ る。 乙ん ^ 所は 

一 

宗 達の 腕の 達 若であった 證據で ある」 要するに、 繪の 筆の 確な のは 狩 野 派の 根柢から 來て 居う、 描 3 
方の 輕妙で 、飄 逸なる 趣の 存す るのは、 古 繪卷物 硏究の 結果で ある 〇し かも 更 {C その 形 や 色彩の 上に 
餘稃裝 飾 的と なつた のは、 彼の 彼た る 所以に して、 これが 後來 、光琳 (C 依つ て 達せられた 技術で ある。 
併し 彼の 畫は爻 だ 光琳稆 器用 k なって、 熟し 切っ て 居ない 代 $ に、 狩 野 派の 堅實な 面白みが 殘 つてゐ 

二 一 五 
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ニニ ハ 

るから、 此の點 では 寧ろ 光琳ょう も 優つ てゐ るかと も 思 はれる 0 兎に角、 宗達は 當 時の 新派を 立てた 

,  f  p  V  ,  to  vw  vw  v» 

人物と 見ねば ならぬ 0 

I 宗建の 後流 者 I 宗 達には 色々 の！ 一 柄が あつて、 草花 や 繪卷物 風の 人物の 外、 『能 衣裳の 屏風』 
とか、 『風 H 田 輒 屏風』 とか、 變つた 傑作が ある 。『能 衣裳 屏風』 は 土 佐で も 狩 野で 冬ない、 言は < 光悦の 
L と 5 1! した 1 {じの ある 圖組み であるが、 をの 模樣は 狩 野 風の 花が 描 い て ある 0 『風神 雷神』 に 至つ 
一 ては、日本にはこれまで只一點の彫刻がわつた外、據$處は他にないのであるが、宗達は乙れを巧に 

1  ^  ぐ. c 一ん  ク くごく 

I 描 S て、 狩 野 派の 力の 滿 ちた 筆の 味と、 土 佐 派の 面白い 形と を 一丸と し、 そこに 彼の 獨 得の 畫風を 示 
j した ものである 〇乙 の圖は 後に 光琳 も眞 似て ゐ るから、 光琳の お 話の 時 R 比較して 見ょう ◦尙ほ 光悅 
R あれ 程の 蒔 ik が あつた i.c 拘はら ず、 宗達の 下 圖と傳 へられる 蒔繪 などは 餘うな い ◦乙れ には 所謂 光 
悅の 作に 混 継して ゐる のでは ないかと 思 はれる 節が ある 〇それ から 彼の 眞蹟は 加賀 地方に 可な う 多い 
I  NJ とも 知らねば ならぬ 。彼は 氏を 野々 村 (又は 野 村、 喜 多 凡、 北 川 等の 別說も あるが 間違 ひらし い ° 
字を 伊 年、 號を 對靑 軒と 稱 し“ 法 橋に なつて. Q た。 彼の 後に 俵 屋宗說 とい ふの が あう、 伊 年を 名の $ 
二世と 稱せ られ るが、 乙れは光琳頃の人らしい〇又萬屯宗達といふのが加州侯に仕へたともいふが、 
共に 晝は 極めて 拙く、 宗達法 橋と 紛れる 程の ものでは 決してない ◦因 {C 宗 達の 晝 {C は r 宗達法 橋」 と 
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わざ <法 橋を 下に 書いた、 落欵の ものが ある ◦その 理由は 解らない が 心得て 置くべき である 0 


四、 尾 形 光琳 


I 光淋の 地位と 價値 I 尾 形 光琳は 探幽や 應擧や 文晁の やうに、 世間 的に 偉い人 物で も 才人で もない 

あ し ^ ご i. V  u  p  P 

から、 大きい 足跡を どつ し 6 踏みつけて 置いて 過ぎ去つ たやうな 乙 とはな S が、 光琳 派と v» ふ 特別な 

0  一つの 晝風を 大成した のと 

圖  令  V  9  9，，, ひじ やう、 、 、 

M 且つ その 作品の 非常に 多い 
枕 のと、 彼 0* 一派の 如き 畫風 
筆が 世界に も餘 6 類のない や 

s P  9  ,  P  ，  p  f  9  , 

埯う 方な のとで、 德川 時代の 
男 

刻 生んだ 大きい 晝家 とい ふ 乙 
f とは 出 來る〇 光琳の こと {C 

ついては 祖先から 少し 話さねば ならぬ 〇彼は もと 九州の 豪族緖 方 氏の 流れで あつたが、 數代 前から 京 

二 I 七 
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都へ 出で、 縱识 S の 神官と なつて ゐ た。 尤も 氏は その 時 尾 形と 變 つてゐ たけれ ど 緒 方の 系統 だとい ふ 
ので、 その 神主 R なつた 譯 である ◦その 尾 形 道 柏に、 媒介す る 者が あつて 光悦の 姊の 法秀が 嫁した の 
である ◦そして 光你 の 家とは 餘程 親しくして ゐ たと 見ぇて、 例の II ヶ 峰へ 引越す 時 R 彼の 一家を 連れ 
て行かれ '/2 0斯くて道柏の息子の宗伯、その二子宗甫*宗謙は、東福門院の吳服所をつとめてゐた〇こ 
れは矢 張 が 世話を したら しく、 初めは 德川 家 ^ 出入 ぅした のが、 後に 關 東から 門院の 入內 S れ 
ると 共に その 方の 御 出入 6 を 許 S れ た ので ある。 その 爲め R 三代 目の宗 謙は 可成 $ 裕福に 暮 して、 唐 
ST で 書く とい ふ譯で はない が、 光悦の 弟子の 兒島宗 與とい ふ 人に 書を 學んだ 6 などして ゐ た。 兎に角 
办和 には 父方に 緒 方 三郞以 來の士 人の 血が 流れて ゐた のと" 母方から 光悦 家の藝 術の 風を 承け 允のと 
は、 後の 光琳たら しめる に 餘程關 係が あつた Z: と、 思 ふ 0 

一光 跡の 生 ひ 立ち I 此の 薪 獻には三人の子があつ /2 。長男が藤三郞で、その次が光琳、それから 
歡 W である o( 普通、 光琳の 通稱を 雁金 屋藤 三郞 とい ふと あるのは 錯誤で、 雁金 屋は 如何にも 光琳の 家 
の 屋號で あるが、 藤三郞 、又は 藤 十 郞と傳 へる のは 彼の 兄で ある。) 光琳の 通稱は 市亟と 言つ 穴〇 彼 
の 兄と いふのは、 151 樂^ I であつ た爲め に、 一時 父から 勘當 S れた ぅな どして、 家名を 嗣 r には 嗣いだ 
•か、 家の 資 1 の 大部分は 光琳と 乾 山と が 得たら しい。 所で 藤 三郞は 家業を 襲つ て吳服 所を やつた けれ 
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ど、 光琳 も 乾 山 も 言は V 世間の のら くら 者で、 これと いふ 定職 もなかつ たらしい 。若い 時 ic は 1 把 遊 
び もした 爲め に、 親讓 -〇 の 資產も 殆どな くして 了つ たので、 を こで 畫家 になつ たとい ふので ある ◦尤 
も 光琳は 幼少の 頃から 畫が 好きで、 最初は 狩 野 安信に 學んだ ので、 狩 野の 方の 腕は 宗達ほ どでは なく 
とも 相 當出來 て. Q /2 。 けれども それ {C 滿 足 § れな $ で、 乙れ も 古 土 佐の 方へ 足を 向け、 殊に 光悦と み 
達との 風を 慕っ たので ある。 元来、 光悦は 彼に 取っ て崇拜 者であった のは 當然で ある 〇當 時の 光悦の 
周圍の 人達から 見る と、 光悦は 家の 誇う であ $、 家の 代表者で あったの だから、 聞く にっけ 見る にっ 
け、 光琳 も 光悦を 崇拜 した 譯 である 。光悦を 崇拜 すれば、 それに 伴な って 宗 達 R 向 ふのは 當然で ある。 
殊に 光琳の 趣味と いふ ものが 相似 通っ て 居る ので ある。 

| 光 淋と畫 の 修養 一 3 うい ふ 理由から 光琳は 次第 R 宗達 風の 畫を 描く  M と R なった 〇 彼は ^ • • {c 
っいては 餘稃硏 究 したら しく、 ^ • 達の 圖を模 した 下 繪も遺 って 居れば、 宗達そ っくりの 圖柄を 見る M 
とも ある。 併し 勿論 彼は 宗 達を 模倣して、 それで 滿 足は 出來な かった から、 寫生 も餘程 やった 。その 
寫生も 只 形を 寫すに 止まらな い で、 一々 ^ その 特色を 見、 精神を 會得 しょうと したので ある。 それで 
あるから 乙 そ 彼の 畫は眾 なる 色 や 形 やの 寫實畫 k 止まらず して、 ぐ つと 方向の 變つ た 裝飾 風の 畫 (C ま 
で 理想化 3 れ /2 ので ある 。兎 ^ 角 三十 四五歲 から、 本當に 晝を 始めて、 名 本 光琳と 改め、 ぐん  <  腕 
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を 伸ばした ◦何しろ、 當時 流行の 狩 野 派 や 浮世 繪と も異っ て、 面白 S 味が ある 上に 萬 人 向きでは あう、 
且っ又 道具 類 や 衣裳 類の 模樣 k も 向く 所から、 京都では 大 流行と なった。 (彼の 家の 吳服 所と しての 仕 
事は、 單 {C 織物の 賣買 のみでな く、 元來が 模様の 方 {C も關 係が あった 〇) する 中に、 元祿 十四 年 三月 二 
十七 日には 法 橋の 號を貰 ってゐ る 〇 乙 れは 四十 四歲の 時で ある 〇 もう 立派な 畫家で あつた 〇それ から 
幾年の 後ち 江戶 R 移住して、 暫く 晝を 描いて ゐた が、 晩年 再び 京都に 歸 6、 五十 九歲を 以て 歿した 0 
享保 元年 六月 一一 日で ある 。っま- 〇 彼の 最も 活動した のは 元祿享 保と いふ、 江 戶の文 華の暌 き 誇った 時 
代で あった 〇 彼は 江戶 ic 移っ た 頃から 尾 形を 小形 R 改め， 惟 富の 字を 方 祝と 改めて. Q る 〇 その外 道崇 
とい ふ 名 も わう、 澗聲 •伊亮 •寂 明 •靑々 堂 •長江 軒 等の 號も ある。 墓碑には 長江 軒靑 々光琳と あ 
る 0 

一, 光琳の 晝の 特色 I S て、 光琳の 畫で あるが、 乙れ は 作品の 數も 非常に 多く、 圖の 種類 も 色々 あ 
る〇水 墨に 淡敕を 施して、 豆の 葉に 月を 描いた やうな もの も あれば、 濃 彩を 以て 華麗を 極めた 四季の 
草花を 寫 したやうな もの ある 〇 或は 狩 野 風で S っと した 景色を 描いた- CN、 m 心 a 切っ て 奔放な ものを や 
った 6 して、 なか  <  眼 先き が 變 って， Q るが、 やは $ 一番 優れて ゐる のは 伊勢 物語の 繪 "扇 面 散し、 
それ ic 铊で あら ラ〇そ して 彼の 晝風を 說明 する には 何う しても 宗 達と 比較し なくて はならぬ。 數 の！ i 
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では 光琳の ものは 宗 達の 數 十倍 殘っ て， q るが、 紙； g になる と兩 者 {C 何處 か， iil つた 點が ある 〇阱 し， X:* 
琳は 何となく 貴 1 •かあって、 1 みを 持っ て f が、 _ は 寧ろ 靈と 5古 とを ねらっ た 
所が ある。 やは 4 人と 町人と— g 出— で—。 同じ—、 S の 方は 露の 趣が あるが 
光琳の 方は 輕快で JML 脫で ある _.」 尤も それは 一 槪に言 へない。 又 筆に 元氣が あって 健實 なのは ^ « ii« で、 
丸みが あって 議 して f のは办|である。それから雲が繼^以てやる所をふ|は篇であっ 
f 行った 所 も ある 〇また {T I. k は M ほどの 对齡 S がなぃ 代- ok、 か！： ^ はか ii* ほどの^ へが 
足 6 ない。 それから 一; 柄で も、 宗 達は 好んで 源氏物語を 題材に 取って 居る の {c 、 3t* , {c は 伊勢 物語が 

多い ◦これは® 人の 趣味の 相違から 來る のか、 兎に角 面白い ことで ある。 そして 同じ - 列へ 文 

『風神 1 31 』 とか、 梅 €とかになると、办咖は{ |: をょく硏究して、をれを艇似しぶ船 §1- せょぅと 
して f が、 その 代* OS 達 k あった 純な 所を 失っ て？。 作 爲の晝 •技 S 晝と S ふ 感じ— せる。 
光琳のは 垢抜けを して t 代- ok、 の is と爲 fs‘ll のはし つ t して f けれど、 
何處 たが まだ 硬い と 乙ろ が ある 'U 乙れ は 二人の 畫を見 る 人の ょく 知らねば ならぬ 黏で ある 〇 
厂光 —^^_^_^|光琳の傑作としては、先づ例の|逵 ^ 化の屛風』がある0これはもと京都の 
本願 寺の® 寶 として 知られた も？、 今は 根津嘉 一 郞§藏であるが二ぶ #: 屛、風、に、 ©. ぷゲ0 
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雄 健な、 それで 豐かに 熟した 筆を 以て 一 ぱいに 燕 子 花を 描いて ある 〇色は 綠靑の 葉と蚶 青の 花と、 た 
つた 一一つ い 6 使つ ' r' むいが、 P の 色の 心 方と いひ、 圖 とい a* 、 變化 とい ひ 調和と S ひ、 實に 彼の 
代表作た る る〇妒 いか 1 y い -c' wi!^i^ T> かの 四を 草花 屏風が ある 04 -- 佐 繪風の 人 
物を 描 S たのでは、 三十 六 歌仙 屏風 等 も あるが、 博物館の 『八つ橋』 が 最も 評判が 高い 〇乙れ は 小幅 
であれ ど、 光 ?#• か！ i @' い 戴 ^' i  P 、 の - e ' か 9 P 、 輕軟 なし かも か £ な 筆を 以て 人物を 寫した ところ 
實に うまい ものである 〇それ から 彼は 梅花の 繪を 幾つ も 遺して， q る。 梅花は 彼の 餘玥 好きな もので あ 
つたと 見ぇて、 自由自在に 寫 して、 しかも 悉く あの 淸香を 放つ 名花 ?: 遺 慽なく 示して ゐる〇 をれ から 
彼の 扇 而散 しも 可な $ 多い が、 案外と 思 はれ、 しかも その 實數の 多い のは、 彼が 淺薄な 滑稽 物と して 
布袋 その他を 輕く 取扱つ てゐる 乙と である 。これ 等は 勿論 彼の 本領ではなくて、 言は ゞ席畫 的に 描いた 
もので あらう が、 彼 ic して 乙れ あ 6 と 思は せる やうな 馬鹿らしい ものもちょ い^-見受ける 〇尙ほ 彼の 
花卉の 圆で 特色と S れ るのは、 盛 6 上げと 白綠 流しと である 〇 此の 盛う 上げは 乙れ まで も 試みた 人が 
ないで はない が、 彼のは 貸に 手際の ょい もので、 一分 位に 浮き 上らした 花の 感じは 他人の 眞 似の 出 來 
ない 所で ある 〇殊に その 色は 光琳 派 一流の 胡 粉の 溶き 方で 仕上げて あるから、 緻密で 純白で、 美は し 
S ものである 。主として 菊花 {C 用 a て あるが、 花の 表 ばかりでなく、 裏から 見 7^ ところ も 盛 上げ JC し 
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て 自由自在 (C 腕を 揮つ てゐ る。 又白綠 流しなる もの も、 元来 甚だ 1/ づ かしい もので、 數年間 稽古を しな 
くて はやれる ものでは ない が、 彼は 己れ を硏究 して、 墨の 乾き 切らぬ 中へ、 手早く 巧に 白綠 •群靑 等 
を 流し込んで、 木の 幹 •岩な ど (C 得 も 言 はれぬ 色の (C じみと 光澤と を 現は してゐ る。 色の 方が 巧で 且 
つ それに 光を 持たせる 2. との 上手な 腕前は 彼 {C 極まれ 6, とせねば ならぬ 〇斯 うして、 光琳 派と いふ 世 
界に 類の な S 裝飾 的繪畫 5: 完成した ので ある 0 

I 雄 健な 乾 山の 畫 一 光琳の 話の 序に 尾 形 乾 山に も I  口 及んで 置かう ◦彼は 宗 謙の 季子、 光琳の 弟 
で、 名は 新 三郞と いひ、 後に 深筲 (又は 眞柝) と 改めた Q 尙古 •紫翠 •靈海 •陶隱 •習 靜堂 等の 號が 
ある 〇 京の 乾の 方に 當つ てゐる 鳴 瀧 {C 住んで ゐ たので 乾 山と 稱した Q 後ち 東溆山 の’ 公 寬法親 王の 寵亂 
を 蒙つ て 江戶に 來ぅ〇 入 谷の 里に 住んだ。 寬保 三年 六月 二 日、 八十 一で 江戶に 歿して ゐ る。 彼の 業は 
陶器で あつて、 晝は 光悦の 餘 技と 同じ やうな もので あつた 〇し かし 兄と 共 k 狩 野 安信に 學んで 、兄ょ 
$ も氣骨 の 勝つ た j 狩 野 風の 素人 化し -/ 2 やうな 畫を描 S てゐる ◦尤も 陶器の 下圖な どは 兄から 手本を 
描いて 貰つ て やつた 乙と が 多い やうで ある。 彼の 畫は 光琳 風の 中に 入るべき ものでは ない 〇そ して そ 
の畫 には 自 詠の 和歌を 入れる ことが 多 かつた o( 因に 光悦の 書いた 和歌には 自作 物はなくて、 主として 
八 代 集から 取つ て ある。 これ も鑑晝 若の 知る 可き <1 とで ある。) 乾 山は 京都では 硬燒を 主と し、 樂燒も 
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造つ たが、 江戶に 移っ てからは 土の 關係上 樂燒ば かぅ であっ た。 但し 彼には 和 s Mt の釉を 用 CA て 所謂 
和 蘭繪寫 しを 作っ たもの が ある 0 東京 帝室 博物館、 その他 R 陶器の よい 物が あれ ど、 晝の 方は 至って 
少ない 0 

一渡 s.gf と T„T l#l .. gi 鼠. .一 光琳の 子孫では 畫を よくした 人はなかった が、 門人には 11 繼奶銷 と 起 網 祇 
吊との 一一 人が 稍 著名で ある。 始 興は 近衛 家の 臣で 、始め 狩 野 家 R 學ん で尙一 | 風の 畫 1: 描いた が、 のち 
光琳を 慕っ て その 門に 入っ たので ある。 彼が 嘗て 高階隆 兼の 『春 日 驗記繪 卷』 を 模 {a| したのは、 近衞家 
に 傳 へられて 有名で あるが、 要する ^ 此の 人は、 光琳の 形 だけを 眞 似して、 をの 精神 {C は 入つ て， q ない 
樣で ある 0 彼の 歿した のは寶 曆五年 七月 二十 五日、 行年 七十 三で あった 〇 乙 れ {C 比べる と！！ ^ • の 方は 幾 
らか 光琳 k 近いので ある 〇 乙 の 人は 名を 立 德とい ひ、 鶴_ 道 人 •金 井山 人 •喜 雨 齋等 の號が ある 〇鎌 
倉の 生れ k して、 加州 藩の 醫師 とな 6、 故 あぅて 江戶に 出で、 白井宗 1 と 言つ て 居た 〇彼 のつ いたの 
は光琳でなくて乾山であるから、光琳三世と稱してゐたとの說もあるが、併し畫風は如|:に近い0「光 
琳方 祝」 の 印を 用 ひて ゐる〇 尙ほ始 典の 畫は 彩色が 上手で、 素人 向きの する 所よ {、 11* 44 1. は 乙れ 
を 名手と 推稱 し、 その 畫蹟 中 R 始興 の畫を 學んだ ものが あるとの 乙と である 0 
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五、 酒 井 抱 一 

f^T 「の 特— 色^ T 其— 『柄— I 光琳 派と 一口に 言つ て も、 實はそ の 中 {C 三つの 傾向が 現 はれて ゐ ると 言は 
ねばならぬ 〇卽 ち宗 達の 風と 光琳の 風と 及び 抱 一の 風と 乙れ である 〇宗達 風は 前 ic 述べた 如く繪 の 具 
の 遣 ひ 方な ども ' 3: だ 精巧に 行かぬ 所が あ $、 圖 も 大 やう (C 見ぇる が、 光琳 風になる とそれ が餘程 精密 
な、 垢ぬ けの した ものと なつて ゐ る。 光琳と 同じ 頃に も、 宗說 などい ふの が あつて、 宗達 風を 描いて 
居た が、 乙れ 等は 宗 達の 出 來の惡 いもので、 光琳とは 著しく 異つて 居た 〇 次 {C 抱 一になる と、 乙れ は 
光琳を 私淑して、 一意 それを 睨つ たので あるが、 畫風は 大分 變つ て來た 0 殊に 彼は 1 邊南^ 3 を 主なる 
師 とした 爲め に、 稍 横倒しの 筆を 以て 器用 (C やる やうに なつてから、 宗達は 固ょ 6、 光琳の やうな し 
つか 6 した 所は なくなつ て、 圓 山 •四條 あ 穴- 〇 の ものに 近づいて 來た〇 しかし その 色の 用 CA 方な どは 實 
にうまぃもので、光琳派の特色を益々發揮したのであった0殊に抱一は、光琳1|^1で紹介いかルで、 
此の 人が 出でなかった 心ら、 光琳 も宗達 も 乾 山 0 如： 5 世 k 認めい ル わ 如 T かか、 も. IP わい O  P の！ f で 
抱 一は 光琳 派の 後を 飾る 大立 物で ぁると 共、 に、 か！： M' 紹介、 の殊氣 齡 ら ^ 

一ー ニ 五 
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來ち 勿論、 一世の 大家で あつて、 今時に 玆まで 描ける 人は な い ので あ、 る' 


は ういつ し r つ にん 


一* ん しぅ ひめ V 


11 洒井抱 j 上人の 略傳 一 抱 一 上人は、 撤州贩 路の 城主 酒 井 備前守 忠 仰の 二 男で、 生れた のは 江戶の 
下屋敷で あつた ◦幼名を 前 次、 後に 榮 八と S CA 、 諱を忠 因と 稱 して、 繪畫の 外， をよ くした 〇 一  體 
乙の 抱 一の 兄 S んの備 前 守忠以 とい ふ 人が なか < 流 A;: で、 號を宗 雅と 云って 茶 5: 好む 外、 俳諧 や 


狂歌が 出来、 晝も狩 野 風 
を やつ / 2 とい ふが、 抱 一 
とは 仲ょ しで あつたと M 
ぇ、 光格 天皇の 卽位 式の 
際 ^ 京都へ 使者と して 上 

へんめい 


^41 


て 伴つ た 6 などして. Q 
る〇 乙の 兄 § んの 感化が 
餘程 あつたの であらぅ。 
抱 一の 俳名は 濤花父 は杜 
陵と 5ひ、後に皆龍に改 
めた ◦常時 大名 中の 三 俳 


はいかい  しよ せき  のこ 

出來 て、 それ ^ 從 つて 俳諧の 書蹟も あれば、 俳畫 風の 畫も 遺つ て 居 


つた 時、 抱 一を 變名 S せ 
人と 言 はれた 位' たからな か'— 

る。® は 幼少の 頃に 歌川豐 春 (C 學 ん だと も、 明 畫の宋 紫 石の 風を 習つ たと i ja はれて 居る し、 又！： 

永 德高信 R も學ん だとの 己と であるから、 最初 狩 野 派の 素養. は あつた 譯 である 〇寬政 九 年 {C 三十 七 歲 
の 時に 築地 本願 寺で 得度を L -1 眞宗の 坊さんに なられ" 法名を 等 i;® ic; 2 暉置 ，ハと いひ、 權大 n 都 ic frr 
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ぜられ た 〇. それから 問 もな く 京都へ 行き、 土 佐 光貞 や、 [il» m Jti« I. やにつ いて 畫 法を 尋ねた が 半 ; J 許办 
滯 在して 再び 江戶 {C 歸 つた。 それからは 三の 輪 R 居つ た 6、 淺草 觀音 境 內の辨 天の 池の 畔に居 たうし 
たが、 文化 四 年 (四十 九歲) に 根 岸の 鶯 谷 ^ 移つ てから、 いよ^^ 光琳 風の 畫を以 て 世 {C 知られる (C 
至つ たので ある。 雨 華 庵と いふのは、 抱 一の 根 岸の 室の 名で、 號は 所に 因んで! i #/t と稱 した 0 
抱1が光琳風をやるまで| 抱 一が 愈々 光琳 風を や 6 出す 迄の 間は、 自分で も 迷つ て 居たら しい 0 
迷つ て 居る とい ふよう 劣 ほんの 殿 樣藝 として、 狩 野 派 も 浮世 繪も圓 山 派 も、 ちよい < み 喰 a をし 
て 居た ic 過ぎな かつ / 2 であらう 。併し 京都から 歸つて 後は、 餘 程^ 4 氣に なつた ものと 見ぇて、 ^ • !§• ]#• 
岳に ついて 稽古 1: し 出した 。所が 乙の南岳は、應擧の弟子であつて圆山風の畫を描きはしたが、_如 
以上 ^ 、橫に臥せた筆を以て、しかも俗惡にやつたので、畫面は小器用にヂ賦よく行つても、實にた 
まらない 卑俗な 所が あつた 〇幾ら 殿様 藝 でも、 抱 一には それで 滿足が 出來な かつた かして、 遂に 光琳 
派を やう 出した ので ある 〇これ k は甞て 抱 一が、 自分の 豫ねて 知 6 合 ひの ハ ^ • P M- JC O いて 畫を學 ばう 
と M つて 相談を すると、 文晁 は、 「それは お 考直 しが 宜しう' ございませう ◦あなた (C は lt» ifr* の 畫も 宜し 
く あう ませ / I が、 私で もい けません 〇いつ そ 光琳を おや. CN JC なつて は 如何で せう 0 あれはなか^^ よ 
い畫 風で あ 6爻 すが、 殘念な 乙と {C は その 法が 絕ぇて 居う ます 0 これは あなたの 樣に 、ゆつ くう奸 究 
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する i 裕の ある 人で な s とやれ ない ことです から、 一つ おやう {c なつて 御覽 な 3 い 〇」 と勸め たので、 
それは 尤もで あると 言 ふので 始めた との 說も あるが、 兎に角 抱 一が 殿樣藝 として 光琳 派 {C 向つ / 2 こと 
は ii; #r を 適所に 置いた ものと 稱 してよ so それからと s ふ もの、 抱 一は 熱心な 光琳 信者と なって、 文 
化 十一 一年には 如！ =の：白 回忌の 歡 1 r 營んだ 6、 办砌の墓碑を造っ /2 6、或は「光琳一白圖」、「尾形流略印 
12」 を したう して ゐ る。 弟の 戴 S の爲め にも 相當盡 して ゐる〇 かくて 文政 十一 年 十一月 廿 九日に、 
享年 六十 八歲を 以て， 華齡 に 歿した ので わる 〇彼 は當 時の 江戶の 風流 人と 廣く 交際し、 殊に 龜田鵬 齋* 
姑 矿献 ％ • 航 祀 1赋*加麟ヂ戲*街纪船等と交遊文1け、僧侶でもなければ殿樣でもなぃ、一種の遊 
I び 人と して 暮 した。 それ 故屢 々f を 遊里に 入れる のみ か、 門人に も吉 原の 遊女が ある 上に、 吉原大 文 
I 字屋の 1 貝 一とい ふのを 妾 ic してゐ た 位で ある ◦(此の 賀 川は 名を 小鸞 とよび、 妙 華と 號して ゐ犮。 ) 抱 一 
又は m* T の 弟子が 吉 原の 提燈な どを 描 s て ゐ るのは S うい ふ譯 からで ある。 
j 一泡 一の 畫の 特色  一 : id JK* A« の畫 は、 一口 {C 言へ ば 光琳の 晝を 繊巧 細緻に した ものである。 光琳 
| が 旣に晝 を 餘程 に 取扱っ て、 沒骨 風に 見 X る もので も、 細かく 細かく 筆で 塗る とか、 葉の 豚を 面 
抓 if R #! 泥を っけて ra7 くと かして、 細か s 技巧を 凝らして ゐる が、 それでも その 目的は なるべく 大や 
う k 見せて、 1511 らしく 大ざっぱな 畫 {C 描き 上げようと 考 へ / 2 ので あるが、 抱 一は 寧る 絢爛な 繊麗な 

二 一一 九 
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趣を 現は さう として. q る〇從 つて 繪の 具の 用 a 方な どは 光琳よ $ も 一層 精巧 } C なつて、 とて ^ 他派 
の 人々 の眞 似の 出來 ない こと 1: やつて ゐる Q 光琳の 菊の 盛 6 上げの 如きで も 大した 仕事で あるが、 抱 
一は 更 (C その 胡 粉から 吟味して か、 つた 〇姬路 藩の 家老の 某と いふの が 甞て抱 一を 訪ねて、 「此の度 君 
命で 京都に 上ります が、 何 か 御用が あつ / 2 らば 伺つ てま. Q うませう」 と 申す と、 「それでは 何々 屋で胡 
粉を 二 兩目ば か- CS 買つ て來 て吳れ よ」 と 言つ た。 某は 胡 粉 位な ものは 些少の 事 だからと 思つ て 價も問 
はずに 往つて 買は うとす ると、 「抱 一様の 御用のは 、特別 ^ 製造せ ねばな 6_茇 せんから、 今 直 r {c は 出 
來 ません」 と 言つ て、 數日 待たせられた 上に、 二兩 目で 三 拾 雨の 高價 R 一驚を 喫して 歸つた との 話で 
ある 0 ま S か、 抱一專 用の 特別 上等品で も、 一雨 目 十五 雨の 胡 粉は あるまい から、 これは 群靑か 何 か 
の 間違 ひ であつ たか も 知れない が、 何れにしても、 繪の 具から 吟味を して か、 つた 位で、 技巧の 點 で 
は 光琳 風は 勿論、 日本の 彩色 晝を して 行く 所 ^ で 行かせた ものと 申して よい。 只、 筆は 南 岳 風が 殘つ 
て 稍 横倒し •にす る 癖が 何う しても 脫け なかつ た ◦從つ て氣 はきいて ゐる が、 洒落な 輕い 所が あつて、 
意氣に は 出來て 居れ ど 光琳の 豪華 や、 宗 達の 壯 重は 缺 けて ゐ る。 矢 張う 文化 •文政 好みと いふと 乙ろ に 
なつた ので ある。 然し 流石 R お 殿樣だ け あつて、 晝の 品と いふ ものは、 他人に 模し雛 S 所の もので、 
Z1 れは 光琳に もない かも 知れぬ 。どんな R 側 筆を 使つ てあつても、 その 爲め R 筆致を 卑俗なら しめて 


抱 


洒 


井 


五 


見る {c i- へざる もの {C 墮 落 S せる やうな 乙とは 決して やらな かつた 〇その 最も 得意と したのは 人物で 
なくて 花鳥で あつた ◦博物館の 『四季 花鳥』 の卷 物な どは 代表作と いつても よから う Q 繪卷 風の 代表 
作は 『高 津の聖 詠圖』 であらう か Q 

I 鶯 浦、 蠛潭 '其 一、 孤村 一 抱 一に 畫を 學ん 'た 衮には 酒井鶯 沛 •鈴 木蠣潭 •同 L く 其  一 •池 田孤祐 •田 
中 抱 二、 それに 餘 6 人の 知らな S 鷄 村と S ふの が ある 〇鶯 浦は もと 市ヶ谷 常榮寺 の 住職の 次男で あつ 
て、 雨 華 庵 二世を 稱 して. Q る 〇抱 一の 養子で あつたら しい 0 2: れは 天 保 十二 年 {C 三十 四で 歿して ゐる 
が、 餘り畫 は 上手で もな く、 抱 一 ほど R 人に 知られて ゐな so その後を ついで 雨 華 庵 三世に なつた の 
は鶯 一で、 乙れ 名 築地 善 林 寺 住職の 次男で 三十 四歲で 死んで ゐる〇 その 女の 配と なつて 雨 華 庵 四 世と 
稱 したのは 酒 井 道 一で、 それは 鈴 木 其 一の 門弟で ある 〇鈴 木蠣潭 は 抱 一の 家扶で あつて、 通 稱を藤 之 
進と S ひ、 ^ れも 二十 六歲で 早世した が、 その 養子に なつた 其 一 は 幾らか 繪が 出來た 。抱 一の 後 ^ 晝 
らしい ものを やつた のは 其 一 だけで あつた 〇名は 元 長、 字は 子 淵と いひ、 初め 噙 々其 一と 稱 し、 後 (C 
菁々 と 改めた 〇必菴 •爲三 堂 琳齋 等の 別號も ある。 又 抱 一から 庭 柏 子の 號を與 へられた 。十八 か 
ら抱 一の 內 弟子 k なつて、 非常 ^ よく 出來 たので 抱  一 R 愛せられて ゐ た。 蠣潭の 歿後は その 家を つい 
で 抱 一の 家扶と な $、 安政 五 年 九月 十日、 六十 三で 歿した ので ある。 花鳥 人物 共に よく 出來 て、 抱 一 
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をつ くぅ の もの も ある 〇た C 抱 一には 色と 筆との 外に 人格から 流れ出で た 品位と いふ ものが あるが、 
5 ^ の繪畫 には それがない 。巧みは 巧みで も、 眞 似の 巧みで あつて、 品と 重みと いふ ものは 全く 缺け 
て ゐる 。そして 抱 一は 圓山 派 {C 得た とこ /) が 多い のに 對 し、 其 一は 寧 K：  土 佐 風 $: 取 入れた 〇隨 つて (1 
柄 も 歷史晝 が 比較的 多い ◦池 田 孤村は 越後の 人で、 若年の 頃から 江戶 R 出で、 抱 一の 內 弟子と な 6、 
M れも 巧妙に 描い 穴が、 晚年 には 南晝 風 R 近 S もの もやつ た。 


第 六 編圓山 •四條 派 其 他 京都 各派 

j  一、 總說 

- 

■I 一  近世の 階級 制度と 畫家 の割德 II l: 5> t 擎、 P 0' 而 § 如 i f ' か、 時代 2: 治狀態 •社 會狀態 等 
總 |い^.ゲ0费勤い #' &: を乾矿 1-» ジがが言ふまでもない。卽ち宗敎の勢力のあつた時代には多く ^ 敎 
畫を 出し、 3 ¥ 獻 .#( の 世には、 それ 等の に 街ず る 物 露卷の 如きが 發 達し、 更に 源平 以來 武人 
一の 齡腎 する につれ て、 霸紀 f 見、 S で 禪宗の 流行す るに 隨つ .て、 禪 風の 繪晝を 多く 出す— つ 
一： たのは、 乙れ を 語つ て餘 i める ので t ◦而 して 德川 氏の 治世に 入る や、 『兀和 偃 武以來 、昌平の 日の 
說一打ち續くと共に、德川幕府の政策として、撕£_の主義を取ぅ、それがぉのづから繪晝の上にも現 
一はれ て、 種々 なる 諸相を 呈す るに 至つ た〇例 へば、 流派の 主ぜ られ て、 狩 野 派 •土篇 にあら ずん は 
繪畫 にあら.— が 如く  i れ 、又は 新樣 別派 1  又とす る 者は、 破 M その他の 迫害を 蒙む つたが 如 
i れ であつ.^。 然れ ども、 保守的 篡統 主義は、 一般の 社會的 階級 基 守す るの 風 I すに 從 ひ、 
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社會の 形式は 固定して、 所謂 士 •農 商の 別、 嚴 として 犯す 可らざる ものが ある や、 繪畫 にも ま 
た その 現象が、 晝 派の 階級 的 分布を 見る R 至っ たので ある 〇 蓋し 狩 野 派が 幕府を 巾 心と せる 上流 武人 
に 迎 へられ、 土 佐 派が 禁庭 又は 柳營の 御用を 專ら とする に 對 して* 前に 起っ た宗達 •光琳 派は、 その 裝 
飾 美術的 特色と 相 待っ て" 町人 閥の 要求 ^ 應 ずる 乙と 、なう、 同じ 頃より 世に出で た 浮世 繪は： 史に庶 
民 階級の 趣向 {C 投ずる こと、 なつ ^ 。 然るに 德川 時代の 中頃に 入うて* 一種の 中流 階級と も 目すべき 
一階 級の 爲めに 起っ たのが" 文人 晝並び に 圓 山* 四 條の 一派で あった 〇斯 くして、 明 和 •安永 以後、 畫培 
に は 諸派の 割據を 見た 次第で ある。 而 して 圆 III の 如き、 その 世俗的の 特色と" 近世 的の 傾向と を 以て 
最もよ く 時流に 投じた ものである 

「 京都 繪晝の 特 色 圆山 ® 四條の 一派が、 專ら京 都に 勃興した ことは 云 ふまで もない 〇山 來 、谅都 
は 日本 文 華の 中心 如と して-一千 餘和ず 、深さ 敎養い 積み 來ツた 帝 费 卜か って*  い ?!: け P か 
ての 藝 術は" 先づ 京都 i 起って" それよ 6 他に 及ぼした ので ある。 奈良時代 以前は 暫く 措き、 弘仁以 
後の 佛畫然 繪 卷物然 淨 土の 佛畫然 う" 明 兆風然 う、 禪 宗畫然 うであった〇而して近世の狩野 
派 も 根源は 京都の 地に 養 はれ たれば、 光琳の 一派 亦 京都に 發祥 したる 乙と 言 ふまで もない o M k 浮世 
繪に 至っ て も" その 大流行 は江戶 に 於て 行 はれた と 言へ、 關西 、殊に 京都 附近に 起つ たと せねば なら 


說 


總 


ぬ。 轉じて 文人 畫を見 ると、 これ 亦大雅 •蕪 村は 勿論、 多く 京都に 於いて 培 はれ、 その 根を 長 崎に 張 
$、 をの 幹 枝を 關西に 伸ばし* 進んで 關朿 各地に 華を つけたと 言はなくて はならぬ 〇然れ ども- C' れ 
等は ノ  1 宗畫以 後、 すべ - c» 京都 獨 得の 藝 術と 目す る こ とぬ 叱 粉な s' 4 、たい、 a» いい 氷 S& 
降 盛と 見た る圓山 條一群 2: il 風に 在って は、 かど 全く か 撕 い， 奶 C 4 「い^ pri、 の、 で 
ぁる 〇實に これ こ、 そ、 か 都い 近 やが％ 術^^  f ない ' tr' w ?: い W。 

一寫生 本位と 繪 晝の逼 俗化 I 今、 己れ 等の 晝風を 一考す るに、 槪言 すれば、 忠實な る寫生 主義に 出發 
いて ii 生か 皆い 紛 と 一 ねばむ らぬ 。極端に 言へ ば、 軍に 外瓣 の形體 "色 於の 寫 生^^ れ事と 
わ かか 外、： ipi. 阶 i ない の T?1* ぁる。 s' し、 これ ® • !!!• 應擧 が俑を 造った もので、 彼の 繪畫 たる、 次章 
いい 如 <: 何等 思想 的 & 根柢な く* 技巧 上の 於！？ もな くして* 只 1: 化 卉山 水鳥 獸等を 寫 
かヤかい#としたかでぁる〇|1ょ6他に明淸*狩野等の畫風を硏究せぬでもなかったが"寧スその本 
奶 S  5 1» {0 4ヤかひいにぁゲだ〇故い寫生畫としては*我が邦に於ける最0進步せるもの 1:-' ぁったが、 
p L' st、 形 かか# に 止ま \ 事 物の 眞髓 (C: 突 人し、 眞理に 徹底して、 靈活 なる 何物. かを 把 
奶 5 いむ 5:: っだ ilw、 に、 い、 て-す 相の 形 彩を. へ yk .lh' t ぅ、 奶は鮮 な- 〇い 雖 ども 
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ましめ る 一種の 通俗 繪晝穴 るに 終つ たのは、 惜しみて 洛 餘 $ ある 乙と である ◦而 して その 風は 應擧に 
起つ て吳春 •景文 •狙 仙 •岸 駒、 多少 皆 然らざ るな く、 若し それ 等の 追随 者 等 ^ 至つ ては、 更に 更に 
その外 皮の み 5: 摸して* 內心 R 何#^ も包藏 せざる、 一種の 繊弱 見る R 耐へざ る 工人の 痴技 となつ て 
了つ たのて ある 〇 

二、 圓 山應擧 

一一 世の 才物 圓山 應擧 一 圓 山應擧 は、 狩 野 探幽と 谷文晁 との 中間の 頃に 出で て •彼等と 等しく 基 史 ilT 
の 一大 家と なつ / 2 人傑で ある。 その 晝の 美術的 價値を 見、 又た その 畫 法の 後世に 遺した 弊. wr を 別と し 
て考 ふる 時は、 彼 も 亦た惜 に 一人物で あつた。 殊にょ く 時代の 趨く 所を 察して、 恰かも それに 投ずる 
が 如き 晝樣を 創設し、 縦横の 才筆を 揮っ、 て、 か か 即いか らず、 篇然 
として 多くの 子弟を 養 ひ、 遂に その 技 葉を 繁茂 如しめ てん 「日に 至る まで、 京 攝の 地は 固ょ Y 全國に 
亘 りて 畫壇 k 勢力を 張 6、 その 流れい 追 P と 必 はざる とを 問は ず* か 少 彼の 於 響を 蒙い ない のはな し 
i' s  AS 4 わか^、 kf 偉 わい い  一一 L わい？^ かい £o 若し それ 彼が 極端なる 1! 聿と 、精神を 無視し 


圓 

山 

應 

擧 


ャ r: *or o t 卜 じ  ウ ねケ ぐ f> (l ふ  たいさ  しん r フ  七 つ . f: ん  ひ 'c> I 

て 徒に 形 似の みを 追及した る 彼の 晝法 並に 態度に 至つ ては* 或は 新樣の 一端を 廣い たものと も 見る 


ベき なれ ど、 S 鮮橄! f ばす る ものと 評せ 7X くて はなるまい 〇要 する に 應擧は 探幽の 筆力な く、 文显の 

S  影ぃ ぃ  J> K' g  以ぃ  S  ぃ. & i: i s' ， 影^ f: 、 溶 時 if R* 習  S 4: 

ぃ ハ 今 1 ル$、や |: «: 豕、6£:ぼヤい&や 1: 5 ?: ぃざ二 1: 6を 

ル ' -c' W 4 奶 — •» い - r » 心 S でぁ 6 » か い 知れなぃ 0 


ゴフ =1- ん 


1 1 山 應擧の _ 生 I  £ ui« i s. は 初めの 名を 妃 、のちに 礎 擧と 改めた ◦字は 仲 選、 又 仲 均と いひ* 
■  •靈 •一嘯 •夏 雲 •雪 汀 •  ^  ti^M  ,M]  、'の 別號 でぁる。 享保千 A 年 音朔 
讓 等は 少壯の 頃の 號 で、 星 聚^ Ok  一— ^ や 日、 丹波國 桑田 郡 穴 太 村に 生れ 
館 •洛陽 山人 •鴨 水 漁夫 等は そ  |>  ■ __ _JC^_ た 。幼に して 岩 次 郞と稱 し、 のち 
封 7ic;- と 改めた 〇 そ の 家は 世々 農家で あつたが 、幼よう 畫を 好んで 耕耘の 事に 從は なかつ たので、 父母 
の / 2 め 纪られ て 村內 のん  1 の 小僧た らんと した けれども、 これに も從 はな S ので、 遂に 京都 {C 出で 
て 狩 野 派の ^ - sis の 門に 入つ / 2 0  4 1. はこれ について 學ぶ の侧 、また ^, 山 諸 名家の 筆溃を 見て、 初 


めは まだ 狩 野 VSS の 外に 出で る ことが 出來 なかつ たが" 成年の 後は 支那の 古 M-1 を 研究し、 明の 仇英* 
SS 亂 等の 畫 風を 喜んで、 わけて 元 初の齡 瞬 #? & 晝 法に 則 $、 主として その 風を 慕 CA 、 その 號を も應擧 

二三 七 
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と 改めた 〇 爻 た！ ill •始興 の 風を 好んで* をの 筆致に 似た と 乙ろ も あつた。 彼の 斯く諸 流に 出入し 穴 所 

&は ぅ*  むし  ひつ b ょく じ ゆく 

以は 、必ずしも その 模做を しょぅと する のでなくて" 寧る それ 等の 長所を 採つ て 我が 筆力を 熟せし め 
る ±;-- 鄞 としたので ある。 そして！ |尉 妒の赋 ふ 所は X S R 在った 〇 ?: 人、 の i% や 1 刖師が ぎ' 風 i 追 ふに あ 

p  p  p  f  V  9  P 

ら ずして、 直ちに 

てんねんし ぜん、/*、  t 

g 天然 自然 {C 向つ て 

> 公  b  ふん ^ ん，； a  、 、 

細 これを 粉本と して 

>5FT  VBVOtvwv*v»w^ 

«1 寫生畫 を 大成 せん 

W PVP9P9V 

とする のが 彼の 目 


的で あつた ◦彼は 


いつわ  ぎ (^ 4  力 -.y  くり！^ 

の 逸話の 語る 所で も 知られる ので ある。 彼は ま / 2 西徉畫 の 技法を も 知つ て、 その 畫い た操畫 等 R は、 

欠ん 含ん (i ふ 

遠近法の 如き ものを 現は して ゐるぃ 斯くて* 彼は 遂に 圆 III 派なる 一派を 開き、 畫名嘖 々として 都鄙に 


ぎ U ぶ 


0 

0 

珩 此の 寫生 のために 
t 如何に 苦心した か 
について は、 多く 

か.. ' 〇 くり 糸 
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鳴る 中に" 寬政七 年 七月 十七 日* 六十 三歲を 以て 歿した 〇墓 所は 四條大 宮悟眞 寺に して、 法諡を 無 HI 
一妙 居士と 稱 する Q 

I 立志 傳中の 彼の 壯 年の 頃は" 多くの 立志 傳 中の 人物の 如く、 頗る 貧窮に して 父母を 養 ふ 

し  ラる しし r フ  ひき & の 3 いく  にん  し tl s. こ、 こう  办 

の資 もなかつ た。 そ 乙で 漆 商 •引 物 細工 人 等の 爲めに 下繪を 晝き 、己れ を 以て 僅に 糊口に 宛て 且つ 
硏究を 續 けて 居た。 或る日、 一人の 武士が 化粧品 店で 粉 袋に 描 S た 『稚 松の 圆』 を 見て、 ^ れを奇 と 
し、 購； 5 歸つて 主の 龜山 侯に 献じた 〇侯 は大に 乙れ に感賞 3 れ たので、 それょり 應擧の 名が 始めて 世 
に 知れる やうに なつた とい ふ。 ついで 三 井寺 圓滿 院宮が 、應擧 の 貧に 處 して 尙 ほ繪晝 (C 熱心なる を 聞 
いて、 大 k 同情して 寺 中に 藏 せられる 古 晝名帖 を 臨摹 せしめられた 〇茲 R 於て 應擧は 元 明の 名跷 を硏 

U つ 合 

究 する 乙と が 出來た ので ある 〇斯 くて 三十を 過ぎざる 頃ょう、 古法 5: 捨て V 務あて 新 意を 發 揮し、 以 
て 一機軸を 出した 〇圓 滿院に 主として 應擧が 三十 五歲 乃至 四十 歲まで の、 正に 一家を 成した 頃の 傑作 
の 多く 藏せ られ るの も その 故で ある 〇 斯くて 天明 中に 至つ ては、 晝 品の 清新と、 筆 格の 精妙と を 以て 
一代の 大家と な 6、 從つて その 門に 遊ぶ 者 も 日に 多き を 加へ、 遂に 應擧の 名は 禁廷 にも 聞ぇ るに 至つ 
た 〇殊に 光格 天皇が、 應擧 の晝を 深く 愛し 給 CA て、 寬政 年中 詔して、 圓滿 院に藏 する 所の 有名なる 
『七難 七 福！! 卷 j を ば 門外に 出す 乙と を 禁じ 給 ふに 至つ た。 此の 卷を 『出門 禁止の 畫』 とい ふのは 仑 
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れ ようで ある。 以て 當 時の 應擧の 名聲の 程は 知られる ので ある 〇斯 くて. 朝 命に よって 七 五 桐の； gH を 
許され、 昇殿 揮毫の 畫 {C 捺印す る Z1 とを 允 S れ たのみなら ず、 近習 繪師に 擧 げられ、 っい ?: < 松 ggM 
の內 命 S へ あったが、 應擧は 恐懼して 乙れ を 辭し 、「卑賤の 身を 以て 天威に 咫尺す る さへ あるに、 今更 
此の 恩命を 擔は C 却っ て 天罰を 蒙る であ-^ ませう」 とて、 享け なかつ たとい ふ。 

一應擧 沙 代表作 I 應擧の 傑作と S れる ものは 前述の 『七難 七 福 繪卷』 を 始め、 圓滿院 に 數 多く 
ある 〇卽 ち同院 雪の 間の 襖に、 水 墨を 以て 描いた 『雪中 山水』 及び 大幅の 『瀑布 11 J が ある。 湯 布は 
門 主が 命じて 揮毫せ しめられた もので、 避暑の ため k 庭 中の 松 R 懸けて 望見した ものであると 傳へ 
る。 その他 應擧が 五十二 歲の 折の 作に、 尾 張 海 東 郡の 明 眼院に 寄進した 松 梅 •蘆 雁 等の 襖 繪は 、維新 
後 東京の 益 田 男爵 家に 在っ て、 應擧 堂なる 一區を 飾って ゐる〇 讃岐國 金 刀 比羅宮 社務所の 鶴の 問* 虎 
の 間 及び 七賢の 間 R 建てられた、 名の 如き 圖の襖 は 四十 六 七歲 .の 作に して、 その上 段 下段の 張附 山水 
は 六十 二歲の 作で ある、 共に 應擧が 畢生の 大作で ある。 殊 {C 上段の 瀑布の 墨晝は 最も 傑出した もので 
ある。 又 京都の 西 村 氏 R 在る 『保津 川圖』 屏風 一双 も、 彼が 歿する 約 ーヶ月 前の 作 R して、 乙れ 又瀑 
布圖 など、 共 {C 最ネ 有名な ものである。 蓋し、 奔湍 k 激し、 或は 天外よう 落ち 來る 水勢を 示す は、 彼 
の獨 壇場に して、 奇絕 快絕を 極める と稱 してよ るし い。 その他、 俗 ^ 應擧寺 と稱 して 有名なる 、何 馬 


國朝來 郡 森 村に ある' 大乘寺 に：！； r  1 1. が 故 あ 
って P'J 生長 澤蘆雪 。駒 井源琦 等の 數名 "並に 

In] 吳月溪 等 ?: 率ゐて 到 6 % 腕を 揮っ た 多數の 大 

山 

應作が ある。 中に て應鐵 の 手に なつ / 2 のは、 山 

擧 水の陬 •芭蕉の 間であって、 共に 五十 五歲の 

作で ある 〇又 竹の 間には 六十 六歲 、孔 蒼の 間 

收 には 六十 三 歳の 頃の 作が ある。 又 彼の 鄕里穴 

牛 太 村の 金剛 寺には、 天明 八 年、 五十六 歲の時 

!s] に 描いた 『波濤 圖』 三十 一一 幅が ある O  M n はも 

阳 と 三 室の 襖を なして ゐ たのを、 便宜の 爲め軸 

1 に 仕立てた ので ある 〇同寺 には 他に 『群 仙圆』 ■ 
0 

| 『山水 圖』 も あって 共に 彼の 面目を 傳 へる {C 足 
C 

る ものである？ 山城 妙 心 寺 塔頭顿 桃 院の襖 も 
有名で あつたが、 今 散佚して 傳 はらない 〇又 

一一 四 三 
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11 四 四 

南禪寺 歸雲院 の 山水の 襖は 應擧作 中の 雄大壯 絕の もので あつたが、 今は 松 方 侯爵 家と 神戶の 某氏に 分 
藏 される 〇 その他 私人の 所有では、 伊勢の 小 律 與右衞 11 氏が 應擧の 名品を 多 數に藏 する を 以て 知られ、 
その 『鯉 魚』 双幅 等は 屢々 寫眞 版と して 現 はれる 。をの 他 彼は 一世を 通じて、 非常に 多作した から、 
世に 傳 ふべき 作品の 數は 甚だ 多 S ので ある 0 

I 應擧の 特色と 人格  一 S て、 斯く多 S 彼の 畫品に つ S て t あるが、 彼が 實に寫 生の 大家に して、 形 
似 •色彩 共に 眞 に 迫ぅ* 且つ 忠實 微細を 究めた る 描寫の 稀に 見る ものなる と共に、 その 豪邁なる 大作を 
出せる 乙との 多き は惜に 稱 すべきで ある 〇然れ ども* 一度 仔細 R 彼の 畫樣 を 檢 する 時、 私は 遂に 彼に 
左胆 する 乙と が 出來な い ので ある。 見ょ" 彼の 寫生⑴ 巧 以叹ぞ りと 雖 も、 y の篆 正い からず して 常に 
卽 聲 を #' 、 し、 价 か ひい い ' t:» 勢 14 於 &阶 W、 る 〇 、 故 k' 指 ^ I の 把 巧の 器 脂 ?: る^ 
止ま. CN、 i とわい 輕 ib 淺 薄 ^; し、 て" s 、し、 め、 る。、 况 心5-い&識見の卑し <' \單 
に 形 體の 摸寫を これ 事と し、 ii5 及び- 1 ;頼5 及ぶ こいを かれた か,め\山、水* §; 鳥*ル物共に、 
表面を 寫す 乙とは 知れ、 ど* をの 本質の 靈 性を發 撣する 乙と b 知らない 5 'である Q 賣 女の 徒に 粉飾を 
凝らして 媚 $: 賣るが 如^ 〇冬 のにして、 如何 (C 、 % 淺く 低く、 底の 見ぇす く感を 去る ことが 出來 ない ◦且 
つ その 豪邁 雄壯と 見ぇる 如き も、 一種の 覇氣と 街 氣とに 乗じて" 腕に も ふ S はぬ 椽大の 筆を 弄した A 


擧 


應 


山 


圓 


のと 見ぇる もの も 少なからぬ 。世 ic 稱 して 傑作と する 者 も、 仔細に その 筆致を 視 、墨色を 察すれば、 
跋だ力 弱くして 線の 勁 拔を缺 き、 僅に おそる^^ 引いて あるが 如きと、 墨色に 藍 墨 等を 用 a て 一時的 
の 胡 魔 化しの 行 はれ ある 乙と を 知る {C 過ぎな so 故に 瀑布 •奔湍 •雲 波 若く は 龍 虎の 如き、 S: ら 力量 
を 主と する 大晝 よ-^ も、 却つ て 小品に 彼の 面目と 緻 巧と $: 知るべき である 〇し かも 山水は 畢竟 彼のよ 
くす ると こ ろ でない 〇先づ 花鳥と 世俗的の 人物！ | の 如きが、 最も 彼の 適する 所で あらぅ 〇細を 極め 微 
を盡 したる 鯉 魚 •狗兒 •鷄 等の 寫 生 ^ は、 S すがに 硏究の 行き届いた ことを 感ぜし める 〇又 同じく 

ぶつぎ • ? だ ぅ しやくぐ C 

人物と しても 佛像仑 の 他の 道釋晝 k 至つ ては、 全く 彼の 如き 人格を 以てして は 能は ざる 所で ある ◦觀 
世 音を 描き、 仙人を 描き、 王羲 之を 描き、 大石良 雄を 描く と 雖も皆 これ 形骸の み、 是 等の 精神と 風貌 
とは 遂 ic 窺 ふ 己と $: 得な so た  <、 彼と 等しき 低級の 俗人が、 斯る 人物を 裝つ てゐる 乙と を 感じる ic 
過ぎな S ので ある。 要する {C 彼には 手際の よい、 俗受け 專 門の 繪畫が 最も 適する 所で あつた Q 
I 應擧の 使つ た 側 筆 一 尙ほ 普通には 餘 $ 言 はれな いけれ ど、 私は 應擧 の侧 筆に ついては 一家の 見 ^ 
有する 〇凡そ 近世の 晝が墮 落し、 殊 ic 昔の 如き 品格を 保たな くな つたのは、 狩 野 派の 如き 正式なる 懸 

£ んち よく ひつ  な-め 

腕 直筆に 依らず して、 筆を 斜に 持つ 樣 R なつた からで あると 思 ふ。 畫品の 筆と 最も 關係 ある 乙とは 屢 
次 述べた 如くで あつて、 狩 野 派の 如きが 畫の巧 拙に 拘 はらず、 品格の 嚴 として 胃し 難き もの ある 所以 
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は、 寒ら 懸腕 直筆の 法を 抂げ ず、 決して 筆を 臥 かせる 乙と がない からで ある ◦これに 反して 圆 III •四 條 
以降の 邦晝に 多少と も 品格の 不足して 来たのは、 要するに 侧筆に する やうに なつた からで ある ◦而し 
て 此の 侧筆 を 瓶め たる ものは 實に 應擧 なので ある 〇 彼は 元 來狩野 派を 修め / 2 ので あるから、 懸腕 直筆 
なる 可き に拘 はらず、 旣に 十七 八歲の 頃ょう 側 筆を 以て 便利に して 且つ 手際の ょい 畫を 作る 乙と を 知 
つた 〇 己 の 由つ て來る 所を 擇ぬ るに、 私は 與謝燕 村の 影 ■であらう と 111 心 ふ〇蕪 村は 四條 •圆 山 とは 別の 
方の 人の 如く なれ ど、 寧ろ 此の 雨 派の 源流た る ものである。 然る R 蕪 村は 決して 大雅の 如く 直筆の み 
を 以て 晝 を 作らな かつた 。直立せ しめる 乙と も あつたが、 時として 臥 かす こと もないで はな かつた。 
才人 ic して 器用なる 應擧 は卽ち 乙れ を 摸して" 專ら 此の 法 {C 依つ て 筆を 有つ た。 第一 乙れ (C 依れば、 
從來は 十 年 ?: 要しなくて は 運筆の 法を 知り 得な かつた ものが、 僅々 二 三年に して 一人前 R 描け 得る の 
である ◦乙れ 實 に 彼の 偉い と M ろで、 此の 事を 知つ て以來 、彼は 勿論、 亞流渚 も-抱  一 •岸 駒 その他 
の 諸家 も皆侧 筆を 以て 描く k 至つ / 2 ので ある。 乙の 爲め k 描晝の 容易と 速成との 益を 加へ たが* 同時 
に 以來畫 格の 低下した る こと 著しき もの あ- CN、 その 責は專 ら應擧 に歸 せねば ならぬ ので ある ◦次 R 彼 
の晝の 一大 缺點 は" その 珂 想の 低 かつた 乙と である。 元 來 美術の 仰し とする 所は、 をの 现 想を 表現す 
P ので あ、 つ -C' J, 矿い 驗4^如 <! 9 (0 、自 §; の事物、の外形を、ば寫生し"0の儘で表現するに過ぎなぃとし 


rjl 


以て 表現す るの (c ある 〇玆に 至つ て 始めて 螬晝の 使命 完 しと 言は ねばならぬ 。然るに !.«• *. は、 S!/T も 
すれば 寫眞 術と 等しき 筆法に 依つ て、 單 {C 自然の 外形を 傳 へんと し、 をの 精神、 その 理想 k は 及ばな 
かつ / a 」 以後 圆 III •四條 派の 倾向 として その 事 ある hi 、 同じく その！!. 5: 彼 R II 3 なくて はならぬ o s 
れど 應擧は 又 一代の 傑物で ある。 以て 近世の 畫史の 主要人物と せねば なるまい C 


山 


三、 應擧 門下の 畫家 


應 


舉 


擧門の 十哲 I 應擧の 旗下 ic 集まっ て、 圓 山 派の S.S I: 開 s た 者は* 先づ 所謂 應門 の十齡 が 
ある £ ち長澤 谩 ^ •凝 井浞琦 •  u  口 素 絢 •森徹 山® 吉村 孝敬 •山 跡鶴嶺 •奥 文 鳴 •龜岡 龜禮 •木 下 
應受 * 顺地白瑛これである。その他1:下に名を列ねる者、後に一派 ?: 開いた纪^^及び|^獻献齡あぅ、 

ヂ P げし？ 一：  i rr J' ら ほ ; x いしら？‘ ち 乂  k* だ げんちょ くや？ H、 こ ゆれい  w  *  -1^ おぅし W 於フを か， びら ほ， すゐ かんべ じ ゆ？ い. rJ2 .っ-^ い 

士岐濟 美 利 # 亭 •白 井 莳 賢 •岛田 元 f Ia •山 本守禮 •佐々 木 應祥 • [«] 村 鳳 水 •上部 茁齋 •植 松應 令* 

*、 J  '  v «> *  r ナ 1. *▲ つ」  こ  し. フ 

別 所有 賢 •八 田古秀 等の 名 も 見る ので ある。 又 その子に 脆!! が ある ◦字は 影 il,: 、 t: し mj と號し 父の 跡 

二 四 七 
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をっ S で晝を 描き、 文政 十二 年 {C 歿して ゐ る、 年 六十 四 〇木下 應受は 應擧の 次男に して、 出で、 母の 
姓を っいだ 者で" 字は敢 谢 、別號 を 7RI SI とい a 、 兄に 勝って 能畫 •家と して 知られた 。その子 應 震は、 
字を他獻“別號を：白里、 2! 矿ヂといひ、入って4 1. の養子とな*^、その養子に應立、字は子道あって 
家業を 世々 にした 〇而 して i I. 以後 家主は 皆 主 水を 稱 したので ある。 別に 應 震の 甥に 國井應 文 あ 3、 

字は！： 質と いった o ffi. 1. は 明治 八 年、 五十 九に て、 應 文は 明治 二 十 
年、 五十 五に て 歿し、 斯くて 圓 山の 家に 畫を 以て 立っ 人は 今は ない 
ので ある 〇  , 

雪 •源 培 •素 絢 一 勗澤蘆 «• は 名を 魚、 字を 氷 計と いひ、 淀の 
藩士で ある。 R 從っ たけれ ども* 天成の 畫才っ ひ k 應擧の 風に 
從ふ 能は ず、 別 R 一種の 新 意を 出して、 走 筆縱撗 奇想天外の 晝 5: 作 
った0をの構思と配置の妙に至っては、臌擧に勝るものがあった0けれど、た<覇氣に過ぎて沈厚の 
®! ^ kss を 1 退 1 とする。 蘿親 P 1F ぁる 『SS』 の 1 くの t は、 彼が 代表作た るに？ 
ない ものである 。そして 彼 もまた # 影の ^ « 4 R 於け るが 如く、 應擧の 門を 追 はれた と本傳 へて ゐ る。 
寬政 十一 年" 四十 五歲を 以て 歿して ゐ る。！： t* ii は 姓は%、 名を i? とい ひ、 字は 子韫 k して、 常 ic 


0 


家 畫の下 門擧應 三 


源と 斑と を 合せ 用？ ゐ た。 通 稱は幸 之 助と い S 都の 人で ある。 墨と 共に 應擧 門の 二 哲と稱 せら 

n る。 彼は «• »• に反して 歡 M お E' の 人なる 代ぅ に、 / 1. 雪の 如 さ 

J l; i と？^ なく、 たく  S IF SA なる 畫 をよ くした ので ある。 s n 

ど その 彩色の# S に 至っ ては 師墓ぐ もの あぅ、 常に 側に 侍し 

ul r て その^ 銳を 助けた とい ふ〇 殊に 新 美.^ をよ くして、 雲 髮煙 るが 

應 如く、 腑 一&册に だに W へざる の ®0 を 最も 得意と した 〇惜む らく 

^ は ® I が 變 化と 紅 船 どのな S 乙と であっ た。 寬政九 年、 五十 一 にて 

應妓し C ゐる OM の 二人と 碑！^ する に 足る ものは、 山 口 素 絢で ある。 
震  5  • 

i 彼は 字を 傲 &、號を避といひ、通稱は武次郞、同じく京都の人 
諮に して、 贼矿 の齡! < AF と對 して 日本風の SK A? 一一を よくした 。筆力 
ユ 寧ろ # I つて 居る けれど、 彼には 綺ほ どの 品 致を 缺いで 居た。 文 

•  I  あん 3 つ 

政 元年、 六十を 以て 歿して ゐる 〇尙ほ 勤 雪は、 故 あぅて 人に 暗殺 

• • り. P  ごんこう 

せられた と傳 へ、 その 養子 / f. 州、 字を 鱗、 號を吞 口と いひ， 父に 

, rr t> 5 文ろ & ■ •) 

つ SSS び、®, の臣と して 家業を S だ。 そ S1 び、 長澤蘆 鳳の 如 含が あった 0 

二 四 九 


11 五〇 


又 源琦に も その 養子 源 1 あぅ、 本姓は 1? ¢ 、彥兵 衞と稱 
して 文化の 頃晝を 描いて ゐた。 ^* ;J k は 門下の 才人に* 
後に月溪についた矢野夜潮があつた〇 
I 渡 邊南 岳と 大西椿 年— I 圓山 派を 江戶坟 傳へた 者は 實 k 
渡 邊南 岳で あつ / 2 o lt» n- 名は% 字は ぎ 祝* 京都の 人 
である 。はじめ 應擧 ^ 學び 、のち 光琳 風を も 慕つ た . 〇 一 
蔵 時 江戶に 出で、 晝名 世に 歐觀 し、 # • 4 f- l ;c. M« «- r 
雪 谷 文 一の 如き、 皆 一時は 彼 (c c) い て その 法を 受け / a もの 
である0然れどもその畫法たる、應擧を更 ^ ,,とせる 
もの R して* その 筆を 持つ k 當办 、恰も 蒔„が それを 
把る 如く、 小指を 下 R つけて 描いた 〇懸腕 直筆は 愚か 筆 
は單 k 小指に 依つ て 支 へられる ので あつ / 2 から、 その 晝 
は 見る k 足る ものは ない ので ある 〇然れ ど 名、 彼の 門よ 
う 出 - [: • た 大西棒 年 ^ 至つ ては 一層 甚し きもの あ.^、 卑ハ f 


11 議 


J. 

膽 


關 


tr 


譜 


他  n  及 駒 岸 •春 吳  四 


の 極端に 墜し /2 。#如字はガ萬、楚南と號し、又運霞堂ともいひ、嘉永四年*江戶に歿してゐる。淡 
•iis 制の 如きは その P'J 下で あるが 却て 一種の 雅致は 拙 中に も顯 れてゐ る。 その外、 京都に 在って 謹ん 
で 琪ら師 法を 守つ た 者には！^ 1 が あぅ、 行 筆 奔放に して、 一家の 格を 出した 者には 西 村楠净 が あ 

6、!： #* 孝 ® • は 花鳥を 描いて 鮮麗を 以て 稱せ られ 、•は 田 元 直 •土 岐谈 
か •di M. fi の 如き も 京都 ^ 在っ て晝 名を なした 。斯くて 一時 京都の 
地は 圓山 派を 以て M せられる の 觀を呈 し ^ が、 他 ( c ^ ya 四條 派なる も 

の、 崛起を 見 ^ ので ある。 


原， ^ 


四、 吳春 •岸 駒 及 其 他 


一 京都に 坦〇 た寫生 _  i III« i 4 が 京都に 紙 氣の畫 風を 開いた 頃から* 他 (C も 亦" 同じ 樣なる 風尙を 
6-って二三の新派が起づ /2 。而して ^'> £ザ^か圓山派ょぅ多大の影各を蒙らざるなく、寧ろ應擧の目 
かぃゎ“ ^' ^|^1:£ぃぃゃ4ぃぃ05:& 1: 1^ ぃかぃ65、かぎゎぃ。：& ^, て一.&に寫#を4-位とハ 

p l: f: 、 し、 て、 ま  S  靈ぃか  $、 霧、 の § ぢ〇 ^ 


一一 五一 


派 各 都 京 他 其 胶條 四 •山 圓編六 第 


二 五 二 

&  い？ 4 1: 1: ぶ # f> iu、 s: i& ?: i&5A&、 l $psg& 浴！^ ^ ic' 

9  ^  J 3: つ ^ ら ご 

至つ / 2 〇 而 してを れ 等の 中、 最も 勢力 あ-^、 且つ 畫 としても 最も 見る に 足る ものを 作つ たのは 松村吳 
載 & 一派に して、 時に JE1. S. に 優る の 我 麟を fl i: した 〇をの 他 一把 i? に秀 S る もの、 狙 仙の 猿、 景 
j 文の 花鳥、 或は 應擧 門下の 白 井 直 賢の 鼠 等を 見る {C 至つ た〇京 都に 今日、 晝 人の 多く 蟠居 せる 所以の 
一 もの、 蓋し 文化 •文政の 前後に 當 うて、 圓山 •四條 派を 中心とせる 諸家の 前驅 をな したに 依る ので ある。 

一 I 吳春松 村月溪 の 一生 一 KH& SI 把 歡は！ S 二 年の 生れ {C して、 勝 擧ょ 6 若き こと 二 十歲 でぁる 。彼 
| れ 名は ^ 字は 做 1 S、 通 稱は嘉 右衛門、 挺 &t または^ n と號 した。 三菓釔 といっ /2 のは、 俳 道の 師蕪 
|  £ をつ s だもので あらう 〇を の！^ と稱 する は、 壯 年の 頃攝津 國吳服 村の 酒造業 某氏の 家に 街して 春 

^  & ちづき ^ ょく せん 

i を 迎へた ので、 氏 ?: 吳 、名 5: 春と したと いふ 9 もと 京の 金 座の 平 役で ある 〇は じめ 望月 玉 蟾の門 人に 
| して 元 明の 法を 慕っ た 窮に學 び、 のち 1 #. の 門に 入 4 製に 併せて 晝を 學ん だ。 燕 村 旣に彼 
一の 畫業に 敬服して、 「勒 f、 人物は 纪槪に 愧ぢ ず、 花鳥は% S に 唐 免す」 と 言って 居る 〇蕪 村の 歿後 獨 
|  以て 描いて 居 / 2 が、 當時 i i. の！^ を* せて 居る 頃で、 頗る 降 流に 投じ ' /2 晝を 出す のを 見、 乙れ 
について 門人た らんこと を k う 犮〇 然るに 應擧は 固く 辭し て、 「いや どうして、 あなた 程に 腕の 出來た 
方を 門人 (C 取れ ませう 〇 爻 あ 乙れ から あ 友達 R なつて、 お 互に 勉强 しませう」 と 言つ て、 それから 二 


人は gg になつ* 。天明； <  年の 火災 後、 M と ■して、 つ ひに 彼の 晝法 S 義を 得た とい ふ 。その 
家が 京都 四條通 の 東に あつたので、 世人は その 風を 四條 派と 稱 した。 吳恭の 作つ たげ の畫は 
一 甚だ 多い けれども、 主として S 配の で-^ つて、 ガ' №1 と 言へ ば 本 派 本願 寺の # 院の_ 及 張 附に 描い 
四 I 『耕作 H  I として、 M 貝の 古 養に 在る 『花鳥』 量 一双、 井上 侯爵 家の 『十 ニヶ 月畫 卷』 位 

な 4 ので あらう 〇 文化 八年七 月 十七 日、 六十 歲で 歿して 
ゐる〇 

「虱 春の 畫の ❺ 象の 畫は品 位の點 から 言へ ば 
餘 6 高 s ものでは ない。 しかし 彼の 畫は 應擧 ょりも 藤 籾 
に 近い ものであるから、 無論 應擧 ほどの 俗畫 になつ て ゐ 
る わけでは ない。 併し 11] 來蕪 & の畫 風なる ものが、 大雅 
他 j など こ irk すれ f ずつ と ドる ので あるから、 それから 出で / a 彼の 畫も亦 品の ょい ものとは ;; へない 然 

へ  うん 

:しな がら 彼は 俳句 ^ も 長 じた 程で、 && を 心得て K たので、 その 晝に 何となく 風流な 所が ある。 「雲 
般航斯 U の 著 ^ も、 @* ^* の畫 は S. 眞 とい ふべき で、 未だ 畫と いふ ことは 出來 ない r- 災. は .為 眞の ほか 
別に！ J 獻あ .〇 て 10? 纪を斟 ゐて 、始め v-> 畫を 成した と 評して ゐ るが、 ま 乙と に^* うで ある。 吳 春の 

二 五三 
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二 五 四 

畫 には 何となく 風情が ある 〇元 信な どの 如き、 高雅な 深遠な 趣では 勿論な S けれど、 俳句な どに U る 
やぅな 一種の 味が ある 〇隨 つて 紛 i んたる 俗臭は ない が、 3 れば とて 氣 骨の 優れた、 しつ か. 〇 し / 2 畫で 
も 何でもな so 唯 市井に ゐ て" 市井の 需め に應 じて 描いた 畫とい ふだけ である ◦乙れ は 彼と 應擧 との 
みで なく、 京都の 晝家 一般に rAJ つて 加 ふべき 評で ある ◦嫻雅 ic して 優麗な 趣 ^ li 富んで ゐて も、 崇高 
な氣に 至つ ては 全くない ので ある。 

I 松村景 文と 岡 本 豐彥 I 吳 春の 弟の 景 文は、 字を 子 藻と s a 、 華 溪と號 し、 堺町 通、 四條の 北に 在つ 

て畫を 作つ た。 兄 及び 應擧に ついて 法を 習 ひ、 名聲 兄と 
相 如く 2 のが あつた 〇殊に 花鳥の 寫生に 於て は、 兄は 勿 
論、 應擧も 及ばざる 出来で ある 〇淡 彩を 以て 虾麗 なる 畫 
を 自在に する 所、 ま M と {C 稀 {C 見る ものである 。只 彼の 
晝は 、吳春 * 應擧ょ 6 も 一層 品が 足 $ ない。 器用な 2: とは 最も 器用な 代ぅ に、 兄の 風韻な く、 應擧の 
手腕な くして、 只實 物の 形と 色と を描寫 する に 止まつ た。 そして 景 文の 畫は餘 程 應擧に 近い もので あ 
つ /2 0天保十四年、六十五歲で歿してゐる0岡本豐彥も、吳春の門ょぅ出で、、第一の俊才と稱せら 
れ た。 彼は 備 中の 人 ic して、 通稱は 司 馬、 字は 子彥、 ？ 紅 村 •鯉 齋 •澄 神齋等 の號が ある 〇彼 も四條 の 


附近 {C 住して 人物 •- 化 鳥 すべてを ょくした が、 殊に 山水に 長 じて、 殆ど 吳 春の ! li を 摩せん として， Q る 0 
弘化二 年、 六十 八歲を 以て 歿して ゐる〇 その他 備 前の 產な る柴田 義董は 運筆の 洒脫を 以て、 殊に 輕 g 
なる 人物を 描く k 巧みで あつたが、 壯华 にして 歿した ので ある 〇彼に 天悫を 藉せば 豐彥 {C 劣らざる 名 


やま. C%? フき 

聲を if したで あら 50 山 脇 朿暉も 


はじめは 吳 春の £に 在つ て、 のち 
格を 變じて 


t  ひろな り 

家を なし、 紀廣 成と 


べつ T 


る 


稱 して 別 樣の晝 を 出した 〇殊に 逸 
才に 任せて 細 勁なる 尖 11 を 走らせ 
仙佛 羅漢を 描く {C 最も 巧みで あつ 
た。 天 保 十 年、 六十 八で 歿して， Q 
f.'.J' ほ 長 川 孔货と 短 本 雪 臣 とも、 大阪 に 在って 吳 春風の 畫を 作り、 知られて ゐた 〇雪臣 はまた 詩歌 狂 


句に も 長 じたので ある 


E 京 文 P'J ょぅ 出で、 名を なした ものには、 橫山 淸陬と 前 川五嶺 とが ある 〇 併し 

ぞく  •かん  けんれい  參 〇 、や.っ し、 しや  せ. 

乙れ 等は 皆 俗 IJU ic 入ぅ 易き 妍麗 なる 畫を 作つ たに 止まる が、 豐彥の 澄 神社からは 濟 々たる 多士を 出し 

f: なかに つく  b  しほ か ii ぶんりん  し はれ ぜしん  e  • (1 くき  げ〇し よ 

てゐ る。 卽ち田 中日 華 •鹽 川文麟 •柴田 是眞の 如 さ これでぁる0日華は字を伯暉、號を月洛とぃひ、 


二 五 五 
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(一) 譜印彥 K 谷 熊 


他 其 及 駒 岸 •诈吳  四 


俊爽な る 筆法を 以て 知られた 人、 文麟と 是眞に 至つ ては、 明治 初年まで 生存して、 四條 派の 爲あに 氣 

を 吐いた 人で あるから、 項を 別にして 語る 乙 と、 する。 

一一^ 一 T§ : <£1 1  g>l 立と ! A! 物 1_: I 應擧 * 吳 春の あつた 頃に、 同じく 京都に t つ 
て 別に 一格を 立て、 乙れ 等と 角逐し、 敢て 下らな かつた のは 尉^: であ 
る0彼は名を鄒、氏を岸とぃ5、字は數歉、號は£斯阶%た 5< |戤と 

^  •  9 

谷稱 した。 應擧と 略 同年の 人に して、 その 歿後 長く 世 {C 在つ た 〇加賀 金 
直澤の 人 (C して、 はじ あ 有 栖川宮 の 侍臣と な* CN、 紙ぎ 肌と 稱 し、 のち纪 
け 朝 {C 仕へ て 越 前 介と なった 〇晚 年、 制 s:< ぬ 針の 里 R I11 题し 、斷 f を 修 
譜理 して 住居し、 自ら 天 開 窟と稱 した 0 年 九十 k して、 從五 位下 越 前 守 
じ に 叙任せられ 、ついで 歿した 〇時 k 天 保 九 年 十二月 五日で ある 〇彼の 
人物 性行 k つ S ては、 嘗 つて 長 崎から 肉つ きの 虎頭を 齡られ て、 大に 
2. れを歡 び、 賀 筵を 開いて 數百の 門人を 會 し、 ょ つて 虎頭 館と 號する 
{C 至つ たとの 逸話 ^ 依つ て も 略 察する C とが 出來 るので ある 〇彼 に！ $ 
智が あつて、 機を 見て 事を なす {C 依ぅ、 當 時の 三 大山 師の  一 k 數 へられた との 乙と で、® 允に して 頗 

一一 五 七 


ほんは うけい けん 

る if'1 ^" に 富んで ゐた 乙と •か 知られる 〇隨つ て 彼の 晝も亦 その 風 あ 6、 一見 奔放 勁 健の 如くで あれ ど、 

4.  P う 0-  せし  そう ひ)』  のつご  せつち う 

炉 挪 にぎれば 筆々 甚だ 振 ひ、 漸くに して 槪を なすのを 知る ので ある ◦宋 人に 法 〇 て 諸家を 折衷し 殊 
一に船献齡に松滅して寫生の法に飯ふと稱し、花鳥を專ら晝くといへども、實は支離滅裂の晝、諸家の 
1 特色を $rc り來 つて、 慰 11 乙れ 1: 敗 嫩し 、一度び 自己歡 歡 中の 本のに する の 識見と 手腕と を缺 ぎ、 不統 

■ふんぷん  せい 

1 1  一— 書を 表. はして S。 况ん？ の 人物 晝 i つ 5 、俗 氣の紛 々穴 t のが I、 未だ 以て 精 
llra l  I) とする 乙とは 出來 ない 0 彼は 又 胺 の晝を 以て その 最も 得意の 圖 とし、 その 家業を つ r 者 また 乙れ を 殊 

M 費 數へ ゃ〇 1: | なる 孔雀 等の 晝も 少なからぬ ◦山城 東 寺 靈の 天井の 『龍 圖』 は墨氣 の潑淛 たると、 

條  一；  -  / 

S 一  龍の 全身 1: 描い / 2 のとで 有名で ある 0  „  こ，^ 
他 | 一  岸 駒の 子弟に つい^ li  35 :4:k ついで、 岸 派と も 言 ふ 可き ものを 立てた 人に、 その子 岸岱 、その 婿 岸 
都  一， £1 び #! 黯がぁる〇中にもわ [1[* を以て最も優るとされる。部、名は德、字は士進、また萬象樓と 
派 | も 號し犮 〇 もと 靑木氏 にして、 31 _ に 學ぶ 乙と 十餘 年、 益々 その 技の 熟する に 及んで 義子と したので 
一 ある 〇 され ども 畫風 は ^ • と 甚だ 異な 6、 HM に 四條の 趣を 加へ て 駒の 奇矯を 捨て、 ゐる 。後に 述べる 74^ 
一靈は S 撃で ぁる。 3 S: も 字を 苗、 號 &|一爾とぃひ、山 1: 、字は湯、號は繫と共に、父 

❿ I  かは .^ らぶん 

の 法を 學んで 花 m を 描 s たが、 つ ひ R 巧者に 達しな かつた 〇岸 駒の 門人 中 最も 知られ ^ ものは 河 利 文 


他 其 及 駒 岸 •砟 吳  四 


鳳 •橫山 華 ! II 及び 白 井氧 eT の 如きで あらぅ。 * • ©• は 京都の 人に して 名は 慰、 字は 紙 齡ドぃ ひ、 11 奶な 
る 行 筆を 以て 常規 ?: 逸した、 頗る 奇抜なる 畫 を 描いて 一時 大に 世に 行は れた 〇磬如 は 名を Y 彰 ■»! 字を 


し ゆん： 


舜 福と いひ、 同じく 京都の 人 (C して、 岸 駒の 外吳 春に 名學ん だが、 兩 人に 似ず して 頗る！! III 淸 新なる 
花卉を 描く を 得意と した 〇  If, は 越後の 人、 名は 慰 11 、字は お 觀 、畫ょ 6も寧ろ「數 ^? ^: 町」の著 
衮 として 知られる 〇又 次に 語る 望月 玉 川の 如き 冬、 一時 彼 k ついて ゐた 乙 と •か ある 0 

|7猿の_名：人1林 ?0: 11 |_! 當時他に、一物に秀で /2 る寫生畫家としてか咖伽がぁ 
つた。 彼は 攝津两 {S 人に して、 兄の 71c» s: 5f* i ?- { l: s: s: (又 周峯) と 共 


に 大阪 ic 在って 狩 野 風の 畫を描 S た。 彼の 名は 守 _ 、字は 极ポ 、はじめ 狩 野 派 

#s IO ® c  じょかん さい ^ 、，め 1/* _6ん 

の 山 本 如 春齋 に 學び 、如 寒齋 とい ひ、 ま / 2 靈明庵 と號 したが、 のち 圓山 •四條 等 
の ® 法を 參 酌して 專ら 動物 畫の寫 生を 事と し、 殊に 猿の^ §觀ビ 寫すを 得意と する に 及んで その 號， 做 

そせん  、.- ，せ •• 

を 改めて 犯 仙と した。 彼の 猿を 描く や、 自ら 深山幽谷を， 跋紙 して、 つぶ 3 JC その 木 ^ 1  本 ぢ、, It する 

こくく  亡い ^ % 

有楳 を觀 察し、 刻苦 精勵を 積んで 遂に 天 ド 第一の 稱を得 るに 至っ た ◦故に その 千ぎ 萬 ^: を 寫 して 到ら 

さいひつ  ちぅ ¢> 0 かせ 

ざる . -3: く、 細筆を 以て 一毛 r.'.J' ほ 且っ 忽に せず、 此の 獸の 感情 等を も盡 して 省く ^ とな かつた 〇 猿 (C 
ついでは、 鹿 その他の 鳥獸を 描かぬ ではな かつた が、 他は 殆ど ii るに 足る ものな く、 山水 人物に 至つ 


派 各 都 京 他 其 派條 K •山 圓 網六铬 


二 六 Q 

ては 固ょ 6 語る ^ 足うな S ので ある。 猿圖に 於て は 大阪の 住友® 藤 田兩男 爵家 $: はじめ、 襲 藏 する 傑 
№1 が 多い。 文政 四 年、 七十 五歲で 歿して ゐ る。！ は その子に して、 W® I« の 弟子と なう、 大 阪に圓 
山 派を 擴め たが、 その 義子 {c T ill* と 寬齋と あ-^、 寬齋は 明治 年間の 大家と なつた" 

I 別 殊の趣 ある 若冲 一 以上の 外、 稍 傾向を 異にすれ ども*  & 藤 若 冲 •僧 月 悟 及び 望月 派 •原 派の 諸人 
等また傳ふべきであらう。か|:は名を9'&"字を¥&といひ、京都の人である0をの家が錦小路にあ 
つて、 野菜 商 ?: 營み、 歡 f Mv 呢 £: 漱と s ふ 所ょう、 か！： と號 したと いふ。 初の 名は 春敎 、又 斗 米 庵と 
號す 5 0 その 故は、 彼の 性 恬淡 無欲に して、 家 k 產 なきを 憂へ ず、 每日 描い 穴 晝に 、一升 二 升な どの 
札 5: つけて 店先 R 並べ、 それを 買 ふ 人が あつて、 一日の 食料 1: 得たならば、 直に 店を 閉ぢ 穴 からで あ 
ると いふ。 後には 佛法 に歸 依して 5 の伯珣 和尙 について 禪を 修業し、 澤草石 峰 寺の 傍に 閑居して 事 
ら晝 ^ 苗广 /2 。彼ははじめは狩野派を學んで、のちには元明諸大家の風を模し、また光琳の彩色 ^ ^ 
も好んで用ひ /2 0隨つてその晝は一家をなしたものである0殊に鷄の晝に巧みで、常に數羽の鷄を養 
ひ、 ^ の形狀 を熟視して面白いと乙ろあれば直に寫して晝とし为0故に鷄の姿は妙に入つて居た。鷄 
の畫を 乞 ふ 者が あると、 米 一斗に 代へ たので、 斗米齡 と稱 すると も 言 はれる 〇をの略畫は盘に仃せて 
M を 飛 td'- して あるので、 甚だ 不思議な、 何物 か 解らない やうな もの も 多い が、 密畫は 極めて 謹 嚴に L 


せいめ うせんれ い 


四 

吳 j 
春 I 
岸 一 
駒 一 

及 I 

其 i 

一 

< 

也 


て、 精妙 鮮麗な ものである 〇もと 京都の 相國 寺 {C 在つ て、 今 御物と なつて ゐ る‘ r 花鳥 魚貝 圖』 三十 幅は、 
最も 見るべき ものである。 讚岐金 刀比羅 神社 社務所 奥 書院 上段の 壁に 在る 花卉 も 彼の 傑作で あらう 0 
寬政 十二 年 九 / J 十 H、 八十 五歲で 歿した 〇 彼の 門弟 も數人 あつたが 、取う 立て、 いふ 程の 者 もな く、 


0  *  r 

IV 「 • ■、‘， | 

f—  - 1 

^  r  ‘ .V i 


一派を 起 3 なかつ たから、 一代に して 跡を 絕つた 0 


そ，？ げつ せん 


ノ f 


| 僧 月僳と 原 在中 | 僧 月 僭は 若冲ょ 6 ずつ と 後 
の人である。名を元瑞とい；5、尾、張の人であつて、 
はじめ 江 戶增上 寺の 學僧 となつ て 居た 頃、 雪 舟 風の 
晝を ょくした 櫻 井雪 館に ついて 學んだ が、 更 k 京都 
の 知 恩院に 移つ て、 その 役僧と なつて 以來、 i #. や 
應擧の風を交へて、別に一機軸を立てたので6る。 
その 晝は 極めて 變つ たもので、 簡單 素樸な、 勁拔な 
畫風で 、山水には 甚だ 面白 いもの も あるが、 道釋 人物の 類は ni, 格が 低く  V て 見る に 足うな い 〇 のち 伊 

(- ゆん •ひつれ. < 


n. 


警 

Lf _ 


く -e ぅじ  じぅし よく 


勢 ! II III の 寂 照 寺の 住職と なぅ、 潤筆料を 貪ぅ 取って それを 以て 寺の g 厭した のを 興し、 ま / 2 附近の 逆 
路を修 絡した 6 などして、 公益を 營んだ 乙とは 有名な 話で ある 〇 文化 六 年 R 八十 九歲で 歿して ゐる〇 

こ 六 一 
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二 六 二 

京都の 世 繼寂窓 や 尾 張の 張 月 樵は その 弟子で あると いふ。 當時 京都 ic 原 在中と いふ 畫家が あった' し 名 
は 致 遠、 字は 子 重、 號は臥 遊と も S って、 はじめは 應擧に 學んだ が、 のち 明 人の 風を 慕っ て 一格を な 
™ し、 温和 精緻な 圖を 作っ た 〇けれ ども 型 ic 入っ た晝で 、活氣 とい ふ ものが なかっ た 〇天保 年間 R 歿し 
I た 人で ある ◦その子の 在 明、 孫の 左 照な どが、 相繼い で 畫家 とな 6、 在 照の 子の 在 泉は 最近まで 京都 
™ (c 居た ので ある。 

I 一望 月 玉 川の _ 家 一 その他 圓山 や四條 派では ない が、 京都には 望月の 一家が あった 〇望月 玉蟾は 
| はじめ 土 佐 派を 學び 、っいで 雪 舟の 流れを 汲んで 長 谷川 派の 山 口雪溪 k っき、 更 (C 元 信の 畫法を も 慕 
一 ひ、 一派の 晝を 作っ / 2 ので ある 〇そ の晝の 多くは 水 墨の 粗晝で "潑 墨の 秀潤 な、 筆力の 遵勁 なんの 
I であるが 、時には 1 b 鉛 UJf ね 等 も 描 い た 〇妒 F 院の 『水 呑 虎』 や、 i. 國寺の 『水 墨 I-IL3 水』 襖 繪やが 、彼 
一 の 傲 作と して 知られる 。その子の 玉 仙 f 父の 樣な畫 を 描いた が遙に 劣っ て. Q る。 玉 仙の 子 玉 川は、 諱 
一を 重 輝 (又は 輝)、 字を 子瑛 とい a 、 初め 村 上東洲 に從ひ 、のち 岸 駒 及び 吳 春の 法 R 依って ハ 父祖の 風を 
j  一變 し、 京都 一律の li:2 晝にな っ た ◦大 西醉 月の 如きは 彼の 門から 出で、 ゐ る〇此 等の 人達と も 違っ て 
5 ;可 峭 なる 畫を 作っ たのは 曾我蕭 白で ある。 彼は 師龍 •陣龍 •輝 一 •潔 明 等の 名が あって、 號も蕭 白の 
外 如 鬼* 鸞山 •鬼神 齋 等の 物凄い のが ある。 はじめ 狩 野 派の 高 田敬甫 (C 學び 、のち ^ 蛇足を 慕っ て、. 


家晝都 京の 問 年 治 明  五 


C ら蛇足 十 世と 稱し 、また 蛇足 押と も號 した。 餘 6 JC 剛蓝狷 介で、 世に 反目して ゐ たので、 狂人 扱 
ひ を 3 れてゐ /2 とい ふが、 繪畫の 卜：に も をれ が 現は れて 、怪醜 と凄愴 とを 極め / 2 のば かりを 畫い た。 
その 人物 畫は 容貌 妖怪の 如く、 手足は 岩石の 如く、 ! II 水草 木 名亦驻 、たこ れに 類して ゐた ◦優れた 作品 
としては、 東京 高嶺 氏の 『黄 石 公張 良 圖』 屏風、 京都 建 仁 寺 『山水 一！』 屛風 等で ある 〇玉 蟾以寶 曆 
五 年 {C 六十 三、 玉 川は 嘉永五 年 ^ 五十 九、 蕭 白は 天明 元年 (行年 不詳) ^ 歿して ゐ る。 

五、 明治 年間の 京都 畫家 

京都に 出来た I 種の 風 I 圓山 とい ひ、 四 條 とい ひ、 或は 岸 •森と 流派の 長く 繼續 した 樣に思 へれ ど 
旗幟の 比較的 鮮明で あつたのは、 これを 剑め た 人の 在世 時と その後の 僅かの 年月 間 {C 止ま $、 子と な 6 
孫と な. 〇、 又弟子の 弟子と なる 隨 つて、 京都に 於け る 諸家の 流派 的 色彩は 頗る 不明確な ものと なつて 
了つ た 〇況ん や 明治維新は、 舊物 を破壤 して 凡ての 方面に 新生面を 開いた ので あるから、 岸の 家の人 
必ずしも 岸 駒 岸 良 ^ 倣は ず、 森 派ょ 6 出で、 また 犯 仙を 祖述し ない とい ふ 風で、 甚 しく 個人的の 色彩 
を帶び たので ある Q 然れど 4亂括いてこル^^“時、 14 €か£いいか «: に！；^か 1:'' 、依然とし、て存 
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二 六 四 

& せる 一種の 京都 的 色彩なる ものは ある。 現に 各種の 美術展 覽會 k 於て、 東京 派對 京都 派なる 言葉 •か 
t  i a '- i  t か t  £い一% 1-'» いかいいて船のられる^が、乙れは敢て黨派的勢力の二分を意味するものでな 
J いい；/ も、 穿 §い於ひ阶如£9いか^^-"は、共！|!した一脈の特色がある0而してその特色は甚し 
く圓山 •四條 •乃至 岸 •森 等 諸家の 先人の 特色と 共通して ゐ るので ある 〇 勿論 乙の 京都の 特色は 諸人 
に 依うて 東京へ も 移された が、 矢 張 $ 京都の 方 R 濃厚なる 色を 遺して ゐる〇 今日の 乙れ 等 5: 知らん と 
せ ば、 先づ遡 つて 維新 前後に 活動した、 京都 R 於け る 諸畫家 V」 知らなくて はならぬ 〇然 らば、 如何 
なる 人々 が、 には 占據 して 居た ので あらう か 0 

I 維新の 大家 岸 竹 堂 一 先づ 、維持 當時 京都に 在つ て 名聲の 聞ぇ た 人には 岸竹觉 •森 寬齋 •幸 野梂嶺 
の 三者が あつた 。竹 堂は 名 5: 昌綠 、字 ?: 子 和、 通稱を 八郞と S ひ" 本 氏は 寺 居、 岸 連山の 門は 入つ て 
その 愛する 所と な 3、 女に 配して 家を つがせられ た ので ある。 江州彥 根の 足輕の 子に して、 始め 狩 野 
派の 法を 學び 、壯年 京都に 出で V 狩 野 永 岳の 門に 入う、 その 風 ^ 慊らざ る爲め 轉じて 連山に ついた ので 
ある 。明治 初年の 頃は k 艺甚 しく、 115 に 織物の 下繪を 描いて 活計を 立てた 〇が 、その後 次第に 盛名を 馳 
せた 〇 明治 二十 五 年、 米 國の閣 ti ll 會に 出品すべき 『龍 虎』 を畫 き、 眼晴 ^: 點じ 終つ てから 忽ち 狂 
し た が、 間もなくして 资 ぇた 〇併 しを の 後は 力作 も 出 S ず、 明治 三十 年 七月 二十 七日、 七十 二 歲にて 


家 S 都 京の 閗 年 治 明  五 


歿した。 その 畫得意 と、 る 所は 鳥獸で あつて、 殊に 家 藝なる 虎は、 駒に つぐの 出來 であつ た。 山水 も 
描いて能くし、嵐峽の秋景、紅葉の綠樹に映ずる圖などの_婉雅麗なものを最も多く寫した。京都西 


この づ 


付 氏に 在る 『琵琶湖 圖』 屛 風の 如きは その 傑作で あら ぅ( 


てつざん 


こ ゆ . 


幸 野 楳嶺」 森 寬齋は 狙 仙の 孫徹山 の 義子で ある 0 名は 公肅 、字は 子容 、もと 石 田 氏に し 


てつざん 


て 代々 長 州の 藩士で あつた。 弱年の 頃大阪 k 出で、 徹山の E： に 入ぅ、 つ a に その 義 4 となつ た。 移つ 

て 京都に 居-^、 南 宗畫の 硏究を も爲 し / 2 が、 幕末に 際して 勤王 
の 志 K ご 懐き、 本 藩の 志士と 往復した ので 斬られ かけた 2: とも あ 
る 。維新の 後は 一心に 晝事に 向 ひ、 土 佐 光文 •鶴 澤探眞 等と 後 


r 六 舞 基 一 


ノん しや 


ゴ\ 


に、 末期の 圓山 派を 擁護した 人で ある。 


明治 一一 十七 年 六月 二日、 八十 一歳で 歿して 


素 如 雲 社を 結 / L で、 畫界 の爲め に盡し 
た。 彼は 實に束 京に 於け る 川端 玉章と 

ゐ る 〇  g： 下の 人には、 はじめ 鹽川 文麟に ついた 野 村文擧 •山元 春擧 等が ある 〇彼は 人格の i 问邁を 以て 
時人に 押 3 れた が、 晝界の 人物と しては 寧る 幸 野楳嶺 を 擧げ なくて はなるまい 。彼は 名を 直豐 、字を 
1 I1IH': 、 幼名を 角 三 郞とい CA 、 (別に 鶯學❶ 長 安堂 •靑 龍く 館* 六 柳 •北圃 •仙 金 茶寮 •三 守蝸室 •如意 山 
樵 •春風 樓 •雲の 家 等 多くの 號が ある。) 父は 安田 氏、 その 三 子 {C 生れて 幸 野 氏を 嗣 S だ。 九歲 にして 
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二 六 六 

中島 來 章の 門に 入ぅ、 一一 十 年の 後 更に 師の 許可を 得て 鹽川 文麟に 學んだ 〇页に また 前 田暢觉 •中 西 耕 
石 等の 文人 晝家 とも 交は つて 益を 得る こと 多 かつた ◦維新 後 窮迫の 際 も、 友禪染 の下繪 を勸め る漭が 
あつた けれど 一切 斥けて 一意 硏究を なし、 他日の 大成を 期した 〇偶々 東 本願 寺の 嚴如 上人に 愛せられ、 
各地の 巡錫 R 伴 はれて 眞景 ?: 寫し 、大に 山水の 描法 ^ 發明 する 所が あつた。 斯くて 子弟の 養成に 心 
懸け、 私塾を 開き、 又 京都 靑年 繪畫會 を 組織し、 近 ^ 京都 私立 繪晝硏 究會を 設けて 私財を 蕩盡 した 
が、 時人の 容れ ない のを 憤慨して 一時 名 古尾 {C 去つ た〇後 、京都に 歸つて その 畫學 校の 敎授に 擧げら 
れ 、帝室 技藝 員を も拜 命した が、 明治 二十 八 年 二月 二日、 病んで 歿した 。行年 五十二で ある。 その 著 
書には r 晝譜」 「圖 式」 等 甚だ 多い。 彼の 功は 最も 後進の 誘掖に あつて、 竹內粞 鳳* 谷 口 香嶠 •菊 池 
芳 文 • 一一 宅 吳蹺 •都路 華 香の 如き、 s づれも その 遺 弟で ある。 

I 柴田 是眞の 繪晝 I 當時此 等の 諧 家と 並んで 東京 ^ 在ぅ、 專ら 京都 風の！！ r 描 い たのは 免 ぼ 是眞 
と 川端 玉章と である ◦是眞 は 江戶の 人、 宵 彫 師柴田 某の 子で あつて、 幼名を 龜太郞 、後ち 順藏 とい 
ひ、 その 居を 對 柳と 號した 。はじめ 坂內富 哉 及び 古 滿寬哉 5: 師 として 蒔 繪を學 び、 また 鈴 木南嶺 (C つ 
い て 繪畫を 學んだ ので、 その 頃兩 人の 號を 取つ て、 令 哉と 稱した ◦南 嶺は南 岳の 門を 出で、 圓山 風の 
畫を 作つ てゐた 。時に、 京都の 岡本豐 彥が頻 6 に！^ 名を 出した ので、 二十 四 歲の時 南嶺の 紹介に て ^ の 


門に 入つ た。 その 間 京都 •奈 良の 古 
名晝を 模寫 して 大に得 ると？- ろ あ 
6、 玆に 四條 •圓 山を の 他の 各派ょ 
6 MI {C 一機軸を 出し、 江戶 に歸つ 
て 門戶を 張つ た 〇そ の晝 風は 古今 
雒 俗を綜 八：： して、 殊 に 俳味 ic 富ん 
でゐる 〇洒脫 の 筆と 淸 新の 色と を 
以て、 典を 畫面 にやる とこ ろ* 頗 
眞る 見る に 足つ たが、 大晝 力作は 彼 
印の ょくす る もので なく、 主として 
譜團 扇、 その他の 小品に 最も 而白い 
ものが ある 〇明治 二十 四 年 七月 十 
三日、 年 八十 五 ic して 歿した ◦彼 
の づ圆に を 有し / 2 乙とは 

一一 六 七 
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語る まで もない が、 俳句 また 出色の 好 文字を 作つ た〇又 彼は 母に 事へ て 至孝なる と、 人道に 厚き と 
を 以て 今 ic 傳 へられる 〇 二子 令哉 •眞 哉は、 晝人 としてょ 6も蒔繪家として腕を揮つ /2 0 

「門 p-l ;il ! l?; た 川 If i laEi lml 一  川端 玉章、 幼名は 瀧 之 助、 敬 亭と號 
した ◦京都の 人に して 中岛來 章の 門に 入 6 » のち 諸國を 遊歴し 


て 得る 處があ 6、 慶應元年東京に移って門戶を張った〇明治 
十 年 深 川 R 組 塾 1: 開いて 以來 、門 生の 養生に 力め、 或は 美術學 

敷を 開き、 後には 加 離 畫學 校を 創 


校の 敎授」 


びじ ゆつ ゐん  けい 之い  さんく £く 


てんしんぐ t> 


任じ、 或は 美術 院の 經營に 參 劃し、 若しくは 天眞晝 
た。 晚年は 宿癎 のた め 東京の 近郊に 起臥し、 大正 二 年 
二月 十四日、 七十 三 5: 以て 歿した ので ある。 子に 玉 雪® 
茂 章の ある 外 その 門に 出で、 名 5: 知られる 人は 極めて 


めて 常に 子弟の 爲めに 怠らな かつ 
多い。 例へ ば 
山 田 敬 中 •福 
井江 亭 •結 城 


1 ^”一| 6* ||* 15* |-&の如|」れでぁる〇4^他彼の天眞晝塾に名を列ね|のは警を以て算 
すべく*東京晝壇の大半はを|}の門下生であると稱してもょい0その晝風は初め應擧を慕ひ、ついで 
!• §  • !:• 砂の 骨法 ic 私淑し" のち 一 の 描法を 好み、 晚 年には 和漢 洋の 長所 5: 一丸と して 全く 新機軸 
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を 出した 〇卽ち 彼は 最初 一意 寫生に 傾いた が" 熟する ^ 從つ て ® ^ 寫意の 必要を 感じ、 最後 ic 乙の 兩 

者 i: 併せて 彼 一家の 畫格を 立てた ので ある Q 要する 
に 圆山 派. 彼を 以て 終に 過を の 流派と 稱 せられる こ 
とに なつた & である 〇四條 派が 是眞 h 殿と して 亡び 
久か 如くに、 純正の 圓 山風は 玉章 b 最 •といて 終に 
妇砂かゼ の 0£いなっ0 7' っ /2' 0彼の代表作は市俄古 
米 博 覽會に 出品した 『鳳凰 党の 背景』 及び 束 京 美術 學 
偁校に 在る 『隅 田 川 櫻 花圆』 であらぅ が、 その 特長は 
寧 ろ 小品の 中 k 發見 S れるを 常と する 〇最 後に、 京 
都ょ >c\ 來つて 東京に あつ / 2 晝家久 保 田 米權を 擧げて 
置く  ◦彼れ 名は 寬 、米 德はを の號 、又 歌 俳 ^ は錦嶙 
子と 稱した 〇京 都の 人に しては じめ 鈴 木 百年に 學び 
のち 一派を なして 苋京に 門戶を 開いた ◦明治 三十 九 
年 五月 十九 日、 五十 五歲で 歿した ◦遺子に 米齋 •金權 が ある。 


第 七 編南宗 (文人) 畫の 諸家 

一、 總說 

一 |  mi 靈 、兵を i u て M ftr と稱 する のは* 或る 一つの 定まつ た 流派に 
一な つて、 r!IIiL ^ 棚 7?:k .t 依つ て 守つ て 行く とい ふやぅな ネ の、 名稱で はなく、 甚だ 漠然とした 或る 種の £ 
„J! 風を 指す ので ある。 元来、 此の 名稱は 日本で 出來交 のでは なく' 支那に 於て 窠以 來、 S づ から 
i 主 じた 二つの 山水 畫の Mr S を ば、 一を S 7TC7 とい ふに 對 して 他を It" 宗と稱 した もので る。 而 して 如何 
i なるを 北宗 、また 裏と 可き か いては、 支那に 於ても 不分明な 點が f、 學者 間に 議論の 一 
一' t を 見ない ので あるが、 日本に 於け る 南晝の 意義は、 殊に C れ を北宗 に對 して 言 ふ 時、 甚だ 捕捉し 難 
說； ぃものと なる ので ぁる。 藐 •S 虹の 頃、 努霞が として ^ I そぶ 晝を 一概に 裏と 呼び、 乙 n 
j を^^ と M? 一 mL したる 頃には、 文人 晝と® る 他の itk M11 I 例へ ば 妒野 も圓山 も 四 條兔皆 把 晝と 
稱して、僅に ±'- £&*お¥8の如きを南北緣？？考へ？ぅである。然るに文晃の南北合法の 
如きは、 その 畫 法ょぅ すれば 寧 る 所謂 北畫 に 準 ふ 可き に献 はらず、 文人 畫 若く は南畫 として、 その 一 
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種と 見られ 來 つたと い ふ 有樣で 、名義 上の 南宗畫 とその 意義とは 頗る 茫漠 とした ものである 。併し 乍 
ら 、支那の 本源に 遡ぅ、 且っ 日本 (C 於け る 所謂 南 宗畫の 性質を 考へれ ば、 そ i {c 南晝 としての 一 種 
特別なる ものを 見出されぬ でもない 0 

I 支那 南畫の 源流と 羥過 | そこで 最初に 支那の 南畫の 話になる が、 乙れ は 何れ 別册 「支那 晝及西 徉畫」 
I の 重要な 一項 目と して、 其 講話を S れる 人から 話される であらぅ から、 玆には 略說に 止めて 置く  〇支 
I 那 では 繪畫に 南 宗と 北宗と 二つの 區別を 立て、 ある 0 乙れ は 何時頃から 始まつ / 2 かとい ふと、 董其昌 の 
一說 (C 據れば 、唐の 時から 始まっ たとい ふが、 兎に角、 唐 R 王 維と 李 恐 訓と いふ 二人の 名家が あった。 

I 乙の 二人の 晝 家の 晝風が 違って. Q た 〇 王の 方は 南方の 山水、 卽ち大 江 平 遠の 趣を 好んで 描い / 2 が* 
李の 方は 北方の 岩石 峨 々たる 嶮岨の 景な どを 好んで 描いた 〇それ に 王の 方と 李の 方とは 繪の 描き 方 も 
違 ふ 所から* 禪宗の 南 宗 •北宗 ある R 倣つ て、 王の 風を 南宗 、李の 風 5: 北 宗と云 ふ rJ とに なつた。 

|  しかし 南北と も 唐 時代の 畫と 現今の 畫 とは 描き 方が 違 ふ。 名は 南宗 とい S、 北宗 といつ て も、 古今 同 
じ 物と 考へ ては ならぬ 0 今日の 南晝は 元の 四 大家 (黃 大痴 •王叔 明 •吳 仲圭 •倪雲林) などの 風を 傳 へ、 
明の 沈 石 田 •董 其昌 、淸の 王 煙！ f  •王 麓 臺 •王圓 照 •王 SI 街な どの 晝風を 傳ふる 者を 南畫 といっ てゐ 
るので ぁる o s ぅして 办聊 -!:• '- s  S 者 か ^ > \い 5 酎勤 p  i  n  i かや i りか ^' !: ル 美 t ; る ^ r #' i4 2: s ^ 


總 


說 


•&ルぎいい 1: 5' 、 |: 5| 1: £> £ «'> いい '1:» |||' い、む歡か ^> ぢ |: 本 2: ?^ 、.£1い 1: |?' 繫€ 


じ ゆん すゐ 


て、 M' 粹の 北晝と S ふ ものは-今日 殆んど 見るべからず である 〇 本邦は 元 來北晝 5r ^c4 i> 、 百 -£; 來 1  ぃ 

i  い J: ?: か、 ら 、かぎぎ 5: pv  r i: s' 義鏡ゲ  v Mf sf l: あ  iss ?: K;c 

、し、 ぃ 。い 如い  心 家％.^  い、 か、 ii§i、 係、 
地質の 相違 も あるから 如何なる 2 のか 分らぬ 〇 

I 南畫の 特色 穩靜 和歌 I 斯る 次第で、 南 畫は漸 を 追って 渡っ たので あるが、 元來 支那に も繪畫 に 流派 
が あると 言つ て もない やうな もので、 日本の やう ^ 、 師匠が 澤 1JI の 門弟を 獲つ て、 門戶を 構へ、 その 
弟子 達が 又 師匠の 風を 墨守して* それを 次へ 次へ と傳へ て 行く とい ふやうな、 狹い #5 しい 流派 關 係は 
出來 て. Q ない 所へ、 南畫仑 の 物が、 文人の 餘技で あって、 尊 門 的に やる 人は まこと ^ 少い ◦專門 家 も 
な S ではな S が" 多くは 繪晝で 飯を 食 ふので なくて、 學者 文人漱 ぎが M^ 樂 半分に やる とい ふの が 多 

か-- 

い。 從 つて、 きちんと 仕上げた、 型 (C 入つ / 2 樣な畫 ではなくて* 皆 思 ひ M CA k 描いた から、 斯うと 一 
貫した 特色が あるので はな so 併し これを 北宗畫 と比べて 論ずる と- *' 貧の 妒、 はぎ 歌 *1 を •!! 駆 等 
の皴を用ひて、樹法其他に於ぃても、强ぃ元氣のぁる勁抜な晝を描くの^/對、し、南宗畫の妒は何,、ま 
でも 穩かで ある ◦和雅 と ぃふこぃ^^£-、皴：法、も解絜*披,二何齡' 1? 木*| 1| ,か #' %、を、以、て、、細 
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かに 優美に、 柔かく 描かぅ とする ので ある。 北畫な らば 折 蘆 法 や橄欖 法を 用 ひる 所 も、 遊 絲、 法ゲ m 把 
法と いふ-極めて おとなし い 描法に 依 ゲてゐ る 〇ひル . 卸 か、 の、 國 於て-、 山、 水 i: 温雅、 で 明媚 
なる 上に、 人の 氣象も 何となく おつと いして ゐ るので、、 從つて 版 Mi の 吹” す s' む、 山岳の 突兀 とした 
北方の 支那で 出來. w 晝とは •るの だ i: 511 ふ 人 ^1 がジが\兎、；/角、&§和雅の南畫の主むる特^^‘ 
"る ◦をれ から 又南晝 では 

一霞 韻 生動と いふ を頻に 口 R する。 乙れ も 南 晝の 一大 特色で ある 。乙れ について は古來 支那 人 e 
日本人 共 iT やかましい 議論を して ゐる が" 要するに 精神の 現 はれた 畫とい ふこと である 〇元 來、 南 
畫は 文人の 仕事で ある がら、 學殖 •人格と S ふこと を 餘程你 ぶので、 淺薄 な寫生 一方の 畫は歡 ばない、 
たぐ 物の 形象を 寫した C けでは 晝 k な ぅはしない、 形は 似ても 似なくて もよ S が" それよ 6 も畫家 の 
人格* 精神が その 畫に よく 表現 3 れてゐ なくて はならない と 主張す る 人が 多い ので ある 〇 乙 れ は南畫 
と 限つ た 乙と ではない、 凡ての 美術の 根本 理想で" 勿論の 話では あるが、 學 者の やつて 來た 此の 南畫 
では 殊 k それを 言 ふので ある。 それが 「 寫意」 とい ふ 言葉 k な 6、 「讀畫 」 とい ふ 言葉に な-^ 又 「氣 
韻 生動」 ともなった 譯で ぁる O  r 寫意」 い s I: s: s{ul {o 卽い T:» 、か わ こい Ir'* かか。 砂い {i わ 
のでなくて-魚 味 卽ち伽 J 精神 bj ?> か、 で ? >; る 〇掛い 11^ 1#' か ^: ぁ、 る 卜 - r» ルで y か^ か i 


れた景 色* 物象を 表現 するとい ふよ* =\ も* その 詩句の III 心 想、 卽ち 風情 趣味を 描き 表は 5 うとす るか^, 

f  Qi I: s; 忿  、 如  V  £ 1: ぎ  riv で、 € |^ 1 1: £; ぎ"おハ 2; い 

そのためで ある 〇隨つ て 3 う s ふ 畫は 、眼で 見る 可き でなくて 心で 讀む 可”、 で ^' 、 る 〇 、 そ V/ で 「 *' «' 」 
なる 文字が 生ずる 〇卽ち 竹 や 菊を 描いて* それが 眞に 迫つ て 居る とい ふこと を ^' ' r' るよう も* ^' n' ic' 

か 裳 S: 4 卜ぃ ざ！ 靈 S 繁“ む る。 •一い ボ 、る！ gf 

南畫 たる 價 値が あると する ので ある。 此 處は餘 程說き 難い 點で あるけれ ども、 南畫を 解す る ^ は 多 . < 
の 作品を 見、 又 その 畫讚を 熟^^し、 作家の 人と な 6 を 知つ て* よく の 「氣韻 生動」 の 意味 i: 知 
るが よ so 次に 

I 南畫と 文人 晝と 明涛 iRri の 關係 であるが、 只今では この 三つは 常に 混同して 呼ばれて ゐる 〇南畫 
と， 言へ ば 直 {C 文人 畫の 如く 思； 3、 又 南 畫は卽 ち 明淸 時代の みの 繪畫の やう {C 考 へられ 易い 〇此の 混同 
は 尤もな 次第で* 日本 ばかう でな く 支那で もよ く 混雑され る .0 又 混 雜 しても 差 支ない 場合 も あれ ど* 
j 應は心 # て 置く がよ い 〇南畫 •卽ち 南 宗 畫は今 申した 榇な畫 であって*  n 本の 南 #' は 支那の 南畫と 
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餘稃違 つて 居る けれど、 穩正 和雅を 倚び、 氣韻 生動い 主ん ずる 理想に 於て 變 6 は、 ない 〇か るに 文人 畫 
は讀ん で 字の 如く、 文人の 描く 晝で ある。 學 者の畫 P い r ので あ、 る。 記 il s' 主 y じ" X; 又 A4 が i ?> 、 あ、 る 

い 〇 文人で あ 6 て 北晝を 描く 人 もあゲ たし*  r 人なら f い ' t:4 南 i 一一 41 槪に ぎ5口^ 

、、、  V  V  9  t  ，  ^  t  V  t  v»  Ke  v»  >  しろ- r. ご灸  公  9  V  f v vw  Kw  t  vv 

れ ない 〇殊 k 明治 前後からは、 文人 晝とは 素人 晝とい ふこと ^ なつて、 南晝の 範圍に 入らう が 入る ま 
s が、 又晝 k な ゲて 居ょう が &まい が、 賢 詩の 一っ も出來 て、？ {人の 仲 i: んい s' sp かの 研 J か 畫な 
らば、、 何で も歡 はず 文人 畫と言 ひ、 同時に それを 南畫 k 奶いた 廣い f 思 tpr A' が％、 い、 た ^: 
のは 皆 南畫だ と 言つ て 了へ ば それまでな £ ど、 穩 正和雅 とか、 氣韻 生動い 如い? ひとと ヤ py、 

v»vv»bK»K»v*»»>>  , p f f  ,  p  V  、 f  、 みんしんぐ わ 公、 备  b 、 、 ，あやま、 冬、、  VVP99T99 

何でも 南晝 とは 申 5 れな くなる。 又 南 晝は卽 ち 明淸晝 とする のは 勿論 謬-^ である ◦明 淸の頃 k 最も 南 
畫が榮 ぇた 乙とは 事實で あるが、 明淸 時^' たと て 北 穿 傾向の A' p 斯當 の f ; 力 ⑴かゲ ^: 戴'^^ * ^^ 

せん ちやうへいざ 4 1/*/*丨、  、、も  t -t よぜん、、、、、 t>*、、  Pvpv9ppt9  公  pppppf, 、 

仙 •張 平 山の 如き 大家が 一方 (C 居然と して 構へ て 居た から、 此の 時代の 畫 ならば 何で $ 南 宗晝だ とす 
る譯に は 行かな so 又宋 元の 頃の 晝 で、 北宗か 南宗か 不明の もの も あう*」 

、 r:i んぜん  、、、、、 > p t p  V  も、 t  ひつき '? フ、 丨/a/a  免、、  、 

を 判然と 附 ける Z: とが 出来ない から、 遡れば 畢竟は 斯る 名目を 立てる 乙と も 無意味と なつて 了 ふ〇尙 
ほ、 文晁 あたう の、 所謂 南北 合法の 畫 は、 純粋の 南畫と 言 はれない のは 勿論で、 y の 他に iji 北の、 分 


說 


總 


野 頗る 不明な ものが 多く、 詮ずれ ば 所謂 U 本の 南畫の 正 體は妞 る 怪しい ものに なる が、 それ ic ついて 
は 他の 項で 說く 乙と、 する。 序 R 題材 や 彩色 や畫讃 につき、 

I 南畫 鑑賞に 心得べき 黯 I を 一寸 語つ て S く。 先づ南 晝の 名目は 主として 山水の 上に ある。 南 畫家で 
花鳥 人物 道釋 などの 晝を描 く 人 も 勿論、 澤 111 わるの だが、 繪畫に 南北を 立てる のは 主として III 水畫に 
ついて V あつて、 花鳥 ic は 北宗に 相當 する 黃氏體 、南宗 に 相當 する 徐氏體 などが ある。 文人が 主と し 
て 山水 畫を描 S たとい ふのは、 彼等が 專門 家では ないから、 硏究 がそ 乙まで 積めて ゐない のに も 依 
るで あら . 5 し、 又 自分の 典 味に 任せて 所謂 寫意で やつた から、 山水を つく 芋 風に 重ねて 描いた 方が う 
まく 行つ たに も 依る であらう。 次に 南 畫は 殆ど 悉く 淡彩で ある。 北宗畫 ic は 淡彩 も あるが、 金 壁の 樓 
閣 III 水な どを 試みる 場合 も ある 〇南畫 の 本來 としては 極めて あつ 36 した 色を 用 ひ、 靑綠等 も 多くは 
使は ない ので ある 〇 墨； 色 か 又は 淺綠の 如き 淡彩が 最も 多 so それから 墨 畫 に は 米 法 山水の 如き 頗る 
I： かわる も W も ある。 これ も北宗 {C は 殆どな so 又、 晝 k 自讃 又は 他人の 讚を 加へ る ひ^ j も南❾ is M' 
則の 如くな つて 居る 0 2. れ も北宗 にも 少ない とは 言へ ない が、 詩な どを 讚す る 乙とは 南宗 ほど 盛には 
用 a られ て. Q ない。 つ ' 3: う、 文人 雅客の 仕事で あるから 晝の 上へ 更に お得 意の 詩文を 書き 添へ た 次第 
である ◦但し それは 支那の 南畫を 主としての 話で、 日本の 方は 餘 程亂れ て 居て、 文晁の 如きは 少しも 

11 七 七 
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そんな 乙と に枸 泥して 居ない ので ある ハ 


初期の 南畫家 


I 日本 南晝 の由來 I 先づ 順序と して、 日本， に 於け る 南畫の 起ぅ について 一言し ょぅ。 上 ^ 述べた 
如く、-&4一.§擎&いか 5>> い1っ 1:- -{思味の甚だ漠然穴るものになるが、假に南か4の山水い5^い 
〇言ふ^^いや”はゝ先づ大雅堂以來^一致^/ねばならぬ〇併し大雅堂のお師匠株たる所に祗南海があつ 
て、 乙れ を 我が 南畫山 水の 振 6 出しと する ので ある。 尤 $、 南晝 風の i-II 水晝は 、室町 時代 ^ 7P 仄見免 
て、 これを 摸して 描い / 2 人 も あるら しい。 三 阿彌 、殊に 相 阿彌の 畫は餘 程南畫 的の ものと 言 ふ 人 も あ 
るが" 兎に角 それは 時代が 違 ふので、 近代の 南畫 とは 何の 關係 もな so 近代では 先 づ祗阑 南海 以來と 
見て ょ so 但し、 南晝 勃興の お 話 (C 先つ て" 長 崎へ 明 淸の畫 風の 數次に 入 6 來 つた rJ とを 知らねば な 
らぬ〇 詳しい 乙とは 項を 別に するとして、 大體長 崎は 支那と 昔から 交通して 居た のて、 支那 又は两 浮 
の 文物が 絕ぇず 此處 から 入り込んで 居た 〇然 るに 明の 亡びて 淸とな つた 頃、 此の 地 (C 多くの 亡命 客が 
やつて 來 /2 o をの 中 R は坊 S /L も あれば 學者も ある。 そしてな か ノ； ヽ繪風 の 上手 (C 出來 .3 人 も あつ 
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た 〇中 にも 逸然と いふ 坊 5 ん、 黃蘂 の隱 元禪師 、乙れ 等 ^ 依つ て 明 清の 新ら しい 晝 風が 傳は つたので 
ある〇そして逸然の門下から渡邊秀石だ 0 、河村若之'たの、小原慶山'たのといふ畫家が長崎で出來た 
けれど、 乙れ 等は 寧ろ 北畫 風の もので、 南晝の 山水は 描かな かつた。 又 隱元 やを の 高弟の 木 庵 •卽非 
を 始め 黃蘂の 高僧 (C は、 繪晝 {C 優れた 人 も あつたが、 多くは 羅漢な どを 餘 技 (C 描 S たので •勿論 南晝 
の 本筋では ない。 た ゞ 、坊 S ん 達の 持つ て來 穴 支那の 名晝を 見て 啓發 S れた 大雅の 如き 人は 少なから 
ず あつたら う〇仑 の 後、 長 崎へは 沈 南 蘋が來 て •近代の 日本の 花鳥 晝に大 影響を 與 へたが、 それと 同じ 
頃 ^ 常時 支那で 流行の 文人 畫 、卽ち 水 M を 主として 氣韻を ®: /L ずる 南宗の 山水 畫も 、支那 人に 依つ て 
長 崎に 傳 へられた 〇をれ は， 孚九 •费漢 源 •張 秋 谷 等で あつた。 彼等は 晝法を 傳へた ばか うでな く、 
南 宗の名 晝も續 々將來 したので、 玆 (C 南 晝の 隆盛を 見る 機運が 開けた ので ある。 尤も 長 崎へ 南晝 描き 
や 南畫の 名品が 来たのは、 只 開ける 機會を 與 へ / 2 とい ふだけ で、 丁度 享保 •明 和の 頃から" 日本では 幕 
府の獎 勵摯 {C 依つ て 漢學が 勃興し、 文事 も 盛ん (C 玩ばれ る やう {C なつた ので、 文人 仲間は、 やは う 支 
那の 文人の やう ^ 、 餘技 として 南晝 1: やる とい ふ 心 持に なつた 譯で ある o s れば 、沈 南蘋 や伊孚 九の 
畫が長 崎から 京都 •關東 地方へ 入らな s 先 iT 直接 支那の 畫 本から 南 畫を學 ん だ 人が あつた ◦それは 
祗 南海 •服 南 郭 :白 川な どい ふ 人々 である。 
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一祗 南海の 南畫 I 祗 獻％ は 固ょぅ 晝家で なくて 學者で ある 〇彼は 氏を 祇園と 稱し 、名は 正 卿、 

のちに 瑜 、字を 伯 玉と 言つ た o( 今一つの 名は 貢で" 字は 伯國 •文 履 •昌斌 •汝坭 と 色々 ある。) 通稱は 

與一郞 、號は 南海 P (蓬 萊 •鐵冠 道 人 •歡 雷亭 •箕踞 散 人、 別號 もなかな か 多い 〇) 紀州德 川 侯の 藩儒と 

なつて ゐた が、 十四の 時から 木 下 順 庵 先生に 就いた だけ あつて" 學者 としても 偉い ものである。 そし 

て 非常 ^ 文才に 長 じて* 十七 歲にし 
祗 

綱 て 一夜に 百 首の 詩を 作つ たと 言 はれ 

筆る 程で ある 〇 彼が 繪畫に 巧に なつた 

UJ のは、 淸の蕭 尺 木の 「晝 譜」 を 習つ 
水 

1 て、 南畫の 格を 得た からだとの i と 
である 〇 乙 の 畫譜は 彼に 取つ て 虎の 
卷で あつたと 見ぇて、 後に 大雅 堂に も 乙れ を敎へ 犮〇 勿論 その外 唐 宋元明 諸 大家の 晝 法 (C も 依つ たと 
あるが、 私は 己の Iff* 尺 木 " 〇 晝 法を、 正しき 南晝 とは 思は ない。 彼は 清の 人 R して 名を 雲從 "號 を無悶 
道 人と 呼んだ 〇乙 れは 本筋とは 申 S れな so 兎に角 南海は、 人物 も 花鳥 も 描 S たらしい が、 山水と 墨 
竹と k 最も 秀で、 居 / 2 〇 山水は 明の 唐 伯 虎に 似て ゐて 、題賛 を 添へ たもの が 多 so 併し 今日から 見れ 


ば* ま •た  < 素人 畫 で、 能 品の 域に も 至つ て， Q な S。 彼の 歿した のは资 脖十 一年 九月 八日 •七十 五歲 
であつ た。 その子の 尙濂 も、 百 懶 (又は 師援 •紫 霞 •鐡船 等) と號 して、 墨 梅 •墨 竹を ょくした と ある C 通 
稱は 孫三郞 、同じく 紀州 藩の 學漭で 、寬政 三年 五月、 七十 九で 歿して. Q る 〇兎に 角を の 晝の出 來榮ぇ 
か J  y でからぅ と、 祗 南海い 依 o' て南畫 とい >  A のが 試みられた 乙と を 記憶いて 置か、 ね. わい 
r^lr 川と 服南郭 1 百 川の 本姓は 彭城で ある 〇 名は 眞 淵、 蓬 淵 又 li 八仙觉 と號 して、 これは 尾 張 

彭 の 人で ある 。住居は 京都に 在つ て* 

百 

I 元 來文學 には 凡て 秀で、 居た と 見ぇ 
I 和歌 俳諧 共に 名人と して 知られ、 * 
13| 跷 も 美し かつた 0 殊に 書 畫の 鑑定 ic 
| はな か-^ 長 じて 居た ので、 元 明の 古名 畫と 言へ ば、 見る として 悉く 摹寫 したので ある 〇 斯くて 彼は 
南海と 同じ 頃に. それ以上の 名手と なり、 狩 野 派 や 土 佐 派の 盛な 間に 立つ て、 しかも 京都で 南晝を 以て 
过 橋にまで 叙せられ た 〇彼 には 「元 明畫 人考」 等の 著書 4 ある。 歿した のは 寶曆 三年 八月 廿 五日で" 
五十六 歲で あつた。 要する ^ " 南海は 詩人の 餘技 として 敗み 半分に 南畫を 描いた が、 百 川は 乙れ を 以 
て 專 S： 的に 立つ た 次第で ある。 併し 彼の® とい ふ ものは、 餘 6 多く 世 ^ 傳 はつて 居ない 。次に 服南郭 
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は、 南海ょぅ も 兄さんで、 乙れ 本 世に 知られた 學者で ある、 本姓は 服 部で、 名は 元喬 、字は 子遷、 ま 
た芙. 準 館と いふ 號も ある。 通稱は 小右衞 門、 京都の 人で 若い 時から 江戶で 學問 をした。 お 師匠 S /L は 
天下 隨 一の 識見 家に して、 能書 家 5: 以て 自任した 物徂徠 であつ たが、 「物 門 詩文に 於て は 南郭を 推す」 
と 言 はれた ものである 。彼は 晝號を 周 雪と 呼んだ。 それは 幼 字で わ 〇 て、 雪 舟と 周 文との 字から 取つ 
たもの らしい ◦大和 郡 III の柳澤 家に 仕へ て、 寶曆九 年、 七十 七歲で 歿し 穴 ◦尤も 彼の 畫は 南海 や 百 川 

ほど ^ 明かに 南晝を 立てん とした 毛の ^ は 言へ ないか も 
知れな so 

I 柳 里恭の 南晝 I 今一 人 先に 立つ て南晝 らしい も 
のを 描い 7^2 學者で 、柳 里恭 とい ふ 人が ある 〇し かも 此の 
A' か 晝 は* 只の 素人 晝で ない 所が あつて、 筆致 も 細 如で あれば* かも 美しく 上手に 出來 て、 i 趣 いや 
な ぅに あつた。 池 大雅や 謝 蕪 村 も 此の 人に 負 ふ 所が 餘稃 あつ 犮に違 ひな so 彼の 姓は 柳澤で 、大和 郡 
山柳澤 侯の 家老 職の 身分で あつた 〇自 分. では 曾 根 下野 昌 世の 後 だと 稱 してゐ るが、 主 公吉 里から 姓を 
賜は 6、 又諱の 一字を 賜は つて 里恭 と名乘 つた 〇字は 公美で、 淇園 、(及び 竹溪 •玉奎 等) の號が ある 0 
初め 下野と 稱し 、後に 權大 夫と 改めた 0 乙の 人 も 物 m 徠 ic 學問を 習 ひ* 文武の 諸藝 k 通じて* 十六 技 


をょ くす ると 評判 5 れた ものである 〇畫は 元 明 諸家の 名蹐を 學んで * 畫に 南北の 別 ある 乙と を 知ぅ、 

主として 南畫の 法を 唱へ た〇 時として 墨畫を 描いた が、 最も 好んで 極密な る 彩色 畫を 作つ、 た 0、そ、れ、も 

瓶に 柿した 一枝の 花と か、 籠に 盛った 1 顆の 果物と 如 V 多 一 〇奶 

い ふょ $ も-元の 錢舜擧 などの 趣が あっ； >  こ の 彩色 かは か 戶へ {^叩いぐ55だ如 

舜水が 祗 南海に 傳へ たのを、 更に 淇 園 {c» 再傳 したので あ pi か！ &如 かか O  y L' r 

# 其 園の 畫 法は 更に 大雅觉 に 傳は つたので ある。 彼は寶 脬八年九月五日 ^ *五十六 

?- 

恭歲で歿した。因 ^ 、里恭の尺睛は竞肢が非常に而白いもので、墨と靑*綠*朱等 
印の 繪の 具を 代る. 代る 用 a て 書％% 又は 大きい 文. ¥と小3ぃ文字とを、雜ぜ合せて 
""手際よ く 書き、 時としては 圆畫 など 冬 用 ひて、 趣味 深く 出 來てゐ る 〇つま 6 里恭 
の繪は 文人 畫とは 言 はれず して、 寧ろ 長 崎 畫に近 ので、 い 
その 常に 南畫 主義を 唱へた のと、 大雅を R 影響し かのとは、 iip 中” h かか。 


三、 池大雅 とその 周圍 

tl 
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g 大雅の 生 ひ 立ち 1 池 野 大雅は 京都 西陣の 菱屋嘉 右衛門と いふ扇屋の息子である。牛：れたのは卒 
保 八 年 五月の 八日で、 通稱は 秋 平と s つた。 彼の 生れた R ついては、 棄子 だとの 說が ある。 何でも 由 
緖 ある 人の 落胤で" 傳 說に據 ると 嘉 右衛門 R 子がない ので、 御菩薩池の 地藏 堂に 日參 して 祈つ てゐる 
と、七日目の朝に不思議 ^ も池の邊で棄兒を見つけ /2 。大に喜んで抱上げて歸つて見ると、綸子の撼 
拖 に 包んで ある。 兎に角 並々 ならぬ 方の 子で あらう とは 思つ たが、 一向 見當が つかない ので、 自分の 
子と した ◦池の 邊で 拾つ たので、 それで 池 野を 氏と し、 丁度 秋の 初めで あつたから、 秋 平と 名 づけた 
と稱 する の だが、 それは あてに ならない 〇何れ にせょ 京都の 邊 鄙の" 餘り豐 かで な S 扇 屋の小 枠と し 
て 育つ たが、 もと 悧發な 天性と て、 三 歲の頃 文字を 知う、 五歲 にして 立派な 字を 書いた と 云 はれる 0 
それから 色々 な 人に つ い て 讀書 •習字を 學び 、十三 歲の 頃ょう 子 井と 號し たらし v> 〇 大雅 が繪晝 を 習 ひ 
初めた のは 十五 歲の 時で、 会の 師匠は 望月 玉蟾 であつ 7^2 かとの 說も あれ ど 詳かで はない 。間もなく 一一 
條樋の口で小 5 い店を開き、袖龜堂と號して書畫や扇を賣つて居た0その頃の乙とである、商賣上の 
帳面に 「中等 扇 三 柄、 某 先生 携歸 、估 直旣濟 J とい ふやうな 文句を、 しかも 篆書で 書いて 居た 所へ" 
旅行 (C 出かけて 暫く 歸ら なかつ た爲め 、店では 大困 6 をした とい ふ 逸話 も ある 。幼時の 彼の 名は 亮で、 
此 頃から 名は 耕、 字は 子 職、 爲龍 居士と 號し为 。(又 別號 {C 鳥滸 •葭庵 •待賈 堂 等が ある 〇) 


圍 周の そ  i  雅大池 


一大 推の 寿 年！^ 1 大雅は 二十 歲の 時に、 二 條 樋の 口から 聖護院 の邊に 移う、 名を ■、字を； sg、 
號を九 霞と 改め、 それょ 6 大雅觉 と稱 し / a 〇 又 俗稱は 父を 襲つ て菱屋 嘉右衞 門と 言つ たとの ことで あ 
| る 〇又竹 居、 玉 海と も號 したら し so それから H (c 二 年 許う して、 延享二 年 春 三月 R は祗 園の 南の MJ S4 
: ヶ 原に 移つ たが、 その 時雨 親を 喪つ て獨身 となう、 折々 祇園 下へ 出かけて 路傍 R 莛を 敷き 自分の 描い 
た 書畫を 賣 つた 〇丁度 その 頃.、 附近に 祇園 風流と 呼ばれる 粗末な 茶店が あつて* そ 己の あるじの 名は 
百合と S ひ* 二十 ばかう {C なる 町と S ふ 娘と 二人で 暮 してゐ た〇そ の 百合から 望 ^ れて娘 町と 結婚す 
| る ことにな つたの が翌 三年の ことで •大雅 の 一一 十四 歲の 時ら -L V* 〇 町は 卽ち大 1 の 好配 遇と して 有名 
| な 玉瀾 女史で ある。 その 頃は 隨分 みすぼらしい 生活を して 居た 己と が、 齡華 の!^ 兼！ jj の 記錄に 依つ て 
知られる。祗南海 ^ 始めて面謁をして、|心知の畫譜を與へられたのも、き|^4から南畫の法を授かつ 
j たの も* その 前後の ことで あらう 〇大雅 は 南海から 畫 11 $: 得る と大そ う 喜んで*  n 々手を 釋かず して 
これを 學び 、大に 發明 する 所が あつたと いふ0そしてその畫譜は>,から： 11 に於|^;に讓られたとの 
一說 である ◦因 {C 彼が 名を 無名と 改めた のは 二十 七歲の 時、 松 ^ 地方 (C 遊び、 翌年 加賀に 起き、 そ 乙で 
改名した らしく、 その 頃から 字 も戴成又は貸成と改めた〇この名及び字の出所は莊子の文句である〇 
□< [%| —ひ性行^¥~| 畫家の 中 (C は、 fr か， b 沒常識 の 人間が 多くて* 色々 な 奇行を 殘 して 居る が、 
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をの 最も 甚 しいのは 大雅觉 である ◦大雅 愛は 別に 日記 も 遺 S ねば、 判然として 詳しい 傳 記ら しい もの 
を 畫 S /2 人 もない が、 をの 逸話 奇行 {C 至つ ては 實に夥 しい ものが ある 〇 彼は 旅行 好きで あつたので、 

いご i 

暇 S へ あれば 足 (C 任せて 全國を 步き 廻つ たものと 見ぇ、 數回 富士山に 登つ たのは 有名な 話、 殊に 友人 
の 韓大年 •高 芙蓉と 共に 富 士 •白山* 立山に 登り、 依て 各々 三 岳 道 者の 號を稱 したと いふ 乙と であ 
る。 その他、 戶隱 * 淺間 •秋 葉 •鳳來 寺 等の 諸 山を 遍歴して、 北は f 島に 至う、 西は 山陰 道よ 州 
地方 R まで 及んで. Q る〇今 日から 考 へれば 何でもない が、 彼の 煙霞 癖は ま ^ と {C 驚く 可き 至 6 であつ 
た。 そして M; 々、に 彼は 奇 〔仏 と 逸話と、 それから 畫蹟 •書蹟 を 遺して 來た〇 中 {C も 『 §: 泊 峯 百閫』、 『中 仙 
道 諸 勝 畫帖』 の 如きは、 夙く から 版に なつて 珍重 S れてゐ る P 玆 ic は 彼の 透 話を 記す 餘白 はないけれ 
ど* 人品の 如何に 瓢逸 R して、 少しも 俗塵を 止めな かつた かとい ふことは、 それ 等を 知れば よく 分 
る 0 又 乙れ には 彼の < 本來の 性格 本 あらう が、 相當に 禪の 修業を して ゐた からで も あつたら う 〇禪法 中興 

はくいん ぜんし  さんぜん  み •あ , •. せきし ゆの ひびき を きくを X. んや み、 よく ほ つれう してな ほこ、 ろに そんす こ、 ろよ く »■ つれう してな ほ X •かたし 

の 名僧 白 隱禪師 に 〇 いて 參禪 し、 「耳 豈得聞 隻手 響、 耳能沒 了尙存 心、 心 能 沒了尙 難 得、 
却識 師恩 不識 深」 ^ S ふ 一 偶 ?: 呈 したとの 話で も、 その 造詣を 知られる ので ある 〇その 時が 二十 
九歲 であつ たさうな から、 彼の 繪畫 には、 をの 後の 一生 $: 通じて 禪味が 勝つ てゐた ic 違 ひ ない 〇あの 
起 俗 非凡の 畫は 南畫 とい ふよりも、 堪 ろ 禪 機の 畫と見 た 方が よ so 畫風 も同樣 にして、 なかなか 常人 


、 (1 だ 


三 

也 

大 

骓 

と 

そ 

の 

周 


わん 夂い 


の 企てと 異つた 面目が ある 〇大雅 の 歿した のは 安永 五 年の 四月 十三 日で、 享年は 五十 四で あつた 〇門 
人達の 手で、 洛西寺 內千本 通の 淨 光寺と いふ 淨土宗 の お 寺に 葬られ、 大 雅翁秀 賢義哲 居士と いふ。 

ITl l^i 雅の 遺作と 畫品— 一  > #• は 他の 南畫家 € 同じ やぅに" 矢 張 6 優れた ものは 山水に あるけれ ど" た 
V よく 知つ て 置かなくて はならぬ のは、 彼の 畫は 決して 南畫の 本筋の 晝では なくて、 南 晝 としては 餘程 
變つ たもので、 南畫 とい ふよぅ も •  S つ そ大雅 の 晝と言 つ / 2 方が よいので ある、 彼は 祗園 南海から 南 


"_|讎_ 


_震一 


£• •> #4 く  お ご づ 

畫の法 も 授かつ /2 らぅし、 T# ル 和の 手本 も 學んだ であらぅ 〇又黃 藜を 訪れた 6 などして、 明 淸南晝 家 


いっぴん . 


vv  Ko  t  9  t  V  9  V 


の 名筆に も 接した であらぅ 〇故に 全然の 逸品では ないか も 知れぬ が、 彼は をん な ものから 超然と して 

一 Si  紹ぃ备  £、 「ST l' Jwi 斅  i o' &  ぃ智 M' vgsi  ぃ彭 、氍 piv s: 騎  W 


9 t  V 


k の ，#—どぎ い 1-' €v  ipk 0' % どぞぎ はず。」 で、— の 如くに 營て 、凡人 

,  9  f  •  9  .フ はくさん - (i •フ 

の 近寄れな v> 天 品を 備 へてゐ る 〇要 する ^ 飄逸 奇抜 {C して 同時 ic 高い 品位が あるの だら ぅ 黃藥山 力 


二 八 八 

丈の 襖に 描 S た 山水 や 羅漢、 京都 慈 照 寺の 襖の 『琴 棋書晝 P 』 或は 『春秋 山水 圖』 屛風 などを 見れば 

** , 0, ナん 

それが ょく 解る 〇それ から 彼の 晝は 五十 歲 頃までは 尙ほ穩 健な ものが 多かった が、 晚年に 至っ て 益々 
奇 々怪 々とな- CN、 奔放 自在な 晝 を 描く 樣 R なっ ^ 〇田能 村 竹 田は、 「山中 人 饒舌」 の 中で* 

第  池 翁の 畫は數 ば 變ず〇 然れど も 大抵 三種 あ 6 ◦其の 一は 布置 1 1- 、 古人を 步趨 す。 署 して 「111 齡 M? 
七 |  者」 と 日 ふ ものは 四十 歲 前後の 筆と 爲す也 0 其の 一は 逸 筆 飛 墨、 名士の 事 了って 始めて 林 下 R 歸 6、 

I  j  かつきん や ふく  か •っさん  らんち く， V うせ % くわんだ い  じ  く  £夂 ン  あ ひ 

南； 葛 巾 野 服して、 行 散 自由なる が 如し。 蘭竹窠 石に 至っ ては、 款題 直 (C 晝筆を 用 ひ、 字と 花 葉と* 相 
宗  聯 綴す。 署 して 「霞 樵」 と 日 ふ ものは、 慎 R 晚 年の 筆と 爲す也 0 

M  と 言つ てゐ るが* をの 實 、晩年の 作と 十四 五歲 頃の 作と- 容' 象に!！ じ 雛い もの あるとの 乙と である 0 

C  ^  •  •  しんがん  み わ  かんてい 丈 ふ 

畫 又 筆の 上 力ら 大雅 の眞 贋を 見 判け る 2. とも あるが、 それにつ いては 後 章 「鑑足 法」 に說く 乙と ^ する 0 
諸 一 大雅の 妻と 門弟と - 大雅 k その 妻 玉瀾の あった 乙とは、 實 (C 1 僦影 P 相伴っ 穴 ものであった 。前 

h* \ )  • • • » らく、 r うまく づ •か はら  さう ^ フ  かぢぢ よ  少りぢ よ 

家 R も 申す 通う、 玉瀾 女史は 洛東眞 葛 原の 草堂で、 母の 梶女以 來茶を 賣って 居た 百合 女の 娘で あるが* 

1  か tr は  さゆ^' ^ かし ふ  •• 

此の 母も祖 母 も 和歌を ょくし、 「梶の 葉」 •「早 百合 葉」 とい ふ 歌集 も ある 位' たから、 玉瀾 もょ く 風雅 

一  をつ -s' 」 りかい  せいひん  ぐ. c げふ  ぐ b 

の 道を 解し、 殊 R 夫を 理解して、 淸貧に 甘んじ、 その 晝業を 助けた ので ある。 加 ふるに 彼女 も晝を ょ 
くした 。その 師匠は 矢 張う 柳 里恭で あって、 玉瀾の 玉の 字は、 里 恭の號 の 玉奎が ら得 たと 言 はれる が、 


何れにせょ 小景の 山水と か 四 君子と かを 描けば 相當 R 出來 たもの らしい。 天明 四 年の 九月 廿 八日 ^ 歿 
したが、 何故か 夫の 墓侧 (C は 葬られず して、 黑谷西 雲院の 母の 墓と 列べ られた 〇大雅 の 門人の 中で 最 
も 知られて， q るのは、 餘 Mr. 夜と驗 原 五岳と である、 夙夜の 本姓は 青木で あつて、 名は 俊 明、 號は春 塘* 
八 岳 等と 呼んだ 。京都に 住んで、 大雅の 衣鉢を 受けた けれど、 その 師の やぅな 瓢逸 奇抜な 畫は 作らな 
かつ 穴。 寧 る 美しい 細密な 筆の 晝で あつた Q 山水と 人物と に 得意で あつたら しいが、 遺作は 至つ て 少 

い。 福 原 五岳は 名を 元素、 字を 子 絢と いひ、 又玉峯 とも 號し 
た 〇備 後尾 道の 人で あつて、 大阪に 住んで ゐた〇 此の 人の 墨 
は 滴る 如き 淋漓たる もので* 殊に 人物 晝に長 じ、 なか < ょ 
く 描 S たとい ふこと である 〇大雅 風が 大阪 に擴が つたのは* 
五岳からで あつて、 岡 熊 3 i •林閬 苑 •鼎 春嶽な どい ふ晝家 
が 門下から 出で /, 2 〇 乙れ 等は 皆相當 な專門 家と して 立つ たの 
である 〇 無論、 大雅の やぅな 畫は 到底 何人 ^ も眞 似が 出來 ないから、 畫 風は 全く 違つ て 居た 〇それ が 
ら長町 竹 石 •僧 愛石と 並稱 3 れて 、世に 三 石と 言 はれる 野 呂介石 も、 大雅觉 の 門に 在つ た 2. とが あ 
る 0 乙の 人は のち 第五 隆と 改めて、 相當な 名家と なつた 人で ある 〇 名は 隆 年、 字は 松齡 (又矮 梅 •混 
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齋 •十 友窩 •四 碧齋) 、紀 州の 出身で ある 所から、 同鄕の 桑嗣粲 (桑 山 玉 州) ic ついて 南晝を 學んだ が 
更 {C 一頃 大雅の 弟子と なつた 〇後に は伊孚 九の 法を 學んだ 6 などして* 南晝 {C 土 佐 風の 混じた 餘- 1 制 
習の 勝つ た 晝を描 S て 一家を 成し / 2 ので ある 〇因に 大雅の 居た 所謂 大雅 堂は i M. ^* が 第二 世と して 嗣 
ぎ" 弟分の 月 峰辰亮 が 第三 世と なう" 更に 四 世淸亮 、五世 定亮 とついで 堂を 守 6、 東 UI 名所の 一 つと 
なつて 居 允が、 明治 三十 八 年に 故 あつて 堂を 解いた ので* 今は 跡形 もな くな 〇 た 〇乙の 三世 か 峰は 菊 
澗 とも 號 し" 大雅 の晝の 鑑定な どを やつて ゐ た〇 


WHhTMU^ 


1011 

0m 


i 大雅の 友人と 木孔恭 一 

て 置かなくて はならぬ ( 


❶ »  •かく  •たう じ や 

序 (C 大雅の 友人の、 例の 三 岳 道 若の お 話を し 


は韓大 年で あるへ 


て V. じ ゆ 

此の 人の 本名は 天憲で * 


.號を 醉晋 齋と稱 した 〇通稱 を 中 川 長四郞 とい ひ、 伊勢 國の 生れで あつ 
た〇篆 刻を 得意と し、 又書畫 を 共 ^ ょくした。 尤も晝 は 小景の 山水の 
樣な もので、 偶々 四 君子な ども 描いた が、 伊孚 九を 模 して 幾分 雅致が 
あると 言 ふまで；/、 左して 賞 IT 可き 物は なかつ /2 らしい 〇寬政 七 年 k 歿した と 「古 晝備ギ 」 に は 出て， q 

かぅ ふやぅ  いんせい 

る。 次に 高 芙蓉は 印 聖と言 はれる 程で、 我國の 篆刻は 先づ 彼 k 起る と稱 しても ょいので ある Q 此の 人 
の 本 氏は 大島で あって、 姓は 源、 名は 彪、 (又は 孟彪 、)字 は 織！ r 配 記が をの 通稱で あった 〇號は 和! i 


函 周の そと 骓大池  三 


かん 欠ん き ム  ふみん 3 ん は フ  けう- ? フい つみん 

(菌萏 居 ？ w 岷 山 房 •夾中 逸民) など 色々 知られて ゐる ( 


號 {C 依 つても 解る M う、 甲 州 (高 梨 村) の 


人でぁって、初めは京都に住んだが、更に江戶に移ったのでぁる0影_を巧みとするの傍、.南晝風の 


水 

E1 

木 

孔 

筆 


つ^！ R 黑 

- :* -Ai ^ 


畫もな か/^- 上手で あつた ◦歿した 
のは 天明 四 年 四月 廿 四日* 六十 三歲 
の 時で ある 。芙蓉の 妻の 蘿井 とい ふ 
の も、 來 禽と號 して UI 水 及び 花鳥を 
よくした とい ふ 2. とで ある 〇 それ か 
ら 木孔恭 は、 大雅の 純粹の 弟子では 


と美 


1 


吾 ? ? ら  せいし § 

木 村で •字は 世肅 


そんさい 


ない が* 彼から 畫法 などを 敎 はつて 
南畫 風の ものを 描いて， Q た 〇本氏 は 
又 ^ ' 齋 「(或は 遜齋) ともい CA 、 小字は 太吉郞 (又 多 
吉郞) 家名は 坪 井屋と 言つ たと 彼の c： 叙傳 にある 〇その 初は 大阪の 堀江 
に 住し、 酒造業を 營んで ゐたが 、中頃^^ 吳服町 に 住居を 移し / 2 0 *? ぽ 
觉と稱 する のは、 堀江 {C K- た 頃、 或る日 庭の 中 ic 井戶を ，発る と、 底から 

二 九 一 


家 諸の 赘 （人文） 宗南 編 七 第 


二 九 二 

蘆の 根が 出た 〇 所謂 昔の 「浪華の 蘆」 の 遺物で あるので* 乙れ に 因んで 觉名 としたと いふ 2. とで あ 
る C 此の 人は 幼少から 博物 學及び 考古學 R 心を ょせ、 珍奇の 藥物を 集め、 古器 •地圆 •金石の 碑- 3cr • 
古人の 書畫 •經史 •詩文 等を 蒐め て、 一種の 學 問道樂 、好古 癖の 人物で あっ / 2 ◦殊に 支那 文人の I 退 跡 
を 見て、 大に啓 發 する 所が あつたので、 彼の 畫も 、直接 其處 から 來って 居る 〇そ して 大 § 春 一 •柳 ® • 
恭 並 (C 大雅 から 學び 、別 {C 一種の 格を 成して ゐた O  S れば 彼の 周圍 には 常 R 京 攝の士 は 固ょ 6、 遠近 
の 文人墨客が 絕ぇず 集まった ので ある。 享和二 年 正月 二十 五日、 享年-! ハ 十七を 以て 歿した。 尤も 彼の 
晝は 勿論 餘技で あるから、 洒脫な 趣は あれ ども、 畫家 として 特 R 取 6 立てる ほどの 技俩が あったとは 
申 S れ ない 〇 

四、 與謝蕪 村と 其 門弟 

I 蔡 村の 生涯は こんな もの I 與謝蕪 村の 晝はど うしても 南晝の 正しい ものと 見る 乙とは 出來 ない 〇筆 
を_ か橫 倒し R する 所で も、 畫 品の 大雅な どの やうに 高く はない 所で も、 南晝ょ 6 も四條 •圓 山の 或る 
查 風と 通つ たもの が ある 位で ある 〇 併し 昔から 大雅と 並んで、 我が 南 晝の 開祖と 仰がれる の だから、 矢 張 
れ も南畫 として 取扱 ふ 可き であらう 。殊に、 大雅の 作が 文人の 墨戯 たるを 出で なかつ たのに、 非 
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凡な 手腕と、 自在な 技巧と を 以て 趣味の 豐な る畫を 描 S たのは 蕪 村で あつたから、 推賞す 可き であら 
5。 蕪 村は 初め 名を 長 庚 (又は 宰 鳥) と 呼ん’ たが、 後に 货と 改め、 字を 春 星と 云つ た。 故 {C 彼の 落款 
の 中 ic は、 謝贫 •春 星の 銘が 一番 多く 見られる 。もと 攝律 國柬成 郡 毛 鳥 村 {C 生れた が、 その 地の H 
の 名産 地で ある 所ょぅ、 初め 蕪菁 のち 蕪 村と 號し 、またを の 郡 名を 取つ て 東 成と も號 して ゐる 〇此人 
にも 別號 が澤山 あつて、 夜半 亭 •落日 庵 •老々 庵 •泠風 庵 •三 果觉 •紫 孤 庵 •碧 雲 洞 •河南 趙居 •白 
雪 党 •臥龍 •老雲 •四 明 •雅仙 堂 等な か^-多い 。尤も それ 等は 主として 俳諧の 上 1C 用 ひたので、 

晝には 一一 三に 止まつ てゐ る〇 幼少の 時、 母の 生 
家で ある 丹 後 國與謝 郡に 居た ので、 自分から 氏 
を與 謝と したと いふが、 青年 頃には 江戶に 上つ 
て 俳諧を 早 野 巴人に 學び 、その 高弟の 一人と なつた。 その後、 奥 羽の 諸國を 歴遊した 6 などして、 俳 
道に 身を # し、 最後には 京都 (C 居を 定め、 そこで 俳諧の 宗匠と なつた ので ある ◦夜半 亭 とは 師匠の 巴 
人の 號で あつて、 寬保二 年 六月に 師匠が 歿してから これを 襲つ て 二世を 稱した ものである 〇 京都の 住 
尻は、 はつつ さ 6 判らない が 四條鳥 丸 ili 附近で あつたら しく、 例の 吳月溪 の 宅とは 極めて 近 かつた と 
いふ 〇 天明 三年 十二月 一一 十五 日、 六十 八で 歿した 〇 彼の 一生 ic ついては、 逸話 も 大雅の 半分 も傳 はら 
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ず" 傳歷も 左まで 詳しくは ない が* 兎に角 俳諧では 相當 知れて ゐた と共に、 晝 に も 昔から 認められて 
居 /2 。けれども、俳諧も本當に認められたのは明治になつて、正岡子規等が紹介して以來であるが、 
畫 R 至つ ては それょぅ ももつ と 著 はれな かつた ので ある 〇それ には 蕪 村が 大雅觉 ょ 6 も 幾つかの 年上 
で、 その 若く 盛で あつた 頃 ic は* まだ 文人 風の 淡泊な 畫が 好まれな かつ / 2 のと、 名の 却つ て 俳名 (C 蔽 

はれた / 2 めと であつ たらぅ か。 併 
鳥し 今日から 見る と、 極めて ざつと 
J 斯ぃた 俳# 一の 於な も かか 又 ダ 

謝かぃ；：ぢボ £1 11 7: も、、共、に 

村 面白い ものである ◦殊に •は *' い 

それは 「書 畫戯之 記」 とい ふ 彼の 遺 筆の 中に 次の 如き 文句の あるので も 知られる。 

「我 k 妻子 眷屬 無し ◦# 畫をも て 妻子 眷屬 とす 0 
我に朋友なし〇畫を以て朋友とマ〇 
我 {C 金 錢無 し。 * 晝を もつ て金錢 とす。 


四 

與- 
謝 

村 

と 
其 

HJ 

弟 


我 {C 衣服 無し 〇書畫 を もて 衣服と す。 

我 ^ 家 •くら •田地 •山林 •川 §： 無し 〇書畫 を もて 家 •くら •田地 •山 •川 •林と す ハ 


か- フ夂き 


菩れ遊 所へ ゆかず。 書畫 交易、 俳諧を もて 遊 所と す ハ 


■  r ， 

，一 


ベ？^^ 


へ：_| 


吾 (C 師 無し。 古今 
柳の 名 書畫を もて 師 

T ，鬌， 

騎と爲 す 0 

El A 吾れ 地獄 極樂を 知 

謝らず 〇書畫 を も て 

0 

村 地獄 極樂 とす 0 
® 予 天下の 法を 守ぅ 

、  ぶつ しん、 ざ うぐ. C、  あん 

て 佛 神の 像畫を 安 


置す といへ ども、 敢て 祈らず 〇我 心體を もて 神佛 とす 0 
花 七日 物 喰は ずと も 書畫 の會 
長き 日を 書 晝 R 迷 CA て 十二月 
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—  いて  ひがし や 3: がせんだ フに 

鳳凰 都 於 11  .東 山 雅仙堂 一 
と 0 故に 蕪 村の 晝 風は 或は 彭百川 に學ん だと か、 大雅 堂に 出で たと か 言 ふけれ ども、 何處 まで も 「、吾、 に 
師 無し」 で、 元 明淸諸 大家の 遺品を 始め、 古今の 名書晝 を 硏究 して あんな 樣な晝 を 描く に 至っ た/ VJ と 
は推して知る乙とが出來る0甞て洛東六波羅密寺 ^ 、明の董其昌が描いたといふ山水晝があ 0 て、そ 

の 寺の 開帳.， の 時に 衆人に 見せた ¢1 
J とが ある。 蕪 村は その 期間、 一日 
水も缺 かさずに お 參 6 をした ので* 
謝 僧侶 達は 大へん 奇 篤に 思って、 蕪 
村 村の 信心深い の ^ 感心を した 所、 
，燕 村は 大笑 CA 5: して、 「自分は 佛樣 
を拜み k 行く ので ft ない、 名畫一 

幅 1: 拜 ひ 爲めに 行く の だ」 と 言っ た S うなが-それに 依っ て も 彼の 熱心の 程が 解る 〇尙 ほ%！: の繪畫 
は 大凡 二 通う (C 分けて 見なくて はならぬ 〇一  つは 所謂 俳晝で あつて、 他の 一っは 密なる 山水 等で あ 
る。 俳 晝は減 筆の 粗晝で 、ほんのち ょいと した 筆を 以て 茄子 一つ、 或は 草の葉 數枚を 喏 いたやうな も 
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ので •また 好んで 芭蕉以 來の 俳諧の 名家の 像を 作っ てゐる 〇それ 等には 凡て 俳句の 題が 加へ て ある。 
此の 人から 俳晝は 始まつ たと 申して よろし so 併し密 なる ものになる と 全く 是 等と 趣が 違つ てゐ る。 
何で％ 大作を 爲 S ぅとす る揚 合には* 一室に 籠つ て 人の 入る のを 禁じ、 刻苦 精 勵 して 描いた とい ふこ 
とで ある 〇京 都の 帝室 博物館に 在る 『野馬 圖』 の屛 風な ど $: 見る と、 實にそ の 巧緻な 筆を もつ て ' HT -/2 
ことが よく 解る 〇因 {C I S. の 門下には 把 槪蔚 •觀 井 金 谷 •松 本 奉 除 1 ^ 人な どが あった が、 皆 左 1 で 世 
に 知られない 〇只 "一時 門下生と なつて 腕を 硏き 、後 ic 一家 5: 成した 吳春だ けは 多少 推す ic 足る が" 
乙 れ は四條 派の 開祖と して その 項に 述べる 〇紀 梅亭は 名を 時敏 とい ひ、 ^ た 九 老と號 し、 はじめ 蕪 村 
の 友人の！ li 城 t's の 僕 どなっ て 獨修を 以て 元 明の 畫法 ic 通じ / 2 のを、 藍 田が 感じて 蕪 村に っいて 學ば 
せた ので ある 〇老 年に なってから 近 江の 大津に 居た ので •大津 の 九老と 呼ばれた 〇橫井 金 谷 も 近 江の 
人で、 京都に 出で、 薪 村に 學び 、稍 描ける ので 名古屋 R 在っ て晝を 作っ て 居た。 松 本 奉 時 道 人は 大阪 
の 人であって、 § 蟇晝に 巧みであった 〇 尤も 是 等の 三人は、 蕪 村の 密な 方の 大作よぅ も、 俳晝 風の も 
のを 多く 模し たので* 愈々 眞面 目を離れ、 修業の 練れない 名のと なつて 了つ た 次第で ある 0 

五谷 文 M v」 31 門弟 
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た 1- ぶんて- 


I 谷 文 1 は 南晝家 か I 谷— 文 晁は 西の 圓山 應擧と 並んで、 德 川の 中世 以後、 最も 有名な 晝家で あつ 

た。併し前にも言つた如く、彼は決して南晝家と稱す可きではない"况んや文人晝家を以て取扱はる 

可き 者で ない 〇勿 論" 彼は 明淸 文人の 描いた 南畫 も硏究 して、 その 造詣 もなか^^ 深く" 米 法 山水な 

どの 巧なる 南畫を 描きは した けれど、 もと^^ 彼は 文人の 餘技 として 畫を やつ / 2 のではなくて、 繪畫 

が 彼の 專 門の 業で あつた 〇隨 つて 幼少から、 色々 の 流派を 硏究も すれば、 腕 も 本筋に 磨 い て 居た ので 

素人 繪の 上手な ものと 比べる やぅな 晝で はな か 

つた 〇况ん や 自ら 標榜して、 「南北 合法」 と稱 して 
彥 

ゐ るの だから、 彼を 直に 他の 南宗晝 家と 同一に 
レす る 乙とは 出來な い。 けれども 不思議 (C も、 彼 
眞 の 門下からは、 渡 邊華 山は 固ょ 高久_ 崖 (C 
景し ろ、 菅 井梅關 にしろ、 所謂 南畫 家が 多く 出て 
g ゐる から、 此の 點から 見て 文 M を 南 畫 家の 仲間 
入 $ を S せても 差 支ない かも 知れない 〇 因 {C 彼 
の 南北 合法と 稱 する晝 派なる ものは、 固ょぅ 南 


宗に對 する 北 宗 の 謂では あるが、 當 時の 北 宗と 
© いふのは 餘程澎 然とした ものであるから、 文晁 
文が 南宗を 折衷した と自稱 する ^ 宗は 、必ずしも 
筆 渡 邊玄對 .や 馬 孟熙 風の 山水 畫と 限つ た譯で はな 

JK) いので ある 〇乙 れを ょく 知らねば ならぬ C 

京  _ _  •  •  〇 

$ 一文 1 の 生 ひ 立と 素養 _ 谷 文晁は 通稱を 文 五 

齢 郞 、初めの 名は 文 朝で、 薙髮 してからは 文 阿彌と 
言つ た。 別號 には 晝學齋 •寫 山樓 •睫 叟 •一如 
155 士  •無二 庵主な ど、 ある ◦その 寫 lla 樓とい ふ 
門 一のは、 好んで 富士山を 描く からで あつた ◦文晁 はもと から 江戶の 人で、 谷 麓 谷と いふ 有名な 詩人の 子 
m i である ◦最初は A 藤 ^ * & R 就いて 狩 野 派 5: 學ん 'たので あるが、 更に 渡 邊玄對 に隨 つて 暫く 硏究を し 
た。乙れから後には更に師を更へて鈴木芙蓉に南宗晝法を受け /2 。中年の頃には北山寒巖について淸 
人の 畫風 を も 受けた と傳 へる が、 それは 明かで ない 〇又狩 野定光 にも 狩 野 派の 風を 學んだ とも 言 ひ、 
111» 1||« 44 の 弟子の il* s* g: が 江 戶に來 て'  當時 名を 知られて 居§ で* 先づ その子の ^ • _.• を 弟子 入*^ 
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3 せ、 更 (C & 分 も <1 の 法を 硏究 したと も 言 はれる が、 をれ 等 も 明かでは ない 〇兎に 角、 彼が 一派を 始 
める まで {C は 色々 な 流派を 研究した ので あらぅ 。最初の あ 師匠の 加 藤 文麗は 、狩 野 周 信の 門 R 學んだ 
伊豫 大洲の 城主 加 藤 泰恒の 子で、 同姓の 泰茂 の爲め に 養 はれ、 幕府の 御 小姓 番頭を 務め 乍ら •晝を 描 
いて 居た 人で あ 50 勿論、 純粋な 狩 野 系統の 人であった 〇その 次の 渡 邊玄對 は、 溱 水の 息子で 藍瑛風 

の 山水と、 沈南蘋 
豁 風の 花鳥と を 學ん 
1 で、 何れも 相當 に 
® 出來た 人で あるか 

谷 

文 ら 、何れにしても 
晁 

筆 乙 れは明 淸の 風を 
傳 へてゐ ると 言つ 

てょ so 鈴 木 芙蓉 も 北山 寒巖 も、 北晝の 人で、 殊に 北山 寒巖は 一名を 馬孟熙 とも 稱し 、父は 馬 道 良 (北 
山 晋 良) とて、 乙れ も晝 が出來 たが、 その 祖先は 支那 人で あ 6 S ぅな。 それ {C 應擧 派の 南 岳と 來てゐ 
るから、 何 處迄も 所謂 北宗の 根柢で 養 はれて、 南 宗のお 師匠 R はっ S て 居な S ので ある。 けれども 南 


宗も なか— ょく妍 究を した。 南畫 には！！ ょ A 師 m 關係は 頗る 少 S の だから* 獨學で 自由 硏究が 出来 
る 〇彼も 明淸諸 大家の 名羞七 見、 畫論を 讀んで 大 に啓發 された ので ある 〇それ だから 乙 ^ * あの 秀溉 
滴る 如き 米 法 山水の 名 幅な どが 描ける 譯で ある 0 

五 一文晶 の 人と な 91 當 時の 江戶で は、 狩 野 派 も 常 信 以後 大家 出で ず、 漸く 樣に 依つ て葫 蘆ヒ 描く 
谷 一 乙と、 な 6、 畫 壇の 中心から 去らぅ として 居る 處へ 、一代の 才物 R して 妙手なる 文晁が 出で、、 八宗 
文 一兼 學の腕 を 探つ たの だから、 忽ち ^ して 江戶の 畫界を M 倒して 了つ た 〇凡仑 文化 •文政は 文運の 盛で あ 
晁一つ た 時で、 畫家も 多く 輩出した が" 文晁 ほど 名を 成し 人を 集め、 又 名作を 遺した 者は な S ので ある。 

i  •  • 

と I 文晁の 家 {C は 每日數 十 人の 弟子が 來 ■る、 揮毫を 賴 む 人が 來る 、文人墨客が やつて 來る 、彼は それ 等の 
其 | 應 接に 暇の ない 始末で あつた 〇每月 二 七の 日には 門弟に 敎 へる 乙. >とに なつて K- /a が、 その 日は 常に 門 
門 生の 數 三百 人 以上で、 敎授の 傍ら 盛んなる 宴を 催した ものである 0 魚類は わざ < 魚河岸から 運ばせ、 
弟沔も 杖が 好みに 任せて 「文 蝶」 の 銘酒を 造らせた とい ふのから 見ても、 その 生活 振 6 •か 知られる では 
ないか。 文 晁は田 安家 k 仕へ て 御繪師 となつ て ^ たが、 出仕から 歸 ると 直 {C 酒を 呼んで I 呑み 乍ら 客 
を 引いて 語る* そして 醉へば 手 {C 任せて 揮毫し、 一時に 十 數幅を 描く 2. とは 何でもな かつた。 彼は 豪 
快濶 達* 實 に 世 {C 珍しい 男で あつ 7^2 ので ある。 

S1 
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一. 巧緻に して 覇氣あ る 畫風一 それ だから" 文晁の 繪晝は 一方から 見る と覇 氣滿 幅で、 沈 ぞ 溫 1 ^な 趣に 
は缺 けて* 時として 粗笨な 亂暴な ものと M はれる が、 それだけ 筆が 達者で 雄 健な M とも 他に 及ぶ 者が 
なかつ /2 ので ある 〇そ して 此の 特色は 年を取る に 隨つ て甚 しくな つたから* 自分で も 「いや、 今の 晝 
は 駄目 だ 〇本臂 に 描いた 眞 面目な 作が 欲し かつたら、 四 五十 歲 頃のを 見て 吳れ」 と 言つ て 居た S うで 
ある。 成る 程、 まだ その 頃までは 硏究も 盛に したし、 比較的 落 1> 着いて 纏まう の ある もの 1: 描いて 居 
た ◦けれども 孰れに しても、 彼は 近頃の 偉人で ある 〇殊に 何を 描かせても 一人前 以上に 出來る 人は S 
う 滅多に ある もので ない 〇凡を 能 品の 晝 家と 云 ふ ものは、 或る 圆は 描ける が" 或る 画は 不得手で ある 
と S ふ樣 ではい けない。 彼の 門下の 渡 邊畢 !!!• の 如 さも 南 畫 描きで III 水が 得意で あるとは 言 ふ もの、、 
根が 才人で、 行く として 可なら ざるな しで あつたから、 花鳥 もやれば 人物 も 描く、 『一掃 百態』 の樣 
な 漫畫も あれば、 なか < ょく 出 來た 美人 畫も ある。 文 晁は華 山 以上で、 墨色の 淋漓たる 米 法 山水、 
染渲の 筆の 爽快なる 淺絳 山水の 如き 南晝は 固ょう、 馬 遠 •夏珪 或は 藍田叔 。張 平 山風の 靑綠 樓閣山 水 
などに も、 極めて 巧な 筆を 運ばせて 居た。 彼の 德川 家に 在る 『金 壁 山水』 や、 秋 元 家に 在つ た 『H 
赤 壁』 やは、 實に 精密な" 鮮かな 出來で 、且つ 謹嚴苟 くもせ ず、 構圖も 筆法 も 傅 彩 も 凝う に 凝 6、 練 
う ^ 練つ た 稀世の 傑作で あつて、 實 k 驚く 外は ない ので ある。 東京 博物館 {C ある 『彥山 眞景』 とい ふ 


弟 門 其と  晁文谷  五 


紙 本の 米 法 山水 も 亦* 極めて 大な る橫 幅に、 重疊 せる 梁® を漆黑 の米點 で 仕上げた もので *. 日本人の 
作とは 思 はれぬ 程に 出 來てゐ る 〇繪卷 物に 至つ て も、 『石山 寺緣 起』 の闕 本を 補つ た 二卷の 如き* ま 乙と 
ic 立派な 土佐繪 である O  S ぅかと 思 ふと、 松平樂 翁の お 伴を して、 海 痒の 調査を した 時に 寫生を した 
『浦 之餘 波』 などを 見る と、 西洋 畫の 遠近法を 應 用して、 III 水 5: 寫して あると v' ふ變 つた もの も あ 
る。 狩 野 派 風の 人物 畫にも 勿論な か< 優れた ものが ある ◦樂翁 公の 命で 描いた 『集 古 十 種』 を 始め 
『n 本名 山 圖繪』 、『寫 山 樓晝 本』 等を 見れば、 多藝 多能に して、 それが 悉く 妙 域 {C 達して 居た 彼の 手 
腕を 今更 (C 嘆賞せ ずには 居られな so 尤も 彼の 畫に は、 覇氣が 多くて 聊か 品格の 足- 〇 ない 處が ある。 
乙れ、 たけは ょく 知つ て 置かなくて はならぬ 〇兎 k 角、 應擧 などの 較べ 物 {C ならぬ、 近代の 妙 品と 稱し 
てょ いので ある 〇 

「文 罪 >Arrv lg5l 門！^ n 文晁の 歿した のは 天 保 十二 年 十二月 十四日で、 七十 八歲で あつた 〇  4^ 子供 
には 男女 七 人 あつて、 長女には 文 一を 婿養子と して、 晝を 描かし めた。 これが 渡 邊南 岳の 弟子に なつ 
た痴齋 であるが、 不幸 ic して 三十 二歲で 歿した から、 名作は 遺して 居な so 家督を つ S だ 次男の 文 二 
にも 乙れ とい ふ畫は 出來な かつた 。その 先妻の 林 氏 幹々 (翌 蘭) も、 繪が 出來 て、 山水 花卉は 相當に 
見られる でので ある 〇文晁 の 妹の 秋 香 女史 (舜 瑛} も 矢 張 6 畫を 描いた 〇けれ ども、 更 {C 門下には 多 


C 譜印晁  文  谷） 


くの 穿の 土が f つ た。 例へ ば ®! 高 f:' ■宇 乾 竹く 釈 •懸麗 •髮父 が ん •■郵^^^ 

その子の if  •& !??: ， 喜 多—、 を 等 S 江戶の 人で， t。 I まら 出で— 竹 永 

齡 、下總 出身の fl 4 敷 湖、 信 州の 僧 雲 室、 更に _山* 

，•■•が 


H 藍と V1 ふ 所で ある 〇し かも 文晁 は敎 育の 法が 餘程 ， n 
由で あつた ものと 見ぇて、 P'J 弟 等で 眞 面目 {C 師の 風を 
嗜 守つ たのは 甚 •た 少い〇 殊に 大抵は 南宗の 方へ 走つ て 居 
印る のは 面白 so 是 等の 門下の 中で I 三 四 著名の 人の 略 
傳を 述べて 置かぅ。 先 づ文晁 の 法を 守*^ て 少しも 變へ 
なかつ た 者には 佐 竹 永 海 •喜 多武淸 等が ある。 併し こ 
れ等も 少し宛は 風を 變 へて ゐる〇 永 海は もと 僧 雪 利の 
系統を 引 S た 人で* 爲めに 周 村の 號が あるノ ■他の 別號 
は 愛 雲* 梅 九® 成 堂 等) 文晁 の lJ,J に學び 遂に 妙手に 至 
IE 5: 以て 奄根 侯 ic 仕へ、 明治 七 年 十二月 二 十四日、 年 七十 二で 歿した。 をの 子 永 湖を 經て 、その 


文 


譜 

? 

二 


..一  、 f> v ^ いだ •フ  かく 

ゼ 11 が 今 n そ S 業を ぃ S る。'！ 5 5. 歡 は 字を ヂ歡 、號 を W4 藏と ぃひ、 (S は 五淸堂 •鶴 

三 0 五 
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翁) 文晁 に 學 んで壯 年の 頃旣に 一家を なした 。のち 探幽の 法を 參 酌して 
狩 野 派を 多量に 取ぅ 入れた が、 大體 は文晁 k 依つ た〇歿 したのは 安政 三 
佐 年 十二月 一一 十日、 八十 一歲で あつた。 依田 竹 谷 も 殆ど 師 法を 守つ た 人で 
c y ある。 名は 瑾 、通 稱は 甚三郞 、字は 子 長、 (別 號は盈 秤 齋 •三 谷 庵 •凌 寒 

另 3 い 

湖齋) 山水 人物 花鳥 蟲魚 、すべてょ くした と 言 はれる ◦天 保 十四 年 四月 七 

印日、五十四で歿し /2 。大西圭齋(名は允、字は叔明、號は幽溪)も文晁 
'■^ ド ® « 

の 門人で 花鳥を ょくした が、 その子 椿 年に 至つ ては 花鳥の 一大 家と なつ 

た。 椿 年、 字は 大壽 、(號 は 別に 運 霞 堂、 又楚 南と 言つ た) 通 稱は行 之 

助、 椿 年は その 名で ある 〇初め 南 岳に 學び 、更に 文 晁の晝 風を 追慕して 

その 妙に 達し、 花卉 鳥獸 R 於て は 文晁 門下 

比な しと S れた 。嘉永 四 年 十一月 六日、 年 

六十 ^ して 歿した ので ある 〇 金子 金陵も 花 

鳥を 以て 知られた 晝家で ある。 名は 允圭、 

字は 君璋 "號は 日南亭 "文化 十四 年 二月 九 

W- 


弟 門の そ と 山 畢邊渡 •六 


日に 歿した。 春 木 南 湖 並 ^ をの 子 南溟は 當 時の 名家で あつた 0 

六、 渡邊畢 山と その 門弟 

^  千 钓の名 IK J^J 近世の a 家中* 最も氣 t' かあつて 最も .,.?, 格の 高い » を描いたのは齡獻記' |114 ^ 
の 人で ある-- 囲よ-^ 乙れ 名 本筋の 南畫 ではない が、 若し 文人 畫なる もの {C して、 1 配 <A 人格 高き 人 
物の 餘技 として 作成した る ものと したなら、 JF. ic 畢 !!!• の畫の 如きは 文人 晝の上 乘と稱 

しても よ ^ し 

からう，」 加 之、 畢 山 は單 に 餘技 としての み 描いた のでは ない 〇事實 上， 他 (C 志士と して 政治家と して 
の 面 [1 を發 揮した ので、 畫家で はない やうな もの \ その 畫に志 した g は、 寧ろ 道樂で なくて 專門 
の - it : 歲に ならう と a つ， たからで ある。 それ 故文晁 始め 諸人に つき、 或は 明淸 の名畫 を 模 して、 直接 間 
接に 本筋に 近い 畫を 仕上げようと したので ある。 殊 ic その 筆は 何處 まで も であるから 立派な 
出來で ある 畢 山は 通 稱を 登と いひ、 諱 を 卸 齡 、字を# 纪 、(又 伯 登) そして 號を 31 4 と稱 したので あ 
る 因 {C 此の 號は 文政 六 ハ 牛の 畫欵 には 華 III と あう、 同 十 年の {C は畢山 と あつて、 その 以後 事ら 畢の字 
% ;!! ひたらし い 0  (晚 年 ic なつて 隨安圮 士と號 し-別 {C 萬 繪觉 •全 樂觉 •咋非 居士  •金暾 居 等の 號をネ 
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用ひてゐた〇)生れたのは寬政五年九月十六日で"その家は代々ーー：河の田原侯に仕へ十：<::に列せられて 
ゐた 。但し 彼の 生れた のは 江戶の 藩邸で あつた。 彼は 十二 歲の 時に、 江 戶の市 中で 備前池 田 侯の 行列 
の 先 廻 6k 打ち 擲られ たこ とが あ の 左め 大に發 憤して T 侯 も 人な $、 我 も 人な 〇〇 勉强を して 名 

を 成したならば、 他日 必ず この 恥辱を 
渡 雪ぐ であらう」 と、 f H ょ 6 一  心に 儒 
M 學 を勉强 した 〇所 が、 不幸に して 畢山 
1 の 家は 貧し かつた ◦二十 年 來病氣 に惱 
一 んでゐ る 父と、 七 人の 弟妹との 牛- 活を 
g 立てる <1 とは、 乙の 幼弱な 畢山 の雙肩 
.一 にか V つて 居た ので、 到底 勉强を する 
所の 餘裕 のない のみ か" 每 日の 暮し向 
きにさへ も 困難を 感じた ので ある〕 時 
ic 同藩の 士に高 橋 文 平と いふ 人が 6 つて" 畢山に 向つ て、 「君の やうな 境遇に あつて 學 問で 身 5: 立てょ 
うと rn 心 つても、 身 5: 立てる 前 R 飢 死して 了 ふで あらう 〇况ん や 可憐なる 一家 族が ある 〇 乙 れは M ひ 止 


まつて、 畫家 となつ たらょ からぅ L と a めた。 若い？ if lll R もょ くそ 乙の 道 Jy! が 呑み込めた〕 殊 (C 元來 
:  # 畫は 彼の 最も 好きな 道で ある。 早速 ^ の 


渡 

邊 


說 (C 從つ て靈家 となる ことに 决心 をした の 
である ，〇 

r ±r: ^si^ i! 「 ^ §! ®i l©! l*; ili ; それから 彼は" 
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谷 文晁の 高弟、 金子 金 陵 (C つ S て 學んだ が 
ム、 の 後 また 文 晁につ いても 晝の 法を 問ぅ 
I 穴 〇所が 、その 頃は 天下に 比な き 大名を tf 
の し、 甚だ 傲慢な 態度を 持して、 世の 晝家を 
部 眼中に 置かな かつた 文 晁も 、畢山 {L は 最初 
から 一目を 置いた ものと 見ぇて、 「S や、 私 
の p'J iri とは 恐れ入る、 それょ， ジも 少し 私の 政 
弟子 達を 指導して やつて 下 S い」 と 同格 扱 ひを したので ある 〇その 中に、 天性の 備はつ た! f III* のこと 
益々 技が 進んで 來た ので、 餘利 自信が 生じた ので ある〕 ■そこで r 須 らく 天下 第一の 畫家た るべ し、 深 

H 〇九 


家 諸. _ の 寮 c: 火 束） 费南 m-  -t：：  v： 


三 一〇 

く畫 道を 究めん {C は、 長 崎に 行って 硏究 する ょぅ 外に 策は ない」 と 思 a 立ち、 將に長 崎に 向っ て 出奔し 
ょうと 心を 決した けれど* 何分に も 一人の IJLt 宰山 を恃 みに して ゐる病 父 や 弟妹の 己と を .1 il へば さう もな 
らず 、遂に 志を 抱 3 乍ら 江戶を 出で ず 仕舞 ひで わっ た〇し かし 和漢の 晝 論を 漁 6、 畫蹟を 探して、 精 

勵 怠る 己と がな かつた から、 晝名は 忽ちに して 大に揚 う、 をの 藩に 
於ても 畫の 故に 彼を 重 s 地位に 進める やうに なっ々 0 併し 元來が 一 
介の 晝 かきとは 異つて 居た 彼で ある。 閑人の 餘戯 としての み 畫に親 
しむゃぅな乙とでは滿足 3 れなかっ '/2 0丁度をの頃日本國の內外に 

動いて 居る 風雲を 心に 懸けずに 居られ 
なかつ /2 ので ある 〇そ して 彼は 陰に 陽 

又 


"V 


ち こくけ いせい  ろんかく さくし 

治國經 世の 論客 策士と 交は- 


高 野長英 等と 蘭學を 修め、 今や 進んで 開港を 說き國 防を 講ずる とい ふ 積極的の 行 ひにまで 出で やぅと 
してゐ た。 時 {C 天 保の 十 年、 無人島の 開拓を 企てる 者が あつて、 乙れ に關 係し ' /2 との 嫌疑で •多くの 
志士が 幕府の 手 ^ 捕 へられ / 2 〇  宰 ![!• も 長 英等 と共に これに 連座して 一旦 幽囚され たので ある 〇幸に そ 

しん ^ ろん 

の寃 罪で ある ことが 知れ ^ ので* その 件では 許 3 れたが *豫 ねて 外交 海防の 事を 論述した 「愼機 論」、 


せ ^ ^ よくて 会 


繼 ■」、「_ ±- 心」などの著がぁるとのことに依って、 


■  Is 


.8 

闇屬 


渡 

邊 

S 

山 

印 

譜 


暴 

趙|1 


V: •'. ‘••>-.  一-..  •:. .1 - ::: .. .:i v . *:'; ,: 


あらう と傳 へた 者が ある 〇畢 山は 大に 乙れ を懼れ た。 それは 


再び 幕府の 嫌疑に 觸れ "遂に 三 州 田 原 
に執虫居 する il とを 命ぜられた 〇そ 乙で 
華 山は 一家を 擧げて 田 原 (C 移住し、 以 
來 老母 (C 仕へ て 庭園の 掃除な どを 務め 
とし、 謹愼を しながら 時の 至る を 待つ 
て 居 / 2 〇 しかるに 此處に 不慮の 事件が 
生じた 〇をれ は 彼の 門人の 福 田 半 香が 
II UI* の 此の變 居 中、 / 4- 活費に 困難を 感 
ずるで あらぅ と虛 つて* CA ^- かに 勸め 
て 書 畫會を 搰か しめ、 その 所得を 以て 
これに 充てょぅと 圖つた ので 6 る C す 
ると その 噂が. 世に 擴っ たので、 何れ 不 
贈齡の 故を 以て その 罪を 加 へられる で 
一身は 兎に角" 禍の累 が 主家 田 原 侯に も 
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及ぶ であら 5 と 思つ たからで ある 〇玆に 於て、 天 保 十二 年 十月 十一 日、 四十 九歲 にし C 自ら 腹を 割い 
て 死んだ ので ある 〇 その 時* 自分で 墓表に 記して T 不忠 不孝 渡邊 登」 と 書いた 0 
「秀抜に L て 輕妙な る 特長 | あ、、 數奇な る 天才は 斯うして 終つ たので あるが、 彼の 遺した 多くの 名 
畫は 、不朽に 彼の 名と 業と を 傳 へて ゐ るので ある ◦殊に 彼が 二十 五歲の 時に 描いた 『一掃 百態』 と" 
割腹の 前日に 晝き 上げた 廬生邯 鄲夢裡 の 『一 炊圖』 とは" その 一生を 飾る 大作と 言はなくて はならぬ。 
卽ち 『一掃： 白 態』 は 鳥 羽 僧 IET などの 繪 に 見る やうな 略晝 式の 漫畫で あるが" その 時 俗人 物の、 一々 に 
|  し、 運筆の 自在、 筆力の 勁拔 "共 R 他 ^ 見る 乙との 出來 ない 妙味を 發揮 した ものである 〇古來 日 
一本に も 此の 種の 物を 描いた 人は 少なくな S が" 斯うまで 自在に 輕妙に 活躍して、 しかも 品格の 墜 ちな 
|  S 畫 はない ことを 恐は せる。 又 『一 炊圖』 は 流石に 覺 悟の 死の 前の 絕筆だ け あつて" 筆力の しつ か 6 
一して 亂れ ない こと* 蠟爽 の氣の 紙上に 迸つ て" 觸れる もの 悉く 鏗 然として 聲 あるかと M はしめ る。 殊 
1に配组の風貌に至つては"直这|山自身を忍ばせるもので、實にょい出來である0他 ^ も『月下鳴機 
™  is』、 『デ 公 swii』 5: 始め、 幾多の 傑作は あるけれ ど、 兎に角 此の 二圖を 見れば 畢山 の畢 山た る 所以 
は 略々 解る ので ある 〇か於 iifi か 5 5. 特長は、 その 洒脫に してし かも 秀拔 、輕 快に してし かも 玄妙な 
か ifp かかい no  i K 、 s: 4 、 | 興 阶补 卟靶〇 p、 £ s: 乃妒 、此の 輕妙に 至っては 


六 

渡 

is 


弟 i 


6 & 如 S 人格に して 始めて 成し# る 所で、 玆に畢 山の 面目が 現' U れてゐ るので ある 〇略畫 でも 眞 面目 
gBii& T: ぁ ハ' 故、 に  i 

:\ s: 爵―繫  sg. 體  Sr  S  ジ. >  部 ぢ  1 s: JH» ^£i, [3: s: - ぃ  sp、 知 

p ひ yik、 來 、る 〇ひ £妒彼か 11]|' !|の5ならざるを示すものである0 

1~1 举 山！ T 下の 人々 一 渡 邊畢 山は、 生前の 境遇 こそ 不幸で あったれ、 死後は 却って 餘榮 ありと 言っ 

てょ S ◦殊にを の 門 下から 多くの 人才を 出した 如き、 最も 
傳ふ 可き 乙と であらぅ 〇彼の 長子は 夭折し /2 が、 次男は 名 
を諧、字を韻卿、號を小華と言つて、畫家となつた0華山 
の 歿した 時には 僅に 七 歲で あったから、 父の 門人の 半 香に 養 はれ、 琴 谷な ども 2: れを 保護して 畫を學 
ばし めた ので ある 〇十七 歲から 同じく py 人の 椿 椿 111 の 家に 在っ て 腕を 練つ たので、 終に 花鳥の 名手と 
して名を明治の前半にまで知られ /2 0尤も小華は後に田原に歸って藩主に仕へ、明治四年に藩の大參 
事を 勤めた こと 4 ある 〇更 に 束 京に 移つ て瑰 ら畫を 描いて 居た が、 明治 二十 年 十二月 二十 九日 (C 病を 
以て 歿した 。享年 五十 三であった。 畫 業の 方は s: 人の 渡 邊華石 (小川 靜 雄) 氏が 今 $嗣ぃ で 居る。 そ 
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三 一四 

の 他 _ !-![• の 門人には 所謂 十哲が わった 〇卽ち i 観 判 戴 • 

やま 6 r き A こく  を かも ご. •「 -:- ゐの •っへ ちくい J  なが L-» らせん ざん  ひらゐ け HJ い 

山 本 琴 谷® 岡 本秋暉 * 井上 竹 逸 •永 村 茜 山 •平 井 顯齋の 如き ^ れ 
である 〇 

一靖 lift 山と 福 田 半 一#! 椿 椿 山は、 「雲 烟は半 香の 長ず る 所* 花 丹 
は 椿 山の 長ず る 所」 と畢 山の 推した 如く、 畢 山 門下では 勿論、 近 
代でも優れたる花卉畫の名人である。彼の名は弼で、字は篤茁、 
また 休 庵 ❹琢華 堂 等の 號も ある o( 別號は 羅漢 松靑 軒。 梧 軒 •碧 梧 
山 房 •十 石 小 室 等 〇) 通稱 は忠 太で" 幕府の 槍 奉行 組 同心を 勤め、 
三十 二 人 扶持を 頂戴して ゐた 。初め 金子 金 陵に 學び 、その 歿する 
に 及んで 畢 山に つき、 更に. 張 秋 谷の 風を 慕つ た。 住宅は 小石 川の 
牛 天神 下で あつたと いふ ◦此の 人は 極めて 溫 厚篤 實な 人で* ょく 
丁寧 {C 門人 達を 敎へ穴 ので •一生 k 五六 百 人は あつたら ぅとの 2. 
とで ある 〇それ 程の 人物で あるから、 その 晝冬沒 骨法を 用 CA て 淡 
泊な 風雅に 富んだ" 一點 の覇氣 も街氣 もない ものである 〇そ の爲 


渡 一 

邊 一 


9J 

弟 


めに il ul. の 作に 兄る V ぅな 意 氣の 盛な 所は 矢せ て 居る が、 何となく ゆつ たぅした 穩か な畫 である。 中 
にも 皮の 『五穀 圖』 を 最も 妙と する 〇但し 山水は 餘 $ 多く もなければ、 巧みと いふ 程で もない 。安政 
元 (ヰ 九月 十日* 五十 四歲で 茲した orv の 門人には 渡邊小 華の 外、 野 口 幽谷が あつた 。彼と 並び 稱せら tl 

る 福 田 半 香は 名を 佶、 字を 吉 人、 
通稱を恭三郞といひ、別に_齋* 
曉夢生 等の 號が ある 〇遠州 見附の 
1 f  ^  f  : 人で、 江戶 に 至 6 •初め 竹 洞門 下 

令 K  b 十： f 


4 め 


3 


•6 


の 勾 田臺嶺 に學び 、更に 畢山 R 從 
つて その 技を 修める 乙と になつ た ◦所が 半 香は もと 最も 花卉 
に 巧で、 あつたが、 當 時! f 山の 高足 椿 山 も 亦 花卉を 得意と して 
ゐた ので、 玆に 於て 意を 飜して 、一心に 山水 晝の 硏究を 始め 
た〇そ の お蔭で つ ひに 31 f lil* から r 雲 烟 (山水 晝) は 半 •香」 と 推 
气る 塁つ S である。 晚年 には 根 岸の の 松 附近に 住し、 松 蔭 村 舍と號 して吳 。元 治 元年 八 
月 二十 八日、 六十 一で 殺した o-s- ^r* はもと 盤 湖と 號 したが、 嘗て 相識つ た 一妓 からの 馨に 、字を 知 
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らな かつた 爲めに 半 香 様と # かれた ので* 斯く 改めた と s ふ 0 

「岡 本 秋 琿と山 本 琴 谷 I 取 §* | !||* は あの 通 6  士氣に 滿ちた 人物で あつたから、 門 人に 對 しても 極めて 
親しく 優しくして やつた ので あるが" 畢 山の 捕 へられて 鄕 ょり 送られる 時、 これを 追 ふて 小 田 原に 至 
6 、哀慕 禁ぜず、 聲を 擧げて 泣き 乍ら 江戶の 近くまで 來た のは 岡 本秋暉 である 〇彼は 名を 祐之亟 と稱 
し、 字は 柏 樹 、晚 年に 秋 翁と いひ、 人物を 揮銮 する 時には 多く 藤 原 隆 仙と 署 して ゐる〇 江戶の 生れで 

あつて、 最初 鍬 形 M* 齋の (UJ に 入ぅ、 後ち 3 宰 山 につ S たと S ふ 〇始め 山 
水 人物を 主と したが、 小 田 原に 大久保 氏に 仕へ て 俗事の 多忙なる に 及 
び、ム、の方の硏究の餘暇なさ爲め、琪ら花鳥の寫生に向つたので*遂 
に 一機軸を 出し、 その 大家と なつた ◦又畫 龍に も 長 じたので わる 〇文 
久二年 八 乃 二 十：  一： U •七十 八で 歿した 〇畢山 の P'J ドで 人物 畫に 於て 最も 長 じてゐ たのは 山 本 琴 谷で あ 
る OM の 人は 名を 謙、 字を 子讓、 號を痴 々齊と いひ、 石 見國津 和 野龜井 侯の 繪師で ある 〇 文化 八 年の 
生れで、 初め 藩の 老臣 多 胡逸齋 ic 學び 、更に 淸人兪 宗禮 の晝い た 『田家 耕 織帖』 を 寫 して 大に 進み、 
師の勞 にて _山の門に入つた。彼は巨大の圖に巧みで、をの最も力を注いだのは『窮民十二圆』と題 
L 、 今 も 御物と して 禁中に 藏せ られて ある 0明治維新後は江戶に居たが"その六年十刀十三日信州上 
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田の 旅舍で 歿した Q 行年 六十 三 ◦彼は 物に 拘泥せ 次る 甚だ 眞卒な 樸訥な 人間で あつたと いふが、 晝 {C 
は氣韻 に 富んだ 面白い ものが ある。 

_  七、 田 能 村 竹 田と 其 門弟 

| 

I 「南畫 の 風 洛と竹 SH 南晝を 描いた 人は、 等しく 文雅の 土では あつた けれど" 大雅や 蕪 村の 樣 に" 

I 學者 とも 土人と も 言 はれない 者 も あれば、 畢 山の やぅ ^ 寧る 士大 夫の 俤 ある 者 も あつたが、 學 者 {C し 
i て 同時に 晝 家の 面目を 失は なかつ たのは 田 能 村 竹 田で あつた ◦殊に 彼は 後 {C 九州の 南晝を I 人で 背負 
一つて 立つ かの 觀が あつ •て、 誠に 立派な 作品 も數 多く 遺つ てゐ る。 所謂 南 宗畫の 風格は 此の 人な どに 最 
も 多く あると 言つ てょ い。 竹 田の 生れた のは 安永の 六 年て*  丁度 池 大雅の 歿した 翌年で ある。 をの 名 

I は孝憲 、(落 欵には 田憲 •竹 田生憲 等と して ある) 字は 君 彝" 幼名を 磯吉と s a 、 後ち 通 稱を行 藏と呼 

„  >  • 

j ん だ 〇豐後 國直入 郡 竹 田 村に 居た ので 竹 田と 號し犮 。その 家を 竹田莊 •補 拙盧 とい a 、 他に 花 rj 幽窓 
主 A; «: 九— 重 (又は # ) 仙 史 * 隨 緣居十 « 藍 水 狂 客 •紅 豆 (又は 昔 C; 詞 人* 九 峰 無戒納 子 •田 舍兒 •小 白 石 
翁 * M 鄙 人 •藍溪 釣 徒* 雪 月 書 堂 等の 別號が ある？ 遠祖 出 能 村 休 庵 以來 、豐後 岡 藩に 仕へ て侍醫 とな 


って. Q た Q 竹 ffl- の 父の 碩菴 (名は M 永.； は 藩主 中 川修珂 太夫の 御匙醫 であっ た〇兄 の哲命 (通稱 周輔) 

は 藩の 學校 由學舘 の li 職で あったが" これは 早世 L た 〇そ 乙で 竹 田は 家を 嗣 V: たので、 當然谔 となる 

| 可き 所、 それを 好まず して、 「人を 锷す るは w ?r 馎 する {C 如かず」 とて、 終に 儒學の 道を 進み、 兄の 如 

七 一く ri? 學 館 {C 敎 鞭を 執つ た 〇し かし それ も 長く 續か ないで、 致仕して 諸國を 放浪し、 詩文と 繪畫を 以て 

ml 世に 知られる やう {C なった 〇彼は 最初 畫を 藩の 渡 邊蓬岛 と 淵 野眞齋 との 二人から 學んだ ◦蓬 島は 左し 

帥た る晝 家で もなかっ たが、 眞齋は 名を 

竹 世 龍、 字を 玉麟 、號を 褪 園、 後 {C は 雲 

M 山 叟と稱 して 江 P の 渡 邊玄對 から 學ん 

I で 藩の 畫員 となつ て ゐ て、 此の 地の 南 
泉 

0 宗畫の 開祖と もい ふ 可き 人で あつた。 
弟 I 竹 田は 此 等の 人に 學んだ が、 意 {C 充た なかっ たと 見ぇて、 壯 年の 頃 長 崎 •熊 本に 遊び、 更 ic 江戶 k 出で 
| て文晁 にも 面會 して 法を K1J うたと いふ ことで ある 〇それ でも 何う も M ふ樣 R 行かな かつた ので、 僅に 
一年 半 許 6 の 後歸國 して 了っ た。 歸國 後は 唐 橋 君 山の 遺業を 承け て、 君命に 依って 「豐 後國 誌」 を 編 
した 6 などして 店た 〇其の 問 ic 村 瀨栲亭 ic 漢學を 授かつ て 二 年 許う 京都 R 滯 在した こと 本 ある 0 
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1 ，文 墨の 交遊に 1-11 まれた 生涯 1 竹 田の 致仕した のは、 國事を 献策して 藩侯 ic 上 6、 その 容れら H なか 
つた / 2 めで ある。 それは 三十 七 歲の 時で、 それよう 後は 或は 煎茶の 道を 硏究 し* 或は 詩賦に 熱中し、 
時 k は 和歌 必作 つて、 白 樂天や 西 行 上人を 追慕しながら、 悠 々として 暮 して 居た 〇その 頃に、 所謂 
天下の 文人 墨： 客と 盛に 交際を したの て ある 〇 殊に 京阪 地方の 篠崎小 竹、 陶工 木 米の 如き、 及び 同鄕の 
僧 雲 華の 如きと 親しくし、 又賴山 陽とは 特別の 交誼を 結んだ ので ある。 山陽は 當 代の 鬼才で "一世を 
睥睨して 天下 敵な しの 風を 見せて 居た が、 ひと 6 竹 田に 對 しての みは、 眞 個の 畫人 として 推 重 措かな 
かつた ので ある Q 竹 田 もまた 山陽を 以て 「畫中第一の知己」となし*力作の成る毎に己れ ^ 山陽に示 
し* 又 その 題讃を 得ん 乙と を 望- んだ ので ある。 詩 書畫の 共に 熟せる 乙と、 蓋し 竹 田の 如きは 稀で あら 
う ◦况ん や y の畫は 1 逸に して 和 順なる もの、 一 Sf の 俗塵を 止めざる 近世の 好 *' である 。天 保 六 年 春、 
江戶に 上らう として 大阪に 着き、 滯 在中 吹 田 村の 某 家に 遊びて 病を 得、 大阪に 引き返して その 八月 二 
十九日 ^ 歿し /2 。時に年五十九であった。その子の耜は家業をっいで醫事に從ひ、義子の痴、直入山 
樵と 號して 畫名を 保つ たので ある Q 

| 竹 田の 畫格 と晝品 一 竹 田の 畫の 如きは、 稍 南畫の 法に かなつ たものと 言 ふ 己と •か 出來 よう 。彼は 
學渚で あって 詩文 5: よくし* 殊に 硏究 心の 深かった のと 交友 (C 學者 文人 若く は 人格 高き 者の 多 かっ * 


弟 門 其と 田 竹 村 能 田  七 


のとで、 畫 (C 根抵あ $、 且つ 品位を 保つ てゐ る。 南畫 の名蹟 の 如き も、 在る {C 從つて 博く 見た のみで 
なく* 自ら 元 •明 •淸 諸家 i: 選ばず、 感銘した る 者は 手 JC 任せて 摹寫 したので ある 〇啻 (C それ (C 止まらず 
土 佐 •狩 野 等、 邦畫の 正系を 傳 へたる ものは、 一々 忠實に その 筆法を 會得 し、 繪畫の 行く ベ， IV 道、 取 
るべき 方法を 悉く 體 達して 居た 〇 併も 彼は 漫然と 是 等の 諸 法に 盲 從す るが 如き 乙と なく、 自らの 適所 
を 發 見して、 我が 才力を そこ {C 踪 合して 居る Q 卽ち 彼れ 自ら 日く* 「近日 晝を 作る もの、 まづ *» *. 如* 
黃 一峯を 學ぶ 、二 家 神妙、 畫家の 正 脈た るは 論な し。 然れ ども 人々 追遂 、一途 (C 趨 6 て餘師 なき {C 似 
たぅ 〇予 偏癖-人と 雷同す るを 喜ばず-王 叔 明を 以て 歸 とす」 とい ふので ある 〇 果して その g 妬す る 
所王叔 明を 出で なかつ たか、 その 晝の特 徵王叔 明と 一致す るかは 別と して、 確 (C 人と 雷同す るを 喜ば 
ざる、 獨自の 超然 / 2 る晝を 描いて ゐた〇 その 畫蹟を 見れば、 實 に 細心の 注意を 拂 ひ、 忠實 {C 作成した 
る もので、 一點一 劃も苟 しくして な S ので ある。 如何なる 細密なる 大 晝と雖 も、 倦まず 厭かず 畫き盡 
して あると 共に、 小點 零畫の 如き？^* r/.J' ほ IL つ 全力 5: 注いで 眞 面目 {C 作つ て あるのは、 彼の 彼た る 所 
以で ある C 且つ その 畫格 たる 頗る 高遠 k して 雅致に 富み、 また 俗氣と 覇氣 との 認む 可き ものが、 な、 い 0 
才人の 畫は山 陽 •文晁 、時に 畢山 すら-幾分の 覇氣を 包藏 する を 免れな い が-彼 k は i 頭 私， 斯る所 
はない ので ある。 S れば とて 學者 らしき 鈍潞 、或は 硬直なる、 非 美術的な 畫 k もな つて 居ない 〇镱ビ 
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して 正、 雅 k して 愼なる 彼の 人格が 自か ら畫 面に 流出して ゐ る。 その 筆致は 取 常 k 微細な P 緘 6 加 ^ > 
もの 多く、 乾墨枯 筆を 用； 5 て悠暢 迫らず 描き 行き、 それ (C' 多少の 淺絳 などを 加？ て ある 〇  I" の！ if る 
ものと 謂っ 可き である 〇ま 72 彼 R は 普通 山水の 圖を 多く 見る けれども、 人物 も 花鳥 も、 また 優れた 手 
腕を 發 揮して ある。 皆 悉く 彼の 品格の 露 はれた ものである 〇 勿論 彼の 本領は 山水に 在っ て、 藤 堂 伯爵 
家の 『# 陽 歸馬』 、『桃 林 放 牛』 の 二圖は その 主 岡 侯の ために 畫い たもので、 畢生の 傑作で ある。 他に 
山陽の 贊辭と 相 待って 著明の 尤物と 言 はれる 『山水 屏風』 一雙 (攝津 狩 野 氏 藏) 『松巒 古寺 圖』 (羽 前眞島 
氏藏) 等 逸品と 稱す 可き ものが 少なくな S ◦又 人物の 如き も 『明 皇觀 女樂』 豐後中 村 氏 藏) は 三十 四歲 
の 作に して 濃 彩 精緻を 以て 優って， Q る。 其他豐 後地 方 ^ は 竹 田の 傑作が 數 多く 遺っ て， Q るので ある。 
|竹田門下—の~^^ _ 竹 田の 門に 畫を 問ぅた 主なる 人々 を擧げ ると* 先 づ帆足 杏雨 •高 橋 草 坪 •西 
島 秋 W •緖方 札 外 •伊東％！ f •矢 上 敗 酷 •三 宅 也 仙* 松 f 紙な どが ある Q 帆办 杏雨は 名を 遠、 字を 致 
大とい ひ、 落款には 雨の 一字 ir 用 CA る 乙と が ある 〇幼 字は 熊 太 郞*後ち庸平と稱し /2 。豐後戶次の人 
にして、 竹 田の 外 浦 上 春 菜 ^ も 學んだ が、 最もょ く 竹 田の 正 脈 5: 傳 へた ものと 稱せ られ る .0 明治 十七 
年 五月 十六 日、 七十 五歲で 歿して， q る、 高 橋 草 坪は 名を 雨と い ひ、 豐後杵 築の 人 k して、 商家の 子で 
ある。 その 作風 温雅 愛すべく、 大成 すれば 必ずや 杏雨に 匹敵す る {C 足っ たので あるが、 天 保 五 年 {C 三 
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1 


議 11 


丽 


十一 歲で 夭折して 了つ た C 緖方竹 
外 hi 肥 後の 人で、 刻苦 勉勵 して 師 
の 法を 學んだ が、 もと 獨創 の才 Q 
乏し かつた 爲め * 竹 田を 墨守し. て 

それ ？: 出で る 2. と ^ 知ら ^ かつ 

帆 

こた 〇その 代- 竹 田 風の 作 {C 至つ 
杏て は 或は 師 を 凌 <'' もの さ へ 出來た 
由と S ふ ◦杜秋 艇は豐 後日 田の 人 ic 
譜 して、 名は 淑 、字は 叔 水* 本 氏は 
森で あつたが、 賴山 陽ょ $ 森と 杜 
とは 邦語の 意 相 通じ、 しかも 社を 
以て 雅 とする からと 言 はれて、 改 
めた ので ある。 彼は 慶應 元年 八月 
十二 八十 四歲で 歿し たので あ 

1 1111 三 
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譜印入 直 村 能 田 
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る 〇因に 書家 {C して 學 者を 兼ね、 明治の 第一 人と 言 はれる 長 三 洲も豐 後日 田の 人 {C して、 初め 竹 田の 
風を 慕つ て畫を 描き、 見る (C 耐ふる ものを 作る に 至つ たと S ふ 2. とで ある 〇 明治 二十 八 年、 六十 三歲 
を 以て 3ri 京に 歿して ゐる ◦此の 三洲と 同鄕の 人 R して、 南宗を ょくす る 者に 僧 平野 五岳が あつた 。名 
は 聞慧 、別 號は古 竹、 眞宗の 僧で ある。 詩は 廣瀨淡 由に 學びて 句 格 流暢を 以て 聞ぇ る ◦三十 餘歲の 時 

竹 田の 晝を 見て 感ずる 所 あ 6、 初めて 畫 道 (C 入つ たいふ O HJI 治 二 
十六 年 三月 三日、 八十 三歲で 歿した 〇此の 五岳と" 大雅に 學んだ 
福 原 五岳とは 混同 S れ易 い。 福 原は 必ず 特色 ある 肥大の 字で 五岳 
&「一字い^|い、僧五岳、はかの一字、或は古竹老衲岳等と署する 
を 常と する。 彼の 書畫 k は 又 豆腐屋 五岳なる 者の 僞作 
が莜だ 多 s ◦當時 彼の 住した る 願 正 寺 附近の 豆腐屋 某 
の 作る 處に して、 五岳 また 乙れ を 知 6、 乙れ k 印章を 

乞 ふ もの あれば 許して 顧みな かつた とい ふ 0 

r 田！ 直 A の畫，一 田 能 村 K 入は 幼名を 松 太と V' CA 、後に 癡と 改めた 〇號は 直 入 山 樵、 また 小虎 
山人 (別 ^ 笠 翁 •靑爾 •飮茶 庵主 人) と稱 した。 豐 後の 人 k して、 九歲の 時ょ 6 竹 田に つ V* て :#- ら畫 

.  三 二 五 


i 《也 \ 
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法を 學んだ ◦竹 田の ため その 才を愛 せられ、 養子と なつた。 家を 成す {C 至つ て 大阪に 住し、 學を篠 崎 
小 竹、 大鹽 中齋に 受けた が、 その 畫名を 以て 關西に 知られ" 或は 竹 田の それに 比す 可き ものが あつ 
た。 明治の 初年 R は 居を 京都に 構へ、 府に て畫學 校を 創設した る 際、 その 攝理 兼敎 頭と して 南 宗畫の 
敎授に 任じ、 子弟の 養成に 盡 力した 。のち 退いて 私立 南 宗晝學 校 §: 起した が、 衰へ るに 及んで、 黃檗 
山內の 獅子 林院に 住し" -t /2 移つ て洛 東の 若 王 寺 {C 閑居し、 年 九十 四を 以て 歿した。 時 {C 明治 四十 年 
十月 二十 一日で ある 〇その 筆致は 瀟洒に して 幽邃の 趣 あ-^* 絕偷の 精力を 以て 晩年 {C 及ぶ ^ で 畫を作 
る Z1 とを 癡め なかつ た 〇 

八、 文化 •文政の 文人 畫 諸家 

江戸^! € 久 靄 崖 一 甞て 文晁の 門に 在つ / 2 晝人 にして、 畢山と 共 ^ 稱す るに 足る のは 高久靄 崖で 
あらぅ ◦靄 崖は 疎林 外史で 知られて， Q るが、 本名は 徵 、字は 子 遠、 通稱は 秋輔 、號を 靄 崖 山人と いひ 
又石巢 •如 樵 等の 號も ある。 もと 下野 國奈須 郡 小 松の 庄* 杉渡戶 村の 人で、 幼少の 時から 畫を 好み、 
雪畊 山人と いふの R 晝 を學ん だが* その 歿後は 池 大雅と 淸人伊 孚 九との 法を 慕つ て、 殊 k 大雅 の畫は 
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熱心に 摹寫 して その 眞を 得た とのこと である 〇靄崖 の 筆 {C 俗氣を 絕つ た 淸 爽な矗 々とした 感じの 伴 ふ 
のは その 爲め であらぅ 〇それ から 江戶に 出で、 當時 盛名の あつた 谷 文晁 についた 。併し 文 心 には 餘 
$ に 北宗の 臭味が あり 過ぎる ので、 慊ら なくは 思 5 ながら、 數 年間 その 塾に あつたが、 更に 發 憤して 
明淸 諸家の 眞蹟の 硏究を 始めた ◦數 年間は 名畫 として 世 ^ 知られる もの あるを 聞く 每に 、百方 懇望し 

高て 2: れを 摹寫 し、 殆ど 晝夜を 
S 分たず 硏究 したので ある 0 更 
» & に 四十 歲頃 R なつて 京阪 地 
山 方に 遊歴し、 古寺 巨刹 {C つい 
水 て その 所 藏の畫 を 觀た 6 臨模 
した $ して、 硏鑽 に飽 くこと 

を 知らな かつた 。殊に 沈 石 田 •梅 道 人の 畫を愛 し、 その 法を 悟つ て 四 君子を 描いた から、 ま 2. と k 韻 
致の 高い、 思想の 深 V* 趣の 名のが 出來る やぅに なつた 〇それ から 江 戶に歸 つて、 藥硏 堀 k 住し、 始めて 
自信の ある 畫を 描き出した 。自ら 晚成山 房と 稱す るの も その 爲め である 〇江戶 に 文人 晝ら しい もの、 
起つ たのは 露 崖からで あると 言 はれる が、 惜しい 乙と k は 天 保 十四 年 四月 八 H、 四十 八歲で 歿して 了 
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〇 た。 京都 k 住んで 明治 文人 晝 家の 大家と 推 3 れた谷 口 靄 山は 彼の 高足で、 他 [h, 灿备 か齡、 僧獻 等 
も あつた 0 

次 ^ 菅井 梅關は 奥州 地方に 南晝を 弘めた 人と して 忘れて ならぬ < 


仙 臺の菅 井 梅關一 


益： >wj 暴 


〇 これは 仙臺 

の 人で、 諱は 岳、 通稱 は岳輔 、初 あ 東 齋と號 して、 根本！ E 南と いふ 人 {C 
敎は つたが、 數 年の 後江 戶に 出で、 谷 文晁の 門に 入つ たので ある 〇處が 
此の 人 も 望む 所は 南宗晝 R 在つ たので、 文 晁の晝 風に 物 足らずして、 去 

つて 京阪 地方に 移う、 明淸 の名蹟 を 模 
寫 し / 2 〇 そして、 當時 江稼圃 とい ふ淸 
人が 長 崎 k 來て晝 を 描いて， Q ると 聞い 
て その 晝 1: 見* 大 ic 感ずる 所が あつて 
遂 ic 長 崎 (C 至つ てを の 秘訣を 授かつ 
た〇江 稼圃 が歸國 する k 當 6、 梅關の 
墨 梅圖を 紀念 として 持ち去う •歸 國後仑 れ R 對 する 詩を 贈つ てょ こし ^ ので、 それから； I, と號 した 
とい ふ 2: とで ある 〇十年 許う 長 崎に 居て* 更 R 大阪 R 移 {、賴 山陽 等と 交つ て晝 名を 知られた が、 後 
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ち鄕 里仙臺 に歸 つて 畫を 描き、 藩 公の 寵遇を 受けて， Q た。 一生 獨身で 通して、 歿した のは 天 保 十五 年 
正月 十一 日、 六十 一歲の 行年で ある 〇梅關 は 山水に 巧に して、 また 梅の 晝を ょくした 〇當 時の 山水 家 
中釧雲 泉と 並び 稱 せられた。 

rt iEBI l^ 人と 子 の^^  ®M 等の 己と を 述べた 序に •文化 •文政 前後の 南畫 家に ついて 語って 置か 
う。 先 づ江戶 で 高久靄 崖と 渡 邊畢山 の 在つ た 外、 關西 地方には 大雅 の影_ を 受けた 木 孔恭が あつた 0 


5 


一. 1 


% 


，雙， ' 


■被 


人 

筆 


水 

画 


それから 十 時 梅 崖 •濱田 杏 堂 等* 

& りか {I ちくそぅ  Q-  Vv  そんし ょ 

稍 下つ ては 森 川 竹 窓 •八 木 II 所 • 

かね こ せつ さう 

金子 雪 操 あた 6 も あつたが、 最 
も 名を 知られた のは* 岡 田 米 山 


人と その子の 半 江と であつ た 0 

米 山人は 泉 州 住吉の 神官 だとの 說も あるが、 大阪の 人で、 最初は 米屋を して 居た ので それで 米 山人と 
稱す るら しい 〇米搗 きをしながら 讀書を して、 學 問を 以て 名を 擧げ ょぅと 考へ た。 遂 R 志を 立て、* 
藤觉 侯に か、 へられ、 儒者と して、 又晝 技を 以て 知られた ので ある 〇田能 村 竹 田 も 一時 此の 人 R 敎を 
受けた と 言 はれる 位で あるから、 見る {C 足る ものでは あつたが、 爻。 た < 素人の 墨戲 とい ふに 過ぎな 
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かつた 〇與に 乗じて 作つ 7^2 山水 花鳥の* 行く ^ 任せて 奔放に 出來 たと 乙ろ、 一種の 氣韻に は 富んで 居 
れ ど" 粗笨で、 遲 拙の 譏を 脫 しては 居ない 0 米 山人は 名を 國 、字を 士彥 、通稱 を 彥兵衞 と 言つ た。 文 
政 元年 八月 九日、 七十 五歲で 歿して ゐる 〇處が 彼の 子の. 半 江に 至つ ては、 立派な 南畫 家で ある。 その 

山水に 至つ ては 田 能 村 竹 田を 凌 r とさへ 評せられる ので 
ある。 半 江の 名は 肅 、字は 子 習、 (號は 別に 寬山 •獨 松樓 
箬がある)宇左衞門を通稱とした0(一說に字は子庸、通 
稱は 吉左衞 門と ある 〇) 父と 同じく 伊勢 阿濃津 藩士と して 
岡 藤 堂 侯 R 仕へ たが、 四十 三の 時 致仕し 
半 て大阪 R 住んで ゐた ◦幼時から 父 R 從 
筆 つて 晝を學 び、 主として 南宗の 山水を 
7JC  111 描く 外" 書 技 及び 詩作 k も 長 じてゐ た Q 
111 弘化 三年 (或は 二 年、 天 保 十四 年) 二月 
八日、 六十 2 (或は 五十) を 以て 歿した 0  乙の 人の 晝も 本筋 ^ 修業を した 人の 畫 として 見る と 足ら 
ぬ 所 ^ あるが、 先づ 本邦で 南畫 といへ るのは 竹 田と 此人で ある だら う 〇脫俗 した 人格から 描いた 文人 


1 


一  ^ 


へ. 


1 :㈣各 、 
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の餘 業と しては なか/ \巧み な ものである 0 

POT の 南 宗畫家 一 十 時 梅 崖は 初め 名を 業、 字を 季 長と s a 、 小字を 半 藏と稱 した ◦のち 名は 賜、 
字は子羽と改め、顧亭*淸夢軒と號した0もとょ6大阪の人にして、漢學を以て伊勢の長岛侯に仕へた0 
のち 致仕して 書を 趙陶齋 に 學び 、また 皆 川淇園 や池大 g と 交は って 畫を 描いた が、 iE R 長 崎の!： 11 , 
k 法を 敎 はって 巧み ic 出來る やぅ {C なった 〇弘化 元年 JH 月 二十 五日に 七十 三歲で 歿して ゐる o tl* Jl« は 
多藝 多能の 士 {C して、 畫もま た 器用な ものであった o M« ffl» l 口!！！ の 方は 大阪の お 醫者で 、名を 世 憲-字 
を 子微 、通稱 希 庵と 言 ひ、 別 {C 痴 仙と い ふ號も あった ◦福 iiii 五岳 等 R っいて 學ん だので、 蕭條 とした 
趣の ある 疎畫を 描き、 頗る 氣 韻の 高い もので あった 〇 此の 人は 文化 十一 年 R 四十 九歲で 歿して ゐる〇 
その後の 大阪 の南畫 家と しては 弘化 以後に 半 江の 子の 岡 田 九 如、 春 嶽の 子の 11 パ C 城、 越後から 來た 
魚 住 荆石 、それから m 能 村 直 入な どが あった 0 

堂と その子 春苐 一 次 k 京都に 思た 南畫 家には、 大雅 •蕪 村から 降っ て 文化 以後、 ま づ浦 h? 玉 
免とをの子の春槩とを筆頭に、中1$:洞*小 1: 抛傜 " |ぎ| 1! ^1鲋毗 * 邮酎_¥皆一粒選6と 
いふ 所で ある 〇浦 上玉 愛は 元 來備前 の 人で あって、 岡 山 支流 新田 藩の 士 である 〇名 は弼 、字は 君鄕と 
稱 した 〇 ょく 琴を 彈じ又 詩を 巧み ic した ◦なか  <脫 俗の 人で あった 〇  l; ra« も 「奇士 也」 と 言っ て A?;- 
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る 〇  r 白髮龍 顔、 鶴蔽の 衣を 着て* 琴を 擔 ひ 昂然と して 往來す 〇之を 望めば 其の 常人なら ざるを 知 
る」 とい ふやぅな こと も 言つ て 居る 〇竹田 や 米 山人と 親しく 交は つて 居た ので •その 晝風も 何となく 
似通つ た 所が ある ◦最も 得意と する のは 水 墨の 山水で、 その 筆勢 超脫に して 奇韻に 富んで ゐた 〇只眞 
婧は餘 6 傳 はつて 居ない 〇 中年の 頃 家を 嗣子 k 讓 つて、 然として 琴と その 二子 春} § •秋 I とを 携へ 

J  て鄕を 出で、 晚年に は 京都 {C 止まって 居た 〇文政 三年 九门四 日 (C 


> ヂ 


■2:' © ^ 


七十 六歲で 歿し / 2 ので ある 〇をの 子の 春 栗は 姓は 紀 、名を 選と 稱 
してゐ た。 字は 伯擧 (又 十 千、 別 ic 睡庵 •文 鏡 亭* 二 卿と も號し 
/2 〇) 通 稱は喜 一郎と 言つ た。 晝は 他の 諸藝と 共 
に 父から 學び 、また 好んで 天下の 名山 勝區を 遊 
覽 し、 名人 逸士と 交は う、 且つ 奇冊 秘卷を 搜 L 


求めて •晝も 可な ぅ 妙所 ^ 達して 居た 〇殊に 豐 M 秀潤 なる 設 色の 山水と、 鮮妍 高雅の 花鳥と をょ くし、 
又畫 論に も 一家の 見識を 備 へて 居た ので ある。 重 春 塘の談 に、「(春栗は)畫を描くにいつも斯ぅ筆尖に 
指を 持ち 添へ て" ^ るで 蒔 繪を する やぅ ic して 描いた 〇决 して 筆 軸の 上を 持つ ては 描かぬ C いや 描か 
ぬのじ やない、 描けん の や〇そ れや からどぎ つて暢 びた ものは ない が、 其の かは 6 筆に 力が あつて i! 
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1 


i  J  Z3^ ^ .  In 

で. 


1 

^ia. 

_f 一 


の m' ^l でも、 M; が s きで ち、 决して 一分の 弛緩が な so これ 
を 後から 贋作す る ものが 知らぬ から、 實に よく 似せて あつて 
も、 筆の ゆるみで 私等には よく 知れます」 と ある ◦此の 人 も 
酒を 呑む とつねに 平家を 語 $、 琵琶を 彈 じたと S ふ <1 とで あ 
る0弘化三年五月二日、六十八歲で歿し /2 。弟に秋栗、義子 
に かあつた が、 共に 大した 晝も出 來てゐ ない 〇又 門人の 
中に も 名家は なかつ た。 

「¥ 林 竹 同と^® D  一 #* !: 11 は 名 ？: 成昌ぃ ひ、 字を 伯 明 
と稱 し、 (別號 は大原 庵 •東 III 隱士  •沖澹 等) もと 尾 張の 人で 
^'る〇はじめは名古屋に住んで晝 ^: 山田 ^ 常といふ南盡家に 
敎はつ たが、 更に 神 谷 天 遊に 法を 問ぅて 漸く 進步 した 〇仑 の 
當 時、 名 古屋で 有名な 大光院 と s ふ 寺に 王 元 章 (明 人) の 梅 
と、% 1 g  (元 人) の 竹との 二 大幅が 什物に なつて 居 / 2 のを 
友人の と共に B に 行っ て、 そ S 來 の餘6 によぃ 

三 三 三 
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三 三 四 

の ^ 感じ入 6、 各々 梅と 竹と 0 1 字を 取つ て 梅 逸、 竹 洞の 號を稱 し、 他日の 大成を 契つ たとの 話で あ 

る 〇 のち 竹 洞は 京都 ^ 出で V 苦學 
.を 積み、 元 明の 法を 探究して 遂 {C 
一家を 成す に 至つ た。 彼は また 尊 
王 愛 國の義 1: 說き T 讀 史鑑」 等の 
名著が ある。 その 晝は 山水を 得意 
とし、 温雅 沈 厚の 妙を 發撣 してゐ 
るが 一 稲の 癖は 免れない 〇花 鳥は 
梅 逸 ^ 劣る けれども、 その 品格は 
却って 竹 洞の 方が 高い。 嘉永六 年 


三月 二十日、 七十 八歲を 以て 歿し 
て 居る。 その子の 竹溪 •大^ 5 笠 山 

い 3: こぅ V いぅ V- ん  3 きた だい h, い 

今 小路 悠山 •尾 張の 勾 田臺嶺 •美 

濃の高橋杏村等がをの疣を酌んで多少知られてゐる0其の娘の ^* ^* は梅を描く ^ 妙を得1維新の後東 


- -  .  jjl. . 

竹 ;^ 4 人^^  中 食 口 

- -  . -t—  .  i  I  -  »  1PBH — »'>t 1. .  V  •  I  .  '  ls„_ 

+ 林 成 事 園 si 纏 

- a at IK l .'9Btsai0fi  -3? 

XJ*ff  4  y-l la - ai N 

一 


1  J1  I 

圭^ t ン /- 


京に 住んだ が、 近年 京都へ 
歸つて 歿した 〇序だ から 友 
人の 山 本 梅 逸の こと ?: 言へ 
ば、 乙の 人 も 尾 張から 出で 
て 京都に 思た ので ある ◦竹 
洞よ 6 も 十四 歲の 年下で あ 
るが、 a {c 友人と して 往復 
して 思た 〇名 は亮 、字は 明 
鄕 、專ら 花鳥を 描いた が、 
III 水 人物を もよ くし / 2 ので 
ある。 明の 周 之 冕に 私淑し 
たとの 乙と で、 才氣 の歸つ 
•/2 S 在な 筆 便を 以て 手際の 
よい 畫を 作つ てゐ るが、 そ 

三 三 五 


れ だけ {C 俗氣の あるは 免れない 〇如 何なる 密畫で も 突 嗟の 間 R 描く 乙と が 出來た 〇® # 複雑の 山水 及 
び 名花 十 友 等の la 柄 (C 至つ ても燒 筆を 用 ひずして* しかも その 位置 亂れず 、布 a 精巧 人を して 嘆賞せ し 
一 めた。 此の 點では 文 晁も 及ばな かつた S うで ある 〇 彼は 七十 五歲 で、 安政 四 年 正月 二 日に 歿して 居る。 

人には s ffli 暢 S などが あった。  / 

r^- l ffll 阑 ;!11 と 貫名淘 111 一  京都の 

_南畫家で小 {3? %僭と貫名％屋と 

海 

§ は對 立した 德川 末の 名人で あ 
1 る 0 小 田海權 は 長 州 馬關の 人で* 
机 通稱は 良 平、 名は 羸、 字は 巨 海、 
最初 吳 春の 門に 入つ て 名を 百 谷 

家 | と铧 し、 四條派 中の 錚々 た る もので あつたが* 豫ねて 賴 ui* 陽と 親し S 所ょう、 その 畫を 山陽に 見せる 
一と、 |11» 4は乙れを評して「實に寫生の妙を極めた巧みなものであれど、惜しいかな識見足らず、氣韻 
がない」 と 言つ た。 そ 乙で は大 に 省みる 所が あう、 元 明大 家の 遺蹟を 臨 摹す ると 共に、 學問を 勵 
みて怠らなかつた。また |1]» 4と共に九州方面に五年許6遊歷をして來て、それから畫風を一變3せた 

三 三 七 
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三 三 八 

ので ある 〇故に 中年 以後の 作は 純然たる 南晝で ある 〇文久 二年閏 八月 一一 十四日-七十 八で 歿した o s:* 

名海屋 は、 書家と して 有名な 菘翁 である 。名は 包* 字 
は 子 善 (又 君 茂)、 菘翁は 晩年の 號で ある 〇通稱 は泰次 
と 言つ た〇 京都 k 住んで 儒者と して 一家を 成して 居 
た Q  f の 書は 用筆の 美く し S を 以て 近世 第一と 稱せら 
れ るが* 餘技 として 描いた 畫 も、 山水 花木 共に 頗る 見 
るべき ものである 〇同 じく 文人で 能晝の 聞 ± が あつても* 半 江の 方は まだ 素人 離れが しないが、 V®» M* : 
の 方は 稍 熟して、 皴法も 渲染も 自在を 示して ゐ る。 此の 人の 畫には 大抵 題辭が 加へ て ある 〇當 時溆馓 
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五月 六日、 七十 八歲で 歿した。 日 根對 山は 海屋 門下 


と並稱 S れたが 、一方は 最初 四 
條派を 修め、 後に 南宗 k 移つ て 
刻苦を 積み、 他は 文人の 餘技で 
あつたから、 二人の 間は 非常に 
伸が 惡か つた G. 海屋 は文久 三年 
中 西 耕 石は 海撂 門下から 出で、、 明治 初年の 南 
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畫界 に 知られた ものである 〇 

| 賴 山陽と 靑 木木 米 L.I 由 來南晝 と 文人 畫と は* 二に して 一なる が 如き 關係 ある こと* 編 初に も述 V た 
通-^ であつ て、 文人墨客 にして 南 宗畫に 長 じたる ものは 頗る 多い ので ある 〇そ して その 技の 專門 家 5: 
凌ぐ が 如き 人々 には、 京都に M* ul» i i. . l: ]t* 、 大阪に +* : f- -§ ;ff» 2: v  江戶  n ?- £ 
詩佛 •柏木 如 亭〇市 州 米 施、 水戶 に立原杏所、肥前に草§ «- !;等がぁる0その中、旣に言ひ及んだ人 

,.1 は 除いて、 特に 稍 詳しく 語らぬ ばなら ぬのは 
^  賴山 陽と 立 原 杏 所と であらう 〇賴山 陽の 人と 
なりに ついては 今更 述べる に 及ばない ◦名を 
襄 、字を 子 成、 通稱を 久太郞 、又 德太郞 、別 
號を三 十六 峯 外史と 稱した とい ふ 乙と、 安藝の 人で、 父は 學 者 {C して 詩人なる m 7RAr f、 彼の 不朽の 著 
k 「 日本 外史」 と 「n 本 政 記」 の ある こと、 及び その 詩と その 書と が 天下に 名を® かす 乙と、 を 言つ 
たら それでょ からう： 只、 給 畫' について は 少しく 說明 しょう 。彼は 實 (C 行く として 可なら ざるな き 才 
人で％ つたから、 何を S せても 時流を 拔 くの 手腕を 發揮 したが、 殊に 詩文の 造詣から 惹いて 近代の 明 
淸 # に 4亦1.雙の眼誡を備へ、遂に自ら筆を執つて描くに至つたのである〇故に价 0» 3へ言つた樣，に 
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「其の 畫は 固より 未だ ェなら ざる もの あれ ど、 嗜好の 深き と、 染濡の 久しき と* それに 加 ふるに 讀書 
萬卷 、風趣 逸 上して 自ら 觀るに 足る ものが 有る」 ので、 彼の 有名な 『耶 馬溪 晝卷』 の 如き" また 天下 
の 珍た る もので あらう 〇殊 Kfl M. ^. などの 畫法 を模 してゐ る ◦故に 彼の 書 や 詩を 重んずる ものは、 同 
時 (C その 畫 も 重 じて 可な うで あらう o UJ» £ の 歿した のは 天 保 三年 九月 二十 三日で、 年は 五十二、 場所. 


lil 


m 


、.参— 1 


r . :l,0  V  、 


は 京 郡 朿山 の寓で あつた 。山陽は その 晝 
と 共 (C 竹 田 •半 江 •梅 逸 その他に 對して 
直接 間接に 影響し、 彼等の 進步を 助ける 
乙と 多 かつた のを 忘れて はならぬ 〇尙城 
11|« 5の親交した者に齡^^ぢかある0此の人本名は八十八で、姓名を省約して木米と稱してゐた〇屋 
號は 木屋で あつて、 もと 尾 張の 人で 鴨 川の 東、 大和 橋の 北 ic 居た。 年 十五の 時から 諸國を 歷 遊して 儒 
者 雅客と 交は その 頃淸人 ケの 『陶 說』 を讀ん で 始めて 製陶業を 思 ひ 立ち、 九々 鱗と 號し た。 
享 和の 頃 京都に 來 つて 陶工の 奥田頴 川に その 法を 修め、 一方 獨 習に 依つ て 南畫を ょくした 〇 山陽* 竹 
111* とは 殊に 親し かつたら しい 〇今も 彼の 製した 煎茶 器は 非常 (C 珍重 S れてゐ るが、 日本で 靑磁の 法を 
會 # したのは 彼で あると s ふ。 その 畫は 素ょ 〇餘技 になつ y2 略畫で 、焦 墨を 以て 擦つ た 蕪 雜な |!| 水な 


♦ 


とで あるが、 一種の 雅味の 掬すべき ものが あるへ 


たちは らき r フ *J よ 

立 原 杏 所は 水戶の 人で、 世々 仝の 藩士で ある。 名は 任 •て、 その 落欵 には 多 A 
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家 I 


一 立 原 杏 所と 金 共 烏 洲 

立 原 任と なつて ゐ る。 字は 子 遠、 通 稱は装 太郞 、後、 任 太郞と 改めた 〇父は 有名な 翠軒 先生で ある。 
^• 所は 學者に して 志士で あつたが、 書と 畫 とは 共に 巧で、 IM- 苹 出* 米 庵 •靄 崖 等と 常 {^ 往復して居大 ;° 

人物 III 水 花鳥" 大作 小景 行く と L 
て 能は ざるな かつた が、 悉く 天眞 
爛漫たる 出來 で、 且つ 端嚴 方正を 
失つ て. Q な SC 天 保 十 年 五月. こ 十 
五十六 歲 を 以て 江戶 {C 歿し 
た。 その 男 百 里、 女 春 沙及び 竹涉 

共に # 畫を ょくした 〇竹汝 は烈 公に 愛せられ、 春沙 は加賀 侯に 仕へ て. Q た。 金 井 烏洲は 名を 時敏 、後. 
に泰と いひ、 字は 子修 、又 林 學と稱 した Q  (別 號に 雨笠 •晚泰 翁 •朽木 翁 •白 沙 村翁 •小 禪道 人 • 獅子 
吼道人 等が ある。) 通稱 は左忠 太、 其 先は 新田 義貞の 同族で、 世々 上野 阈. /;i 村に 尻た。 烏 洲は茁 古 翁の 
こ 子で、 長 じて 春 木 南 湖に 學び 、また 宋元明 諸家を 習； 5、 特に 倪雲林 {C 私淑し 遂 k 一家を 成した .0 詩 


ちくし や 
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三 四 二 

文を もょ くして 時人に 知られた 〇甞て 作る 所の 
『梅花 書 屋圖』 は、 逸 雲 •鐵翁 等 長 崎の 晝人に 激 
賞せられ、 梅關 •靄 崖の 上に 出で ると s n た 0 
.安政 四 年 正月 十四日、 六十 二で 歿した 〇 仑 の 子 
杏雨は 晝を以 て-金 洞 i'i 書を 以て-弟 嫩歡 もま 
た 晝を以 て、 共 ^ 稱せ られた 0 

| 最後 (C 當 時の 人では な 
くて、 寧ろ 南晝 の先驅 者 / 2 る淇 園と 雲 泉と ic つ 
いて 一言を 加へ て 置かぅ 〇皆 川淇 園は 諱を 愿、 
字を 伯恭 、別號 に 有斐齋 •節齋 などが ある。 通 
稱 は文藏 、京都の 人で ある 。生れて 四五歲 にし 
てょ く 字を 識 つ たとい ふ〇學 者と して 一世 ^ 重 
刍をな 3 れた傍、書晝をょく1*畫ははじめ望 
月 玉蟾に 學び 、次いで 應擧を 師 とした ◦山水 人 


家諸眘 人文の 政 文 •化 文 八 


吻 花鳥に 長 じ、 殊に 彩色 畫を ょくした C その 山水の 

木®® 

讯密 なる ものは 應擧も 及ばな かつた とい ふ。 文化 四 年 

筆 五月 十六 日、 年 七十 四で 歿して ゐ る。 ^ し •乙れ は 

松 

£ 學 者の 餘 技なる のみならず* 寧ろ 圆山 派に 近い もの 

E であつ /2 が、 釧雲泉 R 至つ ては S うでな so 大雅に 
ついで 文人 晝の 根抵を 固め、 以て 文化 •文政の 盛運を 來 さしめ たのは 實 R 彼の 功で ある。 雲 泉 名は 就、 
字は 仲 字、 通稱を 文 平と いひ、 (別號 は 六 石 •晶 々居士  •代 山岳) 肥 前 島 原の 人で ある 〇幼 にして 父 (C 從 
つて 艮扃 に 遊び、 晝を 學んで 山水を ょくし、 深く 瓶 S; 株の 筆意を 究め、 また 董北苑 •王 麓臺 私淑し、 
晝品 極めて 高雅なる を 以て 知られた 〇 性の 孤獨な る爲め 志 合は ねば 交 はらず、 晝を 求める 者 あつても" 
肥 慰の 態度 あれば 應じ なかつ た 〇酒を 好み、 茶 s; >: @、  ：s 
を 嗜み 、從容 0L 適と して、 心 手相 適する に 非ら 
ざれば 輕 々しく 下 S ぬ 代う に、 興に 乗ずれば 一 
氣に して 忽ち 成つ た。 父の 歿して 後、 笈を负 う 
て 諸國を 遍歴し、 山陽 •南海を 經て 京阪の 地 {r. 

三 四 三 
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數年を 费 し、 蒹葭 堂* 梅 崖 •玉 堂 等と 交は 6、 をれ ょ 6 江戶 ir 
下 6、 大 窪詩佛 •柏木 如亭 等を 友と したが、 晩年 越後に 遊び、 
新 潟に 居ぅ、 文化 八 年 招かれて 出 雲 崎 JC 行き、 十一月 此の 地で 病 
歿した。 時 ^ 年 五十 三。 門人に 越後 高 田の 倉 石 米 山が ある。 そ 
の 他、 文化 •文政の 頃 {C 世 R 在っ た南宗 文人 晝家は 甚だ 多い が、 
今は 悉く 略して 置く 0 

皆 川淇 1 1 印譜 

九、 明治 初年の 文人 畫 家- 

|:11前後の晝界と文 ^| «| | 普通 k 文人 晝の 流行と か 文人 物の 流行と か 言 はれる のは、 明治維新 前後 
である 。此の頃は、 今の やぅに 新派 舊派樣 々な 晝風が 起つ て 隆盛を 見る とい ふこと もま だな かっ ^ し* 
人心が 何となく 藝術を 求む る 所 (C 至つ て 居な かつた 〇中で 僅に 繪 らしい ネのを 描いて 居 / 2 のは、 京都 
で 四條 •圓山 派 あたりの 人、 江戶で 狩 野 派と 浮世 繪位な もの、 頗る 振はなかった o y2 < 比較的、 當 時の 


争 


人铽に 投じて、 漢文 •漢詩で 頭の 出來々 ： 連中から 歡迎 S れた のは 文人 畫で あつた 〇また 此の 種の つく 芋 

山水なら ば •もと  <  素 人畫で あるから、 誰れ (C でも 眞似だ けは 出來る 所よ- 〇、 芋 頭の やうな 石 や， 

葱の やうな 蘭 やを 描 S て 喜んで 居た ものである 。をの 中で 最も 知られた のが 日 根對山 に 中两耕 石、 そ 

九れ に ^ • 田老山 •奥 原 晴湖 あた $ であつ た。 對 山と 耕 石は 京都、 老山 と晴 湖とは 朿京 ic 在つ たが" 當時 

njl i 大阪に は 田 能 村® 入、 東京には 福 島 柳圃 •野 口 幽谷、 京都には 谷 口靄 山" r 野には 田 崎 草 雲、 豐 後に 

治 一は 平 & 五岳、 尾 張には 淸 人胡鐵 梅な ども あつた 〇又 長三洲 •渡 邊小華 •菅股 白 龍な ども 相 當 に 知られ 
初 

年て ゐ た。 

の |  | 日 描 lij 山と H- 西 ; M 石 I  ’日 根對 山は 名を 長、 字を 成 言、 又 小 年、 別 號は茅 海と 稱した 。もと 和 泉 ^ の 
文 I 人で、 京都に 出で、 海屋の 家に 入塾し、 海屋が 歿してから 別に 一家を 立てた ので ある。 己の 人は 餘程 
Ml やうつ ばな しの、 物 {C 拘泥し なかつ た 人で、 朝から 晚まで 酒 氣を絕 つたこと がな かつた 。そして r 自 
家 | 分は 海屋 の ^ 子では ない 〇書は 少し 學ん だが、 繪畫は 海屋こ そ 自分の 弟子で ある」 などと 言つ て 居た。 
繪は 一寸う まかつ たけれ ど、 極めて 和 臭の 多 s 毛ので、 且つ 京都 風の 優雅な ところが 餘程あ つた ◦し 
かし 寫實を 離 n て氣 韻を 主と した 所は 津 々たる 味が ある 〇慶應 元年 {C 五十 三で 歿した から、 明治の 人 
では 固よ 6 ない 〇猪瀨 東 寧と 女流 野 口小蘋 とが その P1] 弟で あつて、 此の 二人 もよ く出來 た。 小蘋 のつ 
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三 四 六 

つまし やかな 晝品 などは 閨秀 晝 家中の 尤なる もので あらう 〇中西 耕 石は、 名を 壽 、別號 を 竹 叟と稱 し 
て、 維新 後 i IU« の 歿してから は、 獨 6 京都に 名を 馳せ /2 が、 あの 覇氣の 多い 淺薄 な晝で は、 とても 對 
UI* と 太刀打ちは 出来ない 〇 明治 十六 年 ic 七十 二歲で 歿した C 先年 物故した 周 防の 大場學 僭 も 矢 張 6 海 


|镖の門下にあつ /2 0 

| 「{ 15! 田老 山^ 安田 老山は 美 濃の 産で あつて、 養老の 瀑布 附近で 生れた から、 名を 養、 字を 
老 山と 稱した ◦(但し 後には 老山を 本名と した 〇) 號は萬 里 翁で ある ◦もと 高須 藩の 侍臀で あつたが、 醫 
者が 嫌 ひな 所ょぅ、 長 崎に 行つ て鐵 翁 R 晝を 學んだ 〇けれ ども 後に 破門 S れ左 ので、 元 治 元年 支那 (C 
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渡う、 上海 k 居て 晝を 描いて 暮 した 〇爻 た當時 上海では 胡公壽 とい ふ畫 家が 盛名を 馳 せて， Q たので、 
2. の 人を 師友と して 大に 得る 得が あつた 〇胡 公壽 (名は 遠、 號は橫 雲 山人) は華亭 派の 南晝 家で、 人 
品の 卓絕せ ると 書 晝の兩 つながら 妙な のとで、 支那は 勿論 日本に 珞 知られて ゐた 〇老山 は 明治 六 年に 
歸朝 すると、 東京に 住んで 大 {C 門戶を 張-^、 一時はなか^^ 盛な もので あつや 〇 併し 彼の畫 は侧 筆よ 
A 成う" 墨色 も 淡く して 甚だ 調子の 外れた もので あつたから、 完全な 畫 としては 感心が 出來な so 明 
治 十六 年 八月 二十四日、 五十 四 歳で 歿した 〇福岛 柳 圃は老 山と 異 うて 甚だ 無爲怡 淡な 方で あつた。 名 
は 寧" 字は 子 直、 通稱は 重 次 郞とい ひ、 別 (C 默 堂と 號し た。 武藏國 那珂郡 湯 本 村の 人で、 最初は 四條 
派を 學び 人物 花鳥を よくした が、 のち 大 {C 悟る 所が あつて 柴 田是眞 につき、 勁 健なる 筆力、 濶大 なる 
規模を 以て 鮮麗な 畫 を 描 S て 居た 〇更に 豹變 して 唐 宋元明 の 遺墨を 慕； 3、 名筆 あるを 聞けば 遠. 含を 辭 
せずして乙れが臨摹を乞ひ、自から一格を開いた。最も山水に巧みにして、又四君子花鳥を作つた。 
その 雪景の 如きは 最も 得意と する 所で あつた 〇且つ 詩作に も 長 じて ゐた ◦淺草 小島 町に 住んで 默神草 
豐 と 云つ た。 常 {C 「素人の 好く 樣な晝 を 描いて はならぬ」 と 言つ て. Q た。 明治 二 十二 年 十 刀 二十 五日、 
年 七十で 歿した ので ある 〇 

一^原晴湖と野口小 |#| 一  凡そ 繪晝を よくす る 婦人と いふ ものは 餘 6 多い ものでは ない 〇甞 ては 狩 野 元 


ぼ湛に和哲おあぅ、又探幽門下 4 «: 女が會*文人畫に於ては大雅の老潔*-! |: #' 4、谷 
文较の先 ^ #- か、妹 #* か、梁川星巖の妻張如蘭、若くは江馬細香位のもので、巧は巧な6と雖も、皆 
| 未* た餘 技の 程度を 出で なかつ たが、 明治 tc 至つ て嶄然 頭角を 露は した 二 閨秀 晝家が 出で た。 一は 奥 原 
| 嘲き にして、 他は im /ht l である。 晴 湖は 世に 稀 (C 見る 女丈夫で あつた。 名は 晴 湖、 又 號 となした P 
明下總 古河の 生れに して、 豪放を 好み、 常に 男子の 裝を なし、 好んで 武術を 修めた 〇江戶 に 出で て 初め 福 
治 一 £4^ &に敎 はつた が、 のち 畫風 を一變 して 淸人鄭 板 橋 (C 私淑し、 山水 四 君子 等を よくした 0 彼女は その 
初！ 性格の 如き 雄 健な 筆を 以て、 神韻を 形 似の 外に 求める ので あつた。 安田 老山と 比肩して 東都で 重 / L ぜ 
の | ら H たが、 餘稃 面白 S 女で あつて T 私の 畫は私 一代。 若い 人達は ® 洋畫で も おやりな 3 い」 と 言つ て 
文 j 弟子入りを 賴ん で來る 若は 皆、 川上 冬 崖に 紹介して 入門せ しめたと いふ 〇 文人 畫の衰 へる k 及び、 埼 
SA i 玉 縣の熊 谷 在に 隱遁 し ^ が、 再び 南宗 の畫 風の もて _3れ るに 及び 老 蒼の 健筆を 呵 してゐ た。 大正 二- 
家 | 年 七月 二十 八日、 七十 六歲を 以て 病歿し 穴。 奥 原晴翠 はを の 養女と して 今 r.'.J' ほ 束 京で 描いて 居る ◦野 
l p« /h* § は 名を 親、 字を 淸婉 、別號 を 松 村と いひ、 大阪に 生れた 。天性 畫を好 み、 幼よ 6 日根對 山 (C 師 
一事して 它鳥 山水を よくした 。明治 十五 年 東京に 移-^ 華族 女學 校敎授 等の 榮職に 任じ、 帝室 技藝 員 ic 
_げられた。大正六年の春 ^ 、七十一歲を以て病苑したこその女の小蕙また母 ^ 學んで畫をよくし、 
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現に 毫を 揮つ てゐる 〇 

「田蝽草雲と !171 !0; 幽箏| その 身は 關 東の 北 隅に 隱れ 、しかも 明治の 南宗晝 家と して 最も 重きを 置かれ 
たのは 田 崎 草 雲で ある ◦名は 芸 、初め 瑞白 、また 梅 溪と號 した o( 別 號は白 石 生 •硯田 農夫 •七 里 香草 
觉 * 蓮岱 111 人等、」落款には芸の字を用ひる乙とがある。草雲は蓋し芸字を二分したものである0下野 
足 利 藩の 士に して、 f の 父恒義 (號 は翠 雲) は戶田 侯に 仕へ たが、 故 あぅて 出奔し 江戶に 閑居した 0 
草 雲は 幼ょ 〇畫を 嗜み 、初め 川 崎 梅 翁に 從 CA 、 後ち 文晁 及び 春 木 南溟に も 法を 問 ひ、 又 沈 周、 徐熙を 

宗 として 山水 花鳥を ょくした 〇 殊に 山水を 得意と 
し、 富岳の 圖を 作る 2. とも 多 かつた 〇 安政 中足利 
に 畫 塾 ?: 開き、 維新の 際には 俠氣を 以て 志士に 交 
は 6、 力を 王事に 盡した が、 のち だ 利連岱 山 ^ 退き 草 党を 建て、 白 石山 房 等と 稱した 〇帝 室技藝 員と な 
6、 明治-二 十一 年 九月 一日、 年 八十 四を 以て 歿した 〇 その 畫俠氣 あつて 輕妙 、飾らず 粧はざ る 所に 人 
格を 示して ゐる〇 野 口 幽谷は 通稱を 己 之 助と いひ、 江 戶の人 大工 源 四郞の 子で ある 〇幼 にして 父を 喪 
ひ、 其の 職の 老母を 養 ふ 能は ない のを 慨き 、知人を 介して 椿 山 ic 晝を學 び、 遂に 名手と なつた。 草 雲 
等と 共に 叫 治 南宗り 大家に して、 殊 {C 花鳥に 秀で、 居た 〇その 性篤實 敦厚、 晝も爻 た その 性に 合し* 
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約 爛 に 過ぎざる 彩色を 以て、 穩和 緻密なる 畫を 作つ てゐる 〇近來 彼の 遺作 甚だ 高價 であると いふ 〇 以 
も 帝室 技 s 豆に 列した。 明治 一一; 千 一年-! ハ 月、 セ -j-gl を 以て 狡した。 故！^ » rfil/ ® ^. #« »:» ^« の 如きは 彼 
の 遺 弟で ある。 また 小室翠 雲は 田 崎 草 雲の lJ,J から 出で、 ゐる〇 

IM-Si l7n;l 木； Pjl 野口幽谷と共に渖.厚精緻の南宗畫を描き、絕ぇて粗暴の風なく、頗る卜い， 

^  ^  晴湖等 と 趣を 異にした と 言 はれる のは ■机 祝 
である。 和亭 、名は 謙、 字は 子廬 、別號 は ■ 
f  田、 その 畫室を 畊香 館と 稱した 〇江戶 の 人に 
して 初め 大闕雲 蜂の 門 {C 入う、 のち 長 崎 (J 遊 / L で §!: §• ? 羽 k つ 
き、 また i.? 人陳 逸舟 •華 昆 H3 - 等と 交は.^、 ili ( C 去つ て 京都に！ TT 


落-^ nr\ そ 

% » その他 諸國を 歴遊して 安政 元年 江 戶に歸 A、 幕府 (C 仕へ た 
が一 年； PT 6 C 致仕した。 z- 、 n ょ 6. JIX 馳 M 走して 畫 法 ？: 硏究 し、 n]l 治 維新 後は iff -r b 江戶に 在つ て # 意の 
E を 描いた。 主として 淡彩 著 色の 花许 にして、 洗練 圓 熟の 技巧を 以て 極めて 上品な、 穩 正な ものを 描 
いた0明治三十四年九月二十六日、六十九歲を以て歿した0文學博士 71* §|氏はその遺子にして、ま 
力 美術の 事 ^ たづ 5 はって ゐる 。荒木！ 4阶は南宗の人とは言ひ得ない0即ち彼の邦畫の師は命和^如 
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にして 苋 快は Jd 崎 t 齋 に 學んだ もの* 而 して 寬齋 は文晁 派の 南北 合法を 受けた ものである 〇寬 畝は そ 
の 本名に して、 本姓は 田 中、 寬 快に 師事して その 養子と なつた 〇別 號は寬 快と 同じく 達 •施に して >  畫 
室を 讀畫党 と 呼ん’ た 〇江戶 の 人 {C して、 專ら 南北 合法の 花鳥を 描く と稱 する が" その 法は 寧ろ 一家 5: 
成した ものである 0  ¢ 5. は 明治 初年に 油畫の 法を 修め、 甞て英 照 皇太后の 御 像を 謹寫 した ことがあ 
る 〇 老大家と して 帝室 技藝員 並 (C 文 展の密 査員に 任じた が、 女 正 四 年 六月 二日、 病を 以て 歿した 〇行 
年 八十 五歲〇 門下 ^ ^ • 木 +» ;4*渺 ±* 勢 敬 氏 等 あう-その 十 畝 氏は 寬献の 養嗣子と なって 家業を 襲って 
ゐ る 〇 

I その他の 最近の 南 畫家一 か价 と共に ^ • !!• よ 5 出で / 2 畫法を 描いた ものに 佐 竹 永 湖が あった 〇卽ち 文 
がの£人か§の子にして、己れは主として山水人物を得意とし花鳥をもよくした0本名は加藤金太郞** 
最初 鳥 取の！： —-• |«* にっき*のち、於概の養嗣となったのである。他の南宗晝家として服部波 |1| *"猪瀬朿 
11 •^ /iiT 艇斯 •部 SSi などが 束 京に 在った 〇 か |11* は 字を 自牧 、通稱 を 讓藏 とい ひ、 下總の 人に して 
農に 起う、 生來 の好畫 癖と III 水を 愛する 所よう、 つ a に 自得して 南宗の 一家を 成した 〇白 龍は 羽 前の 
人、 東京 日本 橋に 居て 日橋隱 士と號 した 〇 のち 漢書の 法を 捨て V 一 機軸を 出した 〇 頗る 和臭 あるので 
時人の 嘲る 龙あれ ば、 却つ て その 偏狭を 笑つ た 〇殊 に 山水を よくした 〇乙れ 等は 皆 明治 三十 年の 前後 
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に 物故して， Q る。 

十、 長 崎の 明 淸風畫 家 

I 長 崎 初年の 繪畫 I 萬 治 •寬 永の 頃" 僧 逸然 等が 來て以 來 、長 崎に 晝 風の 起つ た <1 とは 前に も 申し 
たが、 それは 南晝も あれば 他の 晝風も あつて* 一通ぅ に 言 ふことは 出來 ない 〇先づ 逸然の 門下からは 
渡 邊秀 石と 河 村 若 之と が 出で、 ゐ る。 秀 石は 字を 元 章、 號を 仁壽齋 又は 嬾道 人と S ひ、 逸然 ^ 學んで 
更 R 硏究 の步を 進め、 深く 宋 人の 妙趣を 解して 一家を なした ので" 時の 長 崎 奉行から 唐繪目 利と いふ 
ものに任ぜられた〇寶永四年に、六十九歲で歿したが、子の秀朴以後代々相繼いで晝を描き、又目利 
の 職 ^ 居つ た。 秀石の 弟の 秀岳 、門人の 上杉挂 翁* 廣渡 一湖な ど S ふの も ある 〇 此の 派の 晝を 見る に 
知らね はならぬ ことは" 皆、 名を 記さず、 印を 捺 S ずに あるので、 何人の 作 か 不明なる のみならず* 
宋元 の筆蹬 と 見誤られる 乙と も 稀では ない。 河 村 若 之は 號 を蘭溪 とい ひ、 出家して 名 1: 道 光と 改めた 0 
これ も 逸然に 學んだ が、 殊に 佛像が 巧みで、 人物 花鳥 も 描 S ての る〇し かし 此 人は 畫ょ 6 彫金が 上手で 
明 人の 技を 修得して M 巧な 香爐や 花瓶 やを 造つ たので ある。 寶永四 年 ^ 寂して 居る が、 享年は 解ら な 


so 釋一山 は 道 光の 法 弟で あって、 畫も金 エ もやっ た。 一山 以後 代々 若’ の號を っい' たので、 作品 5: 
見ても 代歷 不明の 物が 多い 〇河村 若 元 も 道 光の 必子で 、乙れ は 俗姓を 繼 いで 河 村 氏と 稱した ◦その子 
™ 孫 も畫を やった 〇道 光の 門には 他に 小 原 慶山 (號霞 光) も ある 〇 乙 れは 最初 狩 野 派 §: 學んだ 人で、！； 
十一 石と 並び 稱せ られる〇石崎元德はその門下である〇 

長 一 一 沈！ 一一 頻風 1QI 渡 來 一 併し それ 1!: では 南宗 ょり 寧ろ 北宗の 方で あるが、 そこへ 享保 十六 年 十二月* 
崎 | 淸人の 沈詮が やって 來 て、 又 別趣の 花鳥を 傳へた 〇此の 人は 長 崎 奉行 {C 聘 せられて 來 朝した ので、 二 
の | 年 許り /.';- って 歸阈 して 了っ た 〇 字は 衡齋" 號は 南蘋 、清の 吳興の 人で、 その 花鳥 畫は毛 彫の やぅな 精 
明 一緻な 筆法を 以て、 沒 骨法 k 依って 濃艶を 極めた ものを 作 6 上げた ので ある 〇し かし 此 人は 支那の 紗燈 
派と いふ 畫で 、筆致は 餘 6 に 技巧の 末 (C 走- 〇 過ぎた やぅに も S はれる が、 それでも 四條 •圆山 の 如刍品 
i 格の 缺け たもので はな so この 南蘋 風を 以ては じめ て 我阈で 一派を 立てた のは 熊 代熊斐 (本姓は 神化) 
家 一で ある。 名は斐 、字は 淇膽、 號は繍 江、 通稱は 彥之亟 (のち 甚左衞 門)  0 家は 代々 長 崎の 通 事で ある 〇始 
め 渡邊 派を 學び 、更に 南蘋 {C っいた 〇 虎と 墨 竹と を 最も 得意と した 〇これ は 安永 元年 十二月 二十 八日 
に 六十 一で 歿した 〇その 子の繡 山 (名、 斐文) •鏽許 (名は 斐 明、 號は竹 庵) 甥の 旧 飯 船 MJB (名は 錦* 
字は 紋轂 、)等 •か あれ ども、 皆 巧くな so た ゞ繡谳 の 門下からは、 勒 場 慚 ;[1;; (名、 鞟 、字、 棣芳、 V. か 出 
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で V  -花鳥の密晝、墨竹及び南畫風の山水を描いてゐる0熊斐の門人には森1新 « |^鶴 *^ 淨光)/月湖* 
松林 山人 •建 凌岱 (建 部 綾足) 等が ある。 そして 鶴亭 •凌岱 R 依っ て 京阪 地方へ" 松林 山人 等、 に 依っ 
て 江 戶へ傳 へられた 〇當 時南蘋 風を 慕‘ った 者に 黑川龜 玉 •錢 また 泉 必東等 •か ある。 龜玉 名は 安 包、 字 
は 子 保、 號は 松蘿 館、 通稱觀 五郎、 江戶の 人で 始め 狩 野 派 (C 學び 、のち 南蘋 風の 唐 繪を以 て 立った が、 
寶曆六 年、 二十 五歲で 歿して 了っ た 〇それ から 稍 後れて 宋紫石 (本 氏 楠 本、 字君赫 •雪溪 、のち 雪 湖、 
號霞亭 、通稱 幸 八郞) とい ふ 人が、 長 崎で 淸人宋 紫 岩から 同じ やぅな 畫風を 學んで 來て 名手と して 知 
られ た。 乙れ は 安永 九 年 五月 廿日" 六十 五で 歿して、 その子 紫 山" 紫 山の 子 紫 岡" 相っ いで ゐる〇 無 
論 皆 爻づ い 〇 紫 石の 門人^は 諸葛監 •董九 如 •晁有 輝な どの 人々 も ある 0 
伊孚九 以後の 南晝風 I 次 R 伊孚九 以後の 南宗晝 の傳來 であるが、 それには 來舶淸 人の 四 大家と 稱せ 
られる 伊孚九 •張 秋 谷* 費 晴湖 •後の 江稼圃 から 語らねば ならぬ 。水 墨を 主として 氣韻を 重んずる 所 
謂 南宗晝 は、 享保五 年 二月に 長 崎 (C 來った 伊 孚九以 來と S れる 〇乙 の 人は 名を 海、 字を 孚 九、 號を匯 
川 •也 堂 •莘野 耕 夫 等と S CA 、 淸の吳 興の 人で ある。 池大 雅の畫 風な どは 糙 {C 此の 人から 來てゐ る 0 
っいで 享保 十九 年には、 費漢 源が やって 來 た。 乙れ は 名を 瀾 "字を 漢 源と 言っ て、 芳口溪 の 人で 南宗風 
の 山水 (C 優れて 居た ◦張 秋 谷は 天明 年間 {C 來た ので、 漢 源の 同族 費晴湖 も 同じ 頃 (C 來た ので ある。 秋 
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谷は名を崑、(一に莘)號を露香といひ、晴湖は號を耕元道人と稱したとある0しかし乙れ等は莳接に 

は n 本の 南畫 に大 なる 影響は なかっ たと 見ぇる。 をの 後 文化 年間に やって 来た 江 稼圃以 來 は、 っいて 

一  •  • 

學ぶ 人が なか  <  多かった 〇稼圃 は 名を 大來 、字を 鬼 山と いひ、 # 畫共 にょく し、 殊に 樸實 沈着で* 
しかも 精神 (C 氣慨が あぅ、 筆力に 雄勁なる 所が あって" その 僧 豪 潮の 爲め {C 天台 眞景長 卷を晝 いた も 
| の、 模 刻の 如き 世に 稱 せられて 居る 〇をれ から 陸雲鴿 •陳 逸舟 •華昆 田 •徐 雨亭 •王克 三な どが 相 前 

i  炎して 來 to  (11 秋 谷 4張秋穀とは、同人か異人かについて、今何ほ疑問とされる 0 〕 

|  | 長 崎と 幕末の 三 大家 一 そんな 次第で 長 崎には 所謂 幕末の 三 大家なる 南晝家 が 出で たので ある 〇卽ち 
一 阶 鐵知 •木 下 逸 雲 •三 浦 梧 門が それで ある。 そして Z1 れ等は 皆、 南 蘋 風の 石崎融 思の 門から 出で、. Q 
|る0心#翁は俗姓日高であって、名は祖門、春德寺に住し、晚年に雲龍寺 ^ 移った0初めは融思にっ 
| き 後に Jii から 敎は っ ^ ので* 山水 花卉 共に 描く けれども、 墨 蘭を 最も 得意と する。 禪 機を 得た 人 
で、 且っ 容易に 描かな かった 。明治 四 年に 八十 二歲で 歿して ゐる〇 逸 雲は 名を 相宰 、字を 公宰 、また 
:養竹 山 房と 號 して、 はじめ 融思 、のち ic 江稼圃 について 學び 、また 土 佐 派に も 通じた とのこと であ 
る〇秀 潤な 筆 1: 以て 美しい 山水を 描いた。 慶應二 年 ^ 橫濱 から 船で 歸國 する 途中で 船と 共に 行方不明 
となっ 穴。 行年は 六十 七で ある。 梧 門は 名を 惟 純" 字を 宗亮 、融思 R 學ん で 5i k 文人 晝を 硏究 し、 南 
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北 兩宗を 巧 {C した。 乙れ は萬延 元年、 五十二 歲で 歿して. Q る。 

己、 {C •日本 晝の 變遷一 班は* 先づ 終つ た 2: と、 して、 更に 轉 じて 邦 畫の 鑑賞 及び 鑑定 {C 關 する 要 
| 點を次 編 (C 講述 して 見たい と 思 ふ。 I 倚 ほ 日本 畫 {C は、 他 {C 浮世 繪と いふ* 二つ の 大きな 晝流が あ 
| れど 、佘は 少しく 考へる 所 あるを 以て" 本書 (C は 乙れ を 缺 如して 置く 0 
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第 八 編 日本 畫鑑 定法 

*  一、 繪絹〇 鑑定 法 

編 |  I 最古は 一番 古 s と 乙ろ で* 天平 時代の 絹は、 多くは 唐 絹で ある 〇 乙れ は 言 ふ 迄 もな 

日 I  く、 支那の 唐 時代 {C 出來た もので、 日本には まだよ S 絹が 産し なかつ た 時代の 2. と、 て、 主として 乙 

本 一れ を 用 ひて 晝か れてゐ る ◦をれ は 織 方が 精巧に 出來ず して、 絲 k 節む らがあ 6、 且つ 織 方 も 粗い もの 
@ 1 

I である 〇隨 つて 絹の 面が 頗る 不揃 CA で* 太いと 乙ろ も あれば、 絲曆の 挾まつ た 所 も あ- 又 細く 織れ 
定た所 も あると S ふ 風で" 平に 行かぬ から、 その 儘 R 晝を 描く ことは 出 來ない 〇故に 今なら ば 生絹を 用 
法 ひる 所を、 をの 頃のは 一々 砧で 打つ て 使つ 穴 ものである 〇乙れ と 限 >b ず、 生絲の 精練 法の 進步 しない 
古代には、 織物は 凡て 打たなくて は 柔らかくなら なかつ たもので ある ◦斯ぅして 平滑なら しめ / 2 もの- 
R 、 繪を 描いて ある 〇 勿論 、唐 絹を 用 ひた ものは 悉く 天平 時代の 晝で あると 思つ ては ならぬ Q 藤原峙 
代 k な 〇 て も、 唐 絹を 用 CA て 畫い方 ものが 多く 見ぇる 〇それ 等は 絹よ 6 も" 晝の 描き 工合を よく 見て 
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判斷 する よう 外は ない ので ある 〇尙ほ 唐 絹に 限らず、 その 時代に 在つ ' /2 絹 や 紙 やに 描 S た 畫 は、 必らず 
その 時代と 鑑定す る譯 (C は 行かない 〇天 平時 代に 主として 使 はれた 紙 や 絹を、 更に 後代の 人が 用 ひる 
場合 も屢 々ある 〇日本 ばか 6 でな く、 宋人が 描 S た 畫 や、 元 或は 明淸 あた 6 の、 遙に 後代の 人の 描い 
たものもないとは言へぬ〇故にこの材料のみで畫の時代を判斷するのは危險な乙 ^ 名あると知らなく 
ては ならぬ 〇 勿論、 宋や 元の 絹に 描 S た 唐の 晝や 、藤 原 時代の 紙に 描いた 天平 時代の 晝 とか V* ふ もの 
は あるべき 筈がない から、 昔に 溯つ て 時代を 知る には、 乙れ 等は 最も 有力な 材料で ある 〇往々 {C して 
一三 百年 前に 出來 た rj に、 千年 前の 繪が あつたうな どす るから、 餘程 注意し なくて はならぬ。 

^ 特色 一 唐 絹の 次 ic 用 ひられた ものは 宋絹で ある 〇乙れ は 時代が 新しいだ けに 唐 絹よ 
う も 精巧な ものが 出 來てゐ ると 思 ふと 間違 ひで あつて、 一般に 唐 絹よ 6 も 却つ て 粗な 位な もの も あ 
る。 前 {C も 言 ふ 通 6 唐の 文明は すつ か*^ 覆つ て 新しく 宋初の 文明が 出來 たので、 しかも その 文明は 大 
澧の 感じが 粗つ ぼい、 かさ^^して ゐ る〇隨 つて 宋の 初期に 出來た 絹の 如き も 精巧 緻密と いふ ことは 
i  來な S ので ある 〇し か—、 宋の 絹 (C はよ いのと 惡い のと 二通 6 ある 乙と を 知らなくて はならぬ 〇卽 
一ち 半 練りの 物と 生絹と あつた 〇そ して 一般に IS は 唐 絹よりも 粗では あるが" 絲は 細い 織む らなど は 
あつても 何となく かほ そく 出 來てゐ る 〇し かし 席 絹との 區 別は 見馴れな S とな か'—- 1T づ かしい 。多 
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三 六 四 

くは 半 練で あつて、 それに 礬水が 引いて あるから、 唐 絹の 生絹で あるのと は餘 程手觸 $ が 違つ て. Q 
る 〇你 ほ 此の 半 練 6 の 絹に 礬水を 引く には、 何う してやつ たか" 今日では 判らない 。不思議と されて 
一， q るので ある。 それから 此の 宋 絹の 用 a られた 藤 原 氏の 初期 以来は、 日本に もょ い 絹が 出来る やうに 
| なつて、 宋 絹の 外 唐 絹と 日本 絹と が あつたので、 その 區 別が 一寸つ きかね る〇日 本絹 も 大半は 半 練 6 
I である ◦此の 點で餘 程 唐 絹とは 異る代 6 に、 宋 絹との 區別が つき かねる 〇た C 宋絹 には 大體に 幅 廣の 
| ものが 多 S のに 反し、 日本 絹は 一般に 幅が 狭い ◦隨つ て 藤 原 時代から 旣に絹 を 繼いで 用 ひる 2 とが 行 
j はれた 〇それ も 最初は 眼 障 うになら ぬ樣に 、又晝 の 邪魔に ならない 樣に 、縫絲 を 以て 巧 k 繼いだ ので 
I ある 〇 故 {C 幅狹 物を 繼 S だのは 先づ 日本 絹と 見て ょいので ある 〇 けれども 藤 原 時代から 鎌倉時代の 初 
i めに かけて 用 a た 絹は、 大抵 宋 絹と 思へ ば 間違 ひ はない 0 

| 一  謙 倉 時代 以後の 晝絹一 鎌倉時代の 後期からは、 ぼつ/ \ 元 絹が 入 6込 んでゐ る (元の 時代は 短 S 間 
であつ て、 絹 も略宋 のと 似て は 居れ ど、 2. れは地 細と 言つ て、 織絲が 非常 R 細かく、 そして 絹の 質は 
著しく 惡い〇 殆ど 糸の 片寄つ た 所の ある 位に 惡い ので ある 〇それ から 元 絹 も繼い で 用 ひた ものが あ 
る〇又 此の 質の 惡い 絹 1: 用 ひた 時代 R も" 上等の 絹が あつて、 是も元 絹で ある 〇外 見は 略々 宋の 絹に 
砹 てゐる けれど* 又宋の 絹は 織絲が 太いから、 波 も 打つ やうな 乙とは 決してな かつた が、 元 絹 ^ なる 
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と、 何う かする と 上等 物で も 寄つ たのが ある 〇 鎌倉時代の 佛晝 などには、 此の 質の ょくない 元 絹が 大 
分 用 a ら れてゐ る 〇それ から 明の 時代になる と 盛に 明の 絹が 入 6 込んだ 〇南 北朝 以後、 足利時代が 3 
うで ある 〇尤も 南北朝の 前後 {C は、 餘程 絹が 拂 底して， q たものと 見ぇて、 應 永の 頃までは、 大抵 繼い 
だ 絹を 用 ひて ゐ る。 をの 頃の 佛畫を 見る と、 繼が ない ものは 殆どない 位で ある 〇所が 又 此の 時代には 
朝鮮 絹と S ふ もの •か 入 6 込んで. Q る。 乙れ は 鎌 倉の 末期 (C 渡 6 來つ たもので、 我が 邦に 絹の 拂 底を 吿 
げ てから* ぽつ < 見 ± るので ある 〇故に 朝鮮 絹 k 描いて あるから、 朝鮮 畫で あるかと 思 ふと、 存外 
3 うでな い もの も あるが、 特に 朝鮮から 絹 だけでなくて、 晝に なつた もの も 輸入され たと 見ぇて、 朝 
鮮晝が 數 多く 紛れ込んで ゐる ◦能 阿彌や 雪 村の 繪の 中 ^ は、 S うした 繪が紛 れ込ん で， Q るから 注意を 
しなくて はならぬ 〇 此の 朝鮮 絹と いふのは、 紗 と殆ん ど 同じ やうな もので* ま 乙と {C 粗つ ぼい 織 方 
がして ある 〇裏 打を して 使つ / 2 ものと M はれて、 繪 の具ヶ J 塗つ て あるのに 目がぬ けて* その 儘 ic なつ 
た 6 などして， Q る。 又 鎌 倉の 末から 足利時代に かけて は、 軍に 絹の 少い とい ふだけ でな く、 何 か 他 ic 
现由が あつた もの か、 禪宗 の坊 3 んの 方で 麻に 畫い /2 のが 澤山 ある。 その外、 紬の やうな ものに も 描 
いて ある ◦する 中に、 應永以 後になる と、 明 絹が どし < 入う 込んだ ので ある。 勿論 當時も 元 や 朝鮮 
の 絹を 用 CA てもゐ るが、 大抵は 明の 絹で ある 〇明の 絹は 近代の 己と で、 多くの 人の 知つ てゐる 通.^、 
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淸絹 又は 今日 用 ひる 繪 絹と 大差は ない ので ある 〇尙ほ 此の 鎌 倉。 足利時代には、 日本 絹と S ふ ものが 
餘 6 用 ひられて ゐ ない。 佛畫に は 元、 又は 朝鮮の 絹、 稍 後れて 東 山 時代の 山水 {C は旣 R 明の 絹と いふ 
j  乙と R なつて ゐる〇 

第 

八  二、 紙の 鑑定 法 

編 K 

日 一 | 日本 最古の 紙 一 天平 頃の 紙から 語る と* 乙れ は 先づ 書の 方から 行かねば ならぬ 〇 私の 一番 古 
い と 思 ふ 紙は* 景雲 經の 紙、 或は 光明 皇后 御 願經の 紙で ある。 此の 邊の 紙を 見れば、 略當 時の 紙の 見 

® 一  I 

鑑當 はつく。 御願經 は* 天平 十二 年の 光明 皇后の 御願經 のこと で、 ちゃんと 年號が 入つ て， Q るから、 紛 
定一れ ない 結構な ものである 〇尤 もこれ が 果して 日本で 出來 たかは 疑は しい 〇殊 (C 景雲 經 に 於て その 感が 
法 i 深いので ある 〇御 願經の 方は それでも 出來 た のかと 思 はれる が、 ま づ 怪しい 方で あらぅ 〇尙ほ 天平 か 
ら平安時代の初期へかけて、支那から盛に紙の輸入 5 れた證據には、奈良の正倉院を拜觀すると、御 
物の 中 (C 吉備公 將來の 紙な どい ふの が、 そつく  $ その 儘で 卷い た- ^などして、それは澤山ある。けれ 
どもそれも絹の場合と同じ樣に、程なく時代が變ると典に跡を絕つて、今度は甚だ質の惡い紙になつ 
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て. Q る〇然 し、 日本では 絹 ほど 紙の 製造は 發達 しな かつ / 2 爲めに "藤 股 時代に 入つ て も* 餘程 後まで 
紙は 支那の ものである 〇心經 の 料紙は 凡て 舶來で あるが、 貞觀 あた うになる と、 それが 非常に 下等な 
舶來 紙に なつて. Q る〇 尤も 此の 時代で も* 柱々 日本で 出來た らしい 紙で、 なか-^ 上等がないでも な 
いが、 それは 梶の 葉の 紙 か、 繭 紙と 稱 して、 眞綿を 以て 製造した 紙で ある 〇 無論" これ 等は 特殊の 紙 
であつ て、 普通の あ 經 紙と 見る こ とは 出来ない ので ある 〇是 等の 紙は 何れも*  m れを竪 に 引き裂かう 
としてもな か <破れ3 うに もない 〇極め て 丈夫な 紙で ある 〇尙ほ 古代の 特殊な 紙と しては、 聖武天 
皇の 頃の 紙と 稱 して お 骨 切なる ものが ある 〇乙れ は 粉を 入れて 製した かと 思 はれる、 手觸 6 の 3'' らざ 
らした 紙で ある。 何でも、 聖武 天皇が、 父 帝 元 正 天皇の 御 菩提の 爲め に、 その 御 骨を 粉と して 紙 {C 漉 
き 込まれた ので あると S ふので、 此の 紙に 字を 書く 者は 聖武 天皇の 外には ない と S れる けれど、 これ 
は 間違 3 である 0 今日の 硏究に 依れば、 あ 骨 切とは 眞赤 な噓で 、正に 支那から 輸入した 密香 紙に 違 a 
な so 乙れ は 唐 時代 {L あつた 紙で、 お 經を崇 める 爲め か、 それとも 蟲害を 防ぐ 爲め か、 密香 とい ふ植 
物性の 粉を 加へ て 漉いた 紙な のて ある 〇色は 茶色を して ゐて 、素地の 儘に 字を 書く 乙と が 困難な 故に 
胡 粉 5: 塗つ て その上 (C # いた ものである 〇 大聖 武と言 つて、 東大寺に 傳はる 賢愚 經と S ふち 經を 切つ 
た 切が、 この 紙な ので、 其 外の 御經 でも、 乙 の 紙で 書いて S へ あれば 聖武 天皇の 宸翰と いふ ことにな 
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つて 居る が 皆 S うでは ない a 字體も 日本人 か 支那 人が 不確實 て ある 〇 勿論 一人の 手では ない ので あ 
る 〇聖武 天皇の 鉛 翰 疑ない ものは、 JH 倉院 に、 御名の 入 〇 たもの が あるから、 それ ^ 照して 見れば 悉 
く fe るので ? > る〇 

I 藤 原 時代 後は 宋紙 一 藤 原 時代の 初期までは、 主として 唐から 渡つ た 紙が 用 CA られ たが* その後は 
宋 朝の 紙の 時代と なつた 〇宋 朝の 紙は、 藤 原 時代には 盛に 用 a られ たもので、 俊賴 卿の 東大寺 切の 如 
j きが それで ある 〇し かし 乙の 切は 上に 胡 粉が 引 S てあつて、 紙質を よく 知る 乙とは 出來 ない。 それ R 

j 似た の R* 淸 輔の齡 WLk 孤と いふの が ある。 又 例の 本願 寺 R ある 三十 六 人 集の 中に も、 宋 朝の 紙は 

^  r  --  -  tKJ. 

澤山見受けられる。一般に、宋紙 ^ は簾目が入 0 てゐる0それ ^ も粗いのと細いのと二種ある0又此 
時代 ^ 用 CA られた 詩 1 を 見て 置く と* よく 宋紙が 解る 〇それ k は浪に 鯉の 模樣 などが あつて、 直 ^ 特 
一色を 知う 得る ので ある 〇を して 詩箋 には 幅の 狭い ものが 多い 〇乙れ ic 晝でも 字で も 書く と、 今の 支那 
，の 紙と 違つ て、 少しも 墨が R じまない ◦浮いた やう k 見ぇる から、 見馴れぬ 人は攀 水が 引いて ある や 
: う ^ 思 ふので ある 〇それ 程で あるから、 紙の 肌は まこと ^ 滑つ 乙くて、 甚だ 結構で ある 〇當 時から 又 
支那の 澄 心 f 紙と いふ ものが 用 CA ら れてゐ る。 乙れ も 幅は 一尺 許うよ $ もない が、 少しも R じみの 出 
ない、 同じく 結構な 紙で ある 〇人 は、 支那 人は k じみの 出る 紙を 好く 樣 R 思 ふが、 決して S うで a な 


法 


定  鑑 


紙 


い 〇そん なのを B 漱 として 喜ぶ のは 今の 人' たけで、 唐 や宋の 時代 ic はそんな ことは なかつ た 〇こ れは 
畢竟、上手な人でなくては {^ じみのない、正眞正銘の墨色は出るものでないから、そ 2. に至らぬもの 
が、 ごまかし {c ic じみを 應 用し 出した ので あらう o ic じみがなくて、 しかもょ く 見ぇる やうな 書や畫 
でなくて は、 上達した 人の 作とは 言へ ない ので ある 〇 これは ょく 知らねば ならぬ。 

I  I 圯 紙と 朝" 说 宋の 紙 {C ついで 元の 紙の 用 ひられた のは、 絹の 場合と 同じで ある ◦元には 
| 矢 張 6 特別な 紙は なかつ た。 最初の 頃のは 宋 のと 同じ ものであるし、 後のは 明の 初期のと 同じ もの R 
I なつて. q る〇そ して 極めて 精巧な の も あれば" 粗末な の も あつて、 甚だ 不揃 a であつ た。 日本の 檀紙 
j かと 思 ふやうな もの、 或は 今の 朝鮮 紙に ffi< 似した もの も ある。 それは 朝鮮から 渡 來した もの かも 知れ 
j ない が 今の 朝鮮 紙とは 稍 違つ てゐ る。 今の 朝鮮 紙の 厚い のは、 發 墨の 工合が うまく 行かない けれど、 
i 鎌倉時代から 南北朝に かけて 用 ひられた ものは、 發 MT R 申 分がない 。尤も 乙れ は 紙 だけの 問題で なく 
一て、 紙と 墨と がう まく 合 ふのと 合は ぬのと で、 墨色の 發し 方が 違 ふので ある。 卽ち 昔から 言 ふ 通*^、 
支那の 紙には 支那の 墨、 日本の 紙 R は 日本の 墨でなくて はいけ ない ので ある。 乙れ を 支那の 紙 R 日本 
の 墨、 或は 日本の 紙 R 支那の M を 持つ て 行く と、 發墨が ま づく なる 〇そ こ は餘程 微妙な ものて ある 0 
その上 細かく 硏究 i すると、 紙の 種類 •性質、 墨 又は砚 の穐類 •性質 等が、 相性の あるな しで、 圓滑 
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と不圓 滑になる 譯で ある。 昔の 名晝 家な どは、 餘程 その 點に 注意した ものである 併し 雪 村の やうに 
支那の 紙に 持っ て 行っ て 日本の 墨で 描 s て、 一向 平氣で 居た とい ふ樣な 例外 もないで はない 〇元來 雪 
#• ょ禪宗 の ^ S ん で* 漱紀 sr i に ® < する の だから メ 何人も その 眞似を しては いけない 。又 此の 鎌 倉 時 
代 {^ 、日本紙と思はしい紙も用ひられた0多分これは朝鮮紙の眞似をして、日本で漉いた紙であら 
う 〇 乙 の 朝鮮 紙で も 日本紙で も" 原料は 皆楮 であるから、 殆ど 似寄っ た 出來で 、何れも 非常に 丈夫に 
出 來てゐ る。 日本の 紙は 昔から 丈夫で あって、 支那の 紙は 元来が 弱い ので ある。 朝鮮 紙 も强い 方の 紙 
で、 それは 所謂 朝鮮 屛風 の， 番 ひを 見ても 解る ので ある 。支那では 己の 蝶番 ひを 革 や 糸で やって ゐる 
のを、 朝鮮では 古くから 蝶番 CA にして ゐ るので ある 〇これ は 紙の 强 s 證據 である。 又 支那 紙は 蟲が嘗 
め 易く、 日本のは 餘 6 嘗められない。 又 嘗めた 痕が 、支那のは 一面 -{C 剝げる けれど、 日本のは た C 蟲 
の 嘗め / 2 所 だけ 筋に なって 剝げる だけで ある 〇尙ほ 元の 紙が 渡っ てから 明 紙が 渡つ たが、 乙れ も 結構 
な 紙で、 只今の 唐紙ょう もずっ と 上等の％ のさへ あった 〇明の 成 化 年代には、 庫 紙と 稱 して、 宮中で 
* 晝に用 ひられる 特製の 御用 紙を 抄いた 位 だから、 餘 程進步 してゐ て、 今の 唐紙の 極上 等で も、 匹敵 
する <1 とは 出來な いので ある 0 

|~ I IBI 本 製紙 術の 沿革 I 次 {C 日本の 紙に っいて 少し 言って 置かう 。昔の 日本の 製紙 術は 極めて 幼稚で 


あつた 〇 純粋の 楮を 原料と したから、 性質は 頗るよ いけれ ど、 出來榮 ぇが 甚だ 拙 so 一一 百 五十 年 前、 
元祿の 頃までは、 如何に 上等の 紙で も 溜 6 が あつて* 平滑に 行かな かつた から、 晝な どを 描く 乙と が 
j 出來な so それ 故 藤 原 時代は 勿論* 足利時代まで* 日本の 紙 {C 描いた ものは 殆どない ので ある 〇但し 
- 一前に 述べた 雪 村の 如く、 障子紙の やうに 繼いで 用 ひ た 人 も 折々 ないで はない ◦然る R 元祿の 頃になる 
I と 製紙 術が 非常に 進步 して、 正德 •元 文 •寶曆 の 頃 (C かけて はだん < よくな 6、 その 頃から 又 生 漉 
| きとい ふの が 出來た 〇これ が大な る 進步で あつて、 多分 黃蜀 葵の. 糊を 入れ 力ので あらう 〇 それから 
の 一は 紙が づつ とよくな つた ◦天明* 寬 政の 頃まで が、 先づ 日本紙の 全盛 時. 代で、 質の よい M と、 抄き方 
鏗 I の 上手な 己と、 ま 乙と ic よかつた ので ある 〇所が この 生 漉き は 原料が 高く つくので、 物價の 騰貴した 
i 世の中では 向かない 〇そ乙 で 幕末に かけて 次第 (C 紙質が 惡くな 6、 文化 •文政と なると 同じ 生 漉き でも 

定一  すだれ 

I すつ か-^ 違つ て來た 。それでも その 頃までの はま だ 色が 黃 色目 (C 茶を帶 びて、 簾の 目の よく 見ぇる、 
法 j 生 漉き の 特徴を 布して ゐた が、 文政 以後は 擬ひ物 ばか うにな つて、 外見は 同じ やうで も、 質の 全く 違 
つて. Q る 紙に なつた ので ある 〇 私の 少年 時代 {C は" 茶 判 紙と いふ ものが あつたが 、乙れ は 生 漉き の 末 
とで も 申すべく、 それで も 今日の 紙とは 全く 異つ て、 その 儘では 面が 粗くて 物を 書く ^ とが 出來 ない 
た あにわ 打 つて 用 ひたので ある ◦然る ic nJJ 治 年間 (C 入つ ては、 紙の 原料に 藁を 混ぜる 2: とを 覺 
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三 七 二 

え y2 ので、 それ以来 口 本紙は 全く 墮 落した ので ある ◦先づ 以上の 2. とを 知 〇 て、 各 時代の 紙を 見 H ぱ 
大體 の見當 はつく であらう 。兎に角 紙は 支那 物が 本位で あつた 0 

三、 墨色の 鑑定 法 

| 極 » I て 主い 墨 一 墨の 極めて 古いと 2. ろは 矢 張う 天平 時代で あらう 。此の 時代には 朝鮮 墨が 用 
ひられた が* これは 性質* か餘 6 よくは な so 殊に i くて い けない 〇墨が 粗惡 なる のみならず" 此の 時 
代 ic は ^ も惡 かつ / 2 〇 天平 時 代の砚 はが して ゐる か、 S うでな くば 硝子の やうに 平滑で あつて 
何れもうまく墨が^-うなかつたものである〇於倉院ピある滑つ乙い硯の如气美しいには美しいが" 
實用 としては 基' た 面白くない 〇尤 も* ^ れは 日本の 视 'たけでは なく、 支那の 硕が餘 6 よくな かつた の 
である 〇そ こで 稍 後には*  SS 卿と いふ ものが 出來た 。乙れ は 旣に延 喜 式に 見える もので、 燒 物の 瓶 
の 底を 切う 取-^* 木の撕 をつ けて、 それに 漆を かけた ので ある ◦燒 物の 漆 塗で あるから* 適當に 造つ 
て あれば 甚だ 調子の よい* 墨の お 6 の 面白い ものが 出來 るので ある。 隨つ てこれ は 多く ) [J ひられ、 製 
法 (C も 色々 の硏究 が 出来 / d ものと 見え、 漆は 七 回 かける のが 最もよ く、 をれ よう 多く かけても" 少く 
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かけても おぅ 工合が 惡い とい ふ 程に 細かく 硏究さ れてゐ /2 o その外には 支那の 硯*  kM  (朝鮮の こと) 
の硯 が、 藤 原 時代まで も用ゐ られ て. Q たが、 皆よ い 砚とは 云へ なかつ た。 墨が 粗くて その上に 硯が粗 
いの だから、 仕様がない 譯で わつ た。 そして 此の 時代の 墨は、 支那 製のに は 油煙 墨が 多く、 日本製の 
には 松煙 墨が 多い 乙と、 遙に 後の ものまで 同じで ある 〇日 本で 松煙を 用 ひるのは、 唐 代の 古法の 遺つ 
たので ある。 尤も、 昔 も 油煙がないで はな S が、 皙慣上 乙れ を 用 ひたので ある。 又 支那では 上等の 墨 
は 油煙を 用 ひ* 下等 ic は 松煙を 用 ひて ゐた〇 後世は 日本で も 油煙を 上等と し* 松煙を 下等と する 〇古 
代 上等 墨の 產地 なる 武佐 など も、 後世は 下落して 武佐 墨と いへ ば、 下等 墨の 代 名と なつた ので ある 0 
乙れ 等 も 松煙を 堪門 としたから JC 原因す る 〇隨 つて 汕煙專 門の 奈良 墨は、 次第に 進步 した もので あ 
る 〇し かし 日本の 墨は 概して 此の頃には よい 物が 出來な かつた から、 大抵は 支那から 輸 人した ものを 
用 ひた 〇藤原 時代 以後 も、 舶來墨 が 珍重 3 れ 、よい ものを 書く 時 (C は 必ず 己れ を 以てした ので ある 0 
それだけに 又、 支那の 油煙で 出來た 墨は だん-— 進歩して、 分子の 細かい よい ものが 出來る やぅ ^ な 
つてゐ た Q  0 本 墨で 描 い たか、 支那 墨で 描 S たかをよ く 見分ける (C は、 色 {C 依る が 一番よ い〇卽 ち 日 
本のは 松煙た から 墨色に 靑みが 見ぇる が、 支那 墨は 油煙で あるから、 飽くまで 黑くな つて ゐる 。よい 
物 ほど 黑 5 が 興しい のて ある 〇古筆 切を 見る と、 此の 點が よく 解る ので ある C そして それには 大抵、 
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支那 墨を 用 a て ある m とも 知られる 〇し かしこれ 等の 己とは 皆 多年 經驗に 依つ て 明瞭に 分る もので* 
物を 見る 時の 注意に 依つ て 生ずる ことに 外なら ない 0 

一 唐墨と 宋墨 一 次に 藤 原 時代の 中頃から b 例の 唐が 亡びて 宋の 起る (C つれて。 宋墨が ぼつ ぼ 

第つ 入 6 込んで 來た〇 定家卿 前後の 古筆 切 や繪晝 には、 宋 墨 ?: 用 CA た 形跡が 著しく 見ぇる O  f れが 、鎌 

八 | 倉から 足利時代 {C 入る と、 殆ど 全く 宋墨 のみと なつて ゐる〇 そして 仑 の tM には 日本の 墨は 質が 惡 く、 

編 i 殊 (C 展びな いからくまなどは取れなかつ /2 冬のと見ぇ、全く使用されてゐない0墨の展びの最も必要 

日1なのは、此の隈取ぅの場合であつて、思ふ樣に筆について墨が伸展して行かなければ、濃淡の味の面 

本 | 白 S 隈は出 來るも のでは ない ので ある 〇そ こへ 行く と、 支那の 墨、 殊に 宋 代の 文化の 發 達した 頃の 墨 

はま 乙と {C 細かくて、 使 a よかつた ので ある 〇明 墨 {C なつても 同樣で 、なか-^- よい 墨を 製造した も 
鏗 

定ので ある。 然る ic 明 末から 淸 初 {C なると、 支那で も 墨の 性質がず つと 惡く なつた 〇ァ C れは 此の頃から 
法 一 膠の 代 $ {c 鰾 膠、 卽ち阿 膠を 用 a る 乙と R なつた からで ある 〇阿 膠で 練つ / 2 墨は 何故 惡い かと いふに 
| 流れる ので ある 〇昔は 良 墨で 描いた 名畫 は" 千年の 後 も秀潤 尙ほ存 すと 言 はれ / 2 ものであるが、 阿亂 
で 描く と 千年 ど 2. ろか-十 年 も 持 / 2 ない ◦否、 描き あろし の畫で も*！^ 裝 しよぅと すると-ず ん< 
墨が 流れ 落ちる と S ふ有樣 である。 元來 、支那は 海國で なくて 陸國で あるから、 獸こそ 多 けれ、 魚類 


は 甚だ 少い〇 それ故に 魚類の 鰾から 取つ た 阿 膠な どい ふ ものは、 そんなに 澤山 はない ので ある 〇隨つ 
て 價も獸 膠よ 6 高い ので あるが、 わざ-^ そんな ものを 用 a た 理由は、 膠に 比して 此の 阿 膠の 方が 目 
方が つくからで ある 〇明末 •淸 初には* 墨は 皆 量目で 賣つた ものであるから、 その 製造 人は、 ^ れを增 
す爲め に、 墨 質の 惡く なる の も 厭は ずに 盛に 乙れ を 用 CA たもので ある 〇これ を 用 ひ 始めて 以來 、支那 
の 墨は 俄に 惡く なつて 了つ た .0 紙 や 墨の 表面の みに 墨が 浮いて ゐて "うまく 素地 ic 落ちつかない、 S 

の 

j れば 流れて 落ちる のみならず、 輕 .く 見ぇて どうも 晝の 重みの 足うな い 感じが する 〇その 代うよ く展び 
| て、 發墨 もなか^- 面白く 行く ので ある。 見たところは 却つ て 阿 膠 墨の 方 ^ 黒々 とした 色澤が あつて 
I 美しい ので ある 〇旣に 夙く から 支那で もこの 墨を 多く 使つ てゐ たので ある 0 

: 1 5$ I け 葡 然る R 日本では、 正直で あつたの か、 乙の 製法 1: 知らな かつた のか、 阿 膠 墨 
| とい ふ ものは 遙に後 まで 製造され なかつ た。 それ 故、 德川 時代に 入つ ては、 支那の 墨よう も 却つ て 日 
本の 墨の 方が 質が よくて、 奈 良の 發 達し / 2 松煙 墨な どは ま 乙と (C 結構な もので あつた 〇と乙 るが その 
日本で も 天 保の 頃に なつて 墨屋の 方が これを 造う 始めた 03 うなる と 目方の 關 係から、 今度は 膠 墨は 
造らないで、 阿 膠 墨 ばか. CN を 造る とい ふやうな 有樣 となつ / 2 Q f 乙 で 今日 用 CA る 墨は、 良否 (C 拘 はら 
ず、 大抵 阿 膠 墨、 卽ち 洗へ ば 流れ 落ちる 墨と なつて 了つ たので ある ◦無論、 奈 良の 古梅 園と いふ やう 
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な 老舗では、 昔風の 上等な 膠 墨を 造らぬ ではな S、 それ (C 今も槪 して 支那の 墨ょ 6 も 日本の 墨の 方が 
質は ょ S と 言 ふべき である。 尙ほ 文化 •文政 頃の こと、 例の 谷文晁 は、 此の 膠 墨と 阿 膠 墨との 秘訣を ち 
やん と 心得て ゐて 、膠で 出來 た 和 墨に、 阿 膠の 唐墨を 混ぜて 用 ひた 〇さ うする と、 發 墨の 工合が 展び 
展び として 光澤 •か あり、 如何にも 美しくて、 しかも 流れ 落ちる やうな 心配がない ので ある 〇一擧 にし 
て兩 得と いふ 次第で ある 〇 彼は 此の 墨を 以て あの 通う 暢達 自在なる、 大規模の 繪晝 を 描き、 をして 
「俺の 畫は 千年 經つて も 色が 變ら ない」 と 傲 語して ゐ たので ある。 變らぬ 害で ある、 彼は f の 秘訣を 
知つ てゐた ので ある 〇尙ほ 此の 墨に 依る 鑑定は 甚だ 大切な％ ので、 乙れ が 解らない と眞の 鑑定は 出來 
ない ので ある。 私が 座敷へ 通されてから、 遠く 離れた 床の間の 軸を 見て、 圖組や 落款な どは 少しも 分 
らな い でも ' 乙れ は 探 li です ね」 とい ふと、 何う して それが 解る かと 驚く 人 も あるが、 それは 私が 平 
生から 墨の 色 ^ 見知つ て ゐ るからで ある 〇探幽 の 用 CA /2 墨の こと 5: 知 6 、その 特色を ち ■やん と 呑み込 
んでゐ るから、 假令畫 は 見ないでも、 その 色で 卽 座に 分る ので ある ◦然 らば f の 色とは 何かと RtJ はれ 
たなら* 日く 言 CA 難しと 答へ る 外は な so それには 勿論、 墨の 調子と いふ もの も あらう が、 その 人の 
用 CA' た 墨の 色の 濃 さ 加減、 又は 光澤、 それから、 その 墨から/? のづ から 現 はれる 晝 面のに ほひと いふ 
やうな 乙 とが ある 〇乙れ 等の 見分け S へつ けば、 眞僞も 大抵は 看破され る ものである 。然し それを 知 


つて、 熟する のが 容易な 己と ではない 〇た 澤山の 名作を 見馴れる 外は ない ので ある 0 

四、 畫 筆の 鑑定 法. 

四- 

©• 1 一昔の 筆と 今の 筆 | 筆の 材料は" 昔は 狸と 鹿と 5: 用 ひた もので、 極めて 古いと M ろ、 天平 時代 頃に 
筆 I なると、 鹿 毛の みを 用 ひたので ある。 正倉院 御物の 如きは、 悉く 鹿 毛の みで ある 〇それ がだん < 支那 
一風の 入る につれ て、 狸 毛の 筆が 出來 ると、 狸 毛 •鹿 毛と 斯う 二つに 分れた が、 それでも 最初の 頃は 鹿 

の 一 

一毛の 方が 多 かつた 〇し かし 之れ も 次第 (C 變つて 行く と、 ぴん とした 馬の 毛を 用 CA た 筆な ども 見る やう 
„5 になつ た 〇近來 も 3 うで あつたが、 狩 野 家では 古くから 面相筆に でも 心を 狸に して、 周 園を 鹿の 柔い毛 
定一にしたのを用ひた0と乙ろが今の面相筆は*大抵狸の3し毛を用ひてあるから、筆の穂全部がぴんとし 
法 j て. Q る 〇 筆の 出來の 精巧な 點 では、 到底、 昔のは 今のに は 及ばない が、 晝の 出來榮 ぇの 面白 S には、 
昔は 昔で 特色が 出てゐ た 〇卽ち 中が 狸 毛で びんと して. Q て、 をれ で 周 圍の鹿 毛 {C 墨を たつ ぷ $ 含んで 
ゐ るから、 如何にも 描 s た畫 R 潤 ひが あう、 膨らみと S ふ ものが あつた 〇然 るに 今日で も、 鹿と 狸と 
の 混つ た 筆は あるけれ ども、 それは 本當 ic 交-^ 合つ てゐ るので、 心と 周圍 とを 別々 {C する やうな 乙と 
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はやつ てない 〇仑 の 方が もちの 點 から 言へ ばよ ろしい けれども、 筆から 出る 味は 昔の {C 全く 違つ た 趣 
があつ /2 。筆に依つて昔の晝と今の晝とを鑑別する場合に、最も大切な乙とは、今の筆で描いたのは、 
線が はつき うと 切つ たやう {C なつて ゐる〇 如何 ^ も 手際よ く、 きれい R きび  <  と 行つ た 描 線 {C なつ 
て. Q るが、 それは 狸 鹿 混合の 筆 か、 もしくは 狸 毛を 用 a たからで ある？ 殊に 鹿は、 鹿の 夏 毛と 稱 して* 
眞 夏の 頃に 生ぇる 若い 柔かい 毛が、 筆と しては 最も 貴ばれた ものである けれど、 當今は 法律で 禁ぜら 
れて 夏期は 鹿を 獵 する 乙とは 出來 ないから* 夏 毛の 良品は 先 づ絕對 にないと 云つ てよ so をれ 故 {C 鹿 
s> {c たつ ぷ 6 墨を 含ませて 描いた やうな、 昔の ふつ くらと した 線描き の 味は、 今の 筆では 出來 ない の 
である 〇從 つて 近い 頃の 狩 野 派た る 伊川 •晴川 あ の 描いた やうな 繪で すら b 今の 人が 今の 筆を 以て 
描く わけには 行かない ので ある 0 

I 狩 野 面の 筆に ついて i よく 私の 所へ、 「古法に 依つ て 描きます」 など、 言つ て來る 者が ある。 私は ^ 
の 時 T 馬鹿な 乙と を 言 ふ もので ない ◦今時の 人に 何う して 古人の 筆法が 出來る ものです か。 萬 事が 昔 
と 今とは 違つ て， q るので す。 第一に 筆は どうします か ◦それから 先づ 昔の ^ 取う かへ て 描か / j: ければ 
駄目です よ」 と說 明して やる が、 實際そ れに違 ひない ので ある 〇又近 來* 古 畫の僞 物を 造つ 穴うな ど 
しても、 一見 直に 看破 S れ るのは、 此の 筆の 工合が 違 〇 て. Q るからで ある。 これは 墨の 特色 ほどに ?/ 
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づか しい ことでは ない の* たから、 素人で も 少し 心 懸ければ ® [ に 分る であらう 〇古 いところ は 勿論、 德 
川 時代に 入つ て も、 狩 野 派では 長い間、 心を 狸と し、 周圍を 鹿 毛と したから、 線の i らみを 失は なか 
一つた ので あるが、 抱 一となる と旣に 大違ひ である 〇餘程 切つ たやうな 描き 方に なつて ゐる〇 同じ 光琳 
j 派で も、 光琳 や宗 達では 勿論 そんな 線はなくて* 悉く 丸みが ある 〇先づ 抱 一 以後で ある 〇ど うかす る 
I と 抱-や ^ 浦の 繪が 光琳 あたう と 見誤られる が、 ^ の 筆 線を 心得て 居れば 决 して そんな ことは ない 
I ものである 。己の 狸の 3 し 毛を 多く 用 ひ る やう ^ なつた のは、 例の 傑物圆 山 應擧な どから であ _ら う 0 彼 
| は - W- らきれ sk 手際ょ く 描く 乙と を 心 懸け / 2 人で あるから、 工夫に 工夫を 重ねて-色々 な 戴ず を やつ 
一 たもので あらう 。その 證據に は、 彼の 繪を 見る と、 何處ま でも 地の 白い と 乙 ろ と* 線と がは つきう 行 
つて. Q る。 をの 間を銳 利な 见 物で 裁ち切つ て あるかと 思は れるほ どきれ いに なつて， Q る O  rj n は 一つ 
は 筆を 橫に 使つ て、 燈心草 を 描く にも、 幅を 橫 にして、 ずつ と 一文字を 引く とい ふずる S や $ 方を し 
たに も 依る が" 同時に 又、 狸の さし 毛の 秘傳を 試みた から (C 違 ひない。 

曾から あつた 111 の 色々 I 尙ほ序に、昔から用ひられた樣々な筆のことを語つて置かう。支那では* 
昔は 鼠の 毛を 筆 ic したと あるが、 しかし それは 勿論 普通の 小 鼠の 毛では ない ので ある 〇 栗 mT の既 ぼの 
邊 にある毛を取つて筆に製したのである〇それから-支那では古ょう狼毛があつた〇乙れも普通叫齡 
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三八〇 

の 毛 か 何 かは 知らぬ が、 用 ひられた 形跡は 多い ので ある C 又 羊毛 も 明の 頃には 屢々 使は れてゐ る〇こ 
れは 蒙古から 羊毛が 支那 內地 ic 入 6込 む やうに なって 以來で あらう と m 心 ふ。 董其昌 の 如きは 好んで こ 
™ の 羊毛の 筆を 川 ひた ものである 〇狸 毛の 用 ひられ 出した のは、 栗鼠が だん^- 少く なつてから であら 
| う。 倚 ほ宋以 後の 支那では、 鷄毛も 出来た し、 近年は 篆書 5: 書く {C は 鶴 •鴻 •雁の 如き 大きい 鳥の 毛 
一が ょいと S ふこと (C なって、 をれ 等で 製した 筆 も 多く 使 はれて 來た〇 日本 {C は’ ' S: だ それ 稃奇拔 な 筆は 
I ない が、 藁 筆と S ふ ものは 昔から 用 ひられて ゐる〇 雪 舟は 乙れ をょ く 用 ひたとの ことで ある。 あの 墨 
| 氣 の潑淛 たる、 所謂 破 墨 山水の 如きは、 この 筆で 描かれた のが 多 S。 藁 筆は 新蘂を 取って" 袴 5: 去 $、 
それを 暫く 糠味噌の 中に 漬けて 置 S たもので 製造す るので ある 〇無論 それを 以て 細密な ものは 描けな 
一 S が、 大文字と か、 張 6 っけの やうな 大きい 畫 面を 描く {C は、 粗なる 面白い ものが 出來 るので ある 0 
斯んな 次第で、 筆は 昔から 支那の 物を 多く 用 ひたとは 限らない やうで ある 〇 支那の 紙には 支那の 墨と 
::  いふ M とは あつたが、 必ら ずし も 支那の 筆を 用 ひるには 及ばな かつた ので ある。 そして 此の 筆は 右の 
j 如く、 筆仑の 物 も 鑑定 上の 參考 になる が、 筆の 持ち 工合が 一層 大切なる 乙と を 忘れて はならぬ。 それ 
に っ S ては 以下 {C 述べる、 各畫 家の 特色のと 乙ろ で、 略 承知 あ 6 た S と E 心 ふので ある。 


五、 東 山 前後の 畫の 鑑定 法 

坰兆及 如 41* の畫 とい ふ ものは 非常に 混雑して 居て、 まことに 見 判け 難 so それは 
東 一 近世の 鑑定家が、 無 間に 兆 殿 司の 作と いふ 鑑定を 下した ので、 少し 畫に强 い 所が あると* 一  も 二 もな 
山 |  く 彼の 作に して あるた めに、 容易に 見 常が っかない 。支那 畫の 少し 日本 臭いの も 交っ て 居れば、 羅漢 
後 | でも 何でも 持って行っ て 殿 ^ • として ある。 然し 彼は 初め 宅 磨から 出で \ 古 土 佐も硏 究を すれば、 
宋 元の 畫 風を も 知っ て® たので、 岡は 宋元 風で、 筆法は 宅 磨を 主と し* 日本風と 思へ ばょ いので あ 
の j る C 先 づ宋畫 ょ 6 も 宅 磨 派に 近いので ある 〇 それ から 彼の 人物 畫と 山水とは 筆法が 異 って ゐる〇 人物 
於一 は 巧みで あれ ど.* III 水は それ 稃に のびて 居ない ので ある 0 それ R 眞 跡と 思 はれる ! II 水は 至つ て 少なく、 
決 I III 水を 描いた かも 疑は しい 〇當 時の 山水は 皆、 明 兆 か 啓 普 記 か、 少し 降っ た 周 文 あたりに なって 居れ 
I ど、 これ 等には My ii が 多い と 知らなくて はならぬ 。抑 ほ當 時の佛 畫 は、 從來な かった はね 込み 彩色を 
やつて， q る ◦乙れ は !!;]• 兆の 風を ^ つて 以來で 、墨を 主として 甚だ ぞんざいな 佛晝が 此の頃から 見られ 
6 ので ある o -IK r の 佛畫は 一々 密 執 (C かなっ たもので、 なか-^ やかまし かった。 坐した 蓮華が 赤で、 
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手 (C したの が寶 f 連 華、 纓 絡の 色は 何、 金は 金、 白綠は 白線-^ ち やん と經 文通 りに 法に かなはなくて 
はなら なかっ たが、 此の頃からの 佛畫 は、 禪宗 風の ものでなくて， も 甚だ 亂れ た もので あった 〇そ して 
鎌 倉 初期の 粗なる 佛晝と 足 利 末の 佛畫 とはよ く 似てゐ るが、 11 & きは 違. ってゐ る 〇鎌倉 初期の 宅 磨 派 
などは、 筆を 眞直に は 持つ けれど、 極めて 直で あるとは 言へ ない ◦幾らか 筆の 腹を 使 ふ。 そして どん 
な ものに も、 肥瘦を 以て 衣 文の 蔭 影を 造っ て ある 〇 然る {C 兆 殿 司に 次る と旣に それが な い〇 筆は 常 ic 
極めて 眞直に 持っ て、 腹 1: 出 S ない 〇そ して 蔭 影 も 餘 6 作っ てない？ 兎に角 佛畫が 紛糾して 解り 兼ね 
る やうに なった のは、 明 ^ • 以後で ある 〇 同じ 派の 晝で も 3 っと し / 2 禪宗 式な 晝も あれば、 眞言 や 天台 
の坊 S んか ら賴 まれて 描いた、 丁寧な の も あって" 甚だ 複雜 し - -C 居る。 彩色の 如き もなか <  丁寧に 
したの が あって、 乙れ は 足 利 末期では なく" 以前の 宅 磨 派で あるかと 見られる やうな のが ある 〇 よく 
よく 見る と、 墨描きの 線が 粗っ ぼくて、 それ (C 丁寧な 彩色を 施して あるから、 凡そ 此の頃と いふ 見當 
はつく ので ある。 

I 交 D [;A1 J んた支 卵 晝 I 又 此の頃の 晝 {C は 支那 晝が隨 分 交う 込んで、 日本 物と 混同して ゐる〇 例へ ば 
朱 衣の 釋迦の 如きに、 それが ある 〇釋迦 と 限らず、 文 珠® 普賢 •諸 羅漢 等の 顏手 足を ば、 黃 土を 以て 
黃黑く 着色して、 朱の 袈裟を 着せ / 2 やうな 晝に 作って ある ◦斯の 程の 畫は 日本人の 描い / 2 のか" 支那 
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から 度つ たの か 解ら な S ものが 隨分澤 山 ある 0 乙れ には 我々 も餘程 困る ので ある 〇と いふのは、 一つ {C 
は當時の畫は多く明絹、卽ち斯來のを用ひてゐたから、絹が爻づ渡來物である0そ乙へ持つて行つて、 
當 時の 弗 晝師は あげう つし とい ふ 乙と を やつた 〇今 も S うで あるが、 その 當時 から 習慣と して、 支那 人 
の 描 s た 畫の 上へ、 支那の 絹を 載せて、 それで 以て 原 晝の通 6 に 下め を 見て 上へ 模寫を したので あ 
る。 相當 器用な 者が こんな ことを やる と、， M, 僞の _ 判別 ; C 苦しむ 位な ものが 幾らでも 出來 たので ある 0 
甚 しいのに なると、 支那の 繪 具 5: 用 ひるから、 描く 人が 日本人 だとい ふだけ で、 他は そつく  6 その 儘 
支那 風になる ので ある 0 /2 <それ.等を判別す -5 敌訣があス 0 .> れは ^ の畫の墨描きを見る乙とであ 
る 〇精密に調べる段に次ると筆から歡鑿をして、日本の筆か支那の筆，かから見別ける0ま5か筆爻で支 
那の ものは if] ひない から 大抵 判る 〇ぞれ に 骨 描き {C 用 ひる 筆が、 .0 本のは 狸 毛と 鹿 毛 5: 混じて あるか 
ら 、墨を ょく 含んで、 ぼつて. 〇 した 肉 づきの 線 R なる .0 それ ('C 反して 支那の 筆は 肉が 少 くて、 筋の 多い 
線に 描ける ので ある。 線の 細 太に 拘は > -b ず、 筋が あつて 勢の ある 筆勢なら ば 支那の もの、 ぼとうと し 
て 肉づい て 居れば 日本 物と して 差 支ない 〇又繪 の 具 も 舶來物 も あれ ど* 大抵は 日本 繪具 である 〇兆殿 
* の 繪と稱 する もので、 その 實支 那繪 具の 上等で 描いた ものな どは" 餘程 怪しい と 言はなくて はなら 
WO 
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r 雪 舟 鑑定の； 一  雪 舟の 鑑定には 先づ 描き 方と 墨色と を 知らねば ならぬ 〇雪 舟の 畫は 逸品とは 
言 ひながら、 又 支那の 影響は あぅ 乍ら、 一方 兆 殿 司の 風を 襲いだ 所が 甚だ 多い。 それに 雪 舟は 北晝風 
であつ て、 南晝 なら 同じ 懸腕 直筆で も、 何から 何まで 描いて 行く 主義で、 皴も餘 6 塗らずに、 一々 筆 


■'ひつ 


で 描く 方で あるが、 北畫は 水を つけて 上から 墨を 塗 6 隈を 取る 〇を の爲め 橫筆が 多くて あびせ かける 
が、 雪 舟の 畫 もやは 6 隈 を 橫 から あびせて あう、 皴も斧 劈皴を 用 a る だけで ある 〇隨 つて、 雪 舟の 畫 
はわ S そがな いほ ど R 懸腕 直筆で、 不器用 R なつて ゐる〇 しかも 光澤の 見ぇる のは、 如何 R 彼が 骨を 
折つ て 描いた かを 知られる ので ある 〇只 、彼の 作と して 坊間に 藏する ものに、 殆ど 眞跷 のな S ことを 
忘れて ならぬ 。百 幅の 中 九十 九 幅までは 先づい けな S ◦足 利から 衆 山 時代の 繪は 、兆 殿 司で も 啓 書記 
でも 周 文で も、 皆 S うで あるが、 殊に 雪 舟に 於て 然うで 、由緒の 正しい もの ^ 却つ て 怪しい ものが あ 
る。 それ 故 雪 舟のは 箱 書 や添狀 や、 由緒は 何う であらう と、 餘程愼 重に 見なくて はならぬ 〇然 らば 彼 
の畫の 鑑定の 乙つ はと 言へ ば、 先づ 墨色を 見る 乙と である 〇それ S へよ く 見れば よいが、 最初から な 
か/ \ 見ぇる もので ない。 雪 舟の 墨色は 隈 を 見る のが 一番よ S。 雪 舟 以前に もく まがないで はない が 
雪 舟 ほど 乙れ を 慣用した ことの 多い 者は ない 〇兆殿 司と 雖 も、 雪 舟の やうな うまい 隈取 5 は出來 なか 
つたので ある 〇己れ は 彼 (C 依つ て 完成し 7^2 と稱 しても よ スしい。所で乙のくまは、墨の惡いのでは取 
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れる ものでは ない 3 それでは 决し て展び .な S から" 如何にも 自在 (C 暢達に 展ば 3 うと 思へ ば、 先づ墨 
から 吟味し なくて はならぬ 〇然 る {C 日本製の 墨は をの 質が 粗で あつて、 隈取う {C は 甚だ 妙で ない 〇雪 

r 

j 舟 も それを 知つ たから、 支那 墨を 用 a てゐる ◦その上に 支那 墨には 美しい 光澤が ある 〇た < 墨 ばか 6 
| で、 浮は つ s てゐ ると いふので なく、 光つ て 沈んで ゐる Q 己れ が 雪 舟の 繪の 一つの 特色に なつて ゐ 
る。 又 雪 舟の ものは、 弟子の 周 耕や宗 淵の ものと 紛れ 易い。 出來の 上では 一見して 優劣は 分らない 位 
| であるが、 墨色と なると、 如何 k 紛は さう としても 紛れな so をれ でも 宗淵 あたう にはよ い 墨を 用 a 
一て あるが、 周 耕な どのは 餘程 墨が 劣る 〇周 耕のは 東京 美術 學校 k 在る 『鐘 馗』 を 見れば 分る 〇先づ 雪 舟 

一  D 

一 のは 墨の よいと 乙 ろ と、 くま 取う のうまい 所を 見れば 分る 0 

^ I  1 眞僞 ；|1_调  1 の_舟@ 併し、 一つ 困る 乙と ^ は、 雪 舟には 眞僞何 れに してよ いか 分らぬ ものが あ 
j る。 それ ^ は 彼の 畫を 見る 三 段の 心得が 必要で ある 〇卽 ち畫が 凡て 整つ て、 描き 振 墨色 も、 落欵 
一 も 印章 も、 悉く 一點の 疑の な S ものは 別と して、 その他の 雪 舟と 稱する もの k は、 第一に 畫と 落欵と 
がよくて、 印章の 惡い もの-第二 {C 畫が よくて 印章と 落欵 との 惡い もの、 第三 (C 印章 だけよ くて、 畫 
ネ落欵 も惡い ものと、 斯う 三 段の 紛れ 物が ある 〇何故 かとい ふに 雪 舟の 畫は當 時から、 結構な 晝 と 3 
n 穴ので、 欲しがる 者が 頗る 多 かつ 穴 〇そ 乙で 生前 R も 描いて 貰つ たが、 死後 R 於ても 彼の 畫を 求め 
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る 者が 非常 R 多 so 然るに 彼は 恬淡 無慾の 禪僧で 、た C 好きで 描いた の だから、 乞 はれる 儘に 誰に で 
も與 へたし* 又 その 居た 寺 {C は 何處で も 長 持 ^ 一杯 位、 彼の 描き 遺した 畫が あった ものである 〇勿論 
一 その 中には 落 t も 印章 もない 樣な のが 幾ら も あ 〇 たに 相違ない 0 をれ を 彼の 歿後 (C なって、 爭 CA 求め 
一る乙と、なっ /2 。反古同樣なものを持ち出して、各自に珍重ずる所から、彼の後を襲つて雲谷庵 ^ 居 
一た 秋 月の 許へ 行っ て* 乙れ {C 雪 舟 筆と 書き 加へ て 下さいと 賴ん だから、 當 時の 乙と では あ $、 秋 月が 
如才ない 男で あったので， 唯々 として 「雪 舟 筆」 と 書 S て やった ので ある 〇 無論 雲 舟の 眞 M {c 違 a な 
| いの だから、 惡 い 乙と、 は 思は なかっ たで あらう 〇そ して 雲 谷 庵 k 保存して ある 雪 舟の 印章を 捺した 
乙 と 故、 立派な 雪 舟の 眞蹟が 出來上 った。 rJ /L なのが 後世から 見て、 畫と 印章と がょくて 落 欵の惡 $ 
ものが 出來 上る ので ある。 故に 落 欵だ けを 見て 疑は しいな ど、 思つ ては ならない 。然るに 乙、 に 又 雪 
舟には 弟子が 澤山 あったし、 雲 谷 庵な ど ^ 澤山そ の 遺作が 保存 3 れてゐ たので、 大勢の 人に 依って 彼 
の晝 の模寫 された ものが 頗る 多 かった 〇技 術の 進んで 腕の ある 人の やっ / 2 模寫 なら、 雪 舟のと 比べて 
見て 7P 一寸 解らない 〇そん なのが 何時の間にか 又、 雪 舟の ものと なつて 了つ たので ある 〇中 ic は圖柄 
さへ 雪 舟ら しかつたら、 眞僞は 何う でもょ いでは ないかと か、 寫 物の 方が どう 名 雪 舟ら しいと て、 却 
〇 て 眞物扱 ひ S れ 穴と いふ も あらう 〇斯 うして 早くから 模 寫と眞 物との 混同が 行 はれた ので ある 〇乙 


れ 等は 畫 .も 落 欵も惡 くて 印章 だけは よ S と S ふこと ^ なつた 〇然 るに 後 (C はこの 印 も 勝手に 似せて 作 
つて 捺す 乙と になる と、 その 中 {C は晝が よくて 落欵と 印章との 二つ が 惡い とい ふ、 逆轉 した もの も 出 
來た ので ある ◦左様な 次第で あるから、 落欵や 印章の みを 賴 う k して 雪 舟の眞 ，僞は 鑑定 § れな いので 
五 | ある P 萬 人が 萬 人惡い と 思つ たのが 案外よ くて、 よいと 思つ たのが 却つ て惡 いとい ふの も其處 から 生 
K 一  じて 來る〇 因に 此の 雪 舟と 弟子の 秋 月との 畫 7P 混同 S れ易い が、 それ も 口傳が ある。 卽 ち 描いて ある 
山 I 家の 形が、 秋 月のは きちんとな つて ゐ て、 雪 舟のは 變化が あつた 4、 大小が あつた 6、 一定して はゐ 
後な S ので ある。 又 秋 月 以後の 雲 谷 派の 畫は 凡て 定規を あてた やう k きちんとして、 家で も 何でも 版で 
: 捺 したやう {C 描いて ある。 のみならず、 雪 舟の 亞流 者は 形 だけついで、 精神は 少し 名 出て， Q ないから 
の | それ k 依つ て も 直 {C 解る。 

■  一  の 畫の鑑 定法  一 511 山の末期から出來た晝派 ^ 、雪舟流の雲谷派、,|^15風の曾货派と、今 
法 j  一つ 阿彌 派と が あつた 〇雲谷 派は 前ので 大抵 分らう が、 雪 舟の 面白い 晝をわ ざ  <  面白くな くし、 硬 
| いと 乙ろ、 判の やうな ところ だけを ついだ もので、 曾 我 蛇足は 李秀文 風の 畫で ある 〇蛇 足は 殊に 梁楷 
等の 草 畫を睨 つたら しく、 衣 文の 描き 振り 等餘 程梁楷 風で あるが、 しかし 孤 g {c はくま 取 $ をして、 
构の 凸凹を 示し、 恰かも 油畫の やうな 所 も ある 〇又そ の III 水 ic なると、 更 {C 餘程 妙な もので、 李秀文 
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派に 近いが、 先づ 人物 畫 に 特色が よく 現 はれて. Q る〇し かも 彼の派は 後 (C 雲 谷 派と 混じて 特色は 失 
せて 了つ た。 それに 對 して 阿彌 派の 晝は曾 我と も 雲 谷と もつ かぬ 山水の、 今一つ 不器用な もの k なつ 
一て. Q る〇尙 ほ 阿彌 派の 物と 朝鮮 晝 とは 混じて. Q るから、 をれ を 知らな く - c はならぬ 。世間に 在る 三 阿 
j 彌の 晝と稱 する ものには、 その 實朝 鮮晝で ある 場合が 甚だ 多い Q しかも それ 等には 皆、 能阿彌 又は 相 
ii の 印が ち やん と榇 して ある 〇紙が 朝鮮の 物で、 繪が 不器用で、 三 阿彌の 印の あるのは 餘程 注意し 
:一 なくて はならぬ 〇一體 •あの 頃の 朝鮮 繪 とい ふ ものは、 支那 風に も 依らぬ 一種 別の もので、 亦た 甚だ 
:: 不器用には 違 CA ない が、 然し 墨を 見る と、 朝鮮 晝か 阿彌派 かは よく 分る 。一口に 言 ふと、 朝鮮 墨は 甚 
だ 細かい 〇そ して 紙が 硬い からして、 墨色が 紙に よく 浸み 込んで ゐない ので ある 〇 故に 何となく 墨が 
一 浮いて 見ぇる 0 尤も 朝鮮 紙 (C も鹵砂 紙と ふく S 紙と 兩方 あるから、 それに 依つ て も 見分けなくて はな 
一らぬ 〇且つ 朝鮮 紙には 稀 ic 唐紙 位な 大きさの も あるけれ ど、 多くは 幅の 狭い 繼ぎ 合せ 紙が 多い 0 
|  | 雪 村の 畫の鑑 定法 I 次には申314の畫である0先づ雪舟との比較をしよぅ0雪村は兎に角、雪舟ほ 
ど {C は 至つ て ゐな so 雪 舟は 筆を 紙に あて、、 自然に 筆の 行く に 任せて ずる^^と 引つ 張る と、 そこ 
. へ !^ 一 MT 渺 たる 景致が 湧き出した が、 雪 村は 餘程 腕に 力を入れて、 ぅんと 氣張 つて 描いて ある ◦雪 舟 
の畫 には 力が あつても あらは に 出で ず" 雪 村は ^ れが 如何 {C も 力を入れた らしく 眼に 見ぇる ので あ 
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る ひそ こに 大なる 違 ひが ある 〇それ から 又 雪 村と 阿彌 派と 朝鮮 畫と免 混同 3 れ易い 〇阿彌 派を 雪 村と 
し、 朝鮮 晝を雪 村と する こと も ある 〇し かも それ 等 {C は 大抵 雪 舟の 印が ある 〇反對 k 雪 村の 眞物で 無 
欵印の ものは" 阿彌 派 U なつた 6、 雪 舟に なつた うして、 それ 等の 落欵 なう 印な うを 頂戴して ゐ る。 
これは 無論 多くは 後人の 手に 依つ て 行 はれ / ^2 もの だが、 中には 當 時から そんな 混同 も あつたら しい。 
啓 # • 記の もの もを れ 等の 中 (C 紛れ 易 SQ 硬くて 出來 のょ いものは 皆 啓 書記と S れるが 、事實 啓 書記 
の ものは そんな 硬い 畫で はな so 寧ろ 阿彌 派に 近い 軟かな ものである 〇啓 書記は 人物もう 受かつ たが 
山水 も 李秀文 風を 受けて なか <う まい。 當時は 何となく 山水が 小 S くい ぢ けて、 筆端の 窘束 する 氣 
味が あつたが、 啓 書記の もの k は 決して そんな 乙とは ない 〇次に 越溪周 文の 物、 これ も 非常に 多 いや 
うで、 眞蹟は 殆どない ので ある。 先づ禪 僧の讃 を 見て 判斷 する ので あるが、 落欵の 有無 ic 枸はら ず、 
一般 R 周 文と 傳へる もの k は 宛て ^ ならぬ ものが 多い としてょ いので ある。 

六。 狩 野 派の 畫の 鑑定 法 


元 信の 畫の ilrl 正 信 や 元 信の 畫の 紛れ 易 いのは 先 づ雲谷 派と il: 谷川 (等 伯) 派の 畫で あるが、 
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一寸見 / 2 と 己 / > 狩 野と S はれて、 何となく 硬い ところの あるのは 雲 谷 派で* その 稍 見るべき ものは 等 
伯と 見當 をつ けて よ！ ，〇 しかし 筆が のびて、 潤 ひの ある 物は 狩 野 派で-が 5 < として 潤 ひがな く* 硬 
いのは 雲 谷 派 •長 谷川 派 等の 當 時の 作と 思へ ば 大 なる 間違 ひは あるまい 〇尙ほ 元 信の 畫とそ の 子の 松 
榮の晝 とも 見分け 難 S。 しかし そこ {C は 口傳が ある。 松榮 のは點 苔を 打つ のに、 墨が 點の 上の 方へ 溜 
るが、 元 信のは それが 下に 溜る ので ある 0 雲 谷 派の も 矢 張う 上に 溜つ て ゐ るので ある 〇 己 れは元 信が 
神品なる 所以で、 他人 {t は 滅多に 見る 乙との 出來 ない 特色で ある 〇それ に 墨色の 光澤が 違つ て， Q る。 
一體 、乙の 點 苔の. 打ち方に ついては、 南晝 その他の 描法に も 及ぼして 論ずる 乙と が出來 るが、 これを 
打つ て 筆を 上へ あげる 時に、 をの 筆の 尖端が 點の 最下 底まで 屈いて ゐ ると* そこに 墨が 溜う、 . M とな 
く 美しい 光澤の 現 はれる ものになる 〇し かし それは 腕が 優れて 居て 初めて 出 來るこ とで、 何人に でも 
やれる 乙と ではな い ので あるから、 餘程ひ づかし so 勿論 雲 谷のに も澤の ある もの も あり、 狩 野 派 だ 
からと て澤 のな い 畫も あるが、 一般から 見て 當 時の 狩 野 派の 晝は 多少に 拘はら ず 線を 描く 時に、 筆で 
紙を 撫でる 氣持が あるので、 光澤が 出て ゐ る。 一體 に畫の 上手と 下手と いふの も、 筆が 動く、 卽 ちう 
まく 撫でる 調子の 上手、 下手と 言つ てよ いので ある 〇尙ほ 元 信は 繰返して 言 ふ 如く、 偉い 神品の 人で 
あるから、 その 人の 作は 眞 似ようと 言つ て も 滅多 (C 似られる ものでは ない 〇 第一 畫の生 彩が 違つ て ゐ 
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る。 發 墨の 工合と いひ、 光澤の 美は し S とい CA 筆端の 少しも 束縛され て. Q な V* 點と いひ、 何處に 一 
つの 抜け目が な so そして 修業を 充分に 積んで、 諸派の 長所を 集めて あるから、 圖柄で も 描き 方で も 
手に入つ たもので* ま 己と {C 神品の 名 {C 反かない ので ある 〇殊に その 禪機 の捉へ 方な どは 古今 {C 獨步 
と 評する 外ない 〇禪 味の 悟了に ついては 雅 邦の 如き も 遠く 及ばな so 以上の 乙と を 平素から 心得て 置 
けば、 壺 形の 印が 捺 されて あつても なくても、 見誤る やうな ことは ない ので ある 〇友 松は 狩 野 派の 
弟子で あれ ど、 畫法は 寧ろ 雲 谷 派から 出る 。故に 狩 野と 雲 谷との 兩方が 混つ てゐ る。 又 彼の 袋畫 は螯 
數が少 くて 衣 文の 襞が な S。 本統の 梁楷は 判で 押した やうな もので な S が、 海 北 派は それが 判の やう 
に 見ぇる 〇を のよ い 出来は 友 松、 まづい ものは その子 孫の 作と S へば 間違 ひは ない 0 
一 狩 野 探 幽 の！！^ 探幽 につ s ては 語らねば ならぬ ことが 多い。 先 づ探幽 の畫は 何時でも 筆が 言 
ふこと を 聞いて， Q る 〇どん な 短い 線で も* 又 長い 線で も、 自由自在に 指 尖で 現は す 乙と が 出來 、又 墨 
も 言 ふ 乙と を 聞いて どんな 場合で も 光澤の 出る やう {C ならなくて は* 能 品 も 妙 品 も 出來る ものでは な 
い 〇探幽 は 晚年に なつて 六十 六 七の 頃には 中氣に 罹つ た 爲め に、 此の 用 墨 用筆が 自在で なかつ たし* 
若い 時 {C もま だ それだけの 熟練が 足うな かつた ので、 自在に 動く 譯には 行かな かつた けれど、 その 間 
に出來 たものは、 皆 筆が よく 動き、 墨 毛よ くこな せて、 調子の 美しく 整つ 7^2 もので あつた o s れば四 
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十六 歲 から 後の 「齋 書き」 と稱 する 畫、 及び 「法眼 探幽齋 筆」 となつ てゐる 頃の 作が'' 一番よ いものと 
3れ てゐる 〇先づ 三十 •四十 •五十と いふ 年輩の 作に 傑作が 多い。 探幽の 物を 見る ^ 當 つて 心得なくて 
はならぬ のは、 晚年 になつ てからの、 所謂 行年 書きになる と、 中氣の 筆で あつて 自由に 動かない のみ 
ならず、 病氣の 重い 時には 描かな かつた 爲め 、義理 ある 筋へは 代筆を 宛てがつ た 〇 乙 れは よく 心得て 
置かなくて はならぬ 〇 諸侯 等の 身分 ある 人から 特別 {C 賴まれ ろと、 病氣だ からと て斷る わけに 行けな 
い o s うい ふ 場合には 致 方な く 弟子 達に 代筆を § せ、 落欵も 自分が 書いた 6、 或は 弟子に 書かせた う 
した 〇勿論 乙れ 等は 皆 の 印が 捺 して あるから" 印 さへ よければ 眞蹟に 入れて ある 〇これ には 異論 
も あらう が、 もと^-代筆は # > IiI* の 命令で 行 はれた 乙と であう、 中には 探幽 自身で 畫蹟 や畫 法を 口授 
して 描かせた もの も 多から うから* 代筆と 言 つても 餘程 意味が 違つ てゐて "それには 探幽の 意志が 現 
定 i はれて ゐる〇 故に 印 3 へよ ければ、 行年 書きは 眞溃 として 許 S なくて はならぬ 〇 その他 探 幽には 紛ら 
法 一はし い 繪が隨 分 多い。 しかし f れ等は 少し 彼の 作を 見馴れた ものなら ば 直 R 判らう 。何と なれば 用 墨 
用筆が、 中年の 作 R はち やん とき まつて ゐて 、立派な もので、 一 絲亂れ ずと いふ 所が あるから、 どん 
な 大き s ものを 描 s て も、 又 小さい もの 1: 描いて 名* 調子が 狂つ てゐな いので ある 0 
厂京狩 野の 特色， 一 次に 京 狩 野の 特色で あるが、 山樂以 下 皆 品の よい 繪畫を 作つ た ◦如何にも 上 
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品 k 手際よ く* きれい {C 出來上 つて. Q るが、 同時 {C 力が 足うな い 〇一體 に 狩 野の 繪は 最初は 齡齡 r も 
ので、 何となく 覇氣が あつた 〇 然る {C 京 狩 野の 方は 山 樂 に してから が、 何となく 弱々 し so 優しい 美 
しい 趣は あるが、 肝心な 氣力 とい ふ ものが 缺 けてゐ た〇 所が、 狩 野の 畫 法は どちら {C 多く 保たれた かと 
S ふと •却つ て 此の 優しい 京都の 方に 後まで 殘つ たので ある 〇探幽 以後の 江戶の 狩 野は、 家 乙 そ 數多 
く 別れ たれ、 皆 探幽の 影響を 受けて、 だん^- 變 つて 行つ たから、 本來の 狩 5r の 筆法は 時を 經るに 從 
つて 廢れて 了つ たが、 京都の 方は 昔と 除う 違は ずに 來た 。故に 探幽以 後の 筆意 骨法と い ふ ものは、 優 
しい 乍ら (C 京 郡 ^ 保たれ /2 ので ある。 山樂や 永納の 描いた もので も、 これ を 江 戶の狩 野の 畫 と比べて 
見る と 古風な 味が ある 〇 故 ^ 、 畫 面に 何となく 丸みが あつて、 潤 ほひを 含んで， q る やうな 狩 野の 晝は 
京 狩 野の 手に なつた ものと 思へ ばよ い 〇尙ほ 興以の 作は、 普通の 狩 野 派とは 異つ た繪 {C なつて ゐる〇 
この 人は 妙な 人で、 元 信 や 松榮の 衣鉢を 襲いで、 歴代の 狩 野中で も 上々 の 出來で あ 6 乍ら、： I. とも 
元 信と もつ かぬ 繪畫 (C なつて， Q る〇そ して 始めの 頃の 探幽の ものな ど {C は 此の 興以 風が 餘稃 出て ゐる 
ので ある 〇尙 ほ ^ れ 等の、 山 樂や探 幽から 業を 受けた 亞流者 •亞々 流 者と なると-* 專ら師 の! ij l: 寫す 
のみで、 精神が 籠つ てゐ ない 〇器 用には 出 來てゐ るが 細工 繪ば かう である 〇 何よ 6 大切な 精神が 拔け 
てゐ るので ある。 狩 野 派と 限らず、 弟子が 師匠の 僞物を 作つ たう 師匠の 物 {C 紛れ込んだ. Q L たものを 


見る と、 それが 實 に ょく 解る 〇成る 程 見た所、 畫の圖 柄な どは 師 に そつく うで、 何う 思つ て も眞 物と 
信ぜずに 居られな S が、 師の 方では 斯う 斯う だとい ふ考 がち やん と あつて、 をれ を 表は す爲め に 描 
いて. Q るから" 晝が出 來てゐ る。 魂が 宿つ てゐ るので あるが* 一方 弟子の 物ヤ僞 筆は S うは 行かな 
い03て、探幽以後の江戶狩野の晝は、直筆でもつて、 /2 <ぽき<と變化も味もないものを描くに 
止まつ たし、 京 狩 野の 方は それほど 筆 R 力を入れない から、 優しい 所は あるが" 乙れ また それだけで 
骨の な S、 見所の ない ものに なつて 了つ た。 只 家の 違 ひに ょつ て 多少の 晝 風の 違 CA は ある。 卽 ち永德 
の 跡の 中 橋 宗家と、 探幽の 跡の 鍛冶 橋 家と、 光信の 跡の 木 挽 町と では、 永 德® 探幽 •常 信の 間に 違 CA 
の あつた ほどの、 それ < の 相違 點が ある。 假 に 申せば、 中 橋のは 少し 柔 く、 探幽の 家のは 何となく 
びんと して、 木 挽 町のは きれいに 出 來てゐ ると 言へ るので ある 0 

七、 宗達 •光琳 派の 鑑定 法 

I 光琳 派の 光琳 派の 始めの 人で ある 宗達 は、 狩 野 派から 出 / 2 だけ あつて •筆の 使 ひ 方な 
ど 正し s ものである。 狩 野 派の 太い 筆法を 守つ て* 決して 曲げずに 描 s て ゐる〇 それ故に 宗 達の 繪畫 


法定 鏗の 派琳光 •達宗 七 


{e は 力が 籠つ て ゐ る、 落着 s た 勢が ある 〇整 つた 味と いふ もの {C 棄て 難い 所の ある 譯で ある  <  辩 る U 
此の 宗 達は 一代で 絕滅 したので、 光琳になる と餘 程 f の 風が 違つ て. Q る ◦光琳は 懸 腕 E 筆 ばか 6 では 
I な S、 少 々筆を 橫 (C して* 手際よ く 見ぇる やうに 描 S たので ある 〇宗 達の 晝と 光琳の ■# とを 比較す る 
| と* 一方は 殿様の 晝で 、一方は 家 來の晝 と S ふ 感じが する 0. 己れ は 狩 野の 素養の 深淺 H も 依る ことで、 
一 ある 方は 何う しても 上品になる が、 その 少 い 方は 品が 下がる 0 豪放に してし かも 暢達なる は宗 達の 畫、 
i  M 緻に して 温雅な のは 光琳の 畫と 見ても よいが、 ま づ品 格を 見る のが 第一で あらう 〇猶ほ 己、 で 知つ 
一て 置かなくて はならぬ のは、 宗達 の畫は た C 一つに 圖を 立て、 描いて ある 幅 物や屛 風な どは よいが" 

| 扇 流しな どの やうに、 幾つ もの 圖が 組合せられ、 或は 集められて 出來て 居る 屛 風の 様な もの、 晝 ic つ 
一 S ては 考へ なくは ならぬ 己と が ある 〇それ は あの 時代には* 桃 山： 白 双と か、 その他 張附 (C しろ 何に し 

i ろ 深 Ilf 大き S ものを 作る 必要 •か ある 繪 には、 特別な 工夫を 施した ものである Q 卽 ち、 扇 流しの 如きで 

一 

i も、 扇 Ifil の 外形と か 波と かいふ 樣な 、誰に でも 職人 的に やれる 部分は 他人に 手傳 はせ て、 をの 中の 細 
かい •難 かしい 晝のみ を 自分で 描く とい ふやうな 乙と も 行つ たので ある。 をれ 故に 扇 面の 中に 描いた 
花な どに、 宗 達 に 疑 ひない 部分の あるを のば、 宗達の 作と せなくて はならぬ Q 今は 御物に なつて ゐる 
『扇 面 流しの 圖』 の 如きは それで、 澤山の 扇が 描き 散して あるが" 皆 斯うい ふ H 八 n {c して 描いた もの 
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である 〇早く 作る には 斯うす るに 限る から* 止む を 得ない ので ある 〇 無論 そんな ものを 描く ic は、 自 
分で 充分 指圖 をして 隨 分骨を 折' つて やつた もの だから、 宗 達の 眞 作と してょ S ので ある。 私共は 圖は 
何う であらう と、 宗 達の 指 圖で 出來 /2 R 違 CA ない と 信じた ものなら、 それ 5: 眞蹟と 鑑定して ゐる ◦然 
し 何處ま でが 宗達 の晝で 、何處 までが あ 弟子の 筆 かとい ふこと を 見 別け るのは 容易で ない 〇同じ 波で 
も、 宗 達の 手を 入れた 部分 名 あれば 全く お 弟子 だけで やつた 所 も あらう 。それ 等は 餘程考 へなくて は 
ならぬ が、 豫ね て宗 達の 筆の 特色を 心得て ゐれば 知れぬ 乙とは ない 0 

HR# と宗建 の それから 光琳と 宗 達と 5: 區別 する 秘訣を 二 三 言つ て 置かう 。光琳の 晝は 筆と 
筆との 間が 離れて ゐるが 、宗 達の 畫は 墨で 輪廓を 描いて、 f の 中に 極彩色を 施して ゐる〇 そしてつ け 
立ての 繪を 極彩色に する のが 光琳の 主なる 工夫で ある 0 彼の 晝を 一寸見る と、 葉で $ 花で も 一筆で ぐい 
rs と 書い / 2 やう k 見ぇる が、 その 實 決して S うでな く、 初めは 一筆で S つと 下を 描いて 置いて、 
そして 更に f の 上を 彩色 筆を 以て、 墨は 墨* 色は 色と" 精 如に 塗 6 上げて 作つ て ある。 乙れ には 非常 
に 細かい 苦心を 要する ので、 それで 花なら 花の 生彩を 殺さない やう に、 描いた と 同じ 効果の 現 はれる 
やうに、 塗る のは 容易な ことでは ない。 光琳の 扇 面と か、 殊に 盛 上げの 菊な どは 勿論 筆で 根氣 ょく 塗 
つ ^ ものである <1 七は 解る が、 S うでな く、 極めて 3 つと した 小品の 墨 晝など S へ も、 丁寧に 下地 か 
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ら造 つて 塗つ て ある 〇今の 人が 描いても、 其處 まで 知つ て 居る かどう か、 正直に 一筆で あんな 風に 描 
かう とする から、 如何に 苦心を しても 努力を しても* 出來 ない ので ある 〇殊に 驚く 可き は 光琳が、 か 
すれは かすれで 生かして 塗る やうに 工夫を 凝らした 乙と である 〇乙 んな 風に 塗う K げたの a 勿論 理由 
が ある 〇をれ は、 普通の 極彩色の 法で やる と、 餘 うに 硬 苦しくな つて、 丁度 芝居の 背景 か 何 かの 樣な 
胡粉繪もどさ ^ なるので面白みが出來ない。3ればとて一筆描きの草畫では、裝飾風に描いた上の重 
みとい ふ もの {C 乏しい 〇そ 乙で 光琳は 先づ 墨で もつ て沒 骨を 描き、 更に その上から 塗-つたので ある。 
尤も 光琳に も 一筆 描^/かな S 乙とは な いけれ ども、 それ 5 へ鹵 砂を ち やん とやつ て* 地を 描へ て 置い 
てから、 その上へ 墨 IT /2 つぷ う-含ませて 一筆で 描き* 尙ほそ れに補 筆を 加へ て あるから、 斑 {C なつた 
部分な どで も餘程 趣と いふ ものが ある 〇そ乙 に 光琳の 畫の 面白みと 苦心と が存 する 譯で ある 〇彩 色の 
仕方の 如きで も、 他の 流派の 畫と 光琳のと は 違つ てゐる 〇卽ち 墨を 以て 先 づ骨描 さを して、 その上 か 
ら胡 粉を かける ので あるが、 普通の やう {C これを かける と 面白くな い から、 殊 (C 胡 粉を 塗う 過ぎる と 
目障りになる もの だから、 光琳は 先づ 最初 墨書の 上まで 薄く 胡 粉で 塗つ て、 それから 裏 胡 粉を かけ* 
更に 表から 墨を 除けて 濃 S 胡 粉で 塗る ので ある。 そんな 風に 丁寧に ぼかし 塗う がして あるから、 見た 
眼に びた つと 來ない 〇 如何 (C も柔 かく おつと {と 上品に 胡 粉の 彩色が 施 S れて ある 〇乙、 の 秘訣を 知 
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らねば 光琳 派の 鑑定は 出來 ない 0 

I 無落欵 物の 注意 I 兎に角、宗達にも光琳 ^ %無落欵の物が隨分あつて、何れとも定めかねるも 
のが 多い けれども、 宗 達の 方は 描き 方で も 仕上げ 方で も簡單 素樸に して、 技巧の 方で 光琳 ほど 順序を 
第 踏まず、 又 凝つ てない ので ある 〇 光琳の 方は 宗 達から 出で l SL k 工夫を 加へ、 乙れ を變 じて 新派と し 
八た ので、 それだけ 完成は してゐ るが、 餘程 技巧的 R なつて ゐる 〇宗達 ほど {C 簡素 强 健な 味がない ので 
編 j ある 〇 勿論、 後代に なつて、 光琳の 頃まで 尙ほ宗 達 風を やる 人 もないで はな かつた が V 光琳の 風の 盛 
日 1 (¢ なる R つれて それ 等は 次第 k 絕 ぇて 了つ た 〇 それ 等の 宗達 風の 畫と 光琳の 畫 とは 一見 すれば 直ち {C 
_  j 差別が つく  〇卽 ち宗達 流の ものは" 宗說 (C しろ* 誰れ にし か、 畫 面を ごち や  <  と 描いて" 取扱 ひ 方 
鑑一 でも、 繪の 具の 使 ひ 方で も、 如何 R も ？: んざい で" きれ s ic 纏まつ た 所がな so 天然の 風景と か 花鳥と 
定 | かの 圖を 取る JC も" 眼に 映 じた 儘を 只 漫然と 寫 f とする ので、 取捨 選擇を 頭の 中で う— やつて* 
法 統一を 〇 けて 纏まつ た晝 面とは してゐ ない ので ある。 乙の 不用の 部分を 捨て、 有用の 部分 •たけで、 き 
:れい S つばう と氣 持ちの ょい 晝を 仕上げる 技倆は、 光琳の 光琳た る 所以 ic して、 他の 輩の 追随を 許 3 
ない 點 である 〇殊 ic 宗 達の 後流は きたなく ごち や  <  として ゐる〇 同じ 種類の やうで あれ ど、 花に し 
る 何に しる、 きれい k 整つ た畫は 光琳 流、 § うでな くば 宗達 流と しなくて はならぬ 〇そ して 一口に 言 


法定 鑑の 派琳光 •達宗 七 


ふと" 宗達 及び その 流には 淡 墨 か、 然らずんば 淡す 6とした彩色の畫多く、光琳のは胡粉を用ひて* 
手綺麗 (C 作つ た畫が 多い 〇 然し 胡粉繪 は 凡て 光琳 だとい ふので はなく、 何となく 整つ た 技巧が あつて 
畫面に 不自然の 所 もな く*  4 つとうと して 居て、 且つ ぼやけな S のは 光琳の 特色で ある 〇又 光琳 {C は 
弟子 も あつたから、 それが 光琳の 畫と 紛れない とは 言へ ない が、 到底 光琳 だけ (C は 出 來てゐ ない。 た 
<、 弟の 乾 山の 畫 は、 一寸 區別 がつ きかね る ◦乾 山 も 兄の 風を 幾らか 習つ たので、 2. れも なか*^--^ う 
まい。 要するに、 光琳の 繪は柔 かいが、 乾 山の 方は 幾分 か强い 〇宗 達な どの 强さ とは 違つ た、 一 種の 
强 S が ある。 をして 乾 山には 逸品の 氣が 勝つ て ゐて 、本筋の 筆ょ も 、氣を 持つ て 優つ てゐる 〇尙ほ 
光悦なら ば、 扁面か 扇 面 散し、 II 面 流し 等の 物 か、 又は 和歌 物語 等の 下繪 物で あるから、 大抵 文字が 
# いて ある。 故に 彼れ 一流の 書 M' を 見れば 知れる ので ある ◦をれ に 光悦の 繪畫 とい ふ ものは 極めて 少 
いので ある 〇 

一抱 一の 耋の 見方 一 次 (C 酒 井 抱 一は、 最初 渡 邊南 岳と いふ、 圆山 派の 中で も 最も 俗 風の 甚しい 人 
についた ので、 光琳 風の 畫を 描く やう {C なつても、 をれ が 全く 拔け なかつ た。 抱 一 も 後 {C は それ {C 氣 
附い て* なるべく 筆を 起して* 品の 惡くな い 畫を 描かう とし / 2 けれど、 何處ま でも 自分の もと 習つ た 
癖は 除れ ない ものと 見ぇて* 多少 筆を 橫 倒しに する のを 免れな かつた 〇故に 光琳から 見る と* 一段と 


法定 鹺®  本日  編八馆 


四〇 〇 

落ちる 〇要 する (C 幾分 橫筆で •しかも 品の ある 光琳 風の 繪な らば 抱 一と 言はなくて はならぬ 〇同 じく 
橫 筆の 名人で、 景文 など ^ 巧みな 方で あつて、 その 草花の 如きは 實に 入神の 趣が ある 〇 他人の 追随を 
許3<る出來である上に、動もすれば抱一の物と紛らはしいが、景文は如何にう坌くても抱一ほどの 
品は ない ので ある。 鑑 定 をす る 場合には、 よくを 乙を 見分けな S と、 取う 違へ る 乙と が ある ◦無論、 
南 岳 や 四條派 風と 抱 一の 物とは 近い 趣が 多 so けれども 抱 一は 何處ま でも 貴族で あつて、 言は C 幼稚 

一で しかもう ぶな 上品な とこる が ある 〇 この 幼稚な 足うな S うな 所が、 その 價値で も あ. 〇 特色で も あつ 

一  •  • 

I て* 他人には 眞似が 出來 ない 〇それ から 抱 一に も 困り 物が 一つ ある ◦それは 吉 原の 行燈の やうな もの 
j (c " 僞物眞 物 何れと してよ S か 分らぬ ものが 澤山 ある 〇你論 、中 R は 抱 一の 眞蹟も あらう が* 先づ落 
| 欵だ けは よくても* 畫は いけないと思つてもよい0抱一は當時の人氣者であつた上 {^ 、遊里に屢々足 
一を 踏み込み、 門人に も 華 魁が あれば、 お 妾 S んにも 華 魁が あつたと いふ 程で、 斯んな 性質の 揮毫を 盛 
: {C 賴まれ たらしい 〇 併し 數 多くの 行燈 R まで も 一々 自筆を 揮 ふ譯に 行かない 所から、 名 S へ あれば 畫 
j は 誰れ ので もよ からう とい ふので、 弟子 達の あ 稽古と して どし— 描かせて、 落欵を 認めて ベた $ ベ 
た- 〇 と 自分の 印を 捺した ので あらう 〇そ 乙で 乙れ は眞 物と してよ S か、 僞物 とすべき であるか、 ' <1 れ 
k は 困る ので ある 〇 一概に これを 僞 物と 鑑定し 去る 2. とも 出來 ない ◦何しろ 抱 一が 是認して 描かせて 
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本當の 落 欵 と !- -IJ とを 用 ひ て あるの だから* 僞物で はない 〇故に これ 等は 臨機 應變に •抱 一の 心を 忖度 
して 定めて よから うと 思 ふ 〇 

r^T と I ~  1 帝 子の 作 I 抱 一の 弟子には 着色の 上手な 鈴 木 其 一が あつて、 抱 一の 晚年の 作な どには、 
其 T:* か 着色を 施した ものが なか  < 多い。 しかも 其 一と 抱 一とは 品格の 點で 雲泥の差が ある。 抱 一の 
は 何處ま でも 品が よい、 且つ 足 6 ないやうな 所が あれ ど •* 其 一のは 氣が き、 過ぎる 程き いて ゐて 、意氣 
に 出來 て. Q る。 しかも 品は 惡い ので ある ◦しかし 中には 落 欵は抱 一で、 畫は其 一とい ふ 作が 往々 にあ 
る 〇 こ れも困 6 物の 一つで* 其 一 あた. CS が 代作を して-それ (C 抱 一が 自分で 落欵を 書き込んだ やうな 
ものは あつた ものと 見ぇる 〇勿 論* それは 畫を 本當に 見れば よく 別る ので ある 〇其 一は 氣の 利いた と 
いふ 長所で nTJ 時 ^ 短所が あつた ◦それから 抱 一の 僞物描 さの 名人で 鷄 村と S ふの が ある。 元 來道樂 者 
で* 抱 一 の玄關 番をしながら 畫を 學んだ が* 妙に 自分の 落欵を 入れた ものよ- CN7P、 抱 一の 僞物を 多く 
遺して ゐる〇 抱 一ので よく 出來 て、 何處 となく 下等で* 抱 一と も 其 一と もつ かぬ 物を 時々 見る が、 こ 
れは 大抵 鷄 村の 描いた 僞物で ある」 筆致 も 落 欵もそ つく うで あるから、 見馴れ g. 人には 一寸 氣が つか 
ない 〇尙ほ 最後 (C 光琳 派の 眞僞は 白 綠 流、 の出來 不出來 k 依つ てよ く 判る 〇白綠 流しの 秘傳 について 
は 本文の 方に 詳しく 語つ 穴が* 實 k c れはむ づか しい もので、 なか  <  熟練した ものでなくて はやれろ 


四〇二 

もので ない 〇 今時の 僞物 描き {C は、 それだけの 腕 もなければ、 時間と 費用と i: かけて わざ^^ 僞物を 

造る やぅな もの もない から、 皆い、 加減に 白綠 流しな どは 胡 魔 化して ある 〇 それ 故眞 物と 比べる と 直 

ぐ 解る。 のみならず、 光琳 派が 繪の 具の 上等を 使つ たのは 比類ない もので、 乙れ も 本文の 方で 話して 

第 i あるが、 胡 粉ゃ薦 & に 高價を かけて、 數を盡 し、 f に 凝つ て ある。 そして 盛 i げだ の、 流し だ 

八一のに、出來*た.け凝るのだから、實に尙いものである。僞物には到底を乙までやる勇氣はないのだから、 

編 I 先 づ眞僞 は 立 所に 判別す ると 言つ てょ い 〇殊 ic これは 抱 一の 物 {C 最もょ く出來 てゐ るから、 隨つ て是 

日 一等は 容易 R 僞 物は 作られない ので ある 0 
本 | 

^  八、 圓 山、 四條派 鑑定 法 

定 I 

法 一  應擧に ついての 注意  一 ti. ^. の晝を 見る (C ついては 知らなくて はならぬ ことが 澤山 ある。 先づ 彼が 最 
ーネ甚 しき搬 U を 創めた 人で ある M と、 乙れ は 本文の 方に も 一通 6 は 言つ て 置いた が、 彼は 狩 野 派の 石 
BEI. _. rT» について 學んだ に 拘はら ず、 極めて 若い 時から 枕 腕の 重寶な 乙と {C 思 ひ 及んで、 また 二十歳に 
ならぬ 中から、 旣 {C 師の i iT* の 風 {C 乏しく、 筆が 餘程橫 になつ てゐる U それでも 最初の 頃は 左程 激し 


くな かつた が、 筆を収 るに 隨 つて だん  <そ の 度が 其し くな つた 〇乙れ は 筆と M との 項を も參 照した 
らば 解ら うが、 兎に角 斯うして 侧 筆 {C なつた ので、 品は 非常に 降つ て來た 。元 來應擧 と S ふ 人は、 餘 
|  6 見識の 高い、 n llll 格の ある 人では なかつ * らしい 。例へ ば， ^: を 硏究 し ^ う、 如何は しい 圖を 描いた 
A 一  6 して、 眞の 人物の 妍究は そこに 在る としたのは、 一面の 眞现も あらう が、 先づ 人格の 低く かつた こ 
w j とを 也は ずに 尻ら れな so それへ 持つ て 行つ て、 侧筆を 使つ たの だから*  一 ' t 畫品は 落ちる 2: と、 な 
山 | つた。 けれども 一代の 傑物 だけに、 彼は 畫は なか'—- 上手で ある。 ょく 筆の 使 ひ 方を 知つ て 居て、 そ 
の橫に なる 度 八：： ひを 見計ら ひ、 それでもつ て畫を 作る から、 うまく 臨機 應變 {C 描く i とが 出來 たので 
條一 ある 〇殊に 場合 場合 {C 依つ て、 筆の 曲げ 工合が 異つ てゐ る〇そ 乙は 感心な、 案外 k 正 ®: なと 2: ろで あ 
, Lj る〇例 へば 京都の 御所な ど (C 在る ものを 見る と、 ち やん と 場所柄を 辨 へて、 皆き ち / L とした 直筆で も 
K  つて行儀正しく描かれてゐる0そ乙は狩野派をやつただけに、本當の筆の用；3方を知らぬのではな 
法  い 〇そ n (c 岡 柄の 如き もき ま 6 切つ た、 土 佐畫を 見る やうな 圆を つけて、 一點の 間然す る 所は ない の 
である 〇 こ、 に應擧 の應擧 たる 所が ある。 それ故に、 此の 自由自在な 變通を ょく 心得な いと、 應擧の 
物の 眞僞は 判らない 〇應擧 と 云へ ば 只侧筆 だけの、 きれいな 器用な 技巧的な ものと ばか 6 思 ふと、 1 
ごつ くこと が ある 〇併し 先 づざら k ある 應羅と 言へ ば、 侧筆で 出來た 何處 となく 品格の 足うな い、 俗 

四 0 三 
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受けの する 晝で あると 思つ て 見れば 極めて 樂で ある 〇 尤も 圆山 派の ものを 四條 派の 末流 や 岸 駒な どに 
比較すると.，ずつと品がある。又 ]11 に應擧の§:人で一派を開い /2 渡邊南岳 (2: 至つては、品の下る乙と 
一餍甚 しくて、 とても お 話 R なつた もので ない Q  . 

i 人を 馬鹿に や 〇 方 I 尙ほ 應擧が 腕に 任せて、 最も 人を 馬鹿にした や 6, 方は、 竹で も太藺 でも、 
紹を橫 にして 置いて •橫 一文字に ずつ と 筆を 持つ て 行つ た？- とで ある 〇彼 の考で は、 横で あらう が竪 
であらう が" うまく 描けて、 畫 になつ てゐれ ばょ S ので あると S つた か 知れね ど* それでは 品格の あ 
る ものは 出来な so 四條で も吳 月溪は 應擧ょ 6 も 品格を 備 へて， Q るが、 南 岳と なると 應擧 の惡い 方面 
だけで ある。 をれ から 今一つ、 應擧の 鑑定に 知らなくて はならぬ のは、 墨の 己と である 0 即ち 彼の 好ん 
で 用 ひ * 藍 墨の 正體で ある 〇乙れ は 昔 冬 使つ た 人がないで はな S が ノ先づ 應擧に 至つ て 濫用され たと 
中して ょい。 元來 、此の 藍 墨なる ものは、 支那で 婦人が 巾 眉を する に 用 ひ たもので、 普通の 墨では つ 
きが 惡い上 R、 色が 面白くな so 藍の 少し 混つ た 墨を 用 ひると、 うつ すらと 霞の か、 つた 山の やうな 
靑色を 含んだ、 何とも 一 H へぬ 美く し § を 添へ、 眉目 Ir fJI つ 立たせる ので、 昔から 支那の 婦人は 好んで 
用 ひた U. 應擧は 早くから 己れ 1: 利用す る ことを 知つ て 居た 〇そ 乙で 彼の 描い / a 畫には 大抵 眉墨 用の 藍 
墨を 使つ たもので あるが、 もと^-引 眉 用の こと、 て、 油煙は 充分に 吟味を し / e 細かい のを 用 ひ、 そ 
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の屮 (C 上等の 藍を 温 じて あるから* 微靑を 含んだ 趣の 何とも. 言へ ぬ 優雅 典麗な 味 幺發 揮す る ことが 出 
來 て、 殊 {C 應 擧の畫 に ふ ^ はしかつ たので ある 。故に 今 = ある 應 擧の晝 (C は、 屢々 墨色の 淡れ たる も 
の、 莊 しきは 消ぇ失せた ものを 見る 〇是 等は 皆 藍 墨を 使用して ゐる からで ある U. そして 此の 藍 墨は、 
彼のみ ならず、 をの 十朽も 使つ たもので" 吉村 孝敬 あたう の 作 ic も 見かける C 

I 彼の 1  fg  1 罱 不得意 I 應擧 の畫を 見る のに* 今一つ 心得なくて ならぬ のは* 彼は 何でも 描 S たけれ 
ど、 得意 不得意は 確に あつた。 先 づ 最も 不得意と したのは 山水で あらう 〇應擧 の IJ1 水と いふ もの も隨 
分 見る ので あ n ど、 何う も 無 細工 極まる ものである 。併し そ 乙に 應擧の 應擧た る 可愛い と 乙 ろが あ 
る , -〇 卽ち 應擧は 筆を 橫 倒しに 使つ たけれ ど、 山水に 至つ ては さう でな かつた 〇これ は 根が 狩 野 派で 仕 
上げて あるので、 狩 野 風が 幾分 出る 上に、 山水と なると 極めて 嚴肅な ものである か > b- 、 世俗 向きに 描 
ける もりて ない。 隨 つて 筆を 眞直に 立て、 描く 乙と {C なる。 3 うする と、 應擧の 得意と 違 ふので、 如 
何にも 拙い、 不馴れな、 手際の 惡 S 畫 となる ので ある。 それ 故ょ く. 應擧の 山水を 見て 乙ん な 拙い もの 
を 應擧が 描く 道理は ^ V、 乙れ は 僞物だ と 一槪に けなして 了 ふが、 何 ど 圖 らん 山水の 拙い ところ (C 應 
踢の身 上が ある。 ょく 乙れ を辨 へて 居ない といけ ない。 と 言つ て、 ^ れなら 應擧は 山水を 描く と 何時 
も拙いかと思つてはならの0例の北山の雪景色などを描いたものになると、全然別人の手になるかと 

四 〇 五 
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四 〇 六 

f n る 程に 面白く 出 來てゐ る 〇’  けれども、 一體に 應擧は 山水に 不得意で あって、 狩 野 派の 出來 損 CA 
{C なって、 一向 面白くない 。そ 乙で 應擧の お得 意は、 花鳥と 人物を 主と する ので あるが、 寫生 風の 動 
物、 例の 犬 乙る や 鷄や "或は 鯉と s ふやうな ものになる と、 天下一品の 出來 である 〇 併し 花鳥 だけの 
出來 工合から 言ぺば * 應擧は 必ずしも 彼の 後輩の 景 文に 優る ものでは ない。 只、 彼の 毛 描きの 如きは 
他人の 及び難く 、摸し 難％」 技巧で ある 〇 成る 程、 あの 一本 一本に 實 物の 毛を 持っ て 行って 貼ぅ っけた 
やうな 徼 細を 極めた 描き 方な どは* まことに 器用な ものである 〇藝術 品と して 見る と 色々 問題 も ある 
が" 先づ寫 生と しては 申 分がない。 

I 精神の 籠らぬ 畫" 人物の 如きで も、 彼は 善人は 善人ら しく、 惡黨 は惡黨 らしく、 皆を れ^-の 
人間の 特徵 を捉 へて 間然す る 所な く 表現して は 居る 〇實に 行き 屈いた ものでは ある。 しかし 徒に 外部 
の 形の みを 見て. Q るので" 珂想 的の 人間 {C なるともう 描く ことが 出來な い 〇 故 £c 人間を 描く (C は 成功 
をしても、 佛像や 高僧になる と 全く 駄目で ある。 形に 似せた 甲羅で あって、 應擧 には 應擧 'たけの 人格 
の ある 者 すら 描けない ので ある 〇 菩薩 でも 上人で も、 皆 人間以上には 出てゐ ない 〇 一向 威嚴も 尊嚴も 
それに 伴は ない ので ある。 應 擧の觀 音樣 とい ふやうな もの も隨分 あるが、 皆 平凡なる 我々 同等の 人間 
としての 感じょ 6 も 出して ない ◦仙人で も 同樣で 、姿は 仙人で あつても* 仙人ら しい 氣 分は 少しもな 
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い 〇これ を 知つ て ^ れば應 擧の畫 を 見る ことは 存外 樂で ある 〇應擧 は 一代の 名 畫家だ から* s e や內 
容の充 ちた、 よい 物で あらう と ffl つて、 3 うでな 5 ものを 見て 僞物 とする やうな ことがあつ ては なら 
ぬ 〇僞物 程度に よりも 精神の 現 はれて ゐない 、しかも 筆の 技巧の 非常にうまい ものは、 先 づ應擧 の眞物 
としなくて はならない 〇 頭の 淺 S、 人格の 低い 人の 作つ た、 上手な 繪が 、應擧 の 晝と思 へば 大抵 間違 
ひは ない ので ある 〇你ほ 彼の 作の 眞僞を 曖昧なら しめる のは 色で ある。 彼は 好んで、 藍 墨は 勿論、 そ 
の 他の 一時的の ばつと した その場限りの 色を 使つ た爲め に、 年 所を 經るに つれて 晝而が 薄くな う、 又 
は 變色を して、 爲め に « だ 拙劣な 畫 に 見ぇる から* これ もよ く 知つ て 置かなくて はならぬ 0 
I 吳 春と 景文 I 應擧と 並んで 語るべき は吳 春で ある ノ先づ それには 圓山 派と 四 條 派との 異同 
を 知らなくて はならぬ。 普通 R は 四條 派も圆 ill 派から 出 / 2 もので、 fro じ やうな 晝 法と 思つ てゐ るが 3 
うでは ない o( 本文 參 照) 寧ろ 大雅 から 蕪 村* それから 吳 春と いふ ことにな つて、 四條 派は 開けて ゐ 
る 0 蕪 村の 己とは 南畫の 方で 述べねば ならぬ が、 便宜上 玆で 語つ て 置く と、 彼は 大雅 から 影 # 5: 受け 
て、 南畫 風の 畫を描 S たので あれ ど* 彼には 大雅 程の 雅致 も氣格 も あつたので はない。 無論、 應擧一 
派の やうな 卑俗な ものでは ない が、 大雅 ようずん と 落ちる。 吳月溪 (春) は、 彼に 俳句を 學んだ と 共 
に 繪晝も 影響を 受けて 居る 〇故に その 根柢は 寧 ろ 蕪 村 R あると 见ふ 。併し 同時に 應擧の 感化 も あるか 
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ら* 半分 半分と ffl つたら よい 〇斯ん な譯か らして、 此の 兩 派は 同じと ころも あるが、 違つ たと 乙ろ も 
ある 〇し かも 月 溪は 俳句で も 相當な 名人で あつた 程 故、 人間 {C 餘程 風雅な と 乙ろ が ある。 同じ やうな 
筆法で、 同じ やうな ものを 描いても、 應擧の やう {C た V の 手際よ S 寫生 R 止まる のでは なかつ た。 進 
I んで大 へん 味の ある もの 1: 作つ たので ある。 何う せ 俳句 程度の 味では あれ ど、 精神の 出てゐ る だけ R 
大した 晝 品は 高くない まで も 何となく 風致に 富み、 情趣が 豐か である 。風景な ど JC なると、 を 乙 に 得 
| ならぬ 味が ある 〇隨 つて、 風韻 情趣の 出たち のなら ば" 先づ 彼の 本物、 さう でな かつたなら 僞 物と 見 
I て もよ る しいので ある。 併し 此の 人 も、 筆は 餘程 臥す 方で あつて、 骨 力と か氣慨 とかい ふ ものは 宴に 
| 乏しい。 幸に 人間が 雅な ところへ、 蕪 村の 樣 4' 半ば 俗 氣の拔 けた 風流 人を 師 としたから、 俗臭は 餘 6 
ない ので ある 〇それ から、 彼の 弟の 景文で あるが、 乙れ は 筆 5: 橫 {C して 描いて 花鳥 ^ 大成功を してゐ 
I る .0 花鳥を 描かせる と應擧 よう も 誰れ よ $ もうまい が、 稍 軟弱と S ふ 評は 免れない。 吳春に 比して は 
i 餘つ稃 器用で あつて、 花鳥の 眞に 迫る とい ふ點で はとても 兄な どの 及ぶ 所ではな so けれども 兄には 
j まだ 風韻と いふ ものが あつたが、 弟には 全然 それが 缺 けて. Q る。 故に 吳 春の 畫な らば 學 者の 居室の 床 
にかけ て％ よ S が、 景 文の 物は S うは 行かない。 吳春 なら 駈け出しの 文人の 描 S たものに 遜色は ない 
出 來もあ れど 、景 文では 納まらな so これは 一家の 見識の 高低 R も 依る ので あるが、 一には 矢 張う 筆 


の橫 倒しの 程度が ひど過ぎるからで ある 0 

lla ltcl , ウ lv>! lt:, の 4 gl 最後に 诤 跡 の お 話を 少し 致して 置かねば ならぬ 〇岸 駒は 自分で 一派を 開 s た 
一と 稱 する もの、、 實 は大體 、四條 派で ある。 四條 派の 最も 俗な もの、 一つで ある。 卽 ち四條 の俗惡 な 
八; 所を 土臺 として、 をれ へ 沈南蘋 風を 混ぜ合せて、 世 問 向きの 畫を 作つ たとい ふに 過ぎな so s n ば 彼 
圓一 の畫は 彼の 人格 その 儘に 醜く いもので あつて、 且つを の 特色な ども 極めて m 純な ものであるから、 彼 

III の晝は 一目 見れば 直に 解る ので ある 〇 但し t- の 筆は 四條圓 山 ほどに 臥 かせて はゐな い。乙 れは 南蘋か 

•  •  • 

四： ら來る とこる で" 先づ惡 s ながら もょ い點 である 〇し かし 岸 駒 及び その 一派の 畫 は元來 が師 取りを し 

條一 て、 本筋 (C 龍 * " を 積んだ 上 {C 出來た のでない からして、 畫風 が一 樣で なくて" 時には 違つ てゐ る。 臥 
R  j 

經一 ないで 眞 E に 立つ てゐる こ ともあれ ば、 In 心 ひ 切つ て 横に 倒した ものと 見ぇる ◦まこと k 千盖萬 別で あ 
定 一る。 その 濃 S 色 や 墨で ぐん'^ と 直筆に やつた のは、 南蘋 風の 花鳥な どの 頗る 面白い もの も あるけれ 
法 i ど、 横に やつた 軟弱の 畫は問 題 (C ならない 。要するに 岸 駒の 晝はど れを 見ても 不統一の 批難を 免れな 
い 〇戍る 部分は 圓山 風に なつて ゐて 、鳥な どは 應擧の やる 様に 忠實に 器用 {C 描いて あるが、 § ぅかと 
思へ ばを の 下の 方の 岩は、 鳥とは 令： く 不調和な ごて^-^ した ものに なつて ゐる〇 一向 纏ま*^ がなくて 
a つ 手際の 出來 不出來 がまち— である 〇常 ic 極端から 極端へ 反對 R やつて、 しかも 一つの 圆の 中で 
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も 雨 刀を 使つ て. Q る ◦全く 內地雜 居で ある ◦故に 一種の 晝 は出來 たが* 支離滅裂で あつて、 且つ 卑俗 
なる ものと 化して 仕舞つ た。 それ' たけに 鑑定の 際には よく わかる。 四 條 や南蘋 や、 その外 色々 な もの 
がごつ ち やに 集まつ て、 極めて 不調和な ものに なつて 居れば、 先づ岸 派で ある 〇鑑定 に 何の 秘訣 も 要 
らぬ 、初心者に もよ く 分る ものは 乙ん な繪畫 である 〇 凡て 何 派に 拘 はらず •卑俗 (C して 格の 低い、 且 
つ 深い 修養の ない 人の 手に なつた 晝ほど 、鑑定を する 上 {C は樂な ものは ない ので あると 知つ てよ い Q 

九、 文晁と 文人 畫の 鑑定 法 

1 1 文 —晶' を 見 名 も 困— 難 „ 文 晁は狩 野 風は 勿論、 南晝 でも 土 佐 派で も 、更に は 洋晝で も •何でも やれた 
八面 縱橫の 手腕を 備 へて. Q たこと 故、 鑑定を する の {C なか <骨が 折れる 〇殊に 四十 歲 から 四十 五六 
歲まで の、 文政 初年の 作に 至つ ては、 最も 困難と する 所で ある 〇文晁 の僞 物を 作られた 己とは、 今に 
限らず 昔から 餘程 夥しい もので* 僞物 作者は 一人 や 一一 人では 勿論な so 中で も、 此の 文政 初年の 僞物 
を專 門 (C: すると S ふ 筆 達者な もの も ある 程' たから* つい 見認 る 21 とが 多 so 併し 文晁 に は、 最もよ く 
解る 特色と して、 狩 野 派に も 土 佐 派に も、 又 南 宗派 ic もない 一種 特別な 筆意が ある 〇 仑 れは  一口 ^ 言 
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へば 文晁 の顧氣 である 〇覇氣 と 中す と 語弊が あるが" 兎に角 ©' もす ると ^ の 筆が 露 鋒 (C なる。 何とな 
くびん < した 調子が 出る ので ある 〇幾 ら軟 かに やつても、 穂先が 銳く出 やうと する ので ある ◦三十 
五歲 から 四十 歲位 までは、 殊にを れが 著し so 文政 初年のに も、 まだ <出 飞ゐ る〇ま た 老年になる 
程 見易くな 6、 晚年の 作な どには 餘程 特色が あるから、 見誤る 己とは 少 s ので ある 〇又 m 水なら ば、 
家體に ふる CA が あ 6 ながら、 他に 見な s 勢が ある 〇僞 筆には 此の ふる a は あるけれ ども、 勢と いふ もの 
はな so 文晁の 作と 限らず、 凡ての 僞物 は點 苔を 見る と 最もょ く 解る ものであるが 、殊に 文晁 の覇氣 
の ある 點 苔 {C 至つ ては、 僞物に 到底 出す 乙と が出來 ない ◦あの 一見 何の 用意 も 要せぬ らし い、 子供で 
もやれ 3 うなぽ ち/ \が 、をの 實眞 似が 出 來ない ので ある 〇 

11 # %! — ある 墨， の 使 ひ 方 I 次に 文晁は 特色の ある 墨の 使 ひ 方を して ゐる〇 己れ を 前に 話した 通 6、 彼は 
唐墨の 中へ 和！！ を 混ぜて 描く とい ふ 秘傳を 自得して ゐた 〇文晁 の畫を 見る と 隈取 6 が 如何にも うまく 
行って、 墨が 極めて 細かくて、 些 の停滯 もな いのは、 彼の 非凡な 手腕に も 依っ / 2 が、 一っは 墨が 違っ 
て ゐ るからで ある ◦今の 人で も、 隈取 6 の展び るのは 唐墨 {C 限る 〇その 代 6 唐 M は 阿 膠で あるから 消 
全 易い 心配は ある 〇 うまく 展び て、 しかも 消ぇない ところには 彼の 秘密が あつたので ある ◦この 隈収 
A の 巧妙な 特色は* 彼の 富 士の晝 を 見れば 解る 〇又 己の 隈取は 幾分 狩 野 派の 筆法から 來てゐ るので、 
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撖 _あ た 6 の 調子を よく# み 込んだ あとが ある 〇文晁 物の 鑑定には、 此の 隈取 6 に 重きを 置 s てよ 
so 若し 文 み と稱 する 晝で 、隈取 6 の 墨の 展び てゐ ない ものが あつたら、 それは 僞物 となして よい。 

I をれ から ^; • €• は、 南晝 風の 物 {C は 他の 作風の 物に 比して 覇氣 が隱 して ある 〇南畫 は 言 ふまで もな く穩 
第一 制な 筆を 尙ぶ から" 骨折つ て 描い 穴 ものに、 覇氣が あつて はいけ ない とい ふこと をよ く 承知して ゐた 
八 I から、 力めて それは 隱 5 うとして ゐ る 0 併し 隱 3 うとしても 出る のは 持ち前の 氣象 であつ て、 びんび 
編 | ん と 動 も すれ _ の 覇氣が 1  路はれ る。 南畫に 描けて ゐて も、 筆は 狩 野 派の 物を 用 a たと 思 はれる ので 
"  ある 〇それ で 斯う 覇氣も 出 勝ちで あつたら しい。 彼の 畫 (C は、 門弟の 物で S う 紛れる ものは ない が、 
本 i 只 古い 門人で*： 谷の ものは よく 紛れる。 彼は 文晁 に そつく うの 畫を 描い ^ から、 落 欵を拔 けば 

於 人の 眼に 名區 別が つかない ので ある。 喜 多 武淸の もの 名 どうかす ると、 狩 野 派 風の 文晁の 作 {C そつ 

鑑 j 

52 1  く. 〇 な ものを 描いた C 

法!  n 'p lwl io' —tF^lmll X. M. の 門下では 先づ畢 山の 作を 言は ねばなる まい。 彼の 作には 文晁の 筆の 特 
色た る、 例の。 ひん^-^ がちよ い^^ 33 て來る 。乙れ は 人物の 氣骨 からで 4 あ' らうが、 兎に角 著しい 乙 
とで ある 〇尙ほ 35 f III» の 特色と しては、 輕 にして 快なる ことで ある .0 そして 彼の 僞 物を 作る 人 も、 それ 
を ねらつ て眞以 るので あるが、 輕 S 點で は眞 似が 出來て も" 快と V/* ふこと k なると 一種 特別で あつて 
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到底 摸倣す る譯 に は 行かない ので ある 〇故に 鑑定 {C 際しても、 此の 31 ui» の 快 妙な ところを 會得 すれば 
百 發百中 誤- 〇 なしで あるが* をれ を 見る 乙との 出來 ない 中は、 51 1.11* の 眞僞は 判らな い ので ある 〇 彼の 
| 快なる 所は 決して 形の よしあしで なく、 はぎれのよいと 己ろ (C ある 〇氣泥 でと ころ {C ある 0 虹 爪 ^, 羽 
一 ひて す ぱつと 行く あた-^ の、 痛快な 味は 畢 山 の獨 妙と 稱 してよ い 〇  M U だけは 學んで 名 熟して 本 判り 
| 得ない ので、 矢 張ぅ 彼の 人格から 出で、 ゐる 。あの 風韻は、 近 唢 阈 華 社で； gj| した 『一 g I, 1 』 等を 
|見るとよく分る。序に、畢山の僞物てなか<ぅまく出來て判別に苦しむのを、一般に^|が描いた 
一として ゐ るが、 併し これは 疑は しい 〇果 して w* it* が 僞物 などを 作つ たか 否 % 不明 e ある 〇 歡齡く心此 と 
| 稱す るのを* 眞 物に 比べて 見る と、 印は 眞物が 捺 して あれ ど、 落欵が よくない 〇印 と畫 とがよ くて、 

I 进の惡 S のは 先づ靑 崖 華 ! II と E 心はなくて は 7C らぬ O ^. M* にも、 明治維新 t« の 物に-落 欵の 非常 ^ 巧み 
| な、 眞物仑 つくりと 言つ てよ いのが ある 〇これ は 畫の 僞作荠 と、 落 欵の 僞作衮 とが 別人で あるか. りで 
あらぅ、 畫と落 欵との ■! 色が 全く 違つ て， ^る0文晁門人の命和取 1« 4をの頃頻ぅに僞物を作つたと傳 
へる けれど* これ も 容易に 事實 とは 認め難いので ある 〇をれ から、 31 : c 下 m- 一の 花鳥 描きた る^! ! II* 
の畫であるが、これも光琳派と同じやぅに、ちよいと墨をつけてやつた様に見ぇて、なか^^ 3 ぅで 
はな v, そして 前 描 さには 華 山風の ものが 多く、 餘ぅ流 嚴 ではない が-後に なつて g 船 fg/ 風が 手 (C 入 

四 一三 
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ってから、 だん < 流麗に なつて ゐる 〇附け 加へ て 置く が、 最近まで 椿 山の 僞 物 (C 妙を 得た 環齋 とい 
ふ 人が あって、 實に 何處か ら何處 まで ネ 椿山そ っくりで あって、 只 印、 たけが よくな かった 。故に 畫が 
よくて、 落欵が よくて、 印の 疑は しい ものは 先 づ環齋 椿 山と E 心って 間違 ひは ない ので ある。 

最も 1(11 物は 大推堂 j 次 (C 大雅 堂の 文人 畫で あるが、 これは 固よ“ 眞實の 南畫で はない 〇大雅 だけ 
| の晝で ある。 所が 凡て 文人 畫の僞 物 中で 最も 多 S のはと いふと、 それは 大雅の ものである ◦支那では 
一鄭板 橋、 日本では 大雅 堂と、 昔から 僞 物の 多い 隨一で ある 〇故 に畫 にしろ 書 {C しろ* 大雅 {C は 先づ眞 
| 蹟は 滅多 R ない と 言つ てよ SC 先づ 彼の 眞婧は 正しく 筆を 執つ て" 描き 方 だけは きちんとな つて ゐ 
j る C 時々 どる^-とした、 妙な 皺な どを ちよい とやる けれど、 それでも 筆の 法' たけは 外れて ゐな い。 

I 故 {C 筆を 橫 倒しに して 描 S た 大雅で あると、 一寸 首 5: 傾けなくて はならぬ ◦時としては 之を 橫 から 筆 
を 持っ て 行く  rJ ともな S ではない が、 先づ 正しい と 言っ てよ so 世人は 正しき 筆 使 ひ、 卽ち懸 腕 直筆 
R 持っ て 描いた 藏 鋒の 筆法と いふ ものを よく 知らぬ が、 要する R 如何なる ものを 描いても* 筆が 眞直 
であるから 穗尖が 中央に あって、 侧 方へ 心を 出 S な S ことで ある 〇それ をよ く 知らなくて は、 殊に 大 
雅など の ものは 解 $ かねる C 妙な ちよ と 描いた 如き もので も* 大雅の ものなら 大抵、 藏 鋒 -It 出 
來てゐ る。 乙れ は 筆を 見る 2: と (C 熟すれば 雜作な く 解つ て、 ■そして それを 見る のが 一番よ S が、 熟す 
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るまで が 容易で ない C 中に も大雅 のは 非常に 困難で 最も 眼が JJG えなくて はならぬ 〇 その 代-^  一 R その 
特色 5: 覺え 込んで 了へ ば 大雅 の樣に 解 6, 易い 畫も 亦 / 2 ない ので ある。 と、 玆で口 だけで 申しても よく 
は說明 ♦か 出來 ぬが、 大雅と 限らず 南晝 物、 文人 物は 鑑定が なか <む つかしい 0 と 言 ふのは 皆 順序を 
一 追った 本筋の 畫で はなくて、 勝手 {C .S ひ  <に、 それ も畫 (C 依つ て 皆 違は して 描いて あるの だから、 
一玆を 斯うとは つき-^ 言 ふ譯に は 行かない ので ある 〇 
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